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は じ め に 


この 辞書 は 、 現 代 日 本 語 の 基本 語 の 中 で も 、 特 に 多義 性 が 高く 、 包 括 
的 な 理解 が 困難 で ある と 思わ れる 語 を 選び 、 中 心 義 を 中 心 と し た 語義 の 
ネッ トワ ー ク を 示し 、 学 習 者 お よび 日 本 語 教 師 に 対し 、 語 の 理解 を 深め 、 
運用 を 容易 に する こと を 目的 に 作ら れ て いま す 。 同 時 に 本 辞書 は 、 日 本 語 
辞書 に お ける 新しい 記述 の 方 法 を 提案 する も る の で も あり ます 。 第 1 巻 で は 
名 詞 121、 第 2 巻 (2011 年 12 月 発売 予定 ) で は 形容 詞 ・ 副 詞 84、 第 3 巻 (2012 
年 1 月 発売 予定 ) で は 動詞 104 を 選び 掲載 し て いま す 。 


従来 、 語 各 は 授業 で 扱わ れる こと が 少な く 、 語 功 学 習 は 辞書 な ど を 用 
いな が ら 、 学 習 者 が 自分 で 行う こと が 少な く あ り ま せん で し た 。 初級 の 学 
習 者 は 教科 書 巻 末 の 単語 訳 や 対訳 辞書 、 中 級 以降 の 学習 者 は 電子 辞書 な ど 
日 本 人 向け の 大 辞典 を 利用 し て 、 独 学 で 語 功 学習 を 行っ て いる こと が 多い 
と 思い ます 。 そ の よう な 中 、 学 習 者 が 一 人 で も 語 或 学習 を 進め られ る よう 
な 有効 な 辞書 は ほとん ど 開 発 さ れ て きま せん で し た 。 日 本 語 の 教員 も 語 
を どの よう に 教え た らい いか と 日 々 悩み つつ も 、 参 考 と すべ き 辞 書 を 見 つ 
け 出 せ ず に いた の で は な いで し ょ うか 。 


いわ ゆる 日 本 語 や 国語 の 大 辞典 と 呼ば れる も の は 、 語 義 を 古い 順 か ら 
記載 し た り 、 KR 学習 者 の 理 
解 や 運用 に 十分 供する も の と は 言え ませ ん で し た 。 増え 続け る 語義 を た だ 
座 列 す る こと は 語義 の イン フレ ーション を 招き 、 学 習 者 に さら な る 負担 を 
与え を る の み で 、 意 義 の 関連 や 全体 的 な 意義 像 を 示し えて いな い の が 現状 で 
ず 。 

と り わ け 基 本 語 革 は 数 多く の 語義 が 辞書 に 掲載 され て お り 、 学 習 者 は 
中 心 義 の み を 覚え て その 他 の 派生 義 は 一 向 に 覚え な い 、 母 語 の 対応 語 が 有 

する 語義 は 覚 ん る が 、 そ う で な い 語 義 は 覚え を られ な い 、 教 えら れ た 語義 は 
覚 を る が 、 そ の 他 の 語義 は 覚え られ な いな ど と いっ た 困難 を 感じ て きま し 
た 。 さ ら に その 語 が 持っ て いる 文化 的 な 背景 知識 な ど に つい て は ほとん ど 
学ば れる こと な く 置 き 去 り に され て いま し た 。 


そこ で 私 た ち は 多 義 語 に 関す る 認知 言語 学 の 理論 を 用 いて 、 学 習 者 に 
と っ て 真 に 重要 な 基本 語 の み を 厳選 し 、 そ の 上 で 、 中 心 義 は 何 か 、 派 生 義 
に は どの よう な も の が ある か 、 語義 の 派生 は どの よう な 理由 で 展開 し た か 
を 明示 する こと で 、 複雑 な 多義 語 の 意味 を 「 意 味 の ネ ットワーク 」 と し て 
ー ま と め に 記述 する 辞書 を 編集 し まし た 。 こ れ に よ り 、 学 習 者 は 上 述 の 語 
緊 学 習 の 困難 点 を 克服 し 、 中 心 義 か ら 派 生 義 に 至る 語義 全体 を 見 通す こと 
が 可能 に な り ま す 。 併 せ て 本 辞書 で は 例文 も 学習 者 の 視点 か ら 使用 頻度 や 
コロ ケー ショ ン ( 共 起 )、 難 易 度 を 考慮 し て 選ば れ て いま すか ら 、 読 ん で 
理解 し や すく 、 か つ 実 際 の 言語 運用 に すぐ 用 いる こと が で きま す 。 ま た 現 
代 で は 用 いら れ な く な っ た 用 法 や 、 学 習 者 に と っ て ニー ズ の 低い 用 法 な ど 
は あえ て 掲載 し な いよ うに し て いま すか ら 、 最 も 効率 よく 語 功 学習 を 進め 
て いく こと を 可能 に し て いま す 。 さ きら に 必要 に 応じ て 語 の 説明 の 最後 に は 
文化 ノー ト や 用 法 ノ ー ト を 付 し 、 そ の 語 が 持っ て いる 文化 的 な 背景 知識 や 
注意 すべ き 文 法 項目 も 知る こと が で きる よう に な っ て いま す 。 


私 た ち 編 集 委 員 は この 試み を 極め て 意義 ある も の と 捉え 、 出 版 元 で あ 
る 株 式 会 社 ア ルク の 全面 的 な 協力 の 下 、4 年 の 月 日 を 費やし て 世界 中 の 学 
習 者 お よび 先生 方 に 歓迎 され る 辞典 を 作成 し た いと 考え 本 辞書 を 執筆 し 
て まい り ま し た 。 最 後に な り ま し た が 、 こ の よう な 執筆 の 機会 を 与え て 下 
さっ た 株 式 会 社 アル ク 日 本 語 書籍 編集 部 の 大 塚 武 司 氏 、 田 柔 有 美子 氏 に 心 
か ら 感 席 い た し ます 。 


森山 新 (主幹 )・ 荒 川 洋平 ・ 今 井 新司 
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本 書 の 構成 


見 出し 語 
基本 名 詞 の うち 、 多義 性 の 高い 名 詞 121 語 か ら な る 。 


見 出し 語 の レベ ル 
見 出し 語 の レベ ル を 5 段階 に 分 け 、 
易しい も の か ら 順 に ⑤-ー① で 示す 。 


_ 漢字 


、 見 出し 語 に 対応 し た 漢字 を 表 


あし く び きき ぶ ぷん 
是 首 か ら 先 の 部 分 


ネッ トワ ー ク 図 


示し た 。 太字 の 漢字 は 、 見 出 
し 語 の 意味 を 最も よく 表し て 
いる も の で ある 。 漢字 の 上 の 
[・] は 、 常 用 外 漢字 で ある 
こと を 示す 。 


上 段 の 太字 の 漢字 に 関し て 、 
音読 み は カ タカ ナ 、 訓 読み は 
ひら が な で 示し た 。( ) 内 
は 読み の 例 を 示す 。 

な お 、 見 出し 語 が 音読 み の 場 
合 は 、 こ こ に も その 音読 み と 
例 を 示す 。 


ー つ 一 つの 語義 が 中 心 義 か ら ど の よう に 派生 し て いる か を 矢印 で 図示 し た 。 実 際 の 派生 は ここ 
で 示し た も の より 複雑 で ある が 、 学 習 辞典 と いう 性 格 上 、 主 要 な も る の を で きる だ け 簡 略 化し て 


平易 に 図示 し た 。 


中 心 義 : 一 細 で 示し た 。 現 代 語 に お ける 語義 の うち 、 中 心 的 で 派生 の 起点 と な る と 考え られ る 


ー 次 派生 義 : 中 心 義 琶 置 か ら 拡張 し た 主要 な 語義 。 中 1 の よう に 数 字 で 示し た 。 
二 次 派生 義 : 主要 な 語義 、 す な わ ち 中 心 義 王 軒 、 お よび 一 次 派生 義 か ら 拡 張 し 
と 語義 。 意 味 変化 が 比較 的 小さ きく 、 独 立 し た 派生 義 と する に 及ば な いも の な の で 、 


10 Tl2 に 属す る 下位 の 語義 と 考え 、 
abc の アル ファ ベッ ト を 添え て 示し た 。 


0a 


1al[1bl[1c| の よう に 数 字 に 


語義 上 位 概念 と の 関係 


ネッ トワ ー ク 図 の 枠 内 で 示し た 語義 中 心 義 語 置 か ら 一 次 派生 義 が どの よう に 派生 
を ここ で も 示 ず 。 し た か に つい て 解説 し て いる 。 

語義 は 英語 、 韓 国語 、 中 国語 に 翻訳 し 、 二 次 派生 義 に つい て は 一 次 派生 義 か ら ど の よ 
学習 者 が 理解 し や すい よう に し た 。 うに 派生 し た か に つい て 解説 し て いる 。 


きか ん を か 
ある 期間 の 中 
during / グ 9 下旬 ご 共 條 期 同 内 


くう か ん 


(@ 控 ま れ た 空間 を 区 切ら れ た 期間 と 見 な し た か ら 


oi i 
. 。 * の 問 に 、E L 許 2 wk 0 5 = 対応 し た 
・ 彼 が 買い 物 に 行っ で いる 間 に 、、 部 恒 の 掃除 を 済ま せ て お こう 。 各 語義 ! 対応 し た 例文 を 
いま 。。 も の さと 4 の っ と AME な に しか ん 示す 。 
合間 : 物事 と 物事 の 間 の 何 も な い 時 間 
し き ょ あい ま あや の tet 
全 仕事 の 合間 に お 茶 を 飲む べき で 、 逆 じゃ だ め だ 。 
箇 間 が 持た な い : う まく 会 話 が 続か ず 貸 まく な る 
例 弟 は 無 由 な の で 、 二 人 で いる と 間 が 詩 た な い 。 ーー 合成 語 、 慣 用 表現 な ど 
まま も に 半 じ か ん ンコ り ま と る 
術 間 を 持た せる : 空い た 時 間 に 別 の こ ど を し て 暇 で な いよ うに する 学習 者 に 知っ て お いて ほ 
こう し < し か いし ゃ ま 
9 講師 が 来る まで 、 測 会 者 が うま く 間 を 持た せ て くれ た の で し い 合 成語 や 慣用 表現 な 
ほっ と し た 。 
ど を 列挙 し た 。 


イラ スト 

語義 の 説明 を 補足 する た め の イ ラス ト を 掲載 し た 。 

語義 を イラ スト に する の が 難し い 場 合 は 、 例 文 の 中 で 最初 に 示さ れ て いる も の を イラ スト 化し た 。 
同時 に 、 ほ と ん どの 見 出し 語 で は 、 イ ラス ト 全 体 を 見 渡す こと で 、 そ れ ぞ れ の 語義 が 共有 し て い 
る 共通 の 意味 (スキ ー マ ) を 抽出 し や すい よう に 工夫 し た 。 


用 法 ノ ー ト 

見 出し 語 に つい て 、 使 い 
分 け や 、 使 い 方 に 注意 を 
要する 場合 は 、 こ こ に 記 


用 法 ノ ー ト クノ 「 安 」 は くだ けた 会 医 な ど で 倍 う 。 そ れ 以 外 は 「 攻 性 女 の 人 」 な ど を 使い 、 拉 
れん あい た いし 』9 か の じ ュ つか 

恋愛 対象 に は 「 彼 女 ] を 使う 。 | 

」 


文化 ノー トノ [女子 」 は 、 か つて は 高 和 校 3 年生 くら いま で の 女性 を 指し て いた が 、 現 在 
だ い Cate じ ょ せ い じ ょ 
で は 40 代 の 女性 まで を 指す こと が あり 、 女 性 だ け の バー ティ ー が 「 女 子 


会 ] と いう 名 で 底 ん に 行わ れ て いる 。 載 し た 。 
叶 お と こ (p66) 文化 ノー ト 
見 出し 語 の 背景 に 存在 す 
る 日 本 文化 特有 の 背景 知 
参照 識 な ど に つい て 記載 し 
本 書 に 掲載 され た 見 出し 語 の うち 、 参 考 に な た 。 
る と 思わ れる 類義語 、 対 義 語 な どの 語 と その 
ペー ジ を 記載 し た 。 


画 漢字 の 使い 分 け に つい て 


「 見 出し 語 」 に 対応 する 漢字 が 複数 ある 場合 ( 例 「 あ し 」 一 「 足 」「 脚 ]「 肢 ])、 そ の 使い 分 け に つい て は 、 
各 派生 義 の 例文 を 参考 に し て ほし い 。 ま た 、 特 に 重要 な 使い 分 け で ある と 思わ れる も の に つい て は 、 
補足 説明 (*) で 触れ た 。 


較 イラ スト に つい て 
① 対比 な ど ( 例 、 以 下 の 「 男 女 ] の イラ スト )、 一 つの イラ スト 内 に 複数 の 要素 が ある 場合 、 基 本 


的 に は 語義 を 表し て いる も の を 右側 に 、 ま た は 濃く 示し 、 場 合 に よっ て は その 両方 の 措置 を 用 い 
て いる 。 (以下 参照 ) 


人 間 の 性 別 と し て の 男性 


male (humans only) 1 社 引 対 周 寺 呈 43。 人 美 性 別 中 前 月 人 


・ どん な 男 の 人 が 好き で すか ? 
< 男 と 女 で は 、 考え方 が 違い ます 。 


se ちち お で 


ti を 
日 男 親 : 父 親 つ ご 女 親 


語義 王 置 | 人間 の 性 別 と し 
て の 男性 ] を 表し て いる 。 


② 左側 に [T] と 表記 され て いる 矢印 (以下 参照 ) は 、 時 間 軸 を 表す 。 


現代 


: 


記号 に つい て 


向 慣用 名 、 慣 用 表現 、 こ と わざ 
* 補足 説明 


コロ ケー ショ ン (連語 ) 例 ) ご は ん 較 朝 / 恒 / 晩 ご は ん 
= 類義語 
[ ] 省略 可能 を 表す 


品詞 の 表示 に つい て 


円 で 示し た 「 合 成語 な ど ] に つい て は 、 名 詞 以外 の 品詞 名 を 以下 に 従っ て 示す 。 


器 其 スル 動詞 
動 I 五 段 動詞 ( 1 グル ー プ 動 詞 ) ee 


Structure of This Book 


Entry 


121 basic nouns with many meanings are presented as target Words. 


Difficulty level 
Each entry is assigned a difficulty rating 
of 1 to 5, with 5 being the easiest. 


足 、 脚 、 肢 


ソ ク ( 土 是 ) 、 た (足す 、 足り る 、 足 る ) 


か は ん 


下半身 の 左右 に わか れ て 


Kanji 

Kanji representations of the 
entry are listed here. The one 
in boldface best expresses 
the entry's meaning. Kanji 
capped with a dot are not 
Joeyo Kanji. 


Readings 

The readings of the boldface 
kanji are listed in katakana 
for on-yomi and in hiragana 
for kun-yomi. Examples are 
given in Darentheses. 

When the entry is a kun- 
yomi word, it is listed here 
again,along with an example. 


Network diagram: The way that each meaning derives from the core meaning is shown with 


arrows. The actual derivations are more complicated than indicated、 but have been simplified 


where possible in keeping with this booKs design as a learners dictionary. 


Core meaning: This is the meaning in modern usage that is considered the central meaning 


from which other meanings derive. It is marked with 本 . 


Primary derivatives: These are the major meanings that derive from the core meaning, ME . 


They are marked with numerals、as in | 1 骨 2 由 3 目 


Secondary derivatives: These are extended meanings that stem from the core meaning or 


the primary derivatives. Since they represent comparatively slight di 人 erences in meaning that 
do not qualify as stand-alone derivatives, they are subordinated to mE, 司 罰 , ED, ED, etc. 
and are marked with letters of the alphabet as in [al,[1b],[1c]. 
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Meaning 


Each meaning presented in the boxes in Relationship with superior meaning 
the network diagram is listed here again. This line describes how the meaning 
To facilitate understanding, translations are derives from the core meaning or the 
provided in English, Korean, and Chinese. Primary derivative. 


きか ん な か 
ある 期間 の 中 
during 相思 人 還 / 某 人 期 同 内 


くう か ん < 


(@ 挟ま れ た 空間 を 区 切ら れ た 期間 と 見 な し た か ら 


を っ ぐす し どう し 6 めん か 


・ 濾 休 み の 間 に 、 自 動車 免許 を どっ 7 大 
か れ の J LN へ て し す 
・ 彼 が 買い 物 に 行っ て で いる 間 に 、、 部 肝 の 掃除 を 済ま せ て お こう 。 


いま も の ご と も の ご と し NM な に CL か ん 
ロ 答 商 : 物事 と 物事 の 間 の 何 も な い 時 l 
さ あい ま ku の r 
人 0) 仕事 の 合間 に お 茶 を 飲む べ 導 で 、 逝 じゃ だ め だ 。 


b 


物 間 が 持た な い : う まく 会 話 が 続か ず 気 まな る 
人 弟 は 無 貼 な の で 、 二 人 で いる と 間 が 鞭 た な い 。 

血 間 を 持た せる : 発 ぃ た 時 間 に 別 の こと ど を し て 暇 で な いよ うに する 
例 講師 が 来る まで 、 司 会 者 が う まく 間 を 持た せ て くれ た の で 


ほっ と し た 。 


lllustration 


Example sentences 
Example sentences are 
provided for each meaning 
presented. 


Compounds, idioms, etc. 
Compound words, idioms, 
and other expressions the 
learner should know are 


also given. 


An illustration is provided to clarify the meaning. When the meaning cannot be easily 
depicted, the first example sentence is used as the basis for the illustration. 
Also, for most entries, the illustrations can be used as a quick guide to the common meaning 


(schema) shared by the various meanings of the entry. 


用 法 ノー トク 「 女 」] は くだ けた 会 話 な ど で 使 う 。 そ れ 以 外 は 「 女 性 」「 次 の 人 」 な ど を 使い 、 
あい た いし いう か の じ ょ つか 
恋愛 対象 に は | 彼女] を 使う 。 


ね ん せい 
有 


文化 ノー トノ 「 導 子 」 は 、 か つて は 高校 3 年 生 く らい まで の 女性 を 指し て いた が 、 現在 
で は 40 穫 の 女性 まで を 指す こと が あり 、 女 性 だ け の パー ティ ー が 「 女 子 
次 」 と いう 名 で 夏 ん に 行わ れ て いる 。 


ee お と こ (p66) 


Cross-reference 
Other entries that can be of reference 
(synonyms, antonyms, etc.) are listed here 


with their page number. 


1 
』 
| 


Usage notes 

Distinctions in usage 
and other pointers on 
usage of the entry are 


given here. 


Culture notes 

This section provides 
background information 
on how the entry is 
used in the context of 


Japanese culture. 
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Distinctions in kanji usage 

In cases where an entry has multiple kanji listed for it (e.g., あし : 足 脚 肢 ),users should refer to 
the example sentences to gain an understanding of the distinctions in usage between those kanji. 
Particularly important distinctions are explained in the supplementary information (marked with 
asterisks). 


Illustrations 

(1) In illustrations that contain multiple elements, such as contrasts (as in the male/female 
ilustration shown below), the element that depicts the target meaning is generally placed on 
the right and/or rendered in darker shading (see below). 


に 人 ん けけ い ペ っ だ ん せい 
本 正信 間 の 性 別 と し て の 男性 
male (humans only) / で 1 名 評 財 震 慎 久 人 美 性 別 中 前 男 人 


・ ど ん な 男 の 人 が 好き で すか ? 
・ 勇 と 女 で は 、 考え 方 が 違い ます 。 


This illustration conveys the target 


meaning 人 間 の 性 別 と し て の 男性 . 


(2) Arrows with a “T” on the left represent time frames that help express the meaning. 


現代 
T オ ーー デー ゼラ 


5 
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Symbols 


Idioms, proverbs 
* Supplementary a 


@ 人 Antonyms 


に Cross- ed 


グ Words that can be used i in the same pattern_ Ex: 日 に 合 合 サン ン "合わ な い い 


コ CS ご は ん 朝 ン 昼 / 晩 ご は ん 


ほ Synonyms 


[ ] Omissible seki i 風 上 ( 


で 


Parts of speech 


For compound words etc. (marked with [_] ), the following symbols are used to indicate the parts 
of speech other than noun. 


adjective 
Ci な Grep2S25 で が Se が 179RYoGG2PGPra 
の 0 ーー 


Suru-verb 


動 I Az-verb(Group ! II Yerb) 
Irregular verb (Growp mm verb) 
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0| 到 引 〒 お 


生 利 01 
刀 芯 村人 者 引 人 4 , 呈 名 99] 如 121 2 引 忌 旬 至 了 〒 釣 司 釣 革 . 


| 冬 天 01al 可 澤 


| 下剤 引 引 9] 正 言 5 再 贅 豆 二 〒9] , 刊 間 圭 
に 外 る 足 ⑤-① 外 2 正 計 県 耳 . 区 諸 9]9] 司 き 本 圭介 言 寸 


叶 由 羽 革 . 委 包 言 列 引 入 千 
下剤 91 引 引 可 言 外す 4 
っ 時 音 ] 中 . 分 意 
ソ ク ( 寺 足 )、 た (写す 、 足り る 、 足る ) 米 外 9Hd 人 本 引 証 幸人 誠 
可 [・] 舎 到 下旬 詩 和 叶 . 


洋 募 の 左右 に わか れ て 
いる 部 分 


召 入 名 2| 

谷 忌 引 詩人 を 言 列 可 電 巡 
1 可 , 信号 引き る そ ゃ モ 電 オ 
邊 外 由 千 , 童年 計 モ を 
避 叶 2 オ 呈 下地 所 中 .( ) 
1 9 村人 可 言 時 


Hn 


利和 立 玉 19 和正 入信 
中 信人 本 合 下 | 計 此 中 . 


軸 莉 ヨ 呈 : 下 列 91 要 生生 9] 可 2 付 名 可 壁 半 目 引 軸 村 名 届 2 合 下 符 下 呈 時 
出 水村. 旬 草 9] 呈 中 可 財 符 圭司 記子 季 同 外 久 久生 寺谷 外乱] 選 号 対 人 務 半 
きる 社 呼 2 呈 人 千 計 的. 


き 付 2I ロ | : 本 6 立 外 引 鍋 叶 . 音 可 91ol 旬 区 e| dda 可 可 才 , 人 人 震 財 9| エ 聞 交 引 | 
衝 ] 叶 福本 引 可 g 中 。 

避 対 廿 引 aml : を 引 可 SI 馬 軒 時 四 村人 局 子 S 引 ロ . 必 還 本 当 本 四半 せ o| 篤人 エ 下 
人 4 填 見 中 

0| 入 可 胃 中 : 9 引 hg , 千 入 引 S1 馬 軒 斗 9 対 本 祝 S1 還 還 須 本 久 ら ミサ 
叶 旬 因 引 ロ . 可 避 叶 叶 人 オ 可 豆 2 千 。 ト 千 眉 革 旬 引 可 下見 | 症 ら 、 硬 時 還 間 誠 析 
本 居 千 可 可 還 社務 寺 q| [0al[Tal[15][Tc] 9 人 1 全角 各 叩 哨 全 普 9] 正人 | 避 叶 . 
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alul に | 
る 人 99m 玉置 こそ 生 避 包 祝 革 人 9 相生 
名 本 引 エ 久 寺 . 

宇 入 9 包 和 塩 記 多 本 旦 香 引 引 本 鹿本 可 多 
聞 名 記 当 可 司 財 


印 世 講 ヨ 忌 公 He 下旬 四 引 可 言 
2| 引 丘 2] 秘 結 沢 寸 . 

正 避 栓 久 包 9] 恒 早 音 2| 居 恒 , 99], 
埋 革 9] , 圭二 9] 思 認 島 兄 准 抑 中 . 


則 選 記 包 本 言 


きか ん な か が 


回 ぁ ある 期間 の 中 デ 
during 9 四 2 相 / グ 某 修 期 周 内 し 


(@ 岳 ま れ た 空間 を 区 切ら れ た 期間 と 見 な し た か ら 


な つや です だ に どう し め 人 き ょ 
・ 夏休み の 間 に 、 自 動車 免許 を と っ 7 大 
か れ か の い が かま ~~ て す 
・ 彼 が 買い 物 に 行っ て いる 間 に 、 千 屋 の 掃除 を 済ま せ て お こう 
口 全 商 物事 と 物事 の 間 の 価 も な い 時 間 
例 仕事 の 合間 に お 某 を 飲む べき で 、 送 じゃ だ め だ 。 
旬 間 が 将 た な い ・ うま く 会 前 が 続か す 気 ま K な る 
人 0 弟 は 無 1 な の で ご 人 で いる と 千 計 た な V。 
殺 間 を 持た せる : 大 い た 時 間 に 別 の こ を し て 時 で な い よう に する 
例 講師 が 来る まで 、 居 会 著 が うま く 間 を 持た せ て くれ た の で 
ほっ と し た 。 


店 ス 呈 

当 相 呈 寺 鍵 舎 羽 避 久本 ろ 王 
引 ロ | 人 オ 刊 言 久本 大 呈 中 正 刷 桂 2| 9] 本 生子 
コ ヨ エ 虹 2 剤 1 由記 本 へ 王 旭 剤 言 寺 91 豆 区 合 可 , オオ 名 引 可 言 | 14] モ ず 和 中村 引 可 ( ろ 


言 用 列 記 中 


1 叶 ) オオ 鹿足 写 9 寺 泉 


有 ま ノー トク 「 女 」 は くだ けた 会 話 な ど で 使う 。 そ れ 以 外 は 「 女 性 」「 欠 の 人 」 な ど を 使い 、 
恋愛 対象 に は 「 彼 女 」 を 使う 


文化 ノー トク 「 婦 子 」 は 、 か っ て は 高校 3 年生 くら いま で の 女性 を 指し て いた が 、 現在 
で は 40 代 の 女性 まで を 指す こと が あり 、 女 性 だ け の パー ティ ー が [女子 
会 」 と いう 名 で 夏 ん に 行わ れ て いる 。 


ww お と こ (p66) 


9| 羽 可 江 剤 媒 下剤 9] 者 , 告 エ フト 司 可 本 刃 人 
千 引 馬 引 9 , 時 可 9] を 引 本 9124 言 2| 草 寺 
衣 革 . 


計 光 中 . 


中 
gd 選 叶 計 q 呈 
合用 和 計 泉 。 

- 理 01, 天天 号 


征 谷 外 旬 特 9[ 告 ol 合 
音 ] 叶 香 す 冬 着る 9 
と 


記 , 下 可 症 舎 久本 下品 す 征 相 包 寸 . 


軍 生 正 
香 財 相 外 8 中間 9 
昼 9 引 下剤 引 モ gd 
2|q 人 鍵 員 季 現 . 


是 四 = 馬 
主 草 引 1 引 引 引 科 刻 計 
9 時計 号 入 9 串 
人 合 | 草 計 選 中. 
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徹 ral 〒 連 畠 O 呈 引 

「 下 剤 9」91 蛋 引 モ 慎介 2 引 絢 央 お 千 引 モ (中 「 あ し 」 一 「 足 」「 脚 」「 肢 」), 介 直 多 名 可 
叫 是 含 冬 豆 了 〒 展 蛋 角 殺す 生 2] Med。 号 き | 季 引 副 八 村 全 恒 9F 村 モ 下層 全品 寺 妥 財 (*) 合 
具 量 水 呈 . 


紀 可 へ 王 0 Fl 纏 

① 引 引 9] (所 , 9T 可 引 「 呈 」 拓 本 表 ), 入所 可 下 由 号 生 中 台本 早 下村 詩 3 そ モ , 
2] 是 放 ら 足 ユ 引 可 | 司 は 司 王 久本 全 選 語 ゃ 証 答 9 醒 秘 引 和民 計ら 呈 革 村 所 下る 〒 引 
叶 村 放言 吾 條 | 遇 時 合 豆 平 作 生 村 2| 王 尉 叶 . (9 ト 可 コ 選 舎 君 名 ) 


EX 7 ん 。 せい ペ つ 

の 性 別 と し て の 男性 
male (humans only) "1 で +H] 対 財 震 計 人 美 性 別 中 的 男 人 
か 1 


。 どん な 男 の 人 が 好き で すか ? 
・ 男 と 女 で は 、 考え方 が 違い ます 。 


に ぁ や ちち お で kp で 


本 日間 父親 女 親 


引 可 一 置 「 人 間 の 性 別 と し て 
の 男性 」 含 呈 早 ユ 以 革 . 


②⑫) 鏡 答 引 [T] 村 正 包 本 | 駅 選 益 正 (9H 可 ユ 選 含 笠 子 ) を 人 社寺 含 呈 時 要 中 . 
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91 (等 員 和 軸 信和, 秋 計時 香 条 ) 
ノ せる 本 四 本 洗足 中 和音 人 品 に 合う 合わ な い 
| 本 下 名 (We 0 ご は ん 和男 朝生 ズ 別 ご は ん 


固 叶 得 旬 詩 「 召 付 ] ち 」 り 9 韻 訓 人 を , 再 人 9 名 番外 司 島 叶 合 違 社 9| 正和 | 寺 旧 革 . 


Gai 
3 な EE 
EE 7 ns 

= に et 


7 


週休 


凡例 


本 周 典 基本 名 語 中 丈 収 了 121 介 河 汗 。 均 旋 油 駐 率 視 高 的 多 叉 沿 。 


字 条 的 進 易 度 


字 条 的 誰 易 度 分 成 5 條 等 銀 , ⑧~ 


① 導 角 自 易 到 秦 。 


足 、 脚 、 肢 


ど そく た た た 
ソ ク ( 土 足 )、 た (足す 、 足 り る 、 足 る ) 。。 


0 
か GA し ん 


下半身 の 左右 に わか れ て 
いる 部 分 


/ 


汐 字 
況 字 王 講 条 相 対 皮 。 粗 体 況 
字 基 最 秦 切 地表 送 了 況 字 
意思 的 。 没 字 上 面 的 "… 
表示 下 況 字 妨 不 色 常 使用 況 
字 。 


へ J 


上 面 一 排 的 粗 体 泌 字 , 音 
用 片 優 名 酸 示 , 辺 送 用 平 候 
名 来 酸 示 。( ) 内 表示 入 培 
音 的 挙 例 。 

不 辻 , 如果 字体 注音 湾 , 送 
里 也 列 出 邊 週 的 音 培 和 挙 例 。 


| : 用 箇 共 表示 一 人 一 條 週 叉 是 如 何 稚 本 叉 派生 出来 的 。 笑 了 的 派生 要 比 本 週 典 列 出前 更 
久 算 秦 , 基 皇 本 週 典 是 学 選 週 典 近 一 特 点 , 主要 的 都 尽 量 地 簡易 明 了 地 用 箇 基 表示 。 


本 尺 : 以 要 呈 表示 。 一役 足 指 在 現代 週 造 中 外 考 中 心 位置 面 又 是 引 起 派生 的 週 叉 。 

第 一 派生 尺 : 人 本 又 琶 置か 水 井 来 的 主要 哲 双 。 以 医 還 影 急 医 習 数 字 来 表示 。 

第 二 派生 叉 : 人 主要 周 尽 、 也 就 是 本 又 硬 置 、 以 及 第 一 次 派生 叉 還 還 革 時 葉 軒 了 洲 井 来 的 週 叉 。 
意思 変化 比較 小 , 又 不能 成 妨 独立 的 派生 駐 , 所 以 一 般 込 妨 是 次 二 硬 時 葉 園 
七 軒 的 庁 六 , 像 [al[1al[1b][1c] 那 欄 在 数 字 后 面 加 上 ab,c 等 小 写 字母 来 表示 。 
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週 叉 与 上 一 屋 概 念 的 英 系 


英 光 國 柏 内 表示 的 週 叉 在 送 里 也 板 和解 聞 第 一 次 派生 叉 是 如何 仏 本 又 琶 時 派生 出 
示 。 来 的 。 
週 叉 都 翻 成 英 造 、 埋 造 、 況 造 、 以 解 第 二 次 派生 叉 又 是 如何 仏 第 一 次 派生 叉 
方 便 学 者 理解 。 那 里 派 生出 来 的 。 

1 ビ 


12 | PT 
during /] 愉 21 本 プ 某 不 棒 同 内 wr 
く ぎ 


(3 兵 ま れ た 空間 を 区 切ら れ た 期間 と 見 な し た か ら 


デ 


。 他 を まっ な ーー イー 
い 物 に 行っ で い る 間 に 、 et CSS 表示 的 例 けり 玉 各 何 双 相 


き 間 : 吾 と 物 吾 の 間 の 価 も な い 骨 前 
を あい ま 
例 仕事 の 合間 に お 条 を 飲む べき で 、 送 じゃ だ め だ 。 


る 


. 和 間 が 持た な い : 5 まく 2 会 剖 が 続か ず 捧 まな る 
| 0 第 は 箇 貼 な の で 、 ー 人 で ぃ る と た が Cm 
i 知 間 を 持た せる : 光 い た 時 間 に 別 の こ ど を し て 埋 で な いよ うに する 
例 ) 講師 が 来る まで 名 会 者 が う まく 間 を 持た せ て くれ た の で 
ほっ と し た 。 


合成 泡 、 慣 用 表現 等 
列挙 了 希 絆 学者 了解 
的 合成 同 、 慣 用 表現 等 。 


園 解 

印 有 岡 解 , 以 社 充 欧 明 週 又 。 当 語 叉 礁 以 用 圏 解 来 表示 的 括 , 以 例 旬 中 最初 列 出 的 来 園 示 。 
同時 、 狼 濁 所 有 的 園 解 , ル 平 対 所 有 的 鹿 条 上 都 考 虚 得 入 仔 外 , 非常 容易 抽出 各 條 週 叉 所 共有 
的 相同 的 意思 。 


、 A か い わ っ か い が い じ ょ せ い が A6 Dk て ピ "| 使用 方 法 注 筆 
“ だけ た 次 義 な ど で 全う 。 それ な と を 電 請 沈 語 到 
NY Cn Es, nbBte oR rere tes そ ー 
mn っ \ 
如 有 提 清 注意 時 一 般 都 


文化 ノー トク 「 女 子 」 は か つて は 高校 3 年 生 く らい まで の 女性 を 指し て いた が 、 現在 写 在 送 里 。 
で は 40 代 の 女性 まで を 指す こ と が あり 、 女 性 だ け の バー ティ ー が 「 女 子 
会 」 と いう 名 で 破 ん に 行わ れ て いる 。 | 


お と こ (p66) 


文化 方 面 注 衝 

介 劉 同和 休 背 后 所 存在 的 
日 本 文化 固有 的 背景 知 
参照 退 。 

本 事 列 出 的 週 条 中 以 妨 値 得 参考 的 近 叉 周 、 反 

叉 週 等 週 午 就 印 在 送 一 杉 里 。 
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美 后 況 字 的 区 別 使用 
如果 与 “ 週 条 ” 相対 広 的 波 字 有 角 数 以上 的 活 ( 例 加 “あし” っ“ 足 "“ 脚 ” “ 肢 ”)、 其 区 別 使用 方 法 , 
靖 参 考 各 人 派生 叉 的 例 旬 。 男 外 , 入 久 特別 重要 的 用 法 区 別 在 社 充 解 竹 里 己 作 解 竹 (* ) 。 


有 共 国 解 
① 対比 等 ( 例 、 下 面 的 “男女” 園 解 )、 一 不 較 解 内 有 久 数 以上 的 要素 存在 的 医 , 一般 表 送 庁 叉 的 
放 在 右側 , 或 者 加 深 顔色 、 有 時 也 同時 来 用 送 柄 衝 措 施 。( 参 照 下 面 ) 


本 呈 人 間 の 性 別 と し て の 男性 
male (humans only) < 12H] 9 半 き 半 信人 美 性 別 中 前 男 人 
@ ・ どん な 男 の 人 が 好き で すか ? 
人 ・ 男 と 炎 で は 、 考 え 方 が 違い ます 。 


コロ 蘭 : 類 e 類 
、 週 X 硬 軒 「 表 示 人 
性 別 中 前 男 人 」 


② 左側 用 “T” 表示 的 箇 印 (参照 下面 ) 表示 時 同 特 。 
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ee 


反 外 二 同 一 戻 次 , 又 可 以 替 換 使 用 的 排列 在 一 起 例 ) 日 に 1 合 う に 合わ な い 


排列 G ( 周 ) - 伯 と NE 回 彰 ン 年 / 晩 ご は ん Ne 


協 面 情況 的 社 充 例 ) (会 社 で ) 部 長 、 お 客 様 で す 。 


連休 呆 ( 窪 打 ) 
スル 効 局 
事 段 効 同 (1 外 効 周 ) 


あい だ 


間 


カン (間接)、 ケ ン ( 世 間 )、 ま (客間 ) 


ジ っ に 挟ま れ た 所 


KE な ぅ 
中 二 つ に 挟ま れ た 所 
located between (two people/things/etc.) 〒 琶 矯 人 19| 引 きれ / 爽 在 西 介 之 同 的 地方 


杖 し ちち は は か だ すわ 
* 私 は 父 と 母 の 間 に 座 っ た 。 
いま は ん に ん  〈 る 3 ま かわさき よこはま 。 が だ は し 
* 今 、 犯 人 の 車 は 川崎 と 横浜 の 間 を 走っ て いる 。 


A B 大 者 科 見 る : 物 事 の 一 部 分 を うか が い 知る 
例 ) 彼 の 発言 か ら 、 そ の 事件 の 重大 さき が 垣間見 えた 。 
和則 曳 を 入れ ず : まっ た く 時 間 を 置か ず に すぐ 
便 ) 大 臣 は 、 記 者 の 質問 に 間 胡 を 入れ ず 符 えた 。 
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あい だ 


しゅ 5 だ ん な か 
面 間 ある 集団 の 中 
among 引田 信司 ン 某 介 集 体内 


か くだ い 


@ つ を 多数 に 拡大 し て 考え て いる か ら 


みや 『 


。 この 商品 は 、 外 国人 観光 し 答 の 間 で 土産 物 と し て 人 気 が ある 。 
ゃ その アー ティ スト な ら 、 こ の 街 の 若者 の 間 で ( ょ す で !【 に 有名 人 


特定 の 集団 だ 。 


きか ん な か 
有紀 ある 期間 の 中 
during 相思 | 社 コン 茶 企 期 同 内 


くう か ん 


(9 拉 ま れ た 空間 を 区 切ら れ た 期間 と 見 な し た か ら 


・ 夏休み の 間 に 、 自動 還 免 主 を と っ た 。 
か れ か も の い 5 ド 
・ 彼 が 買い 物 に 行っ て いる 間 に 、 部 屋 の 掃除 を 済ま せ て お こう 。 
合間 : 物事 と 物事 の 間 の 何 も な い 時 間 
あい ま 


例 ) 仕事 の 合間 に お 茶 E を 飲む べき で 、 送 じ しゃ だ め だ 。 


か い わ 


名 問 が 持た な い : うま く 会 話 が 続か ず 気まずく な 
例 ) 第 は 無口 な の で 、 ea eae 

和 間 を 持た せる : 空い た 時 間 に 別 の こと を し て 暇 で な いよ うに する 
全 講師 が 来る まで 、 司 会 者 が うま く 間 を 持た せ て くれ た の で 


ほっ と 0575 
59 う か ん て ん 
旋 居 つの 中 間 点 
middle ground,midpoint 富 引 圭 社 簡 商 者 的 中 同点 


ちゅ うか ん て ん 


(@ 中 間 点 は 間 に お ける 典型 的 な も の と 考え られ る か ら 


・ 一 人 の 意見 の 間 を 取っ て 、 こ の よう な 結論 に 達し た 。 
あい だ と し ゃ れい に まん えん 
・ じゃ あ 、 間 を 取っ て 、 講 礼 は 二 亡 円 と し ます 。 


よう ほう だ と 、 が が ち も ち 
* 共 習 の 用 法 で は 、「 間 を 取る ] と いう 形 で 用 いる 。 


ちゅ うか ん 


ふた も の に な か 
避 : 二 つ の 物 の ほぼ 真ん中 
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あい だ 


りょう し ゃ 。 な か か ん けい 
両者 の 仲 ・ 関 係 
relationship between (two people/things/etc.) 笠 介 引 ^ ト 9| ・ 圭 釣 / 机 者 的 交 情 、 甘 系 
くう か ん は さき 


(@ 空間 を 挟ん で 向き 合っ た 結果 だ か ら 


ふた り 


。 こ の 事件 が 人 の 間 を 大 きく 隔て て し まっ た 。 
に ほん か ん こく あい だ L ゅ うか ん ち が 
ネ ネ 。 日 本 と 韓国 の 間 に は 、 き ま ぎ ざ まな 習慣 の 進 い が ある 。 
ゆめ ば ん やつ あい だ お お 
e 夢 と 現実 の 間 の ギャ ッ プ は 大 きか っ た 。 


あい だ な た いり つ に し ゃ あい だ か か じ た い お き 
曽 間 に 立 つ : 対立 し て いる 二 者 の 間 に 関 わっ て 、 事 態 を 収め る 
"を 2 ん 。 お 2 。 っ 2 ホ う まま AE べ ん ご し た 
例 ) 議論 の 末 、 結局 、 夫婦 の 間 に 弁 護 士 が 立っ 05 
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あい て 


何 か を 一 緒 に 行う 一 緒 に 何 か を する 


も う 一 方 


っ ほう 
還 因 千 か を 一 緒 に 行う も う 一 方 
partnes the other party / 可 本 型 千 飼 特別 村 計 舎 可 パー 直 父 事前 田 一 方 


・ 交 相手 は 年 上 が いい 。 
あい て た い し つれ い 
。 ち ゃ ん と 目 を 見 て 話 き な いと 、 相 手 に 対し て 失礼 で す 。 
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あい て 


いっ し ょ 。 な に っ あ 
一 緒 に 何 か を する 付き 合い 
companion | 〒 包 外語 引 王 習 章 プー 起 叙 事 的 伏 伴 


あい て いっ し ょ 


@ 相手 と 一 緒 に 行う 行動 だ か ら 


DE ・ 夢 休 中 は ずっ と 予 供 の 相手 だ っ た 。 
か く か ぞ く か と し よ あい て に わか も の ふみ 
4 リ 。 核 家族 化 で 、 お 年 寄り の 相手 が で き な い 若者 が 増え た 。 


た いこ う ひと だ ん た い 
対抗 する 人 や 団体 
opponent / 可 主 引 王 外 内 9] 財 責 利 ググ 対抗 的 人 和 団 体 
あい て な か どく し あい た いこ う ば あい い み し ぼ 0 
@ 相手 の 中 で 、 特 に 試合 な どの 対抗 する 場合 に 意味 を 絞っ た か ら 


つぎ し あい あい て の よ 
e 次 の 試合 手 \ 
>»xX そ を tC 試合 の 相手 は 強し ら し ” 
* 相手 が 弱い か ら と いっ て 、 手 を 抜い て は 勝て な い 。 


Ut5 た いし ょ 5 
働き か ける 対象 
target of some action / 紀 舎 選 外 引 | ユ 邊 9| 千 & 引 名谷 / 工 作 的 対象 


ば あい 


6) 相手 の 中 で 、 特 に こち ら か ら 働き 掛け を 行う 場合 に 意味 を 絞っ た か ら 


の じ ぶん ちょ うか い め ん し ょ く か いし ゃ あい て さい ば ん お 
(・) 3 ・ 相馬 氏 は 自分 を 懲戒 免職 に し た 会 社 を 相手 に 、 裁 判 を 起こ 


の 30 
| ] 人 か の じ ょ し 9 うい 回 2 が くせ い あい て どう お し る 
* 彼女 は 週 一 回 、 留 学生 を 相手 に 茶道 を 教え て いる 。 
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足 、 脚 、 肢 


ど そ < た た た 
ソ ク ( 土 足 )、 た (足す 、 足 り る 、 足 る ) 


か は ん し ん 


下半身 の 左右 に わか れ て 


は ん し ん 


本 下半身 の 左右 に わか れ て いる 部 分 
leg (of a human/animal) / 引 中 名 名 下 千 富 呈 司 引 2 申 電 下半身 左右 分 井 的 前 


; 彼女 は モデ ル の よう に 直 が 長い 。 
e そこ に 横 ( < な っ て 足 を 伸ばし て く SMA 


あし あと ある あと の こ あし か た ち 
足跡 : ① 歩 いた 後に 残っ た 足 の 形 
ょ うり 09 う あし あと 

例 ) これ は 所 意 の 足跡 で は な い だ ろ うか 。 

と の こ ぎょ う せ き 
② 人 が 残し た 業績 

は か せ か は か が く は っ て ん お お Rs の こ 
0D 博士 の 考 祭 は 、 化 学 の 発展 に 大 き な 足 跡 を 残し た 。 

* こ の 場合 、 音 普通 [そく せき 」 と 言 き 。 


足音 : 歩行 ・ 走行 時 の 足 の 普 
あし で YO じ ゆう きま た 
中 手 ま と い 芋 : 手 や 足 に まつ わり つい て 行動 の 自由 を 妨げ る 
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あし 
こと 

こ ども あし で か も の 
多 子供 が 足 手 まとい で 、 ゆ っ くり 買い 物 が で き な か っ た 。 
あし ば 9 の お ざさ きょう よう こう ぞう ぶつ 
足場 : 高 所 で の 作業 用 に 組み 立て た 構造 物 
うし あし よん ほん あし どう ぶつ の ほう あし まえ あし 
後ろ 足 : 四 本 足 の 動物 の 後ろ の 方 の 足 前 足 
入 貴 : と どちら か 一 方 の 足 

あ 

素足 : 靴 や 靴下 を 履い て いな いそ の まま の 走 

す あし す な は ま ある き も 
00 素足 の まま で 砂浜 を 歩く と 気持 ちがい いよ 


な まあ し お じ ょ せ い 


生 足 : 生生 ッ 5 お い 拉 科 生 ( こ 女 性 の 
a 新語 
ぎ そく あし 


二宮 息 を 括っ た 人 が 用 いる 人 人工 の 名 
足 : 汚れ た 靴 や 足 で 案内 に 入り 込む こと 


あし で よき ん し 9 っ び ぴ おぉ お 
和銅 足 が 出る : 予算 より 出費 が 多く な る 
けっ きょく り ょ こ う さん まん えん あし で 
例 ) 結局 、 ヨ ー ロ ッ パ 旅行 で は 三 万 円 の 足 が 出 た 。 
ら わる MY あら た 
導 足 を 洗う : 悪い 行為 を 改め る 
例 彼 は か つて の 仕事 か ら 足 を 洗っ て 、 今 で は 立派 な 看護 士 だ 。 


[Oa 足首 か ら 先 の 部 分 す 


foot 章 呈 中 同 引 呈 選 時 是 脚 用 子 到 脚 幅 的 部 分 
な か 


© of 特に この 部 分 に 意味 を 絞っ た か ら 


。 サッカ ー を し て いる と き - 足 を ひね り 、 任 我 を し て し まっ た 。 


( ° こん な 小さ な スニ ー カ ー で 足 に 合う わけ が な い 。 
ほん た い 
風 旧 本 体 を 支え る 突き 出 た 部 分 
leg (of an object) / 芝 剤 中 潮 可 中外 芯 贅 言 和 |4 村 記 早 是 / 支 反 本 体 的 突出 部 分 


ほん た い 


@ 足 の よう に 下 か ら 本 体 を 支 て て いる か ら 
。 こ の 机 は 脚 が 丈夫 だ 。 
あし お 
っ | を 。 ・ ベ ッ ド の 脚 が 折れ て し まっ た 。 
を - 
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あし 


どう 手段 
販 計 移動 の 


means of transportation 9 引 を 2 引 自選 / 移 効 手段 
(@ 交通 は 足 の よう に 移動 で きる と いう 働き を 持っ て いる か ら 


x 


ご 。 で ん し の が いえ か ぇ あし 
後 の 電 車 を 光 し て し まい 、 家 に 帰る 足 が な く な っ た 。 
5 あめ 。 つう きん 。 あし み だ 

大 雨 で 通勤 の 足 が 乱 れ た 。 


らき に 


Ee ) 
芋 財 歩行 走行 


walking, running の 足 型 ・ 務 型 / 歩 行 、 行 走 


は た ら 5 


(@ 足 が 持つ 主 な 働き は 歩く こと や 走る こと だ か ら 


うに ん 


ド ) 


人 は 足 を 止め て 、 そ の 騒ぎ を 見 て いた 。 
で 大 人 の 走 で 10 分 か か る 。 
さん は 足 が 束 いか ら 、 リ レー の 選手 に な っ た 。 


生 
R ま 
"は し 


高橋 


eo 
eSYO 
亜 き 還 


ま ちょ 


足取り : ① 地 を 動か し で いる と き の 状 態 、 

例 ) 初 デー ト で 相手 と 口論 に な っ た 彼 は 、 足 取り も 重く 帰宅 し た 。 
② 歩 いた 道筋 

9 棋 滋 を 最後 に 、 矢 際 し た 老人 の 届 収 り は ぷ つ り と 消え て いる 。 
足並み : 集団 で 赤い た り 、 走 っ た りす る と き の 走 の 動き 方 。 
グル ー プ で の 行動 の まとまり 

一 度 、 掛 で 集まら な な いこ と に こ は 、 研究 の 足並み が 揃わ な い 。 
急ぎ 足 : 急い で いる 足 の 状態 

名 彼女 は 姉 の 容態 が 気がかり で 、 急 き 中 で 家路 に つい た 。 
品 孤 け 足 : 走る こ と 。 急ぐ こと 

] 客足 : 店 や イベ ント に に 鶴 が 来 る 状態 や 度合い 


あめ ふ 
例 ) 雨 が 降っ て いる の で 、 一 日 中 、 和 屈 が 回 い 。 


ち どり あし 


酔っ て まっ すぐ な 行か で き な 、 い 状態 

無駄 : 出かけ た こ YN) 

便 ) 雨 の 中 を の 無駄 中 を 踏ん ge 
RS 


ひ が ぇ うか つど う 


口 邊 中 : 集団 で 出 か ける 日 帰り の 学校 活動 
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あし 


生生 が 早い : 食品 ・ 食 べ 物 が 訟 りや すい 
刺身 は 走 が 早い か ら 、 今 日 の うち に 食べ る し か な い 。 
殺 志 を 引っ 張る : 進行 成功 を 多 族 する 
多 あの 人 が 足 を 引っ 張っ た の で 、 ま た 試合 に 負け て し まっ た 。 
名 ニ の 呈 を 踏む: 実行 の た め の 決心 が 『 で き な い 
0) ずっ と 自 分 の 会 社 を 持ち た いと 思っ て いる の だ が 、 つ い ニ ニ 
の 足 を 踏ん で し まう う 。 


| [3al 移動 
| movement 9 引き プ 移 効 


どう ぜん た い い 


中 で 朱 く と と だ け で な く 、 移動 全体 に 意味 が 広がっ た 


ee 4 尊 足 が 向く : 知ら ず 知 ら ず その 方 向 へ 向かう に 
'» 例 ) あの レス トラ ン は お いし い の で 、 つい 足 が 向 いて し まう 。 
殺 是 を 伸ばす : ある 地点 に = 着い た 後 きら に そこ か ら 遠 く へ 行く 
例 ) 京都 へ 行っ た つい で に 、 大 阪 まで 足 を 伸ばし た 。 
箇 足 を 運ぶ : 用 用 事 の ある 場所 へ 出向 く 
例 ) ネッ ト で の 買物 が 普及 し て 、 客 は 直接 店 に 足 を 運ば な く 
な っ た 。 


か ん よう く 


* [8a] の 用 法 で は 、 慣 用 名 の み 。 


文化 ノー ト グ 靴 や 靴下 な ど 、 対 に な っ て 征 に ic 才 する 析 を 信 え る と き の 衣 Wa 「) 「 足 」 
で ある 。 例 ) 靴下 が 3 足 で 1000 円 な ん て 、 妥 い で すね 。 
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馬 計 飲食 物 を 舌 で 味わう 感覚 
| 二 


taste, Havor 人 癌 公理 合 司 


・ 変 な 味 の 薬 を 飲む 。 
と ・ この 料理 は 味 が 少し 濃い 。 
か の じ ょ 
プー つっ < 彼女 は 味 を みる こ と な く 、 そ の カレ ー を 彼 に 食べ きせ た 。 

味見 図 中 : 少し 食べ た り 飲 ん だ り し て 、 味 を 確か め る こと 
う じ う あじ うす あじ 

] 薄 味 3 潤い 味 例 ) この スー プ は ずい ぶん 注 味 だ 。 
し た あじ ちょ う り ざい りょう 


下味 : 調理 の 前 に 材料 に 付け て お く 味 
み が かく じ し か ん か く 
味覚 : 味 を 知る 感覚 
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あじ 


も の こと 還 あじ 
硬 是 物事 の 趣 ・ 味 わい 
attractiveness, style / 久 呈 本 判 ・ 豆 可 / 事 情 的 趣味 


ふ ぜ せい 


6) 風情 も 味 も 、 ど ちら も よい 感覚 を 体 に 伝え る も の だ か ら 


か わ つか つか あじ で 
*・ この 革 の か ば ん は 、 使え ば 使う ほ ご 人 が 出 て くる 。 
さっ か 


・ この 作家 は な か な か 味 の あ る 文 を 書 く 。 


旬 味 も 素っ気 も な い : 面白 み が 全く な く て 、 つ ま ら な い 
し ん せい ひん て いあ ん し ょ a へ ん じ あじ 
例 ) 新 製品 の こと で メー カー に 提案 書 を 出し た が 、 返 事 は 味 も 
そ け 
素っ気 も な いも の だ っ た 。 


た いけ ん え 


販 罰 体験 で 得る 感覚 


sense gained from experience / 剤 憶 合 王 違 涯 豆 社 守 / 体 只 到 的 感 党 
の た あじ か ん けい けん か ん 
(@ 物 を 食べ て 味 を 感じ る よう に 、 経験 し て いろ いろ な こと を 感じ る か ら 


こ ども ころ いえ まず か れ ぴん ぽう あじ し 
< の 0 * 子供 の 頃 、 家 が 貧し か っ た の で 、 彼 は 和 之 の 味 を 知っ て いる 。 
の 


。 棲 か し き と 恥ず か し き 、 そ れ が 初恋 の 味 と いう も の だ 。 


男 切れ 味 : ① カ 物 の 切れ 内 舎 
人 切れ 味 の い い ナ イ フ を 使う と 、 肉 の お いし さも 変わ る 。 
②③ 技術 の 鋭さ 


ん か く つぎ き た い 
いん 


旬 味 を し め る : 一 度 いい こと を 体験 し て 、 そ の 感覚 を 次 も 期待 す 
る こと 
例 一 度 ギャ ンプ ブル で 勝っ た 第 は 、 それ に 味 を し め て 、 大 人 金 を 
失う こと に な っ た 。 
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し ょ 〈 く ざい 


本 思料 理 ・ 食 材 


cooking, food 忌避 ・ 狼 諸 二 / 菜 着 、 食 品 材 料 


りょう り 


6) 味 は 料理 が 持っ て いる も の だ か ら 


ひと りり で が いし ょ 〈 お お あじ 
* 一 人 暮らし を し て いて 、 外 食 が 多い の で 、 ふ る さと の 味 が な 


つか し い 。 
家庭 の 味 と いえ ば 、 み そ 汁 が 代表 的 だ 。 


うし ん りょう 


業 味 : 料理 に 添え る 刻ん だ 野菜 や 香辛料 


し お 


文化 ノー ト み 伝統 的 な 日 本 料理 に は 、 砂糖 、 塩 、 酢 し ょ う ゆ 、 み そ 、 日 本 酒 な どの 調 


味 料 が 使わ れる 。 食 材 は 魚や 野菜 が 中 心 で 、 そ れ ら の 味 を 生か す た め 、 潮 
い 味 つけ に する 3 と が 多い 。 
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あ た ま 


か た ち 。 も の 


頭 に 似 た 形 の 物 


か ん じょう っ か きど 


知性 や 感情 を 司る 


部 分 


5 
単位 と し て の 人 
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どう ぶつ び に うえ ぶ ぶん 
騙 計 動物 の 首 か ら 上 の 部 分 
head / 写 語 引 号 抱 早 早 ノ 功 物 肝 子 以上 的 部 分 


・ 山田 さん は 頭 を 振っ て ほこ り を 払っ た 。 
いぬ 
* この 大 ょ ずい ぶん 頭 が 大 き いね 。 


顔 を 除い た 部 分 


head (excluding the face) / 習 書 含 剤 中 填 早 芝 プ 受 以外 的 部 2 
まま な か と 1 が 
@ 山 の 中 で 、 gp 計っ ke っ yo 


。 島倉 さん は 困っ た よう に 笑う と 魚 を か いた 。 
か 


。 風邪 を 引い た よう で 、 ち ょ っ と 頭 が 痛い 。 


頭痛 : 頭 が 痛い こと 


名 唄 が 下がる : 本 らし い と 皿 ほっ て 感心 する 


例 ) 音 学 し て いな が ら ボ ラン ティ ア も 続け る な ん て 、 


力 に は 頭 が 下がる 。 


ーーー テ テー 
髪の毛 
hair (on the head) / 可 避 直 中共 秋 


あ た ま 。 な か いち ば ん う 


の 頭 の 中 で 、 特に 一 番 上 に 集まっ て 存在 し て いる 物 に 意味 を 絞っ た か ら 


。 シャ ンプ ー が 切れ た の で 、 今 日 は 頭 が 洗え な い 。 
あ た ま な が つか 
。 頭 を 流す と き は シャ ワー を 使っ て くだ さい 。 


条 頭 を まる め る : 髪の毛 を 剃る 
か れ あ た ま は ん せい い ひょう 
例 ) 彼 は 頭 を まる め て 、 反 省 の 意 を 表し た 。 


あ た ま 
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あ た ま 


に か た ち 


必 罰 頭 に 似 た 形 の 物 


head/top (of an object) / 可 本 外層 引 2 ト 引 夫 土 人 スン 形状 美 似 天 部 的 赤西 


(@ 笛 に 形 が 似 て いる か ら 


。 くぎ の 頭 を 打っ た と き に 、 指 を 怪我 し て し まい まし た 。 
ゆ あい だ あぁ た み 
。 雪 の 間 か ら 、 つ くし の 頭 が 見 えた 。 


*「 つ くし 」 = horsetail / く 侍 合 〉 対 芯 2] ノ 筆 天 菜 


EIT 
思考 の 入れ 物 
brains, mind 8 人 9| 号 記 的 モ 天 プ 思考 的 胸 袋 


な か み あら わ 


(@ 唄 と いう 容器 で 、 思 考 と いう 中 身 を 表す 


* あい つ は 何 も 考 えて お ら ず 、 頭 が 空 
° 明日 の デー ト の こと で 頭 が いっ ぱい だ 。 


項 普 に 入れ て お く : 覚え て お く 
ふく ざ つ 3} ひつ よう て じ ぁ ん あ た ま い 
例 複雑 な 仕事 だ か ら 、 必 要 な 手順 を 頭 に 入れ て お こう 。 


せん と う うえ に ん し き 
先頭 や 上 と 認識 され る も の 
tip, beginning 時 9] 財 軸 早 早 ら 足 1 介 局 記 時 時 プ 稚 方 是 井 共 以 及 上 面 的 部 分 (基部 、 頂 端 、 共 領 、 状 目 ) 
も の 


か 5 だ いち ば ん うえ さき いち ば ん うえ 


6) 体 の 先 ・ 一 番 上 が 頭 で あ る よう に 、 あ る 物 の 先 ・ 一 番 上 


A ・ 山田 さん は 旧 の 頭 に 触っ た 。 
= ・ ・ 曲 の 頭 か ら も う 一 度 練習 し まし ょ う 。 
人 ム 画 | 


ぁ た まき ん な ん だ いき うち さい し ょ は ら きん が く 


上 何 軸 か に 分 け て 払う 代金 の 内 、 最 初 に 払う 金額 
0) 妃 金 と し て 1 抽 を 用 意 し な い 限り 、 その 家 は 買え ませ ん 。 
名 文字 : ある 語 の 最初 の 文字 


5 を らき, 。 さい し ょ ぶ ぶん 
語頭 : 語 の 最初 の 部 分 
せん と う い ちば ん まえ いち ば ん さき 
先 g 順 ・ ー 番 前 一 番 先 
ぶん と う さい し ょ ぶ ぶん 
文頭 : 文 の 最初 の 部 分 
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あ た ま 


せい か ん じょう 。、 つか さ ど 


匠 知性 や 感情 を 司る 部 分 
brain mind 公社 放 信 財 本 呈 息 ノ 投 制 感 党 及 感 情 的 部 分 


か ん じょう あぁ た ま し ゅ よう は た 5 


6) 知性 や 感情 は 頭 が 果たす 主要 な 働き だ か ら 


が くせ ほん と う 
。 あ の 1 学生 : は 本 当 に 頭 が いい 。 
が くし ゅ うし ゃ か ん が 


。 学習 者 の 頭 で 考 えれ ば 、 い い 教 材 が 作れ る は ず だ 。 


知 頭 が 切れ る : 頭 の 働き が 早く 、 有 能 だ 
例 あの 錯 護 士 は 親切 な だ け で な く 、 た いそ う 頭 が 切れ る 。 
尊 頭 に くる : 怒る 
例 ) 親 の 悪口 まで 言わ れ た の で 、 さ す が に 頭 に きた 。 
包 頭 に 血 が の ぼる : 感情 が 高ぶる 
旬 頭 を 抱え る : 考え 込む 。 困り 果て る 
例 多く の 経営 者 は この 不景気 に 頭 を 抱え て いる 。 
殺 頭 を 誰 や す : 冷静 に な る 。 興 礁 を 抑え る 
例 ) ちょ っ と 深呼吸 で も し て 、 頭 を 冷や そう じゃ な いか 。 
[4a| 息 考 の 内 傘 
thinking る 合 引 出す 想法 、 念 共 
@ 思考 は 遇 を 使っ た 結果 、 生ま れる も の だ か ら 


あ た ま 


・ 頭 を 切り 奉る 。 
石頭 : 考え 方 が 固い こと 
例 ) あの 人 は 何 度 言 っ て も まる で 開く 耳 を 持た ず 、 本 当 に 石 


あ た ま 


頭 だ 。 


37 


あ た ま 


た ん い ひと 
馬 計 単位 と し て の 人 
Per person / 相応 年 , 1 販 和 キン 人 数 


ひと か ず 9 た かず か みぞ わ 
9 人 の 数 は 、 頭 の 数 を 数 える と 分 か る か ら 


。 今日 1 の パー ティ ー ー の 会 費 は 、 一 人 あ た ま 2000 円 で す 。 
こん か い ひ よう た まわ ん と う 

。 今 回 の 費用 は 頭 割 り に し よう 。 *「 頭 割り ] = 均等 に 割る 
を 


中 顕 数 ず 


人 の 数 
ちい だ い が く せん し ゅ 。 が ま か ず 5 た い 
も 入ら て 
へ ん 
変 だ 。 


w あし (p27)、 か お (p77)、 か ら だ (p91)、 く び (p118)、 こ ころ (p127)、 て (p208) 
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後 、 痕 、 跡 


ゴ (前後)、 コ ウ ( 後 半 ) 、 の ち ( 後 )、 う し (後ろ )、 お く ( 後 れる ) 


Rs 3b 
本 身体 の 後 
behind (a person) / 刑 引 羽 答 身体 的 后 面 


きっ 


わた し さん ね ん まえ の きょう あと 
私 は 三 年 前 、 故 卿 を 後に し た 。 
の ね あこ な か の じ ょ あと 
その 子猫 は 鳴き な が ら 彼 女 の 後 を つい て きた 。 


後押し 図 皿 : 人 を 援助 する こと 

便 ) 自治 体 の 後押し を 受け て 、 彼 ら は 事業 に 乗り 出し た 。 
後ずさり 図 軌 : 前 を 向い た まま 少し ずつ 後退 する こと 

例 ) 山 で 態 に 会 っ た ら 、 大 きい 音 を 出し な が ら 後 ず さ り し ろ 。 
後戻り 図 皿 : ① 来 た 道 を 戻る こと 

便 ) も う 一 度 後戻り し て 、 駅 か ら こ こま で 探し て みよ う 。 
② 元 の 悪い 状態 に 戻る こと 
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あと 
けい き あと も ど きゅう りょう に 3 
例 ) 景気 が 後戻り し た の で 、 ま た 給料 が 下がっ た 。 


条 後に 引け な い : や め ら れ な い 


じ ぶん い 、 あ と ひ 
例 ) 自分 で や る と 言っ た か ら に は 、 も う 後 に は 引け な い 。 


1 


next, following 本 舎 / 后 面 、 接 下 去 
し ん た い ん で じゅ ん ば ん ぜん ご iu み ひろ 
(@ 身体 の 前 後 を 順番 の 前 後 と いう 意味 に 広げ た か ら 


あし 基準 ・ 佐藤 き ん の 後に 、 鈴木 き ん が 出発 し た 。 


こう の -* この 章 の すぐ 後に 結論 を 書く の は 早い 。 
合 後 か ら 後 か ら ク レー ム が 来 て 、 も う 疲れ た 。 


© 
で や 


[後者 : 三 っ に 分 けた も の の うち 、 後 の 方 ら 前 者 
こう せい じ ぶん い じ だ い あと + 凌 
男 : 自分 た ち が 生き で いる 時 代 の 後 の 時代 
後 圧 : 学校 や 職場 で 後 か ら 入 っ た 人 先輩 
EE 
successor / 巴 諸 / 接 班 人 


Up ん ば ん 


@ 喘 ol で 特に 齋 任 順に お ける [次 」 に 意味 を 絞っ た か ら 


私 は 来 月 で 退職 する の で 、 後 を 頼み ます 。 


後釜 : 誰か が 辞職 し た と き の 、 後 継 者 
た な か し ゃ ちょ う あと が ま すず きせ ん む 
例 ) 田中 社長 の 後釜 は 、 ど う や ら 鈴 木 専務 らし い 。 
こう に あと つ ひと 
後任 : 後 を 継ぐ こと 。 ま た 、 そ の 人 
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3 月 で 社長 が や め る こと に な っ て いま す が 、 後 は 誰 で すか ? 


12 PE 


]ater (on) 引 キ ング 以 岳 
し ん た い ぜん ご 。 じ か みかん ぜん ご ミ の み ひろ 。 
(@ 身体 の 前 後 を 時 間 の 前 後 と いう 意味 に 広げ た か ら 


いま べ ん き ょ う あと る ま 
e 今 し な いと 、 後 で 困る よ 。 
基 洋 あぁ て 勉強 し KA 後 すく あ そ 店 
〇 ・ 試験 は 半年 後 だ か ら 、 今 は 少し 遊ぼ う 。 
あと お あと お Cy 
後追い 詳 較 : ① 後 を 追う こと 
ひと が な さく ひん 表 ね 
② 人 の 行い や 作品 を 真似 る こと 
ほん 3 っ た な 
例 この 本 は あの ベス ト セ ラー の 後追い どこ ろか 、 全 く 同 じ 


こう せい 


口 


構成 だ 。 
_ あと だ なあ だ 
後 出し 図 2 Na ど で 人 の 後 で 出す こと 
あと ば ら は ら se まえ ば ら さき ば ら 
[] 後払い 較 D2 : 後 で 払う こと や 前 払い 先払 い 
あと まわ 
後回し : ik えて で 、 の ちい 行う こと 


例 ) その 仕事 は 大 事 だ か ら 、 後 回 し な ん て だ め だ 。 
あと きき か 4 が し る コ >» けっ か か ん が 
名 後 先 [も] 考え ず : 後 で どの よう な 結果 に な る か を 考え な いで 
か の じ ょ あと さき か ん が こう と 
例 ) 彼女 は いつ も 後 先 も 考え ず 行 動 す る 。 
あと まつ じ 。 き の が て お く 
名 後の祭り : 時 機 を 逃し て 手遅れ で ある こと 


双 要 終了 後 


after / 寺 喜 巴 / 策 東 后 


と く て し うし 


(@ 身体 の 後ろ を 特定 の 時 間 の 後ろ と いう 意味 に 広げ た か ら 


終 す て き 


ィ ・ 番組 の 後 で 、 視 聴 者 の 皆さん に 素敵 な プレ ゼン ト の お 知ら せ 

あと が あり ます 。 
ィ ー オ ーッ いま かれ し 4 あぁ と の こ みか そく 3 > > 
* 今 、 彼 が 死ん だ ら 、 後 に 残さ れ た 家族 は どう すれ ば いい の だ 


後味 : 知覚 し た あと に 残る 感じ 
区 儲かっ た も の の 、】 私 に と っ て は 後味 の 意 い 仕事 だ っ た 。 


後 書 : 手紙 や 著書 の 終わ り に 書き 添 えた 文 


あと か た づ 


片付け 2 : 何 か が 終わ っ た あと に に 、 散ら か っ て いる も の 
を きれ い に 上 付け る こと 


41 


あと 

後宮 : 何 か が 終わ っ た あと に 片付け る こと 

後 青 : 離婚 や 死別 な ど で 奏 と 別れ た 男性 が 、 そ の 後 で 迎え た 
開 の こと の 先妻 

口 後日 : その 日 より 後 の 日 

後悔 還 : 後に な っ て 悔い る こと 

准 後 : 出産 し た あと る 産前 


A いく せん 
「 ] 食後 : 食事 が 終わ っ た あと 食前 


昌 生後 : 産ま れ て か ら 
せん ご せん そう あと と く だ い に じ た いせ ん せん ぜん 
戦後 : 戦争 の 後 。 特 に 第 二 次 大 戦 の 後 戦前 
お ちょ (ぜん 
直後 : 終わ っ て か ら す ぐ の 直前 
ほう か ご と ゅ ぎょ う お た じ か ん 
[ 放 東 後 : 授業 が 終わ っ て か ら 帰 宅 ま で の 時 


ロ 


lingering, endless / 引 を 痕 輝 、 選 輝 


|@ 人 は 価 か の 終了 後 で も 、 そ の こと に 思い を 残す か ら 


この ピー ナツ せん べ い は つい 後 を 引く 。 
そ ふ さん か い き みな あつ あと = 
* 祖父 の 三 回 忌 に 皆 で 集まり 、 後 を し の ん だ 。 


[35] 残り 


| remainder プロ 人 剰余 


の こと が 終わ っ た と き に 、 そ こ に 残っ て いる 時 間 | 


@ 定め られ た 時 間 . 名 簡 の 第 で 挫 生 中 


や 空間 を 指 
終 し けん じ か ん ふん 
こ se 試験 時 間 は あと 5 分 で す 。 
。 こ の エレ ベー ター に は あと 3 人 乗れ ます 。 


よう ほう ふく し も ち 
* [3b] の 用 法 で は 、 副 詞 と し て 用 いる 。 


うし ろ (p51)、 さ き (p145) 
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いな か 


人 や 家 が 少な い 


と か い は な ち ほう 
本 咽 都会 か ら 離 れ た 地方 
countryside エ 人 |g 人 d 婁 引 全 記 24 時 城市 以外 的 地方 


と か い 


田舎 の 静か な 生活 に に 慣れ る と 、 も う 都 会 に は 住み た く な い 。 
いな か せい か つ (る 
田舎 の 生活 は 、 車 を 抜き に し て は 考え られ な い 。 


ひと 


いな か も の と か いて き せん れん 
田舎 者 : 都会 的 に 洗練 され て いな い 人 


例 18 歳 まで 都会 に 出 た こと の な い 田 舎 者 で す が 、 ど う ぞ よ 
ね が 
ろ し く お 願 いし ます 。 


上 田舎: 都会 か ら 癌 < 雌 れ た 交通 全土 地 
例 ) 人 は ここ 田舎 と 呼ぶ が 、 魚 も 野菜 も びっ く りす る ほど 
お いし い 。 


いえ すく ふ べ ん に 3 
莉 則 人 や 家 が 少な い 不 便 な 所 
sparsely populated and inconvenient area プ 人 ト 局 9| 時 中 フト 2 飼 芋 当 辻 人 畑 稀 少 、 不 便 之 邊 


と くち 5 ちょう と ころ 


| 都会 か ら の 距離 に 関係 な く 、 田 舎 と 特徴 が 似 て いる 所 だ か ら 


あそこ は 東京 の 田舎 だ 。 
この 町 は 普 よ り 便 利 に な っ た が 、 ま だ まだ 田谷 だ 。 
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いな か 


ぅ そ だ こき 5 
彫 久 生ま れ 育 っ た 故郷 
hometown 引 相 エ 外 豆 エ 二 生 長 的 故 多 


ひと ち ほう う と か い で く お お 
@ 人 は 地方 に 生ま れ 、 都 会 に 出 て 来る こと が 多い か ら 


し いう が つ いな か か え ぇ 
・ 正月 に は 田舎 へ 帰る つも り だ 。 


じ か 


。 田舎 は 埼玉 の 北 で すか ら 、 電 車 で 1 時 間 乗 れ ば 帰れ ます 。 
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5 咽 話 し て いる 時 点 


now (immediate.present) 嘩 村 エ 史記 旬 妊 / 悦 医 的 時 同 


RA 
人 


\ ま な ん じ いま 


: 今 、 何 時 で すか 。  B : 今 、9 時 で す 。 
ーー  。 A : 今 は 何 を し て いる の 。 


ゆう し ょ く 


B : 夕食 を 作っ て いる と こ っ だ よ 。 


に 3 
東 提 


いま ご ろ いま EE そく あ と き 
口 今 貫 : ① ほ ほぼ 今 の 時 刻 に 当たる 時 
9) 昨日 の 今頃 は まだ 夕食 を 食べ て いた 。 
② 時 間 ・ 時 期 を は ず し た 粗 手 に 対し て 、 あ きれ た 気持 ち を こ 
め て 全う 
今昔 疾 を 持っ て き て も 、 締め 切り は 過ぎ て いる ぞ |! 
今日 : 現在 の この 日 。 本 日 
今朝 : 今日 の 朝 
こと し げん ざい と し 
信和 : 現在 の 年 
今月 : 現在 の 月 
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いま 


ちか かこ ちか み 5 い 
近い 過去 ・ 近 い 未 来 
just now (recent の soon (near future) / 外 ト 外 多 斗 旭 ・ 介 旭 告 可 引 の 剛 オ 、 弓 上 


いま げん ざい ひし ょ 3 


(@ 今 現 在 に 非常 に: 近い 時 間 だ か ら 
Y 。 A : いつ 来 ま し た か 。  B : 今 、 来 た ば か り で す 。 
T 。A : 潮 く 来 て | B: ご めん 、 今 行く よ 。 
ロロ vV』 \/ 未 
4 ま 未 


recently / 選 最近 
を 


並 か ら 現 在 まで の 長い 時 間 の 中 で 捉え た 今 に 近い 時 間 だ か ら 


ep ターー タ ー ュ ee の 御前 き に な ら ぎ る を 介 な い 。 
ま いま どき げん だ い さい きん 
る 系 ロ 現代 最近 


いま どき 


例 ) 今時 の 親 は 教師 の 意見 を 無視 する きら い が あ る 。 
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Wr 
eV 


央 


ジョ ウ ( 上 部 )、 シ ョ ウ ( 上 人 )、 う わ ( 上 着 )、 か み ( 上 座 )、 
あ ( 上 げ る 、 上 が る )、 の ほぼ ( 上 る 、 上 せる 、 上 す ) 


も の 。 お ぉ お も て が わ そ と が わ 


4 
ある 前 提 に 立っ た 

考え 方 

還 一 一 |5a| 

ある 条件 を 踏ま えた その 状態 に 追加 する 
状態 条件 
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し か いな い 


馬 視界 内 の 基準 より 高い 所 
above/on (vertical location) 人 9 遇 引 2 金品 中 年 舎 天 プ 高 手 祝 常 内 基準 的 地方 


か れ うえ ん か い す 
® LA トド の の 因 に 住ん で いる c 
あん し ょ うば ん 


* 通帳 の 上 の 余白 に 剛 証 番号 を 書く な ん て 、 無用 心 極まりない 。 


ロト : ① 高 い 所 と 低い 所 ② 回 胃 上 が っ た り 下 が っ た りす る 
こと 


る の うえ めん 
画 画 ある 物 の 上 の 面 
top, upper surface 相思 主 刻 引 現 可 ン 某 條 事物 上 面 
《) 物 の 中 で 高い 位置 に ある 部 分 だ か ら 


。 机 の 上 に 教科 書 と ノー ト が ある 。 
は うえ み ふう けい な が 
。 橋 の 上 か ら 、 見 る と も な く 風 景 を 眺め て いた 。 


ち し ょ う めん 。 うえ ぇ 


口 地上 : 地面 の 上 


た に ん 


和 上 前 を は ね る : 他人 に 取り 次 ぐ 賃金 や 代金 の 一 部 を 自分 の も の 
殺 机上 の 空論 : 頭 で 考 えた だ け の 、 実 際 に は 役立た な い 理論 や 


も の ご ろ ん ひ 0 


条 糧 上 に 載せ る : 物事 を 議論 や 批評 の 場 に 取り 上 げ る 


ぉ 6 て が わ 


回 物 の 表側 ・ 外 側 


on/over (outer surface), above / 琶 刻 包 下 思 ・ 叶 符 答 表面 、 外 側 


ひょう め . 


| 内 部 や 裏面 は 下 、 外部 や 表面 は 上 で ある こと が 多い か ら 


( 9 ・ 和 寒かっ た の で 、 シ ャ ツ の 上 に 厚手 の セー ター を 着 た 。 
~*~» に ほん t 0:3 うえ 
7 。 日 本 で は 本 の 表紙 の 上 に きら に ブッ ク カ バー を か ける こと が 
お お 
』 1 多い 。 


な か が わ 


口 下着 : 重ね て 着る 服 の 中 で 外側 に 来る ブル ゾン 、 ジ ャ ケッ ト 
な ど 
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Wr 
に 1 


お お お お 
妥当 大 き さ ・ 多 さ 
ME (size, quantity) / 号 ・ 選 含 プ 大 、 多 


か ん けい 


@ 上 - 下 の 関係 を 、 大 き さ の 大 - 小 や 、 数 量 の 多 - 少 の 関係 に 広げ た か ら 


・ 数学 の テス ト 結果 は 平均 より 5 10 点 上 だ っ た 。 
。 うち の 子 も 大 きく な っ た か ら 、 一 つ 上 の サイ ズ の 服 を 買わ な 
ひ | く ちゃ 。 


” ね ん 5 ちょう ほう 


older 昼 記 9| 等 包 著 年 人 長者 


か ん けい か ん ちょ う た ん 


@ ち - 少 の 関係 を 生ま れ て か ら の 時 間 の 長 - に 絞っ た か ら 


年 長 ¢ ・ 一 番 上 の 見 は も う 独 立 し て いる 。 
。 上 の 子 は も う 大 学生 で す が 、 す る こと は まる で 子供 で す 。 
年 日 年 上 : 年 齢 が 上 で ある こと る 年 下 
すぐ ほう 
葉 己 優れ て いる 方 


better, best を 紀 9| 取引 選 答 プ 信秀 人 オ 


うえ し た か ん けい 


@ 上 - 下 の 関係 を 


か ん けい 


れつ 
優 - 劣 の 関係 に 広げ た か ら 


・ 池 和 肖 に 科 し て は 、 赦 よ り 徒 の 才 が 上 だ 。 

= うえ ぇ 3 ば ん め て ん に J まん ぞ く た せい せき 
| | * 上 か ら 2 番目 の 点 だ っ た が 、 満 足す る に 足る 成績 で は な い 。 
共 en 
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め 売 


HH 
[3a| 地位 が 高い 方 

| superior (in rank/position) 2 着 ト 登 急 答 ノ 地位 高 的 人 

共 の 中 で 、 特 に 地位 が 筑 い と と に 意味 を 織っ た か ら 


さい し ゅ う て き せき に ん 


任 を 取る の が 、 上 に < 立っ 者 の 宿命 だ 。 


人 
が 


・ 最終 的 な 南 
シレ ルス も 、 も 
・ 上 か ら の 指示 と いえ ども 、 不 正 な 行い な ら 断 る べき だ 。 
低 品目 F : 地位 年齢 が 自分 より 高い こと の 日 
ロロ 上 誠 : 自分 や 相手 より 役職 が 上 位 の 人 


ぜん て い を か ん が ™ か た 
監 罰 ある 前 提 に 立っ た 考え 方 
in terms of /9] 型 天 剤 言 叶 請 9 足 入 望 対 / 立 足 手 某 條 前提 的 想法 
ぜん で い じ めん に し こう こん ぼん あみ あぁ 5 わ 
@ 前 提 は 地面 の よう に 思考 の 根本 に あり 、 そ の 「 上 」 を 表す 


・ 磨 の 上 で は も う 春 だ 。 
ょ う が く きん か いて き せい か つ 4 

* 奨学 2 が ある と は いえ 、 快 適 な 生活 を する 上 で アル バイ ト は 
欠か せな い 。 


じょう けん 


馬 基 あ る 条件 を 踏ま えた 状態 
after (doing something) 相思 各 君 舎 代金 分 引 プ 某 條 条件 下 的 状 次 


し ょ じょう けん 


(@ 諸 条 件 は 何 か を する と き の 土 台 と な り 、 その 「 上 」 を 表す 


し ょ る い じ e う し ょ し めい ね ん れい き に 9% う うえ て いし 92 > 
° この 書類 に 住所 、 氏名 、 年 齢 を 記 人 の 上 、 提 出し て くだ さい 。 
か いし ゃ 


。 会 社 を 辞め る の は 、 十 分 に 考え た 上 で の 結論 だ 。 


[5a| その 状態 に 追加 する 条件 


in addition / 習 分 本 9 手 計 モ 和 凶 ね ノ 在 前 一 介 状 恋 上 的 泉 加 


@ 物 を 積み 重ね る よう に 、 条件 や 状況 を さ ら に 追加 する 場合 


| 条 件: 状況 | 
条件 < 大 況 3 

件: 状況 2 
条件 ・ 状 況 1 


* 彼女 は ま じ め な 上 、 才 オ 能 も ある 。 
時 NM な っ て し まい 、 あ り 
が と う ご ぎ ざい ます 。 


ー 


50 


の ち あと お く 


こう は ん 


コウ (後半 )、 の ち ( 後 )、 あ と ( 後 )、 お く ( 後 れる ) 


ゴ ( 前 後 )、 


お 


$$, 


FU 
10 
NO 
0 
弄 
1J 
届 : 


2 
あと 


お ほう 


の 終わ り の 方 


れん ぞ く た い 


リウ し 
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うし ろ 


せ な か が わ 


馬 計 背中 側 に ある 空間 


behind (one's back) を 答 引 記さ 社 / 背 面 一 側 的 空 同 


だ いと うり ょ う たり た 
9 ・ 大 統領 の 後ろ に は 護衛 が 二 人 立っ て いる 。 


> て ん し ゃ 


0 。 自転 車 が ぶつ か っ て き て 、 頭 か ら 後ろ に ひっ くり 返っ て し まっ 
に 


後 旭 回 : 後に 下がる こと 
さい ご も の ご と いち ば ん まっ び 
[| 最後 : 物事 の 一 番 あ と 。 未 尾 
うし ゆび さ うし ゆび き わる くち いい 
暫 後 ろ 措 を 指 さ れ る : 後ろ る から 指 を 指 さ れ 、 悪 口 を 言わ れる こと 


せ な か 
pl 育 背中 
| back (of body) プ を ン 背 、 背 面 


| りん せつ ぶ ぷん 


の 回 の 空間 に 隣接 し た 身体 の 部 分 だ か ら 


(9 ・ 戦 いで は 瑞 に 後ろ を 見 せ て は な ら な い 。 
0 後ろ 前 後ろ と 前 が 逆 に な る こ と 
後ろ 向き : を 相手 に 向け る こと ② 消 極 的 な こと 
ら ①② 前 向き 
[Op 物 の 裏側 
backside / 琶 刻 包 詩 符 ノ グ 物 品 的 背面 
@ 物 を 身体 に 例え た と き に 育 に 当たる 所 だ か ら 
・ カーテン の 後ろ に 隠れ た 。 
( 。 探 し て いた ペン は 、 棚 の 後ろ に 落ち て いた 。 


52 


3 の i 55 ニニ ーー 


[0cj 物事 の 謝 の 部 学 
behind (the scenes) グ 和 針 昌 名 己 可 叶え | 梁 モ 早 是 事物 的 背 光 部 分 


し ん た 


ら 物事 を 身体 に 例え た と き の 表面 し な い 部 分 だ あら 
。 この 事件 の 後ろ に は 、 が いた 
G > 貴 だ れ うし いと ひ うた が きん 沈 

| 。 誰 か が 後ろ で 糸 を 引い て いる 疑い を 閑 じ 得 な い 。 


し 


ろ 暗 い 回: 何 か や ま し い 所 が ある 
OR 何 か や まし い 所 が あっ て 気 が と が め る 
: 後ろ 庄 と な っ て 応援 する こと 


ia 
A a 
いで 


遇 


ロロ 


連続 体 の 終わ り の 方 


end (ofa line), in back / 包 入選 呈 列 引合 音 埋 ノー 條 害 袋 体 的 供 千 方 


彰 中 が 身体 の 後方 に ある よう に 、 運 続 す る 空間 


間 の 後方 の 部 分 だ か ら ら 
GS 


し ゃ いち ば ん 


電車 の 一 番 後 ろ の 車両 に は 芋 が 乗っ て いる 。 
ー つ 後ろ の 車両 に 移動 し た ら 、 有 名 な 女優 が いた 。 
の る 


後ろ うぶ つ か は ん し ん が わ 


口 後ろ 是 : 動物 の 下半身 仙 の 足 る 
口 後半 : 一 続き に な っ た も の を 前 後に 分 けた と き の 後 ろ の 方 


ぜん は ん 


ら 前 半 pg 革 
さい ー 番 後 
口 最後 


うし が み 


包 後ろ 藤 を 引か れる : 心残り が する 


the past / 斗 外 グ 辻 去 


こう ほう 


|) 未来 と いう 前 方 を 向い た と き に 後方 に ある も の だ か ら 
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有人 後に 起き る ・ 起 きた 時 間 


after later / 引 9| 呈 者 串 謀 引 叶 ・ 涯 引 叶 | 社 グ 以 后 会 変 生 或 巳 先 秋生 的 時 同 
; た と いっ 
(3 ゃ っ て くる 時 間 を 人 に 例え た と き の 後 方 に 当たる も の だ か ら 


基準 。 うし 3 。 そ の 俳優 の 登場 シー ン は 、 喘 画 の か な り 後 ろ の 方 だ っ た 。 


〇 〇 こう は ん ひと つづ じ か ん ぜん ご 。 わ うし じ か ん 
< 日 後半 : 一 続き に な っ た 時 間 を 前 後に 分 けた と き の 後 ろ の 時 間 
ぜん は ん 
の 前 半 呂 
し あい こう は ん あい て っ づ て ん と 
例 ) 試合 の 後半 、 相 手 チ ー ム に 続け ざま に 2 点 取 ら れ た 。 
殺 後手 に 回 る : 相手 に 先 に 行動 を 起こ され 、 対応 が 淫 れ る 


まわ く きょう 


例 ) 政府 は 外交 間 題 で 後手 に 回 り 、 苦 境 に 立た きれ た 。 


叶 あと (p39)、 ま え (p292) 
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人 
sE 
2 
尽 


いぶ 


ナイ (内 部 ) 、 
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うち 


で いく か ん 


01 一 定 の 空間 の 中 
inside / 選 人 填 人 引 條 一 定 的 空 周 内 


この 徒 物 は 内 も 外 も 非常 に きれ い だ 。 
か い と が わ うち ほう か ね 
その 機械 は 外側 より 内 の 方 に お 金 が か か っ て いる 。 


[口内 側 : 空間 の 範囲 の 中 で 外側 
い が い うち が わ 
内 外 : 内 側 と 外側 
_ ない かく くに ぎょ う せ い けん た ん と う きい こう き か ん 
コ 内 閥 : 国 の 行政 権 を 揚 当 する 最高 の 機 
い ぞ う どう ぶつ きょう が き か ん 
内 : 動物 の 胸部 ・ 履 部 に ある 税 
な いて い いち ぶ い だ っ て 【 
内 定 較 皿 : 公表 する 前 に 、 一 部 の 人 の 間 で 決定 する こと 


例 ) 彼女 は 優秀 で 、 す で に 数 社 か ら 就職 の 内 定 を も ら っ た そう 
だ 。 

な い ぶ も の そ し き な か が い ぶ 

内 部 : 物 や 組織 の 中 で 外部 


紅 の 内 部 は 高熱 を 発し て いる の で 注意 し て くだ さい 。 
ぶん し ょ う 


例 ) 機 
内 容 : 文章 や 会 話 の 中 で 書か れ た り 話さ れ た りす る 事柄 
My 


海岸 か ら 知 く 離 れ た 降 地 
り 府県 の 内 陸 は 例年 、 当 が 多 < 降る 。 


や ゃ な し 


生肉 : 電車 や 自動 車 な どの 中 ぐ 車外 


| 内 


せい し ん くう か ん な か 


風 還 精神 空間 の 中 
inner self/ 介 人 社名 4L/ 精 神 空 同 内 


6) ぷ を 空間 に 例え た 時 の 内 部 だ か ら 


・ 彼 は お と な し い 性 格 だ が 、 内 に 闘志 を 秘め て いる 。 
・ 時 に は 内 に こめ た 感情 を 表 に 出す の も 重要 で す よ 。 
口 病気 闘 : お と な し く 、 気 が 喘い 性 格 
人 第 は 内 気 で な か な か 人 と 親しく な れ な い 。 
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心境 


feelings / ノン 心 境 


@ 心 を 一 定 の 空間 に 例え た と き 、 そこ に ある 中 身 だ か ら 
・ 他 人 人 の 選 や の 内 は 分 か ら な い 。 
か ん と く 
人 し リプ  ・ 驚 叔 は 悔し い 胸 の 内 を 私 に 語っ て くれ た 。 


七 叶 一 一 定 の 数 息 の 中 


0 of a certain number / 当る 笠 主 圭 ノー 定数 量 之 内 


いっ て い 


|9 一 坪 の 数 や 量 を 、 区 切ら れ た 空間 と 見 な し た か ら 


きょう じゅ ぎょ う 


e 今日 の 授業 は 、 20 人 の うち 8 人 が イン フル エン ザ で 失 席 し た 。 
CC RN 
の 5 


つう じ ょ 


よう ほう いり ひょう き 
"x 革 の 用 法 で は 、 通 常 は ひら が な で 表記 する 。 


肛 凡 一定 の 事柄 の 中 


a part of /1 可 人 ト 地引 舎 土 ノ 一 定 的 事 恋 之 内 


いる で い 。 こと が ら 


人 6) 一 定 の 事柄 を 、 区 切ら れ た 空間 と 見 な し た か ら 


。 正月 に 実家 に 帰る こと も 、 親 孝行 の うち に 入る 。 
ら を と り ひ き さ き せっ た い に が て 
oO O00 。 仕事 の うち と は いえ 、 取 引 先 の 接待 は 苦手 だ 。 


よう ほう つう じょう 0 ょ う き 
* の 用 法 で は 、 通 常 は ひら が な で 表記 す 
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うち 
いっ て い じ か ん な か 
一 定 の 時 間 の 中 
within a certain time frame 誠信 言 旬 社 本 ゲー 定 的 時 同 之 内 


じ か ん くう か ん 


(@ 時 間 を 空間 と 見 な し た と き の 、 そ の 中 だ か ら 


わか 寺 けい けん 
s 若い うち に 、 い ろ い ろ な 経験 が し た い 。 


r ト エロ ゥ ・ 今年 の うち に 、 お 見 舞い か た が た 叔父 に 会 っ て こよ う 。 


き 


よう ほう つう じょう ょ う 
* 械 箇 の 用 法 で は 、 通 常 は ひら が な で で 表記 す 


すう りょう は ん 


以内 : ある 数 量 の 範囲 

例 こん な 仕事 は 三 日 
か っ て し まっ た 。 

日 年 内 : その 年 が 終わ る ERAGs 


な い 


 。 お お も っ し ゅ うか ん 
以内 に 終わ る と 思い き や 、 一 週間 も カ 


か ぞ く 

5 E33 
family / グ 旬 ト 得 ズ 家 庭 

あつ な か 


6) 家族 は 、 和 人 に と っ て 最も 関わ り が ある 集まり の 中 身 だ か ら 


な ん に ん か ぞ く 


。 若 の うち は 何人 家族 だ っ た っ け ? 
0 rr か こ 
。 彼 は うち が 和 貧し く 、 若 い 頃 は ずい ぶん 昔 労 し た そう だ 。 


* 本 四 の 用 法 で は 、 通 常 は ひら が な で 表記 する 。 


3 ・ あ の 一 乏 は 音 か ら 肉 き な うち が 党 ん で いる 。 


| し っ 
* [5al の 用 法 で は 、 ひ ら が な 、 ま た は 「 家 ] と 表記 する 。 
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| 所 居 完 の 時 


in sini 3 の 


て し ゃ いん ほん と う 


* う ちの 着手 社員 は 本 当 に 優秀 だ 。 i 
れん し ゅ 
° 他 の チー ム の こ と は 気 に せ ず 、 うち は う ちの や り 方 で 練習 を 
進め ま DE 


よう ほう つう じょう ひょう き 
* 脆 届 の 用 法 で は 、 通 常 は ひら が な で 表記 する 。 


で 


か し ん ぞ く し た 。 か ん けい ひと 
口 身内 : 家族 や 親族 、 ま た は 親しい 関係 の 人 


2 了 半 で は うち 」 を 自 林 に 簡 い る 電 度 が ぁ り 、 関東 で も 女性 に 広がり つつ 
ある 。 
きょう あたら ふく き き 
例 ) うち ね 、 今 日 は 新しい 服 着 て 来 た よ 。 
を と (p188)、 な か (p235) 
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タコ や イカ な どの 
触手 


みた 。 てく び ん 
本 中 肩 か ら 手首 まで の 部 分 
arm (of a human/animal) プ 引 列 引 2 在 号 條 2| 引 早 是 捕 勝 到 手腕 的 部 分 


あの 選手 は 腕 も 足 も 長 い 。 
か れ みぎ う で と けい 
彼 は いつ も 右 の 腕 に 時 計 を し て いる 。 


d りょう ほう う で むね く あ 
腕組み 図 詳 : 両方 の 腕 を 胸 の と ころ で 組み 合わ せる こと 
う で ず も う 


腕相撲 : 如 の ひし を つい て 、 相手 と 手のひら を 合わ せ て 


腕 っ ぶ し 上 本 コ 腕 っ ぷ し が 強い 
勝 まく ら : 腕 を 曲げ て まく ら の 代用 に する こと 
上 左 有 どちら か の 手 回 

利き 腕 : 自分 が より 上 手 に 使え る 方 の 有 

ニニ の 腕 : 肩 肩 か ら 肝 ま で の 部 分 

ほそ う で ほそ 


[細腕 : 細い や せ た 及 に 」 
腕章 : 衣服 の 腕 に 巻く 印 


若 腕 を こま ね いて : 自分 で は 何 も せ ず に 傍観 し て 
い か いし ゃ の う で み 
例 ) 役員 た ち は 会 社 が 乗っ 取ら れる の を 、 腕 を こま ね いて 見 て 
いた 。 


| eo 


う で 


タコ や イカ な どの 触手 
tentacle, feeler / 是 引 呈 9] 号 引 者 和 キン 章 角 、 墨 負 等 触手 


」@ 腕 と 似 た 形 や 機能 を し て いる か ら | 


・ タコ の 腕 に は 、 人 間 の よう に 利き 脆 は な い 。 * タ コ の 触手 
を 「 腕 | と 呼ぶ の は 特別 な 用 法 で あり 、 一 般 的 に は 「 走 」 と 

い N NE 呼ぶ 。 

= 。 ヒト デ の 名 の 由来 は 、5 本 の 腕 が 手のひら の よう に 見 える か 
ら だ 。 

脱 に 似 た 形 の 物 

arm (of an objecb) 過半 憶 刑 人 避 生 慎 タ ン 形 状 美 似 手引 之 物 

人 9 腕 と 見 た 目 が 似 て お り 、 本 体 か ら 突き 出 た 部 分 だ か ら 


D 建設 中 の ビル か ら ク レー シ の 腕 が 絡 下 する 加 牙 が あっ た 。 
。 その 塗装 ロボ ッ ト は 腕 が 長い の で 、 全 面 に 色 を つけ る こと が 
re 


か れ う で は は くつ きょう お と こ し た が 
* 彼 は 腕 に も の を 言 言わ せ て 、 屈強 な 男 た ち を 従わ せ た 。 
か ん し ゅ 


< 看守 は 囚人 の た ば こ を 腕 ず く で 取り 上 げた 。 
う で だ め わん りょう う で まえ た め 
し] 腕試し 届 柱 : 腕力 や 腕前 を 試す こと 
[2a 座 前 手際 | 
si / 信 当 ・ 生 詩 / 手 腕 、 本 叙 、 本 事 | 


| 
」@ 


し ゅ わん ちか 5 


は 実際 の カ と 似 て いる か ら 


・ 手 作 り の シチュ ー な ら 、 少し は 腕 に 自信 が ある 。 
し ゃ ちょ う 


*・f の 説得 と な れ ば 専務 の 腕 の 見 せ ど ころ だ 。 
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ゆう の う 


所 腕 : 有 能 な 補佐 役 宮下 
便 ) 高橋 氏 は 社長 の 片腕 と し て 15 年 間 頑 張っ て きた 。 
品 滞 腕 : 並外れ た 能力 。 ま た 、 そ の 人 
例 今度 、 湊 腕 の 為替 トレ ー ダ ー が 入社 する そう だ 。 
細腕 : 乏しい 生 活力 馬 叶 
人 女 の 細腕 で 3 人 の 子 を 大 学 まで や る と は 見 上 げた も の だ 。 


し ゅ わん 


学 匠 : 物事 を うま く 進 め る 能力 


和 腕 が 上 が る : 技術 が 上 達する 
名 前 が 鳴る : 腕前 や 技 叶 を 発揮 し た く て で 、 うず うず する 
0) 次 の 試合 の 相手 は 手 こ : わ そう だ が 、 腕 が 鳴る な あ 。 
旬 腕 次 第 : 物事 の 結果 が その 人 の 腕前 で 決ま の 5 だ 
包 この 新規 事業 の 成 理 は 、 半 た ちの 脱 次 第 だ 。 
名 用 に より を か ける : 月 を 十分 に 発揮 する 
例 ) 彼女 は 胸 に より を か け て この 料理 を ふる まっ た の だ が 


得 腕 を 磨く : 上 達する よう に 示 力 する 


WO! 


い ? 


ち が 


し に 
騰 稚 の 労 知っ て いる の と 違う じじ 3 


隠さ れ た 事情 や 不正 


別 の 面 


うえ は ん た い ほう 


前 ・ 外 ・ 上 と 反対 の 方 表 
back,inner side,bottom 汗 ・ 叶 答 ・ 中 中 時 可 選 記 徐 / 和 正面 、 外 側 、 上 面相 反 的 一 面 


し ょ る し お も て 


・ 番 類 の 表 と 衰 を よく 確認 し て くだ さい 。 
0 ゃ くえん だ ま うら 
(9 まう < 百 円 玉 の 裏 は 、 年 号 けが 書い て ある 面 で す 。 
KK 8 別に 的 く に は 当たら な い 。 


屋根 裏 : 大 井 と 屋 村 の 間 の 空間 


の う り 


脳裏 : 頭 の 中 ・ 心 の 中 
例 その 時 、 悪 い 予 感 が 一 隣 、 私 の 脳裏 を よぎっ た 。 
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ら 


Wr 


ーー ' 
[0a| 物 の 正面 か ら 見 えな い 方 | 
| badkurear ノ 千草 可 入村 引 対 革 ] ス | 当 衝 ズ 信正 面 看 不 到 的 一 側 

上 め だ し ょ うめ ん は ん た い ほう n | 
@ 目立つ 正面 と は 反対 の 方 だ か ら | 


。 た ん す の 婁 に お 金 が 落ち て いた よ 
3 い は ん に ゅ 3 う か た うち は い 
。 玉 れれ 入り ます が 、 搬 入 の 方 は 裏 の ドア か ら 入 っ て くだ さい 。 


0 


ぉ も て 
[Obl 野球 で 後 攻 チ ー ム の 到 買 時 る 表 | 
| bottom (of an inning) 〒 引 人 | 議 息 (時 引 人 計 モ 箇 ) ol 人 計 モ 千本 , 再 ノ 棒球 比 維 后 | 


攻 球 恥 迷 起 攻 秘 時 
4 う 3 しゃ こう げき を ほう 


責 着 の 攻撃 の うち 、 裏 は 後 で 行う 方 だ か ら 


。 3 回 異 、 ジ ャ イア ン ツ は まず 欠 木 が 打席 に 立ち ます 。 
か い うら う 
。 た っ た 1 点 の リー ド で は 、 9 回 の 裏 に ホー ムラ ン を 打 た れれ 
ば 、 追 いつ か れ て し まう 。 


し ち が ペ つ めん 
知っ つて いる の と 違う 別 の 面 
hidden side / 汗 駅 モ 刀 半 本 時 思 プ 不知 道 的 男 外 一 面 (内 募 、 幕 后 、 内 心 深 往 ) 


@ よく 分 か ら な いこ と を 、 見 えな いこ と に 例え た か ら 


・ あの 人 は 裏 で 何 を 考え て いる か 、 分 か っ た も の じゃ な い 。 


( ol は * 成功 の 秘密 は 、 常に 世間 が 考え る こ と の 裏 を 行く こ と に ある 。 
句 裏打ち する : 6 物事 を 別 の 面 か ら 証拠 立て る 


例 ) 山田 さん の 意見 は 、 豊か な 海外 経験 に 』 裏打ち きれ て いる 。 
殺 裏目 に 出る : 好 結 果 を 望ん で し た こと が 、 よ く な い 結 果 に な る 

例 心配 し て 色々 と 甘やかし た の が 、 裏 目 に 出 て し まっ た 。 
名 裏返す : 反対 の 見 方 を する 。 本 当 の こと を 言う 

人 彼女 の 放任 主義 は 、 斉 を 返せ ば 単に 子供 に 無関心 な だ け だ 。 
条 裏 を か く : 相手 の 予想 と 反対 の こと を し て 出し 抜く 

例 ) 敵 に 完全 に 裏 を か か れ 、 ま た 負け て し まっ た 。 
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じじ ょ う 。 ふせ い ー ーー ビー ーー | 


1a] 隠さ れ た 事情 や 不正 
backdoor (dealings, ctc.) 名 月 作 | 引当 際 肝 和 事情 和 不 正規 行 錠 | 


人 の 秒 密 の 行為 や 不正 は 、 し ば し ば 見 えな い 部 分 で 行わ れる か ら 


。 この 間 題 が こん な に 簡単 に 解決 する と は 、 何 か 斉 が ある に 悦 
いな い 。 
せい じ うら そう ぞう 

e 政治 の 裏 が どれ ほど スキ ャ ンダ ル に まみ れ て いる か 、 想 像 に 
か た 
難く な い 。 


くち うら 人 た が は な し く ち が = じ ぜん そう だ ん 
面 口 裏 を 合わ せる : 互い の 話 が 食い 違わ な いよ う 、 事 前 に BD 
て お く 
ふた り くち うら 


例 ) 三 人 は 日 裏 を 合わ せ て 、 その 場所 に いな か っ た こと に し た 。 
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お と こ 


0 


に ん げん せい ベ べつ 


人 間 の 性 別 と し て の 


男性 と し て の 価値 や 


ぽく 


目 


に ん げん 


騙 計 人 間 の 性 別 と し て の 男性 


male (humans only) 1 視 引 人 中 者 号 公 人 美 性 別 中 的 男 人 


「 や 1 と す 
。 どん な 男 の 人 が 好き で すか ? 
お ぉ とこ お ん な か ん が か た ち が 
。 男 と 女 で は 、 考 え 方 が 違い ます 。 


ぉ と こ お や ち お ん な お や 


親 : 親 か 女 親 
お ぉ と こ や く だ ん せい と うじ ょ う や く 
し ] 男役 : 映画 や 劇 な ど で 男 性 と し て 登場 する 役 


口 男子 : 男の子 供 。 また は 、 男 性 女子 
男女: 男性 と 女性 

[男性 : 男 の 性 を 持つ 人 の 女性 

[ 邊 優 : 男性 の 俳優 ら 婦 人 

日 箇 : 男性 と 女性 * 主 に 「 老 着 男 女 ] の 形 で 使わ れる 。 
爺 老若 男女 を 問わ ず 、 参加 者 は 歓迎 し ます 。 


ちょ うな ん いち ば ん め 


長男: 一 番目 に 生ま れ た 息子 *「 次 男 ]「 三 男 ]「 四 男 ] と 続く 。 
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せい じん だ ん せい 


成人 し た 男性 
man 人 SI 吐 オ 成年 男子 


成人 男性 は 、 男 性 の 中 の 典型 的 な 存在 だ か ら 


成人 男性 は 、 男 性 の 中 の 


。 家 の 前 に 知ら な い 男 が 立っ て いる 。 
で ま ご や ゆく え ふ めい ET 
。 あ の 山小屋 で 、 行 方 不明 だ っ た 男 が 見 つか っ た 。 


失 男 : 体 が 特別 に 大 き な 男 性 


IEEEIWN | 
masculine man / 司 倖 全 可 伴 呈 守 / 有 男 人 味 的 男 人 | 


せい じん だ ん せい て ん けい 


区 成人 男性 の 中 で の 理想 の 護 型 と 考え られ る 存在 だ か ら 


。 いろいろ な 経験 を 積ん で 男 に な る 。 

いのち こい びと ま も か れ ぉ と こ な か ね お とこ 
。 命がけ で 恋人 を 守る な ん て 、 彼 は 男 の 中 の 男 だ 。 
” [男前 : ハン サム な 顔つき や 男らしい 態度 


F 見 


か ち めん ぼく 
男性 と し て の 価値 や 面目 
manly values/honor 号外 受付 多 旬 刻 財 天 寺 の 男性 的 伯 債 和 股 面 


見 性 が 重視 する と 孝 え られ る 事柄 だ か ら 


トー ここ で 諦め た ら 、 男 が 廃 る 。 
WP TE CE 
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れん あい た いし ょ う だ ん せい 


恋愛 対象 と し て の 男 


boyfriend / グ dH 加 盆 ら 足 対 引 叶 人 3 作 妨 恋愛 対象 的 男性 
れん あい 


(@ 男性 の 中 で 特に 恋愛 の 相手 と いう 側面 を 強調 し て いる 


。 う ちの 娘 に 男 が で きた よう だ 。 
お とこ わか 
。 あ ん な ひど い 男 と は 、 さ っ さと 別れ た ほう が いい 。 


用 法 ノ ー ト グ 「 男 」 は 基本 的 に 、 く だ けた 会 話 な ど で 使う 。 そ れ 以 外 は 「 男 性 」「 男 の 
れん あい た いし 


人 | な ど を 使い 、 恋 愛 対象 に は 「 彼 」 彼氏 |」 な ど を 使う こと が 多い 。 


お ん な (p74) 


68 


お と な 


1 


考え 方 や 態度 が 成 
し た 人 


一 人 前 ね ん れい ひと 


齢 の 人 
adult / 久 2] | 羽 層 信 計り |2 ト 計 旬 寺 グズ 成 年 人 
お と な じょう し ゃ りょう きん こども ば い 
大 人 の 乗車 料金 は 、 子 供 の 倍 で す 。 


ちゅ う が く せい い じょう 


ち お と な 。 な か まい 
日 本 で は 民法 上 、 二 十 歳 に な る と 大 人 の 伸 間 入り だ 。 
が 4 が 。 か た 。 た い ど せい Ce< ひと 
考え 方 や 態度 が 成熟 し た 人 
mature person / 介 9| 叶 骨 エ | 対 舎 慎 人 内 想法 及 恋 度 成熟 的 人 
『2 年 具 か ん けい 


お と な 


齢 に 関係 な く 、 一 般 的 な 大 人 の 特徴 を 持つ て いる 人 を 指す 


< 子供 に お 菓子 を 食べ られ て し まっ た が 、 彼 女 は 大 人 の 態度 を 
くず 
崩さ な か っ た 。 


か れ ね ん れい 
* 彼 は あの 年 齢 に し て は 


お と な 
、 な か な か 大 人 だ ね 。 
お と な げ お と な か ん が - お と な お も 
[| 大人気 な い 加 : 大 人 と し て の 考え が な い 。 大 人 と も 思え な い 
し ず お っ 
お と な し い 罰 : 静か で 落ち 着い て い 


斑 化 ノー ト み 22 に あま り 伯 えな か っ た な お も ちゃ な ど を 大 人 に な っ て か ら 一 
に 大 量 に 買う こと を 「 大 人 買い 」 と いう 。 
a ども (p.139) 
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* こ の 場合 の 「 大 人 」 は 、 
中 学生 以上 を 指す 。 


お も て 


いえ 


し ょ うめ ん そ と 
家 の 正 面 の 外 


に ほう うら 
騙 計 前 ・ 外 ・ 上 と 認め られ る 方 る 裏 
front, outer side, top / 計 ・ 叶 窒 ・ 居 走 1 人 選 記 区 / 以 妨 是 前 面 、 外 表 、 上 面 的 一 方 


か み お も て 
e この 紙 は 表 だ けが ツル ツル し て いる 。 


( 0| 。 人 の 顔 が ある 方 が 、 お 札 の 表 で す 。 


則 表 書き : 手紙 の 表 に 書か れ た 宛て 先 

口 表 ざた : 世間 に 知ら れる こと 

人 と うと う 、 そ の 事件 は 実 ざ た に な っ て し まっ た 。 
口 表通り : 町 の 主要 な 通り 裏通り 


ひょう り いっ た い 


表裏 一 体 : 相反 する 両者 が 実は に ー つ で ある こと 
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お も て 


outside the front of a house / 社名 入選 叶 符 房子 正面 的 外側 


お も て 


1@ 自宅 の 前 は 人 に と っ て 、 身近 な 表 の 空間 だ か ら 


ちゅ う が く せい 


・ 表 か ら 中 学生 の 庄 し 声 が 聞こ える 。 
* 近頃 の 子供 と きた ら 、 表 に 出 な いで 部 屋 で ゲー ム ば か り rs 
いる 。 


稚 色 起 攻 吉 時 


りう し ゃ 。 こう び 


1@ 再 の 放 黄 の うち 、 表 は 先 に 行う 訪 だ か ら | 


top (of an inning) 9 ト 子 引 4]| 塞ぎ 時 ( 可 24 き 用 村 記 千 ) 9| そ 放 引 モ 千本 , 棒球 比 姜 時 先攻 球 


RS 。 4 回 表 、 イ ー グ ルス は 田中 が 打席 に 立っ た 。 


か い お も て た い 
* 9 回 の 表 ま で スコ ア は 0 対 0 だ っ た 。 
BOO 


上 他 者 か ら 見 える 人 の 特性 
on the outside (personality, etc.) 旭 ら 足 豆 9] 記 旬 財 名 号 包 ノ 別人 看 得 出来 的 館 特性 


) 見 える 部 分 を 、 分 か る 部 分 と 見 な し た 


くせ い 


な に 


。 あの 人 は 表 で は いい 人 だ が 、 本 当 は 何 を 考え て いる の か 分 か 
ら な い 。 
か れ うら お も て し ん らい 

・ 彼 は 裏表 が な く 、 信 頼 が お ける 。 
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お わり 


終わ り 


シュ ウ ( 終 始 )、 お (終わ る 、 終 える ) 


1 
空間 が 途切れ て 先 が な い 時 間 が 途切れ て 終わ り に 導い 時 間 
先 が な い 所 ーー 


くう か ん と ぎ さき と ころ 
馬 順 空間 が 途切れ て 先 が な い 所 
end (in space) プ ぞ 社 9| 召 呈 . ユ | 盆 9| 引 242| 登 守 時 曲 プ 空 同 中 断 、 再 也 不能 往 前 行 走 


・ 屋 根付 き の アー ケー ド は ここ で 終わ り で す 。 
* 名 阪 国道 の 終わ り は 天理 イ ンタ ー チ ェ ン ジ で す 。 
お わり 
時 間 が 途切れ て 先 が な い 所 


end (in time) 人 社 9| 谷中, コ 引 せ 9| 可 | 合計 早 呈 時 同 中 断 、 再 也 不 能 延 伸 


じ かん な が 


《《) 時 間 の 流れ を 道 の よ うな 空間 に 例え た 


。 こ れ で 面接 は 終わ り で す 。 
ちょ うれ い お t が くせ い は し で 
2 、 。 朝礼 が 終わ る が 早い か 、 学 生 た な ち は ホ ー ル か ら 走 り 出 た 。 


始ま り お わり トド 9 に と 
殺 終わ り を 告げ る : 終了 する 
爺 両国 の 安定 し た 関係 は 、 こ の 事件 で 終わ り を 告げ た 。 
殺 一 巻 の 終わ り : 全て が 終わ る こと 。 特 に 死ぬ こと mw[ 和 | 
仙 こん な 高き か ら 落ち た ら 一 巻 の 終わ り だ 。 
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F 


[al 終わ り に 近い 時 


9 発 全 な 終わ り で は な い が 、 そ れ に 近い 時 間 だ か ら 


・ kp 時 し 間 し ます 


れい ね ん な つ お お 


death グ 著 舎 プ 死 
区 時 の 終わ り の 中 で 、 人 が 最も 関心 ある こと に 意味 を 絞っ た か ら 


・ そ の 日 を も っ て 、 福 母 の 長い 人 生 は 終わ り を 迎え た 。 


で す 。 


・ 例年 、 夏 の 終わ りか ら 秋 の 初め に か け て 、 大 型 台 風 が 日 本 【 


。 彼 は 自分 の 終わ り が 近い こと を 知っ て 、 そ の 手紙 を 書い た の 
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お ん な 


人 間 の 性 別 と し て の 3 


に ん げん 


馬 計 人 間 の 性 別 と し て の 女性 
female (humans only) 1 社 引 計 財 老 可 介 人 美 性 別 中 的 女人 


。 も し 生ま れ 変 われ る な ら 女 に な り た い 。 
お と こ お ん な ほう げん じ つ て い 
・ 男 より 女 の 方 が 現実 的 だ と よく 言わ れる 。 


ぉ 4 な お や は は お や お ぉ お と こ お や 


| の 男 親 
| お ん な や く えい が げき じ ょ せ い と うじ ょ う や く 
| [] 女 役 : 映画 や 劇 な ど で 女 性 と し て 登 登場 する 役 


] 女王 : 女性 の 若 主 * 「 ヒ じょう お う 」 と も 読む 。 

| 口 婦 子 : 女の子 供 。 ま た は 、 女性 男子 
女優 : 女性 の 俳優 や 男優 

雪崩 : 自分 の 姜 * 「 に ょ う ] は 特別 な 読み 方 で ある 。 


め が み じ ょ せ い か み 


神 : 女性 の 神 
お と め けっ こん じ ょ せ い 
| 女 : 結婚 し て いな い 女 性 
か の じ ょ は な k 3 き て い が い じ ょ せ い か れ 
彼女 : 話し 手 と 聞き 手 以外 の 女性 ぐ 彼 
し じ ね すず こ すめ 


ロ 了 女 : 息子 と 娯 
区) 私 は 帰国 子女 な の で 、 特 別 な 試験 で こ の 学校 に 入り まし た 。 


少女 : 年 の 若い 女の子 ぐ 少年 
口 男 女 : 宮 [お と こ ] 玉置 
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お ん な 
長女 いち ば ん め 


[ 長女 : 一 番目 に 生ま れ た 娘 *「 次 女 ] | 三 女 ]「 四 女 ] と 続く 。 
圏 美女 : 美しい 女性 


mm せい じん じ ょ せ い 


成人 し た 女性 
woman / 角 SI 引 革 成年 女子 


9 成人 女性 は 、 女 性 の 中 の 典型 的 な 存在 だ か ら 


。 知 ら な い 女 が こっ ち を 見 て いる 。 
じ けん は ん に ん お お が ち お ん な そう い 
s この 事件 の 犯人 は 、 よ ほど 大 柄 な 女 に 相違 な い 。 


あく じ ょ せい か く 


口 舞 婦 : 性 格 の よく な い 女 性 


feminine woman グ 引 舎人 本 金 引 祝 / 有 女人 味 的 女性 | 


6 人 女性 の 中 で 商 型 と され る あり よう に 拉 っ た か ら 


か の じ ょ 


・ 人 目 も 構わ ず 泣 く な ん て 、 まあ 結局 彼女 も 女 だ な 。 
お ん な 
・ あの 人 は 見 て の 通り 冷た い 雰 囲 気 だ が 、 彼氏 の 前 で は 女 に な 


ぉ ん な ここ 2 。 じ ょ せ い 
日 女心 : 女性 に 特有 の 心 
お ん な ごころ 


例 ) 女心 は 秋 の 空 の よう に 変わ りや すい も の だ 。 


jp 女性 と し て の 価値 や 男 目 
womanly values/honor / 引 人 呈 付 引 ト 討 財 秘 届 女人 広 有 的 信 債 及 脱 面 


尺 ょ せい Ue3 し 


: 女性 が 重視 する と 考え られ る 事柄 だ か ら ら 


女 は 仕事 帰 り に AM な 習い 事 を し て 女 を 座 い て いる 。 
せん じ つ 


* 先日 の パー ティ ー で は 、 彼女 は す ば ら し い 気配 り Se 
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お ん な 


れん あい た いし ょ う 


販 罰 恋愛 対象 と し て の 女性 


girlfriend / 叶 9 本 分 9 呈 対 引 可 介 作 罰 恋愛 対象 的 女性 


じ ょ せ い 


@) 女性 の 中 で 、 特 に 恋愛 の 相手 と いう 側面 を 強調 し て いる 


ね ん まえ お ん な 


5 年 前 女 を 作っ て 家 を 出 て 行っ 7 だ 5 
近 、 奴 に は 新しい 女 が で きた よう だ 。 


用 法 ノー トク 「 女 」 は くだ けた 会 語 な ど で 使う 。 そ れ 以 外 は 「 女 性 」「 女 の 人 」 な ど を 使い 、 
れん あい た いし ょ う か の じ ょ つか 
恋愛 対象 に は 「 彼 女 ] を 使う 。 

文化 ノー トノ 「 女 子 」] は 、 か つて は 高校 3 年 生 く らい まで の 女性 を 指し て いた が 、 現 在 

だ い じ ょ せ い さ じ ょ せ い じ ぉ し 

で は 40 代 の 女性 まで を 指す こと が あり 、 女 性 だ け の パー ティ ー が 「 女 子 
\ い な さか お こ な 
会 ] と いう 名 で 盛ん に 行わ れ て いる 。 


叶 お と こ (p66) 
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か お 


まい あき か お あら 、 

* 毎朝 、 せ っ けん で 顔 を 洗う 。 
は は いっ ぱい か お あか 

s 母 は コッ プ 一 杯 の ビー ル で 顔 が 赤く な る 。 
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| 
| 
(| 


| 


か お 
か お いろ けん こう じょう た い し 


口 剖 色 : 條 康 状 態 を 示す 血色 gy 罰 

全部 長 は 疲れ 気味 な の か 、 顔 色 が 悪い 。 

口 素 鎖 : ① 化 粧 を し て いな い 顔 ② あ り の まま の 次 

似 半 絵 : ある 人 に 似せ て 描い た 絵 

[] 起 : 寝 て いる と き の 疾 

洗 類 回 M : 顔 を 洗う こ 

画 間 頻 3 子供 っ ぽい 顔 

0 鉛 木 苦 は 章 顔 な も の だ か ら 、 た ば こ を 買う と き に いつ も 上 蔵 
を 聞か れる 。 


person / 外 圭 グ 人 
ば ん 


| ひと な か いち ば ん め だ か お 
@ 人 の 中 で 一 番目 立つ の が 顔 だ か ら 


。 と きど き 、 う ち に も 顔 を 見 せ て くだ さい 。 
か れ か お だ 

・ 後 は 、 呼 ば れ て も いな い パ ー テ ィ ー に 顔 を 出し て は 、 た くさ 
ん 食べ て 帰る 。 


か お か い ぎ は な あ こう し ょ う さん か ひと びと 
口 顔ぶれ : 会 議 や 話し 合い 、 交 渉 な ど に 参加 する 人 々 
こく さい か い ぎ ちょ めい 。 か お あつ ま 
例 ) 国際 会 議 に は 著名 な 顔ぶれ が 集 っ た 。 


どう そう か い 


旬 鱗 が 揃う : 集まる 人 同窓 会 で は 懐か し い 顔 が 揃っ た 。 
か お あ し ん せき ひき か お あぁ 
条 靖 を 合わ せる : 会 う 例 ) 親戚 と 久しぶり に 顔 を 合わ せ た 。 


そん ざい 


代表 的 な 存在 


face (of an organization, etc.) 可 下 人 知 中 獲 放 代表 人 物 


(@ 鱗 が 人 を 代表 する よう に 、 全 体 を 代表 する 存在 だ か ら 


。 こ の キャ ラク ター は テレ ビ 局 の 顔 だ 。 


ooTv か れ か いし ゃ か お < ふる ま 
に た か s 彼 は この 会 社 の 顔 で ある か の よう に 振舞 っ て いる 。 
ロロ ロロ 
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か お 


めん ぼく た い め ん 


honor / 下 号 ・ 刻 軸 ズ 用 面 、 体 面 、 面 子 
テ 、 か ぉ そ と 。。 な りう か 
| 錦 の ょ うに 外 を 向い て お り 、 か つ 


評価 され る 部 分 だ か ら 
C3  / へ 、・ 失 由 の あげ くに この 損失 で は 、 上 司 に 合わ せる 痢 が な い 。 


€— 4 か お どろ る ぬ は じ 
3 ( 面 / 智 顔 に 泥 を 塗る : 恥 を か か せる 

し ご と と ち 9 か え ね た し か お どろ ぬ 
例 ) 仕事 を 途中 で や め て 帰る な ん て 、 よ くも 私 の 顔 に 泥 を 塗っ 


で くれ 
旬 顔 向 けが で き な い : 恥ず か し く て 、 顔 を 合わ せる こと が で き な 


い 
0 この 交渉 を 成功 させ な けれ は ば 、 部 下 に 疾 向 けが で き な い 。 
条 顔 を つぶ す : < その 人 の 世間 か ら の 評価 ・ 評判 を 悪く させ る 
し ゅ うし ょ くさ き ょ うか い せん ば ぱい か お 
例 就職 先 を 紹介 し て くれ た 先輩 の 顔 を つぶ さ な い よう に 気 を 
の 8 


- ひと も の ご と も た よう めん 
罰 人 や 物事 が 持つ 多様 な 面 
fcet / 和 寺村 外 呈 9] トモ 中 侍 埋 思 プ 人 及 事 物 所 具有 的 多 衝 側 面 


) 顔 が 多様 な 表情 を 示す よう に 、 人 や 物事 も さま ざま な 様相 を 持つ か ら 


か れ お お か お も 
< 彼 は 多く の 顔 を 持つ 。 
。 刻 か ら 夜 に か け て 、 こ の 町 の 別 の 顔 が 現れ る 。 


FR 
facial expression 正和 表情 


か ん じょう き ぶん 


顔 は 感情 や 気分 を 表 


>) @ 元 カ レ が いる の に 気づく と 、 李 さん の 顔 が 急 に 鞭 っ た 。 
る 〇 。 みん な の 晴れ 晴れ と し た 顔 を 見 る と 、 私 まで 嬉し く な っ て き 
ます 。 


か お いろ か お 
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か お 


例 ) あの 子 は いつ も 親 の 顔色 を 伺っ て し ゃ べ っ て いる よう だ 。 
ロロ 作 席 : 笑っ た 顔 
口 知ら ん 顔 図 5 : 知ら な いふ り 
人 毅 色 を 信 う : 相手 の 顔 を 見 て 、 そ の 心 を 察する 
旅行 の 行き 先 に つい て 語 し な が ら 、 人 の 疾 色 を 伺っ た 。 
旬 顔 か ら 火 が 出る : 大 変 陰 ず か し い 
例 ) 失敗 し て 顔 か ら 火 が 出 そ う だ っ た 。 
生 前 に 書い て ある : 言わ な く て も 表情 か ら 分 か る 
例 「 若 の 話 は つま ら な い 」 っ て 、 顔 に 書い て ある よ 。 


し 
古書 よく 知ら れ て いる こと 
well-known 堅 9| 堂 可 広 絢 合 大 家 都 知道 的 


ぶ ぶん 


(@ 鱗 は 自立 っ て いて 、 人 に まず 知っ て も ら う 部 分 だ か ら 


に 」 


・ 鈴木 先 生 は テレ ビ で 顔 が 売れ て いる 。 
・ 社長 は あの 店 で は な か な か の 顔 だ 。 
日 狗 見 知り : 知り 合い 。 知 っ て いる 人 
条 競 が 利く : 相手 に 多少 の 無理 が 言え る 
例 あの 店 な ら 顔 が 利く か ら 、 満 員 で も 席 を 取っ て くれ る は ず 
だ 。 
知 顔 を 売る : よく 知ら れる よう に する 
例 パー ティ ー で は 名 刺 を 配ら な いま で も 、 よ く 顔 を 売っ て お 


く と いい よ 。 
か お ひろ こう さい は ん い ひろ 
殺 顔 が 広い : 交際 の 範囲 が と て も 広い 
い と う か お ひろ か れ か いち ょ う て き に ん し ゃ 
例 ) 伊東 さん は 顔 が 広い の で 、 彼 を お いて 会 長 は いな い 。 


中 あ た ま (p34)、 め (D321) 


80 


まう ふう ふ どき か さか み 
フウ (強風 )、 フ (風土 記 )、 か ざ ( 風 上 ) 


罰 体 で 感じ る 空気 の 流れ 
wind, breeze ノ ズ 号 時 己 列 人 4 を 


ぞ 2| 引 る 告 / 身 体感 党 到 的 空気 流 欧 


・ 朝 か ら 吹 いて いた 風 が や っ と や ん だ 。 
た いよ ふう 


・ 台風 が 近づい て いる の で 風 が 強い 。 


風車 : 羽根 に 柄 を つけ て 回 す お も ちゃ 

北風 : 北 か ら 吹く 冷た い 風 

口 風車 : 風 を 羽 で 受け て 動力 を 得る し くみ 

口 谷 風 : 南 か ら 来る 替 穫 性 低 気 圧 

箇 風 上 に [も] 置け な い : 性 質 や 行動 が 申 劣 で ある * 臭 う 物 、 
つま り よ く な い 物 が 風 上 に ある と 時 る と いう 意味 か ら 
多 人 の 風 上 に も 置け な いあ ん な 奴 の 説教 な ん て 、 誰 が 聞く も 

の か 。 


か ぜ たよ か の じ ょ けっ こん か ぜ た よ き 
介 風 の 便り : うわ さ 例 ) 彼女 が 結婚 し た と 風 の 便り に 聞い た 。 
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か ぜ 


ひと た い ど よう すず 
人 の 態度 や 様 
airs, appearance / 侍 引 醒 呈 呈 号 査 / 人 的 恋 度 和 欄 子 
ぜ つっ た 
(@ 風 の よ うに 依 わ り 、 感 じ ら れ る も の だ か ら 


。 山田 さん は 先輩 風 を 吹か す 。 
た な か お く び ょ うか ぜ ふ 
。 田 中 さん は 騰 病 風 に 吹か れ た らし い 。 


さ 


複 


1 


ご う ご も ち 
合 語 で 用 いる 。 


よう は ほう せん ば いか ぜ お くり : う か ぜ R 
* 属 軒 の 用 法 で は 「 先 輩 風 ] 「 及 病 風 ] の よう に 
| せり けん いこ う ふん いき 
[1a] 世間 の 意向 や 雰囲気 

public opinion/sentiment / 和 対 社 9 妊 剖 呈 量 約 包 ノ グ 社 会 的 意向 和 以 気 


@ 出 が 当たる よう に 、 世 間 の 意向 や 縮 囲 気 が 感 じ ら れ る か ら 


。 天 企業 を 辞め て か ら 、 世 間 の 風 は 冷た いと 分 か っ た 。 | 
ょ う 。 か ぜ ぴ ば 
。 ク リス マス だ が 不況 の 風 は 厳し いも ゃ の が ある 。 
ー か ざ あ な あ 5。 は きょう 5 が が 。 よん いき も 
名 L 婦 を 開け る : 行き 詰まっ た 状況 に 新しい 考え や 雰囲気 を 持ち 
込む 


か ぜ あ し ゃ か い 


所 風当たり が 強い : 社会 、 世 間 か ら の 反発 が 強い 


か ん ぽう か ぜ 
感 連 ・ 風 邪 


cold (as in lness) / 社 71/ 感 置 、 働 峰 


むか し ちゅ うごく か ぜ わる き あ げん いん は つね つ に ほん っ た か 
(@ 昔 の 中 国 で 風 の 悪 い 気 に 当たる こと が 原因 と され る 発熱 な ど が 、 日 本 に 伝え られ て 風 
ぜ いっ ぱん か 


邪 一 般 に 変わ っ た 


。 浴 た い 風 に きら され て カゼ を 引い て し まっ た 。 


・ 夏 の 風 攻 は 症状 が 軽い 半面 、 治 り に くい 。 


うほ う 0 ょ う ば あい 
* 要因 の 用 法 で は カタ カナ で 実 記す る 場合 も ある 。 


に が つっ さん が つ と し さい し ょ ュ つよ みな みか ぜ は る いち ば ん 60 
文化 ノー ト グ 二 月 か ら 三 月 に か け て 、 その 年 の 最初 に 吹く 強い 南 風 を 「 春 一 番 ] と 言い 、 
よ あぁ た た い 
これ が 吹く と 暖か く な る と 言わ れ て いる 。 


82 


1 


し ょ う 


具体 化し た 事 


が いけ ん 


の 。 ょ うす 
咽 物 の 様子 ・ 外 見 
shape, appearance 琶 弄 引 豆 舎 ・ 有 豆 叶 物品 的 欄 子 、 外 表 


・ ど ん な 形 の 帽子 が 好き で すか 。 
は な か た ち に ん き 

人 ハハ () 「 リ 。 こ の 花 の 形 の テー ブル は 、 と て も 人 気 が あり ます 。 
ニン くだ も の た は う か 5 わる あじ 。 も ん だ い と 

e こち ら の 果物 は 、 多 少 形 が 悪い の で す が 、 味 に 問題 は ご ざい 

ませ ん 。 
か た くず か た くず は ほん らい 。 が A5 も る 

| | 形 月 れ / 型 月 れ : 本 来 の 形 が 悪く な る こと 
けり いじ ょ も の か た ち 
けい じ う 9 物 の 形 
うそ う か お と < おそ か お 
日 形相 : 顔つき 。 特 に 芝 ろ し い 顔 つき 
4 けい も と か た 5 
原形 : 元 の 形 

ず けい えん きん か くけ い て ん 。 せん めん あっ いっ て い 
[| 図形 : 円 や 三角 形 な ど 点 ・ 線 ・ 面 な ど が 集まっ て 、 あ る 一 定 
か た ち あら わ 

の 形 を 表し た も の 
に ん きょう ひと か た ち ま ね つく も の 
口 人 形 : 人 の 形 を 真似 て 作っ た 物 


思 跡形 も な い : 次 、 形 が すっ か りな く な っ て いる 
いっ し ゅ うか ん お お か じ まち あと か た き 
例 ) 一 週間 に わた る 大 火事 で 、 町 は 跡形 も な く 消え て し まっ た 。 
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か た ち 


ぐ た い か じ し ょ 3 
具体 化し た 事象 
concrete form /〒 諸 千 局 翌 せ 具体 情況 


げん し ょ う 


@ © ゃ 現象 が 具体 化す る と 、 上 自 に 見 える 形 に な る か ら 


り ょ こ う お も 4 た の こ つ 
旅行 の 思い 出 を 形 に 残 そ う と 、 ア ル バ ム を 作っ て みた 。 
え が ゆめ か た ち 
e 描い て いた マイ ホー ム の 夢 が 、 や っ と 形 に な っ た 。 
ふき ょ 3 えい きょう し ょ う ひ せい か つ か た ち で 
* 不況 の 影響 が 消費 生活 に も さまざま な 形 で 出 て いる よう だ 。 


し な も の 


か た み 。 し し ゃ わか ひと お も だ 
「 | 形見 : 死者 や 別れ た 人 を 思い 出さ せる 癌 


ゆ ゅ だ ん けい し き 
手段 ・ 形 式 
means, manner ブ 生 叶 ・ 弄 仏 / 手 段 、 形 式 
6) 物事 が 形 を 持つ た め の 方 法 を 表す 
os ・ 人 は 手紙 や プレ ゼン ト な ど 、 さ ま ざ ま な 形 で 愛 を 表現 する 。 
た いし ょ く か た ち 
の 』 > や ・ 閣 は 事実 上 クビ だ が 、 追 職 と いう 形 に し て お こう 。 


手形 : 支払 い を 目的 と する 有価 証券 


ほん て き し ゅ だ ん けい し 


[2a| 奄 失 的 な 手段 ・ 形式 


basic form/style / 包 起 刻 1 全 呈 ・ 百人 基本 的 手段 、 形 式 


し ゅ だ ん けい し き な か 


| @ 了 形式 の 中 で 、 特 に 基本 典型 と 考え られ る こと に 意味 を 絞っ た か ら 


「 A = 名 に に さ 。 、 類 ち ゆう めい せん し ゅ お な 
B = ム ・ マラ ソン 選手 に な ろう と 、 ま ず は 形 か ら 入 っ て と 同 
に か 
っ らら じ シ ュー ズ を 買っ た 。 


< 彼女 は 形 に と ら わ れず 、 自 由 な 表現 で 個性 的 な 作品 を 作っ た 。 


( 
③* 
〇 


ココ 形 ば か り : 形式 だ け 
か た ち あい さ つ あい で き も 
例 ) 形 ば か り の 挨拶 で は 、 相 手 は いい 気持 ち が し な い だ ろ う 。 
か た ほん らい か ち そこ み じ 【 ょ うたい 
形 な し  : 本 来 の 価値 が 損なわ れ た 惨め な 状態 
れん ば ぱい つづ か た 
例 ) ここ まで 連敗 が 続い て は 、 う ちの チー ム も 形 な し と いう も 
の だ 。 
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ふん い 


と が き 
失っ て いる 雰囲気 


・ 机 の 角 に 頭 を ぶつ け て 、 け が を し た 。 
ご 0e《 ね ん まえ ほん 0 ょ う し か ど 
* 五 百年 前 の 本 と も な る と 、 表 紙 の 角 が ぼろ ぼろ で すね 。 


も ふん い き 
罰 失っ て いる 雰囲気 
arp(-edged), biting 司 旭 呈 半 号 選 フン 此 来 的 気 包 ( 楼 便 、 


た し か れ 。 いけ ん た だ ごと: ば か は ら 。 た 
上 * 確か に 彼 の 意見 は 正しい が 、 言 葉 に 角 が あっ て 腹 が 立つ 。 
4 く ちょ う た い ど あ ね ちい し か た か ど 
9 * 口調 と いい 態度 と いい 、 姉 の 注意 の 仕方 に は いち いち 角 が あ 
る 。 
か ど た に ん げん か ん けい も の ご と お だ 
介 角 が 立つ : 人 間 関 係 や 物事 が 穏やか で な く な る 
い か た か ど た すこ 。 お だ い 
例 ) その 言い 方 で は 角 が 立つ か ら 、 も う 少 し 穏やか に 言っ た ほ 
うがい いよ 。 
か ど と せい か く お だ 
条 角 が 取れ る : 性 格 が 穏やか に な る 
か い が い 


ぶち 3 きん む も ど か ど と 
例 ) 部 長 は % 務 か ら 戻 っ た ら 、 す っ か り 角 が 取れ て いた 。 
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か ど 


みち 。 ま 3 
計 己 道 が 曲がっ て いる 所 
corner (of road) 9| 表札 天 旨 路 拐 窒 ル 往 


6 道 か 曲がっ て いる 所 は 、 角 に 隣接 し た 空間 だ か ら 


。 三 っ 自 の 角 を 曲がる と 、 左 に 銀行 が あり ます 。 
い みっ 。 め か ど お お か で ん みせ 
。 まっ すぐ 行く と 、 三 つ 目 の 角 に 大 きい 家電 の 店 が ある 。 


曲がり角 : 道 の 曲 が っ て いる あたり の 空間 
口 衝角 : 町 の 路上 


3 
= 


例 ) この 先 ど う し よう か と 、 彼 は 街角 を 行き つ 戻 りつ 考え た 。 
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ml 
© 


か ね 


す E ね だ (を か か 
・ もう少し 金 が 貯まっ た ら 、 車 を 買い 換え た い 。 
むす め さい き 


* 娘 は 最近 、 お し ゃ れ に お 金 を 掛け て いる 。 


か ね づか きん せん つか か た 
口金 遣い : 金銭 の 使い 方 
な お と うと か ね づか あら さい ちょ きん 
名 うち の 第 は 金 遣い が 荒い の で 40 歳 に な っ て も 財 金 が な い 。 
か ね も ざい さん 


日 金 震 ち : 金銭 や 財産 を 多く 持っ て いる 人 


きん が く きん せん お お 


口金 額 : 金銭 の 多 さ 
金庫 : 現金 な ど を し まっ て お く 頑 区 な 箱 
将 録 : お 金 。 貨幣 


きん ゆう きん せん な が 
名 : 金銭 の 流れ 。 金銭 の 貸し 代り 
ょ う きん ゆう こ うり き ぎょ う お 
不況 の 昌 響 は 金 融 業 は も と より 、 小 発 業 に も 及 ん で いる 。 
げん きん げん ざい 


日 現金 : 現任 通用 し て いる 貨幣 。 キャ ッシュ (cash) 
借金 主 : 金 を 借り ea 
品 集 疹 図 中: 代金 な ど を 集め る こと 
例 ) 佐々 木 さ きん の アル バイ ト っ て 、 ガス 代 の 集金 だ っ た っ け ? 
日 紅 学 釜 : 学業 支援 の た め に 学生 や 生徒 に 対し 、 与え た り 、 人 
も だ され る 金 


の し ょ う が く きん が くね ん 、 お う ぽ 
例 ) この 国費 の 美学 金 は 、 学 年 に か か わら ず 応 募 で きま す 。 
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か ね 


口 深谷 : 賞 と し て 滞 え られ る 金 
ぜ い き ん ぜ い る お さき か ね 
品 鋭 参 : 税 と し て 国 な ど に 納め る 金 
ん か ね お 
口 潤 低 較 中 : 金 を 送る こと 5 
硬 ) 東 テ ィ モ ー ル の 会 社 へ 送 例 し た い の だ が 、 ど うす れ ば いい 
だ ろう か 。 


だ いき ん し な も の か 3 ひと は ら か ね 
代金 : 品物 を 買っ た 人 が 、 売っ た 人 に 払う 金 
た いし ょ (きん た いし 


| 退職 金 : 人 温 す る と き に 勤め 先 か ら 払わ れる 金 
口金 図 : 金 を 貯め る こ と 


ke う が く きん に 9 う 5 が 


口 入 学 倫 : 入学 する と き に 授業 料 以外 に 納め る 金 


宰 入金 : 不足 を 補う た め に 出す 金 。 ま た 、 政 府 が 行政 目的 の 
た め に 交付 する 金 


りょう きん も の り よう し よう た い は ほら か ね 
口 料 釜 : 物 の 利用 や 使用 に 対し て 払う 金 
か ね あ きん せん お つか 
何 釜 に 飽 か す : 金銭 を 惜しま ず に 使う 
へ や か れ か ね あ あつ ご うか か ぐ な ら 
例 ) その 部 屋 に は 、 彼 が 金 に 飽 か し て 集め た 豪華 な 家具 が 並ん 
で いた 。 
条 金 に 糸 自 を 付け な い : どん どん 金 を 使う 
例 ) 夫 は 欲し い 物 の た め に は 、 金 に 糸目 を 付け ませ ん で し た 。 
か う お お 
師 金 を 食う : 費用 が 多く か か る 
か ね > か 
多 ゴル フ は 人 金 を 食う の みな ら ず 、 時 間 も か か る スポ ー ツ だ 。 


きん ぞ く 
| | 画 金 属 
metal / 豆 寄 ノ 人 金属 


ん せん だ いひ きん ぞ く 


(@ 金 鍼 の 代表 で ある 硬貨 は 金属 か ら 作ら れる か ら 


Fs 全国 で は 多 の 矯 が 使わ れ て いる 。 


eS) A * この 椅子 の 脚 は 、 金 で で き て いる 。 
か な あみ は り が ね 


[ 金 綱 : 針金 で 編ん だ 綱 ' 

口金 檜 : くぎ な ど を 打ち つけ る 鉄製 の 道具 

[ 品 基 会 入 り : 思想 や 体 が 鍛え られ て いて 、 と て も 強い こと 
便 ) 彼 を は じ め 、 あの 3 人 は 旋 金 入り の 保守 政治 家 だ 。 


は り が ね きん ぞ く ほそ な 


針 和 : 金属 を 細長 く 糸 の よう に 伸ばし た も の 
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| 


] 


か べ 


へ キ (壁面 
|1a」 
き も へ だ 
気持 ちの 隔たり 


上 上 そ と へ. や ね わ の 
時 内 ・ 外 や 部 屋 を 分 ける 物 
Wall 計時 下記 叶 含 サキ エ 釣 記 君 条 司 〆 内 外 隔 井 、 分 隔 房 同 之 物 


へ や 。 か べ うす ザ た だ た もつ) こえ を 
*・ この 部 屋 は 璧 が 薄い の で 、 隣 室 の 声 が 聞こ える 。 
か べ が たま 
* 歴 に 頭 を ぶつ け て し まっ た 。 


2 日 壁紙 : で @ 喜 に 張る 紙 ② パ ソコ ン の ディ スプ レー ー の 背景 画像 
日 磐越 し : 享 を 隔て て いる こと 
りん じん ひ か べべ ご 
例 隣人 が ピア ノ を 弾く 音 が 壁 越し に 聞こ えて くる 。 


へ き が た て も の 。 どう くつ か べ え が え 
壁画 : 建物 や 洞窟 の 壁 に 描か れ た 絵 
へ きめ ん か ペ 0 うめ ん 


壁 の 表面 
が い へ そ と む か べ 
口外 壁 : 外 に 向い た 壁 


ょ うがい も ん だ いて ん ぜん し 


し ん に ゅ う は ば ん 
を 導 ら よう 人 を 科 ち か ら 


こと ば か べ の ご せい か つ た い へ ん 
、 言 葉 の 壁 を 乗り 越え て 生活 する の は 大 変 だ っ た 。 
じ か ん か べ 。 や ぶ 
*・ マラ ソン で 、 つ い に 3 時 間 の 璧 を 破っ た 。 
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区 壁 に 突き 当たる : 困難 な 状況 に 出合 う 
3 > J あ な な の る 
例 ) 壁 に 突き 当たっ て も 、 雲 さん が それ を 乗り 越え る こと を 
願っ て 止み ませ ん 。 


所 待ち の 耳 た り 


| emotional gap / 相 人 入札 人 本 心情 隔 剛 | 
| か べ し ん に 9 う 3 は ば き も へ だ も は ば と | 
| 9 壁 が 侵入 を 阻む よう に 、 気 持ち の 隔たり は コミ ュ ニ ケー ショ ン を 阻む から | 


re ⑤ ・ 最近 、 子供 た ちと の 間 に 壁 を 感じ る 。 


に i ひと ひと り 。 か べ っ < だ れ な し 
に 議 。 ・ あの 人 は いつ も 一 人 で 壁 を 作っ て 、 誰 と も 話 を し な い 。 
を 


hook /“ 当 引 包 モ る 9] 嘩 / ズ 拝 物 
(3 フッ ク は 壁 に 付け られ て その 一 部 と な る か ら 


。 部 屋 の 壁 に 、 こ の 間 買 っ た 海 の 絵 を か けた 。 
くつ し た か べ さ 
。 娘 た ち は ク リス マス の 靴下 を 璧 に ぶら 下げ て いる 。 
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0 


ぶつ たま 


物 の 頭 や 


3 
運動 主体 と し て の 
身体 


(“< 


う て あし 
胴 や 手足 


body (humans/animals) / 久 内 ・ 写 曲名 可 本 , 量 量 , 司 叶 可 グ 人 、 部 物 的 基部 、 双 体 及 手足 


。 お 茶 を 飲ん だ ら 体 が 温まっ た 。 
【 ぁ うど う せ ん し ゅ か 5 だ お お 
* た いて い の 和 柔道 選手 は 体 が 大 きい 。 
か 5 だ か 5 だ か た ち せ た か 反 く で ブ 
| 体つき : 体 の 形 、 背 の 高き や 了 肉付き 
ね むこ か らち だ お す 
例 ) あの 猫 は 、 体 つき か ら す る と 雄 の よう だ 。 
た い あ あい て か 5 だ 
日 体 当たり 図 皿 : 相手 に 体 ど と ぶつ か る こと 
た い お ぉ おん 。 か 5 だ 。 お ん ど 
[体温 : 体 の 温度 
た い お ん けい た い お ん は か どう ぐ 
[ | 体温 計 : 体温 を 測る 道具 
た いし つ う も か ら 5 だ せい し つ 
口 体質 : 生ま れ な が ら に 持っ て いる 体 の 性 質 
ぽ た いし つ 
例 ) 僕 は 痩せ よう に も 痩せ られ な い 体 質 だ 。 
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体重 : 体 の 重き 
生計 : 体重 を 測る 道具 | t 
福間 回 : 健康 を 維持 し た り 、 体 力 を つけ た りす る た め に 行 
う 規 則 的 な 信 動 


口 人 人体 : 人 の 体 


か 5 だ 


条 体 を 張る : 命 を か け て 行動 する 
ま も 
例 ) その 母親 は 体 を 張っ て 子供 を 守っ た 。 


ーー 
| [0 頭 を 除い た 身体 
| body (excluding head) 可 本 語 弘幸 礼 秘 / 除 区 部 以外 前 身体 


し ん た い だ い 


@ 身体 の 大 部 分 は 、 首 か ら 下 だ か ら 


・ 人 形 の 頭 が 取れ て 、 体 だ け に な っ て し まっ た 。 
・ それ で は 、 体 を ぐっ と 後ろ に 反 ら し て くだ さい 。 


どう た い 


日 胴体 : 人 や 動物 の 頭 、 手 足 、 尾 を 除い た 体 の 中 心 部 


physical strength, health / 秘 当 ・ 刀 な な 本 プ 体 力 、 健 康 状 況 


か 5 だ な いざ い ちか 5 あ 5 わ 


た いり ょ く けん こう じょう た い 
体力 ・ 健 康 状 態 
@1 


に 内 在 する 力 を 表す 


さ 
~~ 
= 

と 


。 こ の 子 は 小さ いこ ろか ら 体 が 前 い 。 

か 5 だ きた つぎ あい ま 
。 体 を 鍛え ん な けれ ば 、 次 の 試合 に 負け て し まう 。 
[体育 : 運動 を 実践 する 学校 の 教科 
た いち ょ か 5 だ ちょ う し 
体調 : 体調 子 

か れ た いち ょ う ふり ょ う せ か いた いか い けつ じょう 
例 ) 彼 は 体調 不良 で 世界 大 会 を 欠場 する そう だ 。 


か 5 た た いり ょ (で き ぞ っ こ う 
銘 体 が 持た な い : 体力 的 に 続行 で き な い 
む り か ら 5 だ も 
釣 こん な 無理 な ダイ エッ ト を し て いて は 体 が 持た な い 。 
た いち ょ う 


名 体調 を 崩す : 体 の 調子 が 悪く な る 
た いち ょ う 。 くず 
例 ) 試合 に 勝 と うと 無理 を し すぎ て 、 体 調 を 崩し て し まっ た 。 
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か ら だ 


し ゅ た い 


イン ) 
を 時 行動 主体 と し て の 身体 
body (as center of action) / 型 を 巴 刻 豆 対 名 誌 双 プ 作 妨 行 苑 主 体 的 身体 


9 行動 する 主体 と し て の 身体 の 側面 に 注目 し た 
こん し ぁ ぅ ど ょ よう ぴ か 5 だ あ 
・ 今週 の 土曜 日 な ら 体 が 空い て いま す 。 


・ と て も 忙し い の で 、 体 が いく つ あ っ て も 足り な い 。 


めん ちゅ う も く 


人 


せい うん どう に く た い 


人 や 和信 で な く 、 半生 す る 


。 乗馬 は 理屈 で は な く 、 体 で 覚え る も の だ 。 
。 体 を 使う 仕事 な の で 、 塩 分 の 濃い 食べ 物 が 欲し く な る 。 
ロ 伯 感 加 : 体 で 感じ る こ と 

けい けん 
日 体験 回 四 : 実際 に 自分 で 経験 する こと 。 ま た 、 そ の 経験 


いい 導い し し ん た い 


対象 と し て の 身体 
(as a sexual object) 舎人 名 信 ら 号 対 引 入 剤 // 作 妨 性 別 主体 的 身体 


的 対象 と し て の 側面 を 持っ て いる か ら 


・ あの 男 に 、 つ い 体 を 許し て し まっ た の で す 。 
か 5 だ 


[| ・ 三 人 は 体 の 関係 を 持つ に 至っ た 。 


有 有 めし (27)、 あ た ま (p34)、 こ ころ (p127)、 て (p208) 
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か わ 


どう し ょ (ぶつ 。 に く み こと 8 計 ま み 
騙 叶 動植物 の 肉 や 身 を 包む 膜 人 G 身 
skin, hide, bark, rind 起 付 旦 引 盆 引 時 礎 舎 谷中 記 中 プ 効 植物 的 肉 身 外 包 的 一 情 膜 


6 や 。 オ レン ジ は 普通 、 皮 を むい て 食べ る も の で す よ 。 
。 鮭 は 皮 の と ころ が お いし い 。 


そ と が わ 。 お お 


[0al 物 の 外側 を 覆い 包む 物 


wrapping, casing / 号 科 可 財 谷 答 舎 評 91 社外 所 騙 ノ 物品 外面 遮 薩 的 灰 西 


(@ 皮 が 身 を 包む よう に 、 物 を 包む 物 を 指す 


。 部 長 は いつ も まん じゅ う の 皮 だ け 食べ て 後 は 残す 。 
いわ 3 お と き も 
。 ソ ー セ ー ジ は 友 が 破け る と き の 音 が 気持 ちい い 。 


ほん し つ お お か く 
必 本 質 を 覆い 隠す も の 
mask (figurative) 芋 逢 含 忌 9] 社 キ を ズ ノ 際 蔵 本 原 的 赤西 ( 外 表 、 画 皮 ) 


も の ご と 。 は ん 


か ね わ 。 どう し ょ 〈 ぷ つ に < 。 み お お 、 AO し っ お お _ ぁ 5 わ 
@ 皮 が 動植物 の 肉 や 身 を 覆う よう に 、 物 事 の 本 質 を 覆う も の を 表す 


。 つ い に 奴 の 化け の 皮 が は が れ た 。 
。 歓 の 皮 が 張り すぎ る と 騙さ れる も の だ 。 
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や で まき 、 う げん き 。 で 
* 山 の 気 を 受け て 元気 が 出 た 。 
な しょ う うみ 。 き あじ は ま べ 。 い 
* 無性に 海 の 気 を 味わい た く て 、 浜 辺 へ 行っ た 。 
あつ 。 た いき あつ り ょ ( 
口 気 ほ : 大 気 の 圧力 


ふ あん て い 


例 関東 地方 は 気圧 の 答 が 通る た め 、 不安 定 な 天気 で す 。 
人 喉 か ら 気 管 雇 ま で 補 空気 が 通る 符 

例 ) 気管 に 物 が 計 まる と 、 差し いと いっ た ら あ りゃ し な い 。 
口 気象 : 天候 や 大 気 の 状態 
口 換気 図 中 : 室内 の 空気 を 新鮮 な も の に 入れ 換え る こと 

例 ) 窓 を 開け て 少し 換気 し よう 。 
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へ 
RY 


: 地球 を 包む 無色 の 気体 1 
: 地球 の 人 所 区) 大気 汚 委 は 深刻 な 問題 だ 。 
: 気温 、 晴雨 風速 な どの 気象 の 状態 


fe 本 le 


周作 更 紀 
寺内 


[ ーー も の か お あじ 
[Qa 物 の 香り や 味わい 
aroma, Havor 理 刑 引 二 引 上 中 物品 的 香味 及 味 道 


て 


| め み か ん ん くう き に 
| 人 目 に は 見 え に く い が 感 じ ら れる 点 が 、 空気 と 似 て いる か ら 
| = 


er コ * この ビー ル は 気 気 が 抜け て いる 。 
の ぼ 
っ に ! 。 樽 を 開け る と 、 醸 造 酒 の 気 が 立 ち 上 っ た 。 
ItODE 


atmosphere / 是 選 フン 気 気 
| め に き て ん < うき 。 に a 
© 目 に は 見 えな い が 、 確か に ある と 気づく 点 が 、 空気 と 似 て いる か ら 


か (し 


/ 発表 会 場 は 厳 門 な 気 に 満 る て いた 。 


RR: 口 所員 : どこ と な く 感 じ 取れ る 上 品 き 


口 気配 : 漠然 と 感じ られ る 様子 


し 和気あいあい [と] 団 : か ー マ が な 様子 
例 ) 皆 が 楽し く 話し 、 和 気 葉 あ いあ いと し た パー ティ ー だ っ た 。 


breath(ing) 生音 呼吸 


くう き し ん た い 


6) 空気 を 取り 入れ る た め の 身 体 の 動き だ か ら 


0) 。 そ こ は 気 が 詰まり そう な 狭い 部 屋 だ っ た 。 
Me eo ひと いき 


例 ) 彼女 は 穏やか に ほほ 笑 む と 、 一 気 に ビー ル を 飲み 干し た 。 
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consciousness 引 公 プ 意 退 


| こ きゅう い し き も ぜん て い | 
9 呼吸 を する こと は 、 意 識 を 持つ た め の 前 提 と な る か ら 


ーー ーー 
の < 彼女 は 驚き の あま り 気 を 失っ た 。 
りょう し つ 
。 気 が つく と 、 そ こ は 病 室 だ っ た 。 
き お も き 

口 気づき : 思い が そこ へ 向く こと 気づく 
2 心 の 傾向 
feeling, temperament / 相 信 可 合 明 人 情 鑑 、 意 向 
9 空気 の よう に 、 心 の 申 に ご く 自 然 に ある も の を 指す 


。 困っ た ら 、 田 中 きん に 開け ば いい よ 。 気 の いい 人 だ か ら 、 す 
お 
ぐ 教 えて くれ る よ 。 


気性 : 持っ て 生ま れ た 心 の 傾向 
お お た お だ きしょう ゆう じん お お 
例 ) 太田 さん は 穏やか な 気性 な の で 、 友 人 が 多い 。 
ふ せい いん ょ うつ う も ここ か けい こう 
口 気風 : ある コミ ュ ニ ティ ー の 成員 が 共通 し て 持つ 心 の 傾向 
な に た す あ 5 き ふう 
例 何 か あ っ た ら 助 け 合 う の が この 村 の 気風 だ 。 
口 肉 気 闘 : 叶 [うち ] 
へ い き お どろ あわ へ いじ ふう ここ 3 も 
口 平気 闘 : 盤 い た り 憶 て た り し な い 平 常 の 心持ち 
さい な に お へ い き 
例 100 歳 に も な る と 、 何 が 起き て も 平気 じゃ よ 。 
き あ あい て い けん か ん か た けい こう お な な か 
血気 が 合う : 相手 と 意見 や 感じ 方 の 傾向 が 同じ で 伸 が いい 
ふか たり な に ご と き あ 
例 ) あの 二 人 は 何事 に も 気 が 合 う よ う だ 。 
い お く ょ う 
旬 気 が 小 さい : 鷹 病 で ある 


お と うと む ひと まえ 


くち うえ き ちい めった は な 
例 ) 第 は 無口 な 上 、 気 が 小さ い の で 、 減 多 に 人 前 で 話 き ない 。 
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き 


[2a] 前 向き な 気持 ち 


| 
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interest, positive attitude 3 


@ や の 個 向 の 中 で 、 特に 物事 に 対 希 する と き の の 気力 や "配慮 を 表す 


人 且 和 | エ 用! | 


グ 向 前 看 的 心情 


し は いり ょ あぁ 5 わ ゎ 


。 覚 が 気 を 引き 締め て 試合 に 臨ん だ が 、 っ な 


中 お 気に入り : 好み の も の 。 ま た 、 そ の こと 
に き い 2 て ん し ゃ 
人 これ は あの 子 が お 気に入り の 自転 車 で す 。 
き あ 9 ゅ うち ゅ う の ご と あ いき お 
所 合い : 集中 し て 物事 に 当 た ろ うと いう 勢い 。 ま た 、 そ の た 
め の 声 
き お ま の う よ き も 
[| 気負い : 負け な いよ うに と いう 強い 気持 ち 
ば た に ん た い さま は いり ょ 
所 り : 他人 に 対す る 細やか な 本 慮 
口 気 気 立て : 人 に 接する と き の い 感じ 1 気 立て が 優し い ノ よ 


いい 
口 旬 前 ・ 金 侍 を 惜しま な い 気 性 。 寛容 さ 
日 意気 : 何 か を し よう と いう 積極 的 な 気持 ち 
品 沙 気 較 : 一 っ に 集中 で きず に 興味 が 次 々 変わ る と を 
ロ え 気 較 : 体 や 心 の 活力 
生意気 園 : 年 齢 や 実力 に 不相応 に 、 え ら そ うに し た りす る こ 


0 ょ う か 


: 世の中 の 評判 。 評価 
も の ご と お ビィ き も ゆう き 
: 物事 を 訪れ な い 強 い 気持 ち 男 男気 が ある ご な い 


改訂 回 
聞き と ミ ry 
列 * 絢 * 


き か ん し ん す 
条 気 が あ る : 関心 が あり 、 好 き で ある 
か れ き 
例 ) 彼 に 気 が あ る ん じゃ な い ? 
a あい て が 、 せん れん 
思 気 が 利 く : 相手 の こと を 考え て 洗練 され て いる 
か れ き きき お く も の えら 
例 ) 彼 な り に 気 が 利 い た 贈り 物 を 選ん だ つも り だ ろう 。 
か だ い た い き で 
思 気 が 進ま な い : 課題 に 対し て や る 気 が 出 な いこ と 
に 7 た ん ちょ う すす 
人 この 仕事 、 単 調 だ か ら 気 が 進ま な いな あ 。 
き は や も く て き こと が ら き る 
物 気 が は や る : 早く 目的 の 事柄 を や り た いと いう 気持 ち に な る こ 
た い 
と 0) 前 日 の 試合 に 向け て 、 気 が は や る 。 
錦 気 が 張 る : 心 が 引 き 締まる 
こさ で めん せつ む き は 
例 ) 午後 の 面接 に 向け て 気 が 張 っ て いる 。 


血気 が 回 る : 注意 が 行 き 届 く 
例 中 山 き ん は よく 気 が 回 る の で 秘書 に は 適任 だ 。 
略 気に入る : 興味 を 引か れ 、 好 き に な る 
多 この カメ ラ 、 と て も 気に入り まし た 。 
向 気 を つけ ! : 号令 を 聞い て 、 背 筋 を 伸ばし 、 両 腕 を 身体 の 横 に 
付け て 立つ こと 。 ま た 、 そ の 号令 
[2 後ろ 向き な 気持 ち 
negative attitude 時 信人 中 合同 后 看 的 心情 


も の ご と し ん ば い あぁ 5 わ 


& や の 傾向 の 中 で 、 特に 物事 に 対 妃 する と き の 不 要 や 心配 を 表す 


Me gr 
きょう ぶ ちょう お も き か 

。 分 日 は 部 長 が いな いん だ と 思う と 気軽 く な っ た 。 
し ゃ っ きん お お まい に ち き お も 

・ 借金 が 多い の で 毎日 、 気 が 重い 。 


日 所 ね 医 : 委 
か い ぎ まち 5 ょ 2 。 き が 5 ぷん 。 いけ ん いい 
例 ) 会 議 で は 部 長 に 気兼ね し て 、 十分 に 意見 が 言え な か っ た 。 


ひ ろう 


所 れ 回 精神 的 な 疲労 
き づか 
例 ) 慣れ な い 接 待 で 、 すっ か り 気 疲れ し た 。 
{ い も す ご 
[ 気 崎 らし 図 皿 : 嫌 な 気持 ち を 忘れ させ て くれ る 物事 
き ば い が み い 

例 気 哨 らし に 映画 で も 見 に 行こ う 。 

き や す いち じ て き ふ あん わす も の ご と 
気休め : 一 時 的 に 不安 を 忘れ きせ る だ け の 物 

い ど し ょ ち や す 

例 ) この 程度 の 処置 で は 気休め に 過ぎ な い 。 


ここ ろ (p127) 
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きゃ く 


客 


ぶっ ぴん 


物品 や サー ビス を 
求め る 人 


よう じ た ず ひと 
騙 軒 用事 が あっ て 訪ね て くる 人 
visitor 号 祝 | 9] 革 申 村 村主 有事 来 坊 者 


・ 忙 し いと ころ へ 急 な 客 が 来 て 困っ た 。 
・( 会 社 で ) 「 部 長 、 お 客 様 で す 」 


| まね ひと 
[al 招 か れ た 人 
guest / 季 村 思 名 人 1 語 受 用 者 


し ょ うた し を きく あらわ 


©@ 客 の 中 で 、 特に 招待 され て 来る 客 を 表す 


・ 今 日 、 う ち に お 客 さ ん が 来る の で ケー キ を 焼き ます 。 
4/ ・ 事 務 所 開き の パー ティ ー に 、 和 客 が た くさ ん 来 て くれ た 。 
きゃ ( ま え な か 


[客間 : 家 の 中 で 、 お 客 きん を 応対 する た め の 部 屋 
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| 還 還 物品 や サー ビス を 求め る 人 
| one gneet (hotelsyetc.) ノ 冊 秋 | A A 叶 8〒 叶 氏 財 要求 物品 和服 孝 的 人 


。 あ の レス トラ ン は 若い 客 に 人 気 が あ る 。 
えい が か, ゃ な 

・ 喘 画 館 の 前 に は 、 た くさ ん の 客 が 並ん で いる 。 
と う が いこ と ん * te うじ っ 

。 当 ホテ ル で は 、 外 国人 の お 客 様 向け の サー ビス が 充実 し て お 
り ま す 。 


口 客室 2 ホテ ル な ど で 客 が 泊 ま る 部 屋 
きゃ (せき えい が か ん 
邊 : 映画 館 や 劇場 な ど で 客 が 賭 る 所 


か ん きゃ 〈 


観客 : 映画 、 劇 、 ス ポー ツ な ど を その 場所 に 行っ て 見 る 人 
口 業 客 交通 機関 を 利用 する 人 


め そう ひこ うき 


品 旅客 機 : 人 の 輸送 を 目的 と し た 飛行 機 
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ぎゃ く 


ギャ ク (逆転 )、 さ か (逆らう ) 


じゅ ん じ ょ 


記 凡 順序 や 方 向 が 反対 で ある こと 
reverse (order),opposite (direction) ブ 寿 付 呈 時 幹 9| 時 本選 プ 与 腺 序 、 方 向 相反 


一 sg > ・ 地 の 方向 の 電車 に 乗っ て し まっ た 。 
2 ご う 
・ こ の 剛 号 は 、 逆 か ら 読む と 意味 の ある 言葉 に な る 。 


うぅ うたい ん けい ほん ら 


[逆さ ま 回: 物事 の 位置 ・ 状 態 な どの 関係 が 本 来 と 反対 に カ 
て いる こと 
多 この 箱 は 道 さま に 置か な いよ う 気 を つけ て くだ さい 。 
前 生 ち 正本 : 両手 を 地面 に つけ 、 両 足 を 上 に し て 立つ こと 


か だ ん ば 
介 逆立ち し て も こ で き な い : どん な に 頑張 っ て も ーー できない 
"だ か 
例 ) 逆立ち し て も 、 ゴ ルフ で タイ ガー・ ウ ッ ズ に 勝つ な ん て で 


き な い よ 。 
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ぎゃ く 


た いり つ た ち ば 


中 対立 する 立場 
有 opposing / 相 当選 旨 対 立 有 立 協 


の 相手 の 立場 が 、 自 分 の 立場 に 対し て 反対 だ か ら 


六 の 意見 ば か り を 言わ れ て 、 腹 が 立っ た 。 
ん ぜん いん 


役員 全員 の 見 通 し が 私 と は 逆 だ か ら 、 計画 は あ きら め る ほか 
な い 。 


けん し 


口 反 聞 : 権力 や 権 成 対し て 送ら う 
昌 真輝 : まっ た く 逆 。 ま る で 正反対 a 
あく じ ょ えん 


か の じ ょ し ん きく えい が こん か い まき ぎ e〈 
例 ) 彼女 は 新作 映画 で 、 今 回 と は 真 逆 の すご い 悪 女 を 演じ る そ 
ウル 


けっ か 


環 通常 と は 異な る 結果 
contrary (to expectations) 翌 全 叶 記 可 言 妊 違 / 和 通常 不同 的 告 果 
普通 に 予想 され る 結果 に 対し て 反対 だ か ら 


ER ・ こ の 業 は 使い 方 を 章 
が ある 。 
ツ る 3 


A 0 っ = = ・ み ん な か ら 司 め ら れ て 、 逆 に 泣き た い 気持 ち に な っ た 。 
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ぐあい 


も の ご と じょうたい 


本 咽 物事 や 人 の 状態 


ちょ う し 


・ 調 子 


condition 人 旦 9] 財 外 内 名 本 ・ フ 2] 得 ノ 事情 和 人 的 状 恋 、 梓 計 
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・ パソコン の 具合 が 悪い の で す が 、 見 て いた だ け ま すか 。 
。 病 院 で も ら っ た 楽 の お か げ で 、 だ いぶ 具合 が よく な っ た 。 
。 落 は 具合 が 悪い どこ ろ じ ゃ な い 、 す ぐ 大 院 だ 。 
日 出来 具合 : 出来 上 が り の 状態 や 程度 
人 この つぼ は 出来 具合 が 気に入ら な い の で 、 作 り 直 そう 。 
[ ネ 只 合 半 : 状態 や 調子 が 悪い こと 
例 コン ピュ ー タ ー の 不具 合 で 、 レ ポー ト 作 成 が 遅れ て し まっ 


も か ね が く 
合 : 持っ て いる 金 の 額 


ぐあい 


けい ば お お ま ふと ころ ぐ あい きび 
例 ) 競馬 で 大 負け RR 懐 具合 が 疲 し く な そう Eo 


[0a| 物 と 物 の 適合 状 態 | 


suitability (of things) 理 剤 社 引 2 理 填 盆 絢 物 与 物 相 匹 配 、 合 哲 


じょう た い て きごう じょう た い ば あい ぁ 5 わ 


| 9 状態 の 中 で 、 特に 他 の 物 と の 適合 状態 の 場合 を 表す 
* この 箱 な ら 、 ちょ う 次 どい い 具 合 に ぬい で ぐ る み が 入る 。 
s この く らい の 量 の 豆 を 使え ば アイ ス コー ヒー に は 具合 が いい 。 


は うた い 。 ば あい 856 | 


Moe cs ミン グ や 都合 な ど 、 co の 場合 を 表す 


と 。 う まい 具合 に タク シー が や っ て きた の で 、 そ れ に 乗り 込ん だ 。 
じ ぐ あい わる 
せ * あし た の 6 時 で は 具合 が 悪い で し ょ うか 。 


10G| 世間 と の 適合 状態 
ty 4l 谷 引 引 到 引 到 韻 土 盆 纏 プ 和 社会 相 次 合 、 入 逢 宜 


ば あい あぁ 5 わ 


状態 の の 品 で 、 特 に 価 織 や 対面 な ど 、 ce | 


ぐ あい 


・ み ん な も 見 て る し 、 こ こ で 断っ た ら 具 合 が 悪い よ 。 
ぐ あい わる 
・ ここ まで 計画 を 進め て お いて 全部 や り 填 し で は 、 具 合 が 草 く 


。 も の ご と か た ほう ほう 
| 物事 の や り 方 方法 
method,manner / 当 所 剥 本 野人 ・ 叶 恨 プ 事情 的 父 法 和 方 法 
》 ある 適合 状態 に 至る まで の 過程 を 表す 


・ こん な 員 合 に 野 業 を 切っ て くだ さい 。 
ね ん せい あか 
。 1 年 生 は 赤 、 2 年 生 は 青 と いっ た 具合 に 、 学 年 ご と に 名 札 の 
い が 
色 が 違う ん だ 。 
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くす り 


し ん し ん な お もち も の 
馬 週 心身 を 治す た め に 用 いる 物 
medicine 人 人 記 評 合間 前 外 合 引 久治 導 身 心 用 物品 


。 毎日 3 回 、 食 後に この 薬 を 飲ん で くだ さい 。 
は だ ちょ (せつ ぬ (すり 
。 こ れ は 肌 に 直接 塗る 楽 で す 。 


〈 り ゆび Ez り ゆび 
 : 小指 の 隣 の 指 
こ な く 1 り うたい 


生業 : 粉 の 状態 の 楽 
自 業 : 目 の 病 気 の た め の 薬 男 目薬 を さす 
例 ) コン タク トレ ンズ を つけ て 以来 、 こ の 目 楽 を ささ な い 日 
は な い 。 
業 学 楽 を 作る こ と に 関す る 学問 
日 業 剤 師 : 楽 を 作っ た り 、 昌 者 に 与え た りす る 仕事 を する 人 
口 業 科 大学 : を を 専門 に 学ぶ 大 学 
業 : 上 剤 師 が 楽 を 作っ た り 、 生 えた りす る 場所 


か ん ぼう や く ちゅ うごく (すり 


「 ] 漢方 薬 : 中 国 で 考え られ た 、 主 に 植物 な どか ら 作る 楽 
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くす り 


し ん し ん り えき あ た も の 
必 還 心身 に 利益 を 与え る 物 
remedy lesson (fgurative) 入信 引 年 引 計 谷合 計 モノ 対 身心 有益 前 物品 
1 し ん し ん さ よう ー は 5 くり 。 に = 
@ 心身 に よく 作用 する と いう 働き が 、 薬 と 似 て いる か ら 


CE ーー な ま か れ 
テス ト が 0 点 だ っ た の は 気の毒 だ が 、 い つも 怠け て いる 彼 に 
は いい 薬 だ 。 


暫 等 に も 楽に も な ら な い : 害 も 益 も な い 
て い ど じ まん ば な し どく (すり 
例 ) この 程度 の 自慢 話 は 、 毒 に も 楽に も な ら な い 。 


了 か が く て き さる よう も ぶっ し ウ 
| 馬 財 化学 的 な 作用 を 持つ 物質 
| chemical ズ 司 慎 記 1 信人 合 條 | 言 ノ 具有 化学 作用 的 物 原 


も の いっ ぱん 


| よい 劣 向 へ 族 化 させ る 物 が 、 芝 化 させ る 物 一 般 に 意味 を 広げ た か ら 


2 。 犯人 は 彼 に 、 楽 を 入れ た コー ヒー を 飲ま せ た 。 
ゃ わん や まえ (すり ぬ 
。 茶 徹 を 焼く 前 に 、 こ の 薬 を 浴 り ます 。 


4 
さあ ロロ 織 : 欠 火 ゃ タイ ィ ナ マイ ト に 億 う 、 舞 に よっ て 菜 半 す る 塊 紅 
や どく さ よう も や く ぶ つっ 
[] 毒薬 : 毒 の 作用 を 持つ 薬物 
どく や く ぴん き けん し は で いろ 
例 ) 毒薬 の 瓶 は 、 危 険 で ある こと を 知ら せる た め に 、 派 手 な 色 
| を で る 


の う や く の う ぎ ょ う つか 


口 農薬 : 農業 で 使う 薬剤 


[2a] 麻 業 


narcotic, drug 中 叶 / 毒 品 


1 くす り な か と く ーー しゅ うか ん せい ちゅ うど くせ い 
9 楽 の 中 で 、 特 に 習慣 性 ・ 中 毒性 


が ある ドラ ッ グ に 意味 を 絞っ た か ら | 


。 ク スリ に 手 を 出し た ら 、 人 間 は も うお し まい だ 。 
nh しゅ た い ほ 
。 あ の アイ ドル 歌手 は クス リ を や っ て 逮捕 きれ た 。 


* [2a| の 用 法 で は 、 通 常 、 カ タカ ナ で 表記 する 。 
ーー 
文化 ノー ト み 日 本 の 医療 は 、 医 師 が 診療 と 薬 の 指示 を し た 上 で 、 薬 剤 師 が 薬 を 作っ て 患 
6 じゃ わた い や くん ぎょ う 

者 に 渡す 「 医 薬 分 業 ] と いう シス テム で ある 。 


ちょ う 
調 ) 


Cl! 
ペ 


こう な い 


コウ (口内 )、 


で い 


物 や 人 が 出入 りす る 


と ころ 


所 


ある タイ プ の 人 


も の ひと 


た 


食べ させ て いく べき 
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QAUE く か いわ こき 92 よう 
本 胃 飲食 ・ 会話 ・ 呼 吸 用 の 器官 
mouth (of a human/animal) / ・ 羽 計 ・ を 埋 き 21 包 玉 グズ 傘 食 、 会 医 、 呼 吸 用 器官 


中 こ 食 べ 物 を 入れ た ま ま 話 し て は いけ な い 。 


。 今日 は 鼻 が つま っ て いる の で 、 申 で 息 を し て いま す 。 


くち ぶ え 


口笛 : 唇 を すぼめ て 息 を 強く 出し 、 音 を 出す こと 


策 口 に する : 食べ る 。 味 わ う 
う じ ち ょ う り 
例 ) それ は 生ま れ て 初め て 口 に する 料理 だ っ た 。 


[pal 財 

jips / 当 樹 / 叶 居 

くち 中 で め だ ぜん めん ぶ ぶん あぁ あらわ 
@: 口 の 中 、 特 に 目立つ 前 面 の 部 分 を 表す 


・ 人 時 吸 は 普通 日 を 合わ せ て 行い ます 。 
。 彼女 は 日 を と が ら せ て 文句 を 言 っ た 。 


口 品 紅 : 唇 に 色 を 塗る 化粧 品 


ゃ の ひと で い 3 
攻 還 物 や 人 が 出入 りす る 所 
entrance/exit, opening 理 社 9| 時 外 天 9l 香 当 引 王 天 灰 西 和 人 出入 的 地方 


9 出入 り と いう 機能 が 口 と 似 て いる か ら 


で < 口 が 広い 瓶 は 使い や すい 。 
寺 ( 。 ポ スト の 日 が 小 さく て 、 郵便 物 が 入ら な か っ た 。 


入口 入り : 入る 所 @ 日 


じょう し ゃ ぐち 


乗車 品 : 電車 や バス な ど で 人 が 乗る 所 


出口 : 出る 所 ら 和 日 ノ 入 り 0 
ひ し ょ う ぐ ち じ で い ぃ ぐち 
非常 口 : 火事 や 事故 の 時 に 逃げ る た め の 出入 り 口 
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くち 


U9 うし ょ く えん ぐみ 


al a 識 や 線 組 の 落ち 着き 先 
| job opening。 marriage opportunity / 判 和 司 2 人 〒d] る 千 引 き 外 本 ノ 就 取 及 穫 薬 収 券 的 落 脚 点 
み 


い 


特に 長く いる 場所 へ の 入り 口 と いう 意味 に 級 っ た か ら 


の 較 る 2 ヵ月 探し て 、 や っ と 働く 日 が 決ま っ た 。 
の 0 と 
sR | ・ 日 本 語 教師 の 口 を 探す つも り だ 。 


男 就 剛 ロ : 氷 職 する 先 の 会 会 社 ゃ 組織 
仰 姓 は 年 明け に 何と か 就職 口 が 見 つか っ た 。 


lg 物事 の 最初 の 部 分 


beginning 人 語 引 人 早 是 事情 電 羊 
8 5 
さい し ょ 


| © 食事 が 最初 に 口 を 通る よう 出来 事 の 最初 の あ た リ を 表す 


序の口: 物事 の 開始 直 後 の と こ ろ 
T 例 練習 が 大 座 だ と いっ て も 、 こ ん な の は まだ 序の口 だ 。 
い よる は じ 
始 り 向 り 日 帝 の 口 : 夜 の 始ま り 


人 ボー ト は 因 の 日 に 沖 に 出 た が 、 ま だ 帰っ て こない 。 


あじ 
味わい 
taste 基 グ 日 味 、 味 党 


ん し ょ く ぷ ぶつ 。 あじ 


@ 口 を 使っ て 飲食 物 を 味わう か ら 


あま くち あま あじ か らく ち 
甘い 味 ぐ 辛口 
うす くち 。 うす あじ 


甘 
うす こ くち 
薄口 : 薄い 味 濃い 口 
辛 


が らく ち 。 か ら あま くち 


日 : 羊 い 味 る 甘口 


旬 口 に 合 合う / 合 わな い : 味 が 好み に 合う ノ 合 わな い 
al に 合わ な いな が ら も 、 何と か その 料理 は 飲み 込ん だ 。 
和 日 が 肥え る : いい も の を 数 多く 飲食 し た 結果 、 味 の 良し 悪し が 
分 か る 
便 あの 人 は 口 が 肥え て いて 、 な か な か 「 お いし い 」 と 言わ な い 。 


110 


くち 


は な 、 こと ば 
話す こと し 言葉 
speaking, words 司 村 記 型 蛋 ・ 辿 の 聞 笑 、 


じゅ う よ う 


| @ 話す こと は 口 の 重要 な 働き だ か ら 


・ 彼 は 口 が う まい 。 
えい まう ポポ 0 と くち きん せい い と う は ん た い 
e 営業 部 の 人 た ち は 口 で は 賛成 と 言っ て いる が 、 本 当 は 反対 し 
で る 


品 日 符 え 医 : 言い 返す こと 

例 そん な に 親 に 口 符 え し て は いけ な い 。 
口 口コミ : 口頭 で 情報 が 伝わる こと 

例 あの イン スト ラク ター は 口コミ で 人 気 が 出 た 。 
口 呈し 区 : 人 の 話 に 割り 込ん で 話す こと 

例 けん か に 口出し し た ら 、 両 方 か ら 想 られ て し まっ た 。 
IL 図 四 : 秘密 を 言わ な いよ うに 強い る こと 

例 ) その 時 、 誰が 潤い た の か は 、 先生 か ら 口 止め され て いま す 。 
[ 草 白 : 話す スピ ー ド が 速い こと 

例 あの 先生 は あま り に 早口 で 、 講 義 に つい て いけ な い 。 
口 無口 咽 : あま り 話 き な いこ と 

例 彼女 は 無口 だ が 性 格 は 明る い 方 だ 。 
口 悪 品 : ノ 人 を 硬 く 言う こ 


口 ロ 凡 : 文字 で な く 言 葉 で 述べ る こと 
人 口頭 で 注意 し て も だ めだか ら 、 手 紙 を 書 こう 


血 口 が 重い : あま り 話 き な い 
例 彼女 は 日 が 重い の で 、 本 音 を 聞き だ す の が 大 変 だ っ た 。 
和 口 が 演 い : 秘密 な ど を 人 簡単 に 言わ な い 
人 彼 は が 沿い か ら 、 仲間 に 入れ て も 大 丈夫 だ 。 
殺 口 が 報い : 志和 な ど を 簡単 に 言う 
例 ) 斉藤 さん ほど 口 が 軽い 人 は 見 た こと が な い 。 
条 口 が 過ぎ る : 言い 過ぎ る 。 失 礼 な こと を 言う 
例 人 格 に まで 触れ る な ん て 、 ち ょ っ と 口 が 過ぎ ます よ 。 


くち すべ 


押 口 が 滑る : 言っ て は いけ な いこ と を うっ か り 言 う 
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くち 
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釣 うっ か り 日 が 請 っ て し まっ た 。 
条 口 が 減ら な い : あれ こ れ 理 風 を 並べ て 言い 返す 

例 ) いく つ に な っ て も 口 が 減ら な い 奴 だ 。 
箇 口 が 悪い : 人 に 憎まれ る よう な 話し 方 を する 

人 彼 は 口 が 悪い か 、 他人 に は 実に 親切 だ 。 
名 車 に 乗る : 巧み な 語 に だ まさ れる 

例 ) その 男 の 口 車 に 乗っ て 株 で 大 損し て し まっ た 。 
知 口 に する : 言う 。 話す 例 ) 祖母 は 、 子供 の 頃 の 話 を 日 に 8 
和 口 に 出す : 言葉 に し て 言う 

多 部 下 た ち は 酒 の 席 で 一 斉 に 不満 を 口 に 出し た 。 
wa 最初 に 事 を 行う 

会 議 で は 、 まず 田中 部 長 が 品 火 を 切っ た 。 

名 口 を を かない: 前 さ な い 

例 ) 第 と けん か を し て 以来 一 言 も 日 を きい て いな い 。 
知 口 を 酸っぱ くし て 言う : 何 度 も 繰り 返し て 言う 

便 ) 川 に 近づい て は いけ な いと 日 を 酸っぱ くし て 言っ た の に 
we っ <t: 黙る 

例 ) その 証拠 を 出さ きれ 、 雄弁 だ っ た 市 長 で すら 口 を つぐ ん で 

し まっ た 。 

細口 を 濁す : は っ きり 言わ ず に ぼかす 

例 ) 市 の 担当 者 は 、 事 業 の 開始 時 期 に つい て は 口 を 濁し た 。 
条 口 を 挟む : 他人 の 会 話 に 割り 込む 

多 田中 さん は 私 た ちの 話 に 口 を 挟ん で きた 。 
師 口 を 開く : : 話し 始め る 

多 あの 人 は 日 を 開け ば 自 尼 詰 は か り し て いる 。 
条 口 を 割る : 自 状 する 。 打ち 明け る 

例 口 を つぐ ん で いた 犯人 も 、 つ い に 口 を 割っ た 。 
世 口実 を つけ る : 弁解 の た め に 言い 訳 を する 

例 経理 部 の 人 た ち は 何 か と 口実 を つけ て 酒 を 飲み に 行っ て い 

5 


監 軸 ある タイ ブ の 人 


type of person 可 四 合羽 名 外 議 ンプ 某 竹 美 型 的 人 


くち 。 いち ぶ ぶん ひと ぜん た い 家 す 


2 口 を 一 部 分 と する その 人 全体 を 


a の " 私 は 、 ジ ェ ッ トコ ー ス ター は 菩 手口 だ 。 
か れ ぼく お な だ い が く そつ きょう ご せん も ん が っ こう は い な お くち 
AR ・ 彼 も 僕 と 同じ で 、 大 学卒 業 後に 専門 学校 に 入り 直し た 口 で す 。 
Q くち きけ の ひと 
知 いけ る 口 : 酒 が た くさ ん 飲め る 人 
っ くち 1 
例 奏 は か な り い ける 口 で 、 こ な い だ は ワイ ン を ボトル 2 本 も 
あ 
空け た s 


本 還 食べ させ て いく べき 子供 
| mouth to feed / 可 可 谷 避 9F 結 王 直人 ヨコ ノ 友 旧 葬 的 玉 子 
9 食べ させ る こと は 、 子供 へ の 世話 の うち 基本 と な る こと だ か ら 


* 日 が 多く て 生活 が 苦し い 。 
に * 口 を 減ら す た め 、 その 子 は 養子 に 出 きれ た 。 
人 『 か ず 
人 の 数 


いん 


| 芽 飲 食物 を 口 に 入れ る 回 数 
| number of bites プ 全 人生 合 中 思 下 生 ン 把 似 食 放 入 口中 的 次 数 


|@ 口 に 入れ た 回 数 を 数 える 単位 と し て 用 いる 


3 ・ 彼 は 一 口 食べ る と 「 ま ずい 1 」 と 言っ て 顔 を し か め た 。 
=・ 彼女 は あの 大 き な ケ ー キ を 三品 で た いら げた 。 
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くち 


と り ひ き 


[a 単 し 込み の 単位 


unit for counting transactions/applications / 4 可 ・ 和 l 宰 引 号 門 交易 、 申 請 的 計数 単位 


@ 食べ 物 を 口 に 入れ る 一 回 分 の よう に 回 の 取引 で 受け 入れ る 単位 を 表す 


。 寄付 は 一 日 5000 円 か ら お 願い し ます 。 
こう ぎざぎざ こ じん ぶん ほう じん ぶん ふた くち つく 
人 MC SE 
画 ロ 金融 機関 の 記録 や 計算 を 
ちか さ ごみ よ きん こう ざ つく 
爺 寮 が 決ま っ た ら 、 次 は 近く の 銀行 に 預金 口座 を 作り まし ょ 


う 。 


嘱 あ た ま (p34)、 か お (p77)、 み み (p309)、 め (p321)、 
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ー つ の 政府 が 統治 する 


こっ か りょう ど 


国家 や 領土 


ひと せい ふ と う ち か リ りょう ど 
玉置 一 つの 政府 が 統治 する 国家 や 領土 
country nation 村 叶 引 多量 旬 号 諸 邊 王 芽 オ 呈 鹿 中 デー 介 政 府 徹 治 的 国家 和 賃 土 


国際 的 な 文化 交流 は 、 ど の 国 で も 必要 だ 。 


。 環境 問題 に 関し て 、 国 の 責任 を 問い た い 。 
こく お う っ こく くん し ゅ う 


口 男 年 : 一 国 の 看 主 。 王 

こ く { ひろ し まう ご に こう き ) う 
国語 : ① そ の 国 で 広く 使用 され て いる 言語 ② 日 本 の 学校 才 
か と 


科 の 一 つ 
国際 : 複数 の 国 に 関わ る こ と 


あく し ゅ こく さい て き 


例 ) 提 考 は 国際 的 な 慣習 で ある こ と は 説明 する まで も な い 。 
国籍 : その 国 の 国民 と し て の 資格 
人 彼女 は 韓国 と アメ リカ 、 両 方 の 国籍 を 持っ て いる 。 
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ロ 請 : 仙 常 。 豆 
国 室 : 特に 重要 な 文化 財 
人 国 室 の 仏像 を 見 る や 否や 、 その 痛 人 は その 場 に ひれ 伏し た 。 


口 
口 国連 8 国際 連合 (United Nations) 
国会 : 国 の 議会 


例 ) 次 の 国会 で 、 あ の 大 臣 は 謝罪 せ ず に は 済む まい 。 ) 
口 男 境 : 国 と 国 の 人 

口 各国 : それ ぞ れ の 国 ' 「 

例 各国 の 代表 者 た ち は 、 談 笑 し な が ら 会 議 室 に 移動 し た 。 
帰国 : 詩 団 へ 米 る こ と 

0) 年 末年 始 に 帰 回 する と 、 飛行 機 代 が 高く て 困り ます 。 
祖国 : 先祖 が 長く 住み 、 自 分 も 生ま れ た 国 


口 


ち ほう ち いき 


恒 呈 地方 ・ 地 域 
province, region / 人 時 ・2 引 地方 、 地 区 


こっ か と う ご う まえ か くち いき くに 4 NN 
(@ 国家 と し て 統合 され る 前 は 、 各 地域 の こと を 国 と 呼ん だ か ら 


・ 冬 、 潜り 島 が 北 の 国 か ら 飛 ん で くる 。 
} と う # ょ う と むさ し の くに 。 い 
し * 東京 都 は 普 、 埼 玉 県 な ど と 合わ せ て 武 と 言わ れ た 。 


し こく 日 本 の し ま え ひめ けん か が ん と くし まけ ん こう ちせ けん よっ 

[ 」 四国 : で 愛媛 県 、 香川 県 、 県 、 高 知 県 の 四 つ の 
けん 
en 


| 2 EE 中 央 政 府 


central gs ング ぞ 全 時 / 中 央 政府 


ちゅ % う お う せ い ふ を うし ん じゅう よう 


@ 中 央 政府 は 国 の 中 心 で 重要 な 機能 を 担っ て いる か ら 
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くに 
日 国営 : 国 が 主体 で 事業 を 行う こ 
3 きん きょう た 。 みん えい 
人 国 党 だ っ た た ば ご 産 業 は 、1985 年 に 民営 化 さ れ た 。 
計 ・ 細 が 設 し 、 特 理 ・ 六 常 す る こと 


げ い じゅ 2 だ い が く 


例 ) あれ は 国立 の 芸術 大 学 で す 。 


hometown 台 幸 夏 多 


9 国 の 中 で 、 あ る 個人 に 深く 関わ り が ある 所 だ か ら 
CR 。 ヤ ン さ ん は 大 学 を や め て 、 国 で 仕事 を する こと に し た 。 


ぼん くに ひと えき こん ざっ 
。 お 符 な の で 、 国 に 向かう 人 で 駅 が 混雑 し て いる 。 


は ん 。 は うがっ こう 。 5993 が っ こう こう と うがっ こう お し に ほん ご 。 か も く < に ほん ご 
_ 和洋 の 生 科 ぼ 校 ・ な ど で 教 える 日 本 語 の 科目 は 「 日 本 語 」 
と は 呼ば ず [国語 と 言う 。 
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あぁ た ま 。 どう た い 


記 員 頭 と 胴体 を つなぐ 部 分 
neck (of a human/animal) / 可 可 針 普請 人 8 芯 早足 プ 共 部 和 駆 体 相 傍 接 的 部 分 
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。 キ リン は 首 が 長い 。 
さむ と き く ぴ あ た た 
s 拓 い 時 は 首 を 暖め る と よい 。 


く ぴ わ いぬ 。 ね こ く ぴ る わ 
首輪 : 犬 や 猫 の 首 に 付け る 輪 


所 首 が 回 ら な い : や りく り が つか な い 
か ね も あ に き ひ か し ゃ っ きん < く び まわ し 
便 金持ち の 兄貴 に 引き 換え 、 こ っ ち は 借 人 金 で 首 が 回 ら な い 始 
炒 だ 。 
く ぴ な が ま き た い な が あい だ ま 
困 首 を 長く し て 待つ : 期待 し て 長い 間 待 つ 
は は も た し っ く び な が ま 
例 ) 母 は 私 が 帰国 する 日 を 、 首 を 長く し て 待っ て いる 。 


く び 


head 号 中 后 二ノ 膝 子 以上 的 部 分 


く び 。 いち ぶ と う ぶ ぜん た い 


@ ま 和 oo 意味 を 、 首 を 一 部 と する 晶 部 全体 に 広げ た か ら | 


。 獲 が カー テ TE し て いる 。 
や ちょ う び だ 4 
・ 社長 は 首 を 垂れ て 、 黙 っ て いた 。 


首ったけ : ある も の 、 特に 異性 に < 夢中 に な る こと 


例 彼女 は 新しい 恋人 に 1 = 首ったけ だ 。 
中 首 っ 引 き : ある も の か ら 苑 れ ず に 何 か を する こと 


きのう 


例 ) 昨日 は 辞書 と 首 っ 引 き で 宿題 を 進め た 。 


く ぴ か し ぎ も ん ふし ん お も 
知 首 を 傾げ る : 疑問 ・ 不 審 に 思う 
ち が か れ た い ど みな く ぴ び か し 
例 ) いつ も と 違う 彼 の 態度 に 、 ク ラス の 皆 は 首 を 傾げ た 。 
た ふ りょう し ょ う き ょ か どう い 
向 首 を 綻 に 振る : 了承 ・ 許 可 ・ 同 意 す る 
り ぁ う が く まい に ち い っ づ けっ か ちち く び た そそ 
例 ) 留学 し た いと 毎日 言い 続け た 結果 、 つ い に 父 は 首 を 縦 に 
振っ 次 な 
ー・ く び は こ る で きょう み か ん し ん も か ん けい 
生 首 を 突っ 込む : その 事 に 興味 や 関心 を 持っ て 関係 する 
か た お か も ん だ い む り く び 
例 ) 片岡 さん は この 間 題 に 無理 や り 首 を 突っ 込ん で きた 。 
か ん が る な っ と 
向 首 を ひね る : 考え 込む 。 納 得 で きず に 考え る 
し ゃ ちょ う よ ふ い けつ だ ん し ゃ いん び 
例 ) 社長 の 不意 の 決断 に 社員 は 首 を ひね っ た 。 


た も の ほそ と ころ 
物 の 細く な っ て いる 所 
neck (of bottle, etc.) / 早 利 名 2 トモ 時 時 物品 外 夫 之 外 ( 膝 子 、 叙 ) 


|) 細く な っ て いる 形 が 首 に 似 て いる か ら 


。 と っ くり の 首 が 割れ て し まっ た 。 
・ 彼 女 は つ ぽ の 首 を 持っ て 、 そ っ と 運ん だ 。 


品 耶 首 : くる ぶし の 上 の 少し 細く な っ た 部 分 
手首 : 腕 と 手のひら を つなぐ 部 分 
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村 己 衣服 の 首 を 通す 部 分 


neck (of clothing) 英 舎 肖 含 可 筆 
(@ 服 を 着 た と き に 、 首 が 当たる 


く ぴ き 
。 セー ター の 首 が 伸び て し まっ て 着 ら れ な い 。 
び っ じゃ ま 
。 エ シャ ツ の 首 に 付い て いる タグ は 、 い つも 邪魔 に な る 。 


か いこ 
解雇 
dismissal (from job) / 蛋 刃 グ 解雇 


6 か し 。 や くわ り 


6) 普 、 役割 を 果たせ な か っ た 武 持 が 首 を 切ら れ た か ら 


・ 彼 は 会 社 の 金 を 使い 込ん で クビ に な っ た 。 . 
。「 お 前 は クビ だ ! 」 と 言う な り 、 社 長 は 部 屋 を 出 て 行っ た 。 


* 馬 財 の 用 法 で は 、 カ タカ ナ 表 記 も 使わ れる 。 


知 首 が つなが る : 解雇 され ず に 済む 
例 ) 専務 が 助け て くれ た お か げ で 、 私 の 首 が つなが っ た 。 
思 首 が 飛ぶ : 解 展 され る 
と ん ど し っ ぱい ま ち が < びび と 
例 ) 今度 の プロ ジェ クト で また 失敗 し た ら 、 間 違い な く 首 が 飛 
く ぴ 。 き か い こ 
知 首 を 切る : 解雇 する 


か い 


ふけ いき し ゃ 
例 ) 不景気 の た め 、 会 社 は 


お お 員 


3 く ぴ び 。 き 
く の 社 員 の 首 を 切っ た 。 


呂 あ た ま (p34)、 か お (p77) 
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くる ま 


\ どう 


・ 運搬 の た め の 


3 よう し ゃ 
馬 妥 乗用車 
car, automobile / 全 合計 乗用 年 
きょう (る ま 
s e 今日 は で 出かけ る か ら 、 駅 まで る よ 。 
に 2 


sD 。 舗 察 は 「 今 すぐ 車 か ら 降り な さい 」 と 命じ た 。 
日 愛 還 : 自分 が 大 切 に し て いる 車 


し ゃ りょう 


[a 移動 運搬 の た め の 車 
wheeled vehicle for transport/shipment 引き ・ 意 時 引 分 引 モ 好 条 移 効 、 撮 所 的 年 条 


じょう よう し ゃ いっ ぱん あら も 


ら 乗用 車 の よう な 、 車輪 の つい た 機械 一 般 を 表す 


= 。 こ の 旅館 に は 小型 の バス を は じ め 、 車 が 3 台 あ る 。 
うん て ん し ゅ (る ま ちゅ うし ゃ じょう と 
s そこ の トラ ッ ク の 運転 手 さ ん 、 車 は 駐車 場 に 僚 め て くだ さい 


SW) ょ 
《 る ま よ じ どう し ゃ の き ぶん わる 
口 車 身 い 図 中 : 自動 車 に 乗っ て 気分 が 悪く な る こと 
こ ども (4 ま 
人 子供 の 時 は よ く 車 醒 い し た も の だ 。 


日 荷車 : 人 ・ 生 ・ 馬 が 引く 、 人物 を 運ぶ た め の 還 
し ゃ けん ほう りつ けん さ 


車検 : 法律 で 定め られ た 自動 車 の 検査 
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くる ま 


例 ) 車検 は 突 全 に 関わ る こと だ か ら 、 決 し て 無視 し て は いけ な 
Vs 
じょう し ゃ じ どう し ゃ で ん し ゃ げ し ゃ 


乗車 話 衣 : 邊 動車 や 電車 に 乗る こ と の 隊 車 、 下 車 


し じょう し ゃ さい 


MM ご 乗車 の 際 は 足元 に お 気 を つけ く だ さい 。 


_ ち 9 う し ゃ じょう 


こと 調 

バ ちゅ うし ゃ し と ころ と ば っ きん と 

例 ) 駐車 が 禁止 され て いる 所 へ 停め て 、 浪 金 を 取ら れ て し まっ 
7 


斬 車輪 


wheel / 叶 須 / 本 絶 


(る ま 。 いち ぶ ぷん 


9 車 の 一 部 分 で 「 回 る 」 と いう 特徴 を 示す 


し ょ あぁ られ 


箇所 を 表す 


(る ま ぶ ぶん まわ で ん き は っ せい 
nb s この 車 の 部 分 が 回 る と 、 電 気 が 発生 し ます 。 


ing ウン | 剖 椅 子 
「⑥ こ ーー づ ' 口 電 了 : 歩行 が 凍 能 な 人 が 移動 する た め の 車 輸 付 き の 格 隆 


車 座 : 多く の 大 が 輸 に な っ て 内 側 を 向い て 崖 る こ と 
多 選手 た ち は 車 座 に な っ て 、 次 の 試合 に つい て 話し 合っ た 。 


幸生 : 軸 を 中 心 に 回 転 する 周囲 に 溝 の あ る 円 艇 


ふう 


風車 : [かぜ] EH 


文化 ノー ト グ 。 普 称 と ガソリン を 億 っ て 動く ハイ プリ ッ ド Whybrid car) や 電気 自動 車 は 、 
「 エ コカ ー」 (エコ ロジ ー カ ー : ecology car) と 呼ば れる 。 
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毛 


も う は つ 


モウ (毛髪 ) 


96 ま は 。 いと bh5 も の 
騙 叶 体 に 生え る 糸状 の 物 
hair (humans), fur (animals) 芝 引 け モ 信 豆 光 中 スプ 在 身体 上 的 釣 状 物 


。 毛 は 体 を 守る た め に 生え て いる 。 
け ぬ へ う じ た い へ ん 
。 ペッ ト の 毛 が 抜け る の で 、 部 屋 の 掃除 が 天変 だ 。 
一 の みみ 


け が わ 


毛皮 : コー ト な ど に 使う 、 毛 が つい た まま の 動物 の 皮 
【 ふち t け 
まつ 毛 : まぶた の 縁 に 生え て いる 毛 


き W う じょう 


眉毛 : まぶた の 上 に 弓 状 に 生え て いる 半 


け 


髪の毛 


hair (on the head only) / 可 司 直 呈 ノ 共 秋 
| ひと かみ ひけ け 。。 な か だ いひ ょ 3 う て き そん ざい | 
@ 人 の 髪の毛 は 、 毛 の 中 で 代表 的 な 存在 だ か ら | 


。 次 は 所 が 薄く な っ て きた 。 
か れ け ちゃ いろ そ 
。 彼 は 毛 を 茶色 に 染め て いる 。 


も う は つ か み け 


毛髪 : 髪の毛 
< すり も う は つ 。 せい 5』 う そく し ん せい ぶん ふく 
例 ) この 薬 に は 、 毛 髪 の 成 長 を 促進 する 成分 が 含ま れ て いる 。 


feather 時 羽毛 、 羽 鍼 
6) 見 た 自 や 体 を 保護 する 働き が 毛 に 似 て いる か ら 


。 比 の 毛 を むし り 、 切 っ て 鍋 に 入れ た 。 
羽毛 8 鳥 の 体 に 生え て いる 羽 


例 ) 羽毛 人 り の 布 慰 は 軽 く て 暖か い 。 


も の は ほそ いと じょう も の 
物 に 生え て いる 細い 糸状 の 物 
hair/bristle of object / 琶 諸相 借入 オニ 叶 菩 久 呈 生 引 スグ 藤 在 物 唱 上 的 苑 袋 状 物 


み め 


@ 見 た 自 が 毛 に 似 て いる か ら 


I 。 歯 プラ シ の 毛 が 開い て いる の で 、 新 し い の に 換え よう 。 
ふみ で け ぬ か う わる 
< 健 の 毛 が 抜け る に つれ て 、 書 き 味 が 悪く な っ て きた 。 


球状 の 繊維 


wool, hair-like fiber る 豆 叶 名 講 馬 会 型 鑑 汰 
どう ぶつ け そ ざい か こう ” Es 
(@ 動物 の 毛 を 素材 に 加工 し た も の だ か ら 


。 こ の セー ター は 毛 60%、 綿 40% だ 。 


う も う 


いと 


。 。 の へ 、 申 夫 : 羊毛 な どか ら 作 っ た 、 編 み 物 用 の 系 
も うふ よう も う つく け お り も の 
9 一 6 口 筐 布 : 羊 和 所 な ど で 作っ た 毛織 物 


| 
Pl 


どう ぶつ 


本 器 人 や 動物 が 口 か ら 出す 音 
voice 人 ト 只 9| 中 千 旦 9| 衣 引 人 名 所 全 避 全 効 物 口中 色 出 的 声音 


ひと こえ ぇ お お 
* あの 人 は 声 が 大 きい 。 
うら に わ 9 を 
* 裏庭 か ら 鳥 の 声 が 聞こ えま す 。 
ひと と し わり 。 こ ぇ 。 か ん A だ か 
* あの 人 、 お 年 の 割 に 声 が 甲高い ね 。 


お お ご え 


口 共 基 : 大 きい 声 

例 ) 大 声 で 話し て も 、 相 手 を 説得 で きる わけ で は な い 。 
小声 < 小 き い 妊 

鳴き 声 : 動物 が 鳴く 理 

声楽 : オペ ラ や 合唱 な ど 、 声 に ょ る 間 音楽 


お ん せい が く 


将 声 学 : 声 に つい て 研究 する 学問 


和志 が 格 れ る : 声 が 出 な く な る 

9 風 法 で の ど を 痛め て 、 声 が 格 れ て し まっ た 。 
名 声 を か ける : 呼び か ける 

名 彼 交 は 見 知ら ぬ 人 を 友人 と 間 進 え て 声 を か けた 。 
条 声 を 潜め る : 声 を 小 き くす る 


か れ 


だ れ れ き @ う こえ ひそ 
例 誰か の 足音 が し た の で 、 { ら は 急 に 声 を 潜め た 。 
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飼 沈 


tone of voice / 舎 到 声 咽 
| @ 声 に 込め られ た 、 感 情 を 含む 調子 な ど に 注目 し て いる 
e この 唐 の 店 員 さ きん は 、 い つも 明る い 声 で 「 い らっし ゃ いま せ 1 | 
イイ 。 と 韻 っ て くれ る 。 
・ お 父さん が 優し い 声 で 子供 に 話し か け て いる 。 


向 声 を 荒 ら げ る : 怒り を こめ て 大 声 で 話す 
ぎいん こえ 。 あぁ 、 ほう あん せい ひ ろ ん 
例 ) 議員 た ち は 声 を 荒 ら げ て 法案 の 成 償 を 論じ た 。 
こえ は ず ょ た よう す は な 
名 声 を 弾 ませ る : 音 ん で いる 様子 で 話す 
か ぞ く 


例 ) 妹 は 声 を 弾 ませ て 試験 の 合格 を 家族 に 伝え た 。 


opinion, voice (of the people) ご 引 妊 ・ 務 せ / 意 見 、 主 天 


いけ ん し め ゅ ちょう 


6) 意見 や 主張 は 声 に し て 表し た 結果 だ か ら 


じ ょ じゅ うみ ん は ん た い 2 で 
° 近所 の 住民 か ら マ ンション 閉 設 に こ 反 対 の 声 が 出 た 。 
に ば せっ ち 
* マン ショ ン の 住民 か ら ご み 捨 て 場 を 設置 し て ほし いと いう 


T 声 が 出 た 。 
ちい げ つ ゃ くさ ま こま と い あたら は じ 
。 来 月 か ら 、 お 客 様 の 声 を 取り 入れ た 新しい サー ビス が 始ま り 
ます 。 


知世 を 上 げ る : 意見 を 持ち 、 話し た り 主 えた りす る 
ほう りつ か いせ い 
例 ) 法律 の 改正 に 向け で 、 並 で 志 き を 上 げ て いこ う 。 
い けん 


声 を 揃え る : 同じ 意見 を 言 う 
例 部 長 の 提案 に 、 全 員 が 声 を 揃え て 反対 し た 。 
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せい し ん か つっ どう 
精神 活動 の 元 と な る 部 分 
mind, heart, spirit プイ 人 翌 を 引 記 娠 9| 選 モ 早 時 精神 活 効 的 根本 部 分 


か 5 だ りょう ほう けん こ 


・ や と 体 向 の 値 記 が 大 切 だ 。 
i に 浮か ぶ 思 い を 、 昔 葉 に し て 計ら て み ま う 。 
きん ね ん は は) びょう き くる ひと 、 ふ & 
。 近 年 、 心 の 病気 に 苦し む 人 が 増え て いる 。 
ここ ろ づ よ だ よ あん し ん じょう た い 
| 心強い 訪 : 頼り に な る も の が あっ て 、 安 心 で きる 状態 
ふみ ふつう ひ て いけ い も ち 5 ば 
* 普 通告 定形 で は 用 いな い 。 ぐ 心細い 
き し ゃ だ す で 
9 交社 の 手助け が ある と は 心 員 い 限り で す 。 
ここ カプ 
や 細い 玉 : 帆 り 1 に な る も の が な く 、 不安 な 状態 @ 心強い 
ここ 2 ぽ そ 
多 知ら な い 土 地 で 道 に 迷い 、 日 も 暮れ て 、 す っ か り 心 細 く な っ 
て し まっ た 。 
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らく 


5 TP 


feelings / 社 ・ 選 豆 引 呆 / 感 情 、 豆 算 京 朱 
(@ 心 の 活動 に よっ て 生み 出さ れる も の だ か ら 


⑳ : 子供 た ち に は 、 や の 温か い 人 間 に な っ て ほしい 。 
い (<)  ・ や と や の ふれ あい な ど 、 和 単に 達成 で きる も の で は な い 。 
© ロ 縮 言葉 や 態度 か ら 受 ける 印象 
例 記者 の 質問 に 博士 は 心証 を 害し て し まっ た よう だ 。 
口 委 必 回 図 四 : 心配 な こと が な く 落 ち 着 いて いる こと 
口 関 ^ : 物事 へ の 興味 を 持つ こと 
例 彼女 は 、 あ の アイ ドル 歌手 以外 に は 何 も 関 心 が な いよ うだ 。 
ロロ 感 や 回 : 優れ た も の に 感動 する こと 
好 心 : 珍し いも の や 未知 の も の に 対し て 抱く 興味 
多 ほん の 好奇 心から 、 そ の 子 は た ば こ に 手 を 出し て し まっ た 。 
困 心 を 痛め る : 心配 する 。 気 の 事 に 思う 
例 私 た ち は 自殺 する 子供 の 増加 に 心 を 痛め た 。 
利 心 が 躍る : わく わく する 
例 彼氏 が くれ た 小さき な 包み を 開け る 肥 間 、 心 が 躍っ た 。 


な いよ う 
且 財 思考 の 内 容 
thinking 亀井 引 出生 思考 的 内 容 


【 て ここ た か み ん 

99 だ を 容器 に 例え た と き に 中 身 に 当たる 部 分 だ か ら 

。 以前 は お 互い に 理解 し 合っ て いた が 、 最 近 は 彼 の 心 が 分 か ら 
な い 。 
た に ん まあ じ ぶん ここ ろ い 

。 他人 を 真似 する の で は な く 、 自 分 の 心 の まま に 生き て いき た 
い 。 


日 親 : 子供 を 思う 親 の 気持 ち 
こ どる お や ご こころ と お も 
子供 に よっ て は 、 親心 時 に うと まし く 思 うか も し れ な い 。 


か ん が 


固め を 考え た り 感 じ た り し て いる こと 
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真 : 偽り の な い 、 純 粋 な 気持 ち 
例 ) 娘 の 真心 は 、 継 母 の 冷た い 心 を 溶かし た 。 
口 心血 : 精神 と 肉体 
例 あれ は 先生 が 心血 を 注い で 作り 上 げた 彫刻 だ 。 
心理 : 精神 の 活動 
若 攻 性 : 苦し ん で 努力 する こと 。 
例 ) 10 年 普 心 し て 、 よ う や く 事 業 が 成功 し た 。 
決 還 : ある 物事 を や ろう と 決め る こと 
回 上 : 物事 を 一 生 隊 命 する こと 
口 用 正 』 : 十分 に 気 を つけ る こと 


よう じん 
例 ) イン フル エン ザ に か か ら な いよ う 用 心して くだ さい 。 


回 や が 広い : 和香 だ の 忌 が 狭い 
お ば 
尊 心 に 刻む : 忘れ ず に 覚え て お く 
き こく せん せい お し で こ 9 き ぎ い ご 
例 ) 帰国 し て も 、 先 生 の 教え を 心 に 刻ん で 生き て いこ う 。 
で る 記 か ん どう つよ き お く 
名 に 拓 る : 感動 が 強く 記憶 され る 
は ん と う ここ みろ の こ さく ひん 
人 9) 50 年 以 上 映画 を 見 て きた が 、 本 当 に 心 に 残っ た 作品 は 2 
ー3 作 に 過ぎ な い 。 


の ご と ほん し っ 
物事 の 本 質 
essence, spirit, heart 人 [ 富 引 呈 和 事情 本 康 


ほん し つ 


(@ 導 が 精神 活動 の 中 核 で ある よう に 、 物 事 の 本 質 は 中 核 と な る 大 事 な 所 だ か ら 


て ・ 晶 析 に 来 て みて 、 和 の 心 と いう も の が 理解 で きた 。 
・ 茶 の 心 を 知り た い の な ら 、 ま ず 千 利休 に つい て 勉強 する べき だ 。 


けつ えき 


a 血液 を 体 に EN 
核心 も の ご と いち ば ん Le 


| 核 核 む : 物事 の 一 番 章 要 な と こ ろ 
例 ) 友人 の コ メン ト は 核 心 を 突い た も の だ っ 5 


か ん じん いち ば ぼん た いせ つ 
日 肝 心 吾 : 一 番 大 切な こと 

か ん は な し 
例 ) 肝心 な 時 に 責任 者 が いな い の で は 話 に な ら な い 。 
5 うし ん な か 59 うお う 
口 中 心 : 真ん中 。 中 央 


ちゅ うし ん 』 


口 都心 : 大 都市 の 中 心 部 
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NN 


じっさい と し と 


例 ) 老人 の 心境 と いう も の は 、 実際 に 年 を 取ら な いと な か な か 
理解 し に くい 。 


向 心 な し か : は っ きり と 断定 は で き な い が 、 な 
人 その 証言 を 聞い た 弁護 士 は 、 心 な ト し か 動揺 し て いる よう 


た Le } ye 
は ん せ か ん が 


名 や を 入れ 替え る : 今 まで の こと を 反省 し 考え を 改め る 


ご み 


例 あの 事件 以後 、 彼 は 心 を 入れ 奉 え て 仕事 に 身 を 2 
うに な っ た 。 
条 心 を 野 す / 心 を 開く : 相手 と 親しく な り 、 先 全 に 信頼 する 
便 ) 捨て られ た 犬 は 、 な か な か 人 間 に 心 を 許 き な い 。 
殺 心 を 読む : 相手 の 思い を 理解 し よう と する 
便 ) 客 の 心 を 読ん で サー ビス を する の が ホテ ル 業 の 基本 で す 。 


es 
|3al 誠意 ・ 気 遣い 


sincerity, thoughtfulness 人 討 引 ・ 列 可 プ 成 意 、 甘 全 
し こう な か た し ゃ せい い と く た いせ つ 
) 思考 の 中 で 、 他 者 へ の 議 意 は 特に 大 切な も の だ か ら 


・ そん な 乱 果 な 言 きい 方 で は 、 心 は 伝わら な い 。 
た いせ つ 
* 彼女 が 心 を こめ て 編ん で くれ た セー ター な の で 、 大 切 に し て 
いま す 。 


品 心置き な く 園 : 遠慮 し な いで 

例 ) 部 長 も 帰っ た こと だ し 、 同 期 だ け で 心置き な く 飲も う 
口 必 遺 い : 相手 を 思い や る こ と 

人 見 ず 知ら ず の 私 に 親切 な お 心 閣 い あり が と う ご ざい ます 。 

ロ 旬 咽 還 : 何 か 悪 いこ と が 起き な いか と 気 に か ける こと 
和 心 を 配る : 周り の 人 や 物 に 注意 を 払う 

例 ) 忙し いと き で も 周囲 に 心 を 配 れ る よう な 人 に な り た い 。 
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| 
|3b| 


上 


[3b] 思慮 分 


上 
| 
discretion, consideration / 久 本 号 選 ズ 深 思 熟 慮 | 


し り ょ 分 別 


の 思考 の 中 で 、 道理 の 


は ん だ ん 


く た いせ つ 
判断 は 特に 大 切な も の だ か ら 


ーー reed 3 


RO 


・ 心 の ある 人 な ら 、 そ ん な 所 に ご み を 捨て た り は し な い 。 
・ あ の 男 は 心 が 庫 が っ て いる の で 、 そ ん な 言い 方 を し た の だ ろ 


どう と く て き 


ロロ 道 和装 に 正しく 行動 し ょ うと する 意識 


例 本 当 の 強 き と は 、 自 分 の 良心 に 恥じ な い 生 き 方 を する こと 
で す 。 
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じ か ん な か と 5 げん し ょ う 
騙 軒 時 間 の 中 で 捉え られ る 現象 
thing (abstract sense) 人 福引 を 登 舎 中 人 ] 久 引 け モ 媒 せ 時 同 中 拡 取 前 現象 


・ 昨 日 は 色々 な 事 が あり 、 ーー 上 日 が あっ と いう 間 に 過 ぎ た 。 
きい きん 


・ 最近 は どん な 事 に 興味 が あり ます か 。 
こと が ら な いよ う 


事柄 : 物事 。 物事 の 内 容 や 様子 
例 ) グル ー プ で 調べ た 事柄 を 来週 まで に まとめ な さい 。 


じ けん 


中 出来事 : 起こ っ た 事柄 ・ 事 件 
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も の ご と 


品物 事 : 物 と 事 
"1⑱ ウ も と は ん だ ん 
例 ) 物事 は 想像 で な く 、 事 実に 基づい て 判断 し な さい 。 
じ けん あ 5 そ は ん ざい ひと びと か ん し ん 家計 と 
[ 口 事件 : 争い や 犯罪 な ど 、 人 々 の 関心 を ひく 出来 事 
じ こ お も お わる で きど 
事故 : 思い が けず 起こ っ た 悪い 出来 事 
は ご に 4 お 
事後 : 事 が 終わ っ た あと 
9 事後 の 徹 理 は すべ て 敬 祭 が する こ と に な っ た 。 
じ じ つ げん じ 
男 | 事 : 現実 に 起こ 0、 存在 する 事柄 
[事前 : 事 の 起こ る 前 。 事 を 行う 前 
さん か ひと じ ぜん も う で 
例 ) ハイ キン グ に 参加 する 人 は 事前 に 申し 出 て くだ さい ね 。 
じ た い も の ご と じょう た い きん きゅう じ た い ぜん し ゃ いん し ょ うし ゅ う 
日 事態 : 物事 の 状態 例 緊急 事態 に つき 全社 員 が 召集 きれ た 。 
か じ た て も の さん りん や 
日 火事 : 建物 や 山林 な ど が 焼け る こと 
ょ う じ き お こ な 
口 特 事 : 日 を 決め て 行う 催し 
ょ う が つ くち よ 
例 ) お 正月 は 、 各地 で さ まさ ざま な 行事 が 催さ きれ る 。 
に ち じ ょ う さ は ん じ 


旧事 毎日 の よく ある 事柄 
例 ) 当社 で は 、 パ ソコ ン の 調子 が 悪い の は 日 党 茶 飯 事 で す 。 


剛 あろ うこ と か : あっ て よい も の か 、 あ っ て は いけ な いこ と だ 
& ど どろ ぼう は い 
例 あろ うこ と か 、1 年 の うち に 3 度 も 泥棒 に 入ら れ た 。 


重大 な 事 
incident。 important matter 仁村 詩 当 プ 重大 事情 、 大 事件 


じゅ うだ い 


6 事 の 中 で 、 特に 重大 な 事 に 意味 を 級 っ た か ら | 


・ 泊 長 が 車 に ひか れ た らし い 。 こ れ は 事 だ ぞ 。 
。 事 が 起こ っ て か ら で は 遅い の で 、 今 すぐ 対策 を すべ きだ 。 


お ご と じゅ うだ い が くち ょ う にゅ うい 


口 大 事 : 宣 大 な 由来 事 。 大 事件 0 学長 が 入院 する と は 大 事 だ 。 
口 失 事 園 : 重大 な 事柄 。 大 変 な 事件 

人 大 事 な イ ベン ト で 開会 の スピ ー チ を する こと に な っ た 。 
無事 : 普段 と 変わ りな いこ と 。 事 故 や 病気 が な いこ と 


暫 事なき を 得る : 大 変 な 事態 に な ら ず に 済む 
ちゅ う た お ちか い し ゃ こと 
例 ) マラ ソン 中 に 倒れ た が 、 近 くに 医者 が いた の で 事なき を 
得 た 。 


133 


条 事 も な げに : 平気 な 様子 で 
は つ し ゅ うじ ょ う ん じん せん し ゅ と キー ゆう し ょ う 
例 初出 場 の 新人 選手 が 、 事 も な げに 優勝 し て し まっ た 。 


トー = 二手 ミ ニュ 
| [Ob] や る べき 事 
| task / 選 oF 引 王 引 ン 友 信 的 事 


も て ん けい て き 


@: 事 の 中 で 、 仕事 や する べき 事 は 個人 が 関わ り を 持つ 典型 的 な こと だ か ら | 


。 今日 の 午前 中 に する 事 は 、 報 符 災 の 作成 で す 。 
が くえん きい 


。 学 園 祭 を 通じ て 、 全員 で 協力 し て 事 を 成し遂げ る 大 切 さ を 学 
ん だ 。 


人 事 : する べき こと 。 生 生計 を 立て る た め の 勤 め 
し ゃ か 


事業 : 社会 前 意義 の ある 大 仕事 。 3 会 社 な ど を 経営 する 仕事 
例 ) 事業 と いっ て も 宇宙 開発 か ら 小 売店 の 業務 まで いろ いろ 


事務 : 書類 の 作成 な と 机 の 上 で する 件 事 
か じ そう じ 


ロ 

口 家事 : 掃除 ・ 洗 濯 な ど 、 家 庭 生 活 に 必要 な 仕事 
ロ エ 事 回 』 : 土 本 ・ 建設 な どの 作業 

食事 : 集 差 を と る た め に 何 か を 食べ る こと 
日 炊事 図 皿 : 食べ 物 を 煮 た り 炊 いた りす る こと 
0 独身 な の で 族 事 を 手伝っ て くれ る 人 が いな い 。 
用 : し な けれ ば な ら な い 事 柄 


便 ) 特に 用 事 は な い の で す が 、 近 くま で 来 た の で 参り まし た 。 


に 
> 若 


こと か 


4 に 事 欠 い て : 他 に 言い 方 が ある だ ろう に 
い な ん 
り 言う に 事 欠 い て 「 ば か 」 と は 何だ ! 
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必 上 事情 


circumstances, situation 和信 プ 事情 


り ゆう けい い し ょ うてん けっ か 


《 ある 事 の 背後 に ある 、 そ うな っ た 理由 や 経緯 に 焦点 を 当て た 結果 だ か ら 


。 夫婦 げん か の 事 の 始ま り は 、 夕 食 で の 話題 だ っ た 。 

か れ えん まん た いし ゃ ほん と う る を だ れ わ 

彼 は 円 満 に 退社 し た と いう が 、 本 当 の 事 は 誰 に も 分 か ら な い 。 
くわ P< 1 あと は な いま いち まん えん か 

詳し い 事 は 後 で 話す か ら 、 と に か く 今 、 二 万 円 食し て くれ 。 


げん いん 


唱 事情 : 事柄 が ある 状態 に な っ た 理由 や 原山 
例 ) そん な に 困っ て いる の な ら 、 事情 を 話し て くれ ませ ん か 。 


缶 事 と 次 第 に よる : 事情 や 状況 に よる 
例 事 と 次 第 に よっ て は 、 会 社 を 辞め て で もらう か も し れ な い 。 
和束 に よる と : も し か する と 
区 事 に よる と 、 大 語 は 重い 病気 か も し れ な い 。 
名 事 も あろ うに : 他 の や り 方 も ある の に 
区 事 も あろ うに 、 何で こ ん な 忙し いと き に 来る ん だ 
名 事 を 立て る : 事 を も つれ させ 、 混 誠 させ る 
例 ) 謝罪 を 受け た の で 、 こ れ 以 上 、 事 を 荒 立 て る つも り は な い 。 


『 も の ご と じょうたい な いよ う 
販 罰 物事 の 状態 ・ 内 容 
| condition, content, subject / 久 時 名 対 本 ・ 半 すす / 事 物 的 状 太 、 内 容 


| 物事 の あり よう が 、 文 中 で さま ざ な ま 意 味 に な る 


替 の こと は お じい さん に 聞き な さい 。 (状態 ) 
彼女 の 言っ で てい る こと が よく 分 か ら な い 。( 内 容 ) 
あな た の こと が 好き で す 。 (対象 ) 

彼 は 二 月 に 帰国 する と いう こと だ 。( 距 ・ 伝 間 ) 

私 は テレ ビ に 出 た こと が ある 。 (経験 体験 

と きど き 緊 張 し て 声 が 出 な く な る こと が ある 。 (場合) 
IT と は 情報 技術 の こと だ 。( あ る 言葉 が 指す 対象) 

* 毎 彰 ジ ョ ギン グ す る こと に し て いる 。 (意図 的 な 習慣 ) 
入る こと は な い の で 、 ゆ っ くり や りな さい 。 (必要 ) 
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こと 

・ 試験 に 備え て 今日 は 早く 疲 る こ と だ 。( 一 が 大 事 だ ) 

・ 肖 日 、 病院 へ 行っ て みる こ と に する よ 。 (と いう 決心 ・ 決 有 ) 
。 こ の まま で は 会 社 を 辞め ある こと に な る 。 (成り 行き ・ 結 果 ) 

. 質問 に は 答え られ な いこ と に な っ て いる 。 (規則 や 予定 ) 


彼女 の 英語 、 す ご -~ い ね 。 き す が に 語学 し た だ け の こと は ある 。 (価値 付け ) 


よう ほう いっ ぱん て き 0 ょ う き 
* 懇 罰 の 用 法 で は 、 一 般 的 に ひら が な で 表記 する 。 


よう ほ 


用 法 ノー ト グ その 入内 半 を 旧 げ る 。 po 誠人 稚 ひら か な で 表 二 する 。 
・ イ 形容 詞 を 副詞 化 し 、 そ の 状態 を 強調 する 。 
例 ) 長い こと お 待た せ し ま し た 。 
・「 の 」 を 間 に 入れ て 、 程 度 を 表す 副詞 に 付き 、 強 調 す る 。 
例 ) 理由 が な いな ら 、 な お の こと 悪い 。 
・「 そ れ に 関し て 言え ば] と いう 意 を 表す 
例 ) 私 こと 、 こ の た び 転 居 い た し まし た 。 
・ 通 称 と 本 名 の 間 に 用 いて 、 耐 者 が 同一 一 人 物 で ある 事 を 示す 。 
例 ) 彼 が ゴジ ラ こ と 松井 で す 。 
・ 動詞 や 名 詞 、 ナ 形容 詞 に 付き 、 そ の 行為 や 状態 を 事柄 と し 
例 ) すみ ませ ん 、 考 え ご と を し て いま し た 。 
・ 名 詞 に 付き 、 そ の 真似 を する こと を 表す 。 
例 ) 妨 は いつ も まま ご と で 遊ん で いま す 。 
例 ) 習い 事 、 お 稽古 事 、 き れい ご と 


Ss 


ww し ご と (p.153)、 も の (p326) 


136 


示す 。 


と と ば 


と ば ひょう げん 
『 に よる 伝達 


騙 計 音声 や 文字 に よる 伝達 


language / 舎 対 | 上 足利 言 号 詩 書 号 声音 及 文字 的 矯 状 


お お に ん げん 。 こと ば し 」 
© > ・ 多く の 人 間 の 言葉 に は 文字 が ある 。 
せ か い な ん し ゅ る い こと ば 
6 9 * 世界 に は 何 種類 くら い の 言 葉 が ある の で すか 。 
か れ EN It 
* 彼 は いろ いろ な 国 の 言葉 を 知っ て いる 。 
と く て い ャ 9 うけ ん 
[0a] 特 守 の 単語 ・ 六 家相 
word, expression 主計 填 避 引 ・ 臣 人 ・ 芋 憶 プ 特定 的 単 周 、 旬 子 、 表 状 


こと ば 


の 言葉 の 中 で 、 一 つの 固まり と 意識 され る 部 分 を 表す 


か い が い り ょ こ う い こと ば お ば い 
緒 外 旅行 に 行く な ら 、 あ いさ つの 彰 葉 ぐら い 人 覚え て 行っ た ほ 
GO 誤 0 
こと ば き 
⑮ ・ コタ ビ な ん て 言葉 は 聞い た こと が な い 。 


和幸 ら E: が | 7O 和 あがい ルル う 月 」 を こと ば 
最 み 言葉 : 特定 の 機会 に 使用 を 避け る 言葉 
けっ こん し き せき お い いす 0 つか 
例 ) 結婚 式 の 席 で は 「 終 わり 」 は 忌み 言葉 だ か ら 、 使 っ て は い 
け な い よ 。 
こと ば と ぐ て い 。 まじ が 。。 せ け ん ひと びと | 。 こ の つか こと ぼ 
は や り 言 葉 : 特定 の 時 期 に 世間 の 人 を 々 が 好 ん で 使う 言葉 


137 


こと ば 


x ぼう げ 


名 売り 言葉 に 頁 い 言 : 相手 の 最 言 に 対し て 暴言 で 返す こ と 
共 言葉 に 甘え る : 2 人 の 親切 な 申 し 出 を 受け る 
ゆう じん 3 あま ば ん 
例 ) 友人 の 言葉 に 甘え て 、 その 晩 は 泊め て も ら う こと に し た 。 


こと ば ひょう げん 
属 還 言葉 で 表現 され た 内 容 
what one says / 早足 下層 刊 出生 / 吉 皇 表 送 的 内 容 


な いよ う ちゅ 9 う も く 


(@ 言葉 の 中 身 で ある 内 容 に 注目 し た 場合 


か の じ ? し ん 
の 言葉 は あま り に 人 突飛 で 信じ よう が な い 。 
か い けん こと ば 


。 彼 女 の 意 見 は 正しい の で 、 返 す 言葉 が 見 つか ら な か っ た 。 


深き 


こと ば じ り し つげ ん いち ポ ぶん 
言葉 避 : 失言 の 一 部 分 
か ん ぼう ちょ うか ん こと ば じ り と ら き じ 
例 ) 記者 た ち は 、 官房 長官 の 言葉 尻 を 捉え て 記事 に し た 。 
こと ば 


計 業 を 濁す : 明言 せ ず 陽 味 に 言う 
爺 首 相 は 、 そ の 計画 の 実施 時 期 に つい て は 言葉 を 濁し た 。 


[1a] 言葉 の 言い 方 
| how one talks / 電 名 下層 時 人 4 グ 措 同 


ほう 5 ち 9 う も 


@ 時 者 を 伝え る と き の 共に - 注 邊 し て いる 


(ad 言葉 ひと つ で 、 和 相手 の 3 
ee 言う 


いん し ょ う ち が 


ける 印象 が 違う 。 
に 気 を つけ て 話す べき だ 。 


文化 ノー ト グ 日本 請 の 乱れ と と し て 束 了 られ る 代 衣 放 な も の に ま 欄 | (正しく は 
[教え られ る 」) な どの 「 ら 抜き 言葉 」、「 行 か る きせ て いた だ く 」 (正しく は 
[行か を て いた だ く |) な どの 「 き 入れ 言葉 ] な ど が ある 。 
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うがっ こう 


小学 校 6 年 生ま で の 


み せい じ %< どう ぶつ 


未成 熟 の 動物 


語 叶 親 が 生ん だ 息子 ・ 急 


child / 早 豆 引 八丁 可 せ 9 言 ・ 豊 / 父 母 生 育 的 子女 


女 は 女 手 ひ と つ で 人 の 子供 を 育て た 。 
は 子供 の 誕生 日 だ か ら 、 早く 帰る つも り だ 。 


み せい ね ん 
未成 年 
minor / 可 名 旨 外 / 未 成年 


が いね ん きゃ 〈 


《) 法律 に お ける 大 人 の 概念 の 


。19 歳 で は まだ 子供 だ か ら 、 た ば こ は だ め だ 。 
。 TRADE 19 歳 ま で も ら え る 。 


py 


ン ? 


こ ども 


子供 を だ ます よう な 単純 な や り 方 


お と り か い teA す い ここ ろ 
: 大 人 の 世界 を 知ら な い ・ 理解 で き な い 純粋 な 心 
まし : 
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Ye i 


[Ta 小学校 6 年 生ま で の 児 穫 | 


child up to sixth grade / 季 号 引 6 吾 四 外 2 引 do トノ 小学 6 年 銀 以 前 的 ル 章 
ん 


こう きょう 


@ 公 美 機関 に お ける 大 人 の 概念 


・ 0 しれ の 
お と な りょう きん 


。 こ の 美術 館 は 、 中 学生 は 大 人 料金 で す よ 。 


ら 


小 更 校 
6 年 生 


み せい じ W く どう ぶつ 


回 の 動物 


immature animal / 可 名 和 慎 旨 ズ グ 未 成熟 的 功 物 
こども 


@ 太 間 の 子供 と 特徴 が 似 て いる 存在 だ か ら 。 


(a 6 この 内 は まだ 所 供 で すね 。 「 
(ツル 9 。 ゴ リラ の 子供 は 、 親 離れ する の に 時 間 が か か る 。 
FE: 


お さ な 


も の 
腺 罰 才 え 方 が 幼い 者 
childish/immature person / 則 介 9| 引 包 人 講 想 法 効 稚 的 人 


よう ち も の 。 あぁ 5 ゎ 


の 子供 の 考え 方 が 幼い よう に 、 考 え 方 が 幼稚 な 者 を 表す 


< うち の 斉 長 は 考え 方 が 子供 だ 。 
。 彼 の 娘 は 大 学院 生 な の に 、 す る こと が 子供 だ 。 


文化 ノー ト グ 子供 の 呼び 方 は 、「 子 供 き さん 」 「 お 子 さ ん | 「 お 子 様 」 の 順に 敬意 が 強まる 。 


呈 お と な (p69) 
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ご は ん 


次 いた 米 


本 順次 いた 米 


cooked rice / 筆 但 如 


党 宇 加 外 | 宮 記 合 秘 / 煮 熟 的 米 仮 


て ど 0 ご 飲 と パン と どちら が 好き で すか 。 


° 炊き 立て の 自 い ご 飯 は お いし いで すね 。 


さか な 


炊き 込み ご 源 : 肉 、 


、 野 菜 な ど を 米 と 一 緒 に 炊い た も の 


角 
= は ん が た た は ん あぁ じ つっ PE 
混ぜ ご 飯 : 温か い ご 飲 に 味付け し た 具 を 混ぜ た も の 


し ょ 〈 じ ぜん ば ん 
司 還 食事 全般 
meal 舎人 乱 赴 グ 路 仮 
こめ に ほん じん し ゅ し ょ く し ょ く 
@ 米 は 日 本 人 の 主食 で 、 


舞 < 


の た びに 食べ られ て きた か ら 


ひる 


・ お 徹 で すか ら 、 そ ろ そろ ご 飯 に し まし ょ う 。 

。 分 日 の 蜂 ご 飯 は 、 ス パ ゲ ティ と 野菜 スー プ だ 。 
あき ひる ば ん は ん 

ヨコ 朝 / 昼 / 晩 ご 飯 


ご は ん 


food (for animals) / 可 9l ノ 便 食 、 呉 食 


@ 動物 に と っ て の 食事 だ か ら 


* あ 、 太 に ご 飲 を や る の を 記 5 れ た 。 
(ああ の 余っ た 野菜 は 、 うさ ぎの ご * 飯 に する か ら 捨 て な いで ね 。 


文化 ノー トノ 来 を 壮 食 と する 日 本 人 は 、 米 の 産地 と 同様 、 ご 飯 の 見 た 目 や 味 、 央 さき に こ 
だ た は ん か ん いわ 
だ わり 、 上 炊き 立て の ご 飯 を ご ち そ う の よ うに 感じ る 。 また 、 お 祝い の と き は 、 
トペ ず た は た 
来 に 小豆 を 加え て 炊い た 「 赤 飲 」 を 食べ る 。 
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さか な 


め う 


せい ぶつ 
馬 計 鱗 と ひれ が ある 水中 の 生物 
fish 言 聞 人 | 可 可 言 介入 年 寺 志 呈 人 ズ 藤 有 鱗 和 鱗 的 水中 区 物 


。 魚の 中 に は 、 お いし い が 毒 を 持つ も の が いま す 。 
きのう ゆう し ょ く さか な や さい た 
< 昨日 の 夕食 に は 、 魚 と 野菜 を 食べ た 。 


さけ 
酒 の つま み 
tidbits to eat when drinking / 倫 t 科 / 下 酒菜 


3 酒 を 飲む と き 、 魚 を 一 緒 に 食べ る こと が 多かっ た か ら 


a ・ あ りあ わせ の 物 を さか な に ちょ っ と 飲も う 。 
S FF * 男 還 の 用 法 で は 、 通 常 ひ りら が な 、 ま た は 「 有 有 」 と 表記 する 。 
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さか な 
EE 1a| 満 の 諾 で の 諾 題 - 


| something to chat about when drinking 宜 介 本 引 付 引 村 取 酒席 上 的 括 是 
© つま み が 酒 と 一 緒 に ある よう に 、 酒 と その 場 の 話 は 一 緒 に ある か ら 


けっ こ 


。 同 僚 の 結婚 話 を さか な に 、 上 司 と 久々 に 飲ん だ 。 


の * ia] の 用 法 で は 、 通常 ひら が な 、 また は 「 看 」 と 表記 する 。 


文化 ノー ト み 歴史 的 に は の 語 が 志 6 革 く 、 「 請 | と 表記 し た 。 、 半 視 で 9 汗 の 
| か な は 必ず し も 魚類 、 海 産物 で ある 必要 は な い 。 
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じ か ん 


は や 


想 
回 
上 


そう き 
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さき 


ほそ な が と が も の いち ば ん まえ 
本 庄 細長 く 失 っ た 物 の 一 番 前 
point, tip / 外 ト 半 式 名 也 衝 電 号 秘 9| 副 絢 千 言 ズ 向 世 玉 失 物 品 前 最前 敵 


<ー 


デ 人 


ゆび さき つめ 
‘A! * 指 の 先 が 冷 た い 。 
みき き さき た うみ な が 
es 岬 の 先 に 立っ て 海 を 眺め た 。 


つま さき 


あし ゆ ぴ さき 
[ ] 爪先 : 足 の 指 の 先 


和 系 沈 を 向け る : 攻撃 の 対象 に する 
けっ きょく か の じ ょ ゎ た し く ほこ さ 
例 ) 結局 、 彼 女 は 私 に 文句 の 矛先 を 向け て きた 。 
は な さき ちか 


策 自 と 濃 の 先 : 目 と 濾 の 先 の 間 の よう に 、 非 常に 近い こと 


攻 未 上 


・ ひ も の 先 を 結び 合わ せる 。 
< oe 3 上 ま C0 
一 へ ご ご ・ へ ビ が 死ん で いる よう に 見 えた の で 、 棒 の 先 で 触れ て みた 。 


さこ 。 ク 4 


ぜん ぼう 
前 方 
front。 ahead / 補 叶 前 浴 、 前 面 


ほそ な が み いち ば ん まえ あぁ 5 わ 


@ 細 忌 < 見 える 、 連 続 する 物 の 一 番 前 を 表す 


けい か ん し ゅ うだ ん 


きき | た ゆう どう 
の 先 に 立っ で 読 導 し じ だ た 。 


・ 警官 が マラ ソン 集団 
a し ん か ん せん さき か た ち し ゃ りょう こと 
eh > 。 新幹線 の 先 の 形 は 、 車 両 に よっ て 異な る 。 
せん と う いち ば ん さき いち ば ん まえ 


先頭 : 一 番 先 。 一 番 前 
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さき 


せん ほう も く て きち 
先方 ・ 目 的 地 
ahead, destination / 層 答 ・ 号 選対 方 、 目 的 地 


OO こう て い ほそ な が も の いち ば ん まえ あぁ 5 わ 


行程 を 細長 い 物 と 考え た と き の 一 番 前 を 表す 


や く さき きゅう 
。 約 30 メー トル 先 に 急 カ ー プ が ある 。 


ea 』 の い うき ゅ $ う 
倫 。 ・ 黄 ひい 物 に 行っ た 先 で 、 高 校 時 代 の 同級 生 に 合っ た 。 


イラ イナ 


どら ば しょ あい て 
~ 先 : 行動 する 場所 や 相手 
うい ん さき い さき と く い さき 
例 ) 入院 取引 先 、 行き 先 、 得意 
せん ぽう 
口 相 ま : ビジ ネス の 相手 。 先方 


be うな ん が 


例 ) 相手 先 の 出 方 で 、 提案 を 柔軟 に う 。 


ゆう せん 
度 優先 
first, before all else / 務 名 , 枯 人 4/ 預 先 、 事 前 


ゆう せん じゅ ん な ら さい し ょ あぁ 5 ゎ 


@ する こと を 優先 順に 並べ て 長く し た と き の 、 を 表す 


ほん し ゃ 。 うか - 還 の 
3 。 本社 か ら の 指示 を 先 に 申し 上 げ ま す 。 
い じ し ん と き な に ひ け さき 
ーー キー 一 +H» ・ 地 震 の 時 は 何より 火 を 消す の が 先 だ 。 
さき 
©O) 。 お 先 に どう そ 。 


future / 視 正 ・ 舎 可 前 途 、 格 来 


《 時 間 の 推移 を 細長 い 物 と 考え た と き の 一 番 前 を 表す 
CN > ・ 会 社 を 辞め て し まっ た 今 、 こ の 先 ど うす れ ば よい だ ろう か ? 
3 名 老い 先 短い : 内 で これ か ら の 人 生 が 短い 
に き 


大 先 が 思い や られ る : 将来 が 心配 に な る 
いま な 謗 さき お も 
例 今 か ら あ ん な に 怠け て いて は 、 あ の 子 の 先 が 思 いや られ ま 
す 。 
。 さき よ み らい お よ そう 
和 先 を 読む : 未来 に 起こ る こと を 予想 する 
例 ) ビジ ネス に お いて は 、 常 < 一 上 先 を 読む こ と が 必要 だ 。 
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販 財 早期 ・ よ り 早い 時 間 


earlier in advance / 季 2| ・ 呈 時 引 言 刈 フ 1 ン 早 期 、 更 早 的 時 其 


じ か ん ほそ な が も の いち ば ん まえ あぁ 5 わ 


6) 自分 に 訪れ る 時 間 を 細長 い 物 と 考え た と き の 一 番 前 を 表す 


3 SR 。 遊ぶ な ら 、 先 に 勉強 を 済ま せ て か ら に し な さい 。 
き は ら す 
< 先 に 支払 い を 済ま せ て お いた 。 


そ 
き 
~~ 


簡 後 先 [も ] 考え ず : z [あと ] 正 


補完 を 制す [る] : 粗 手 が 行動 する 前 に 動い て 、 有 利 な 立場 に 
立つ 


し きん 


条 先立つ 物 : 必要 な 資金 
名 旅行 に 行き た いこ と は 行き た い が 、 先立つ 物 が な く て ね 。 
殺 先手 を 打つ : 将来 の 事態 に 備え て 相手 より 先 に 動く 
人 彼 が お 人 金 を 借り に 来 な いよ うに 、「 全 類 お 金 が な い 」 と 邊 
手 を 打っ て お いた 。 
包 先鞭 を つけ る : 他 に 先んじ て 着手 する 
多 あの 会 社 は 10 年 前 に 支社 を 作り 、 中 国 進出 の 先 転 を つけ 
て お いた 。 


以前 ・ 近 い 過 去 


former a moment ago / 9] 社 ・ 外 外人 多 斗 オン 以前 、 団 オ 


6) 地 続 する 長い 過去 の 中 で 、 一 番 今 に 近い 部 分 を 表す 


か ん ぼう ちょ う 


・ こち ら は 先 の 紀 房 長 和 で いら っ し ゃ いま す 。 


に 。 先 の 地震 で は 幸い 、 死 者 は 出 な か っ た 。 
T ン うほ う ち 99 い 
* 莉 軒 の 用 法 で は 、 ア クセ ント が 「 記 ほ の 」 に な る こと に 注意 。 
あと (p39) 
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さけ 


0 日 本 


sake / 久 中 舎 / 日 本 酒 


。 この お 酒 は 冷や す よ り 、40 度 く らい に 温め た ほう が お いし く 


飲め る 。 
さけ こめ つか か ら くち いち ば ん = 
G ・ 酒 な ら 、 米 だ け を 使っ た 壮 由 の も の が 一 番 だ 。 


いん りょう そう し ょ う 


必 罰 アル コー ル 飲 料 の 


alcoholic beverage / 堂 馬 飼 仁 豆 引 圭 / 酒 精 人 料 的 忌 称 


(@ 日 本 酒 だ け で な く 、 広 く ア ルコ ー ル 飲料 全般 に 意味 を 広げ た か ら 


・ 彼 は 酒 が 強く 、 誰 も か な わな い 。 
月 < 今日 は 大 事 な 話 な の で 、 酒 抜き で 話し まし ょ う 。 
8a 
品 過 演 屋 : 安く 酒 を 飲ま せる 酒場 
ロ 洒 息 : 酒 を 飲む と 狂っ た よう に 暴れ る 人 
ロ 禁 注 図 必 : 規則 的 な 飲酒 を 止め る こと 。 ま た 、 禁 じ 


さけ 


さけ 


酒 を 飲む こと 


drinking (alcohol) 埋 含 叶 人 | 言 型 着信 酒 


きけ た いし ょ うぅ 


《) 酒 を 対象 と する 行為 だ か ら 


。 趣味 は も っ ぱら 酒 で す 。 
し つれ ん と も だ ち さけ さそ 

・ 失恋 し た 友達 を 消 に 謗 っ た 。 
さけ いき お 


* 酒 の 勢い で 、 口論 に な っ RS 


回 スル | : 潤 を 大 量 に 飲む こと 

け ぐ せ いん し きけ ぐせ る 
| 洪 癖 : 飲酒 の 時 に 出る 療 | 洒 差 が 意 い 
酒 び た り 絶え を ず 酒 ば か り 飲ん で いる Im 


ほう りつ 


文化 ノー ト グ 座っ 2 で 具 台 め らら れ て いる は た ば こ Hi † 歳 以上 で あ 
る 。 ま た 稲作 と 関連 性 の 強い 神道 で は 、 日 本 酒 は 神 へ の 捧げ 物 と きれ 、 そ 

し ょ う が つ ん ば い と ん じゃ けっ こん 『 に ほん し ゅ 
の た め 、 正月 の 参拝 や 神社 で の 結婚 式 で は 、 儀 式 と し て 日 本 酒 を 口 に する 。 
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じ か ん 


1 


じ か ん は ば 


ー 定 の 時 間 の 幅 


か こ 。 。 み らい と き な が 
司 証 過去 か ら 未 来 へ の 時 の 流れ 
time (temporal continuum) / 斗 用 引 付 可 可 豆 a]9] 久 所 可 引 き 周 / 辻 夫 向 未来 推移 的 時 同 


19xx 20XX ®° 
T 


上 


時 
時 


間 カ 経つ の は 早い も の だ 。 
\ 間 を 有効 に 使い まし ょ う 。 


て い 。 じ か ん は ば 
恒 還 一 定 の 時 間 の 幅 
time (available) 記 守 時 多 包 角 ノ ーー 定 的 時 同 幅 度 


な か 。 いち : 


《) 時 間 の 中 の 一 部 分 だ か ら 


。 最近 は 忙し く て 、 是 ご 舌 を 食べ る 和 間 も な り い 。 
きょう じ か ん すこ の 
Te オー ヨー オラ 時 間 が ある の で 、 公 園 に で も 行こ うと 思っ て いる 。 


らら / ・ 今 日 は 
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じ か ん 
ー じ か ん か せ Le ん が よう い ほか じ か ん 
血 時 間 を 稼ぐ : ある 準備 や 用 意 の た め に 、 他 の こと を し て 時 間 を 
延ばす 
は っ びょう Le ん A ぴ し か いし ゃ か せ 
人 発表 の 準備 が で きる まで 、 司 会 者 が 時 間 を 稼い で くれ た 。 


aE 


time (on clock) 2 人 時 刻 


6) 時 間 の 中 の 小さ な 一 点 だ か ら 
か ん 


① 5 6 ® 集合 時 間 は 、 朝 の 8 時 だ 。 
。 そ ん な 早い 時 間 か ら で は 、 会 議 に は 出席 で きか ね ます 。 


と き だ ん い ぶん 
時 の 単位 (60 分 ) 
hour 人 社 引 忌 久 (60 草 ) 時 同 単位 (60 分 争 ) 


た いよ うれ き じ か ん 


(@ 太陽 暦 で 時 間 を 区 切っ た 結果 だ か ら 
と うき ょ う し ん か ん せ 
oo 2:oo 3:oo e 東京 か ら 大 阪 ま で 新幹線 で 3 時 間 ぐ らい か か る 。 
T じ か ん えい きょう 


* あの 店 は 24 時 間 営業 で す 。 


じゅ きょう た ん い 


回 授業 の 単位 
class period キモ 羽 引 忌 着 プ 東 時 単位 


じ か ん 


@ 1 回 の 授業 は 1 時 間 と は 限ら な い が 、 便宜 的 に 1 時 間 と し て 数 えた か ら 


彼 は 甘 全 語学 校 の 講師 で 1 週間 に 10 時 間 教え て いる 。 
。 3 時 間 目 は 数 学 で 、10 時 40 分 か ら 11 時 半 ま で で す 。 


嘱 と き (p222) 
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する べき こと 


本 過す る べき こと 
work, things to do / 蛋 oF 引 豆 スプ 牙 父 的 事 


まだ う た ISIEY 乳 お お た い へ ん 
・ 今日 は 家 の 仕事 が 多く て 大 変 だ っ た 。 
ゃ し 


。 休 ん で ば か り い た ら 、 仕 事 が た まっ て し まっ た 。 


台所 仕事 : 食事 を 作っ た り 、 皿 を 洗っ た りす る こと 
ちか 5 し ご つよ ちか ら つか お さき と に く た い ろう どう 
力 仕事 : 強い 力 を 使う 仕事 。 肉 体 労働 


」 針 仕 事 : 服 な ど を 縫う こと 


し ょ くき よう 
恒明 職業 


job, occupation 2 当 プ 恥 普 
9 する べき こと の 中 で 、 特 に 大 切な 生計 の た め に 行う 仕事 だ か ら 


・ 仕事 を 探し て いる が 、 な か な か 見 つか ら な い 。 


。 人 は 仕事 を 通じ て 成長 する も の だ 。 


仕事 績 : 仕事 に 関係 し た こと で * 副 詞 と し て 用 いる 。 
し ご と が ら よる お な 

例 仕事 柄 、 夜 運 い の に は 慣れ て いま す 。 
し ご と 4 と き ふみ 

[ コ 仕事 着 : 仕事 の 時 に 着る 服 
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[な で に 2 
仕事 先 : 仕事 の た め に 出かけ て いく 所 
し ご と Lek と こみ 

仕事 場 : 仕事 を する 所 

た < は ん ば い た が な | し じ ご と 
立ち 仕事 : 販売 の よう な 立っ て 行う 仕事 


や り と げた こと 
work (of a professional, etc.) 言 科 填 委 グ 完成 的 事 


けっ か 


@ 仕事 を 行っ た 結果 を 表す 


し と る の 
es プロ の 仕事 と は 、 こ うい う 出 来 栄 え の 物 を 言う 。 
す ば か ぐ いち りゅう し ょ (に ん らら ご と ち が 
* この 素晴らし い 家 具 は 、 一 流 の 職人 の 仕事 に 違い な い 。 
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し た 


下 


カ ( 地 下 )、 ゲ (上 下 )、 し も ( 下 )、 も と ( 下 )、 さ (下げ る 、 下 が る )、 
くだ (下る 、 下す 、 下さ る ) 、 お (下ろ す 、 下り る ) 


1 
ある 物 に 着 わ れ て い 
る 所 


ちい すく 
小さ さ ・ 少 な さ 


3 
お と ほう 
劣っ て いる 方 


し どう 


まや 管理 を 受け る 


し か いな いき UA 0 
還 張 視界 内 の 基準 より 低い 所 
down/below (vertical location) SF 本 名 | 金 呈 叶 甘 舎 天 プ 低 考 神 党 内 基 准 的 地方 


ふ じき ん 


* すご い 、 滞 士 山 が あん な に に 見 える よ ! 
Rt ト の 下 の 方 に 私 の 名 前 が 書い て あっ 25 


【 ょ うし ょ う 


下 隆 図 中 : 下 の 方 へ 降り る こと @ ら 上昇 
げ し ゃ じ どう し ゃ で ん し ゃ お 
中 下車 図 詳 : 自動 車 や 電車 か ら 降 り る こと 
か じ めん な つ ち な か ち じょう 
地下 : 地面 の 下 。 土 の 中 地上 


る 乗 重 


あし も と 


条 足下 見 る : 相手 の 弱み に つけ こむ 
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し た 


も の お お 3 
置 還 ある 物 に 覆 わ れ て いる 所 
under (something) /9] 型 合 列 中 呈 可 紋 王 叉 / 被 某 物 遮 若 的 地方 


お お も の | 3% お お だ 2 し た お お ンー 
2 覆う 物 は 上 、 覆 われ る 所 は 下 に ある こと が 多い か ら 


き し た あめ の ま 
es 木の下 で 雨 が 止む の を 待っ た 。 
さ が し ん ぶん ど と た 
* 探し て いた ペン は 、 新 聞 の 下 に あっ た 。 


[a 内 側 


inner side, under (clothing) 店 答 内 側 
うち 


うえ 


| そ と が わ ひょう めん も の が わ し た お お て 
⑥@ 外側 や 表面 に ある 物 は 上 、 ! は 下 に ある こと が 多い か ら 


・ ジ ャ ケッ ト の 下 に は 、 薄 い シャ ツ を 着 て いま す 。 


ちい すく 
小さ さ ・ 少 な さ 
less (than),smaller / 千 人 各 ・ 対 香 グ 小 、 少 


じょう げ か ん けい し ょ う か ん けい 


《⑫ 上 - 下 の 関係 を 、 大 - 小 ・ 多 - 少 の 関係 に 広げ た 


» この 乗り 物 に は 、 身長 が 120cm より 下 の 子 供 は 乗る こ と が で 
に KM 
° 彼女 に は 一 - 番 下 の サ イ ズ で も 大 きす ぎる くら い だ 。 


7 が | 


ね ん し は う ほう 
3 年 少 の 方 
| younger / 鍵 翌 9| 中 徐 年 少 者 


か ん けし か ん 。 ちょ う た ん し ぼ 


の を - 少 の 関係 を 生ま れ て か ら の 時 間 の に 絞っ た か ら 


i に 和光 する 。 
と し うえ ぇ 


と し し た ひと ね ん れい すく 
年 下 : ある 人 より 年 齢 が 少な いこ と @ 年 上 


年 
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し た 


お と ほう 
劣っ て いる 方 
weaker inferior を 紀 9| 婁 引 24 記 徐 劣 奉 的 一 方 


じょう げ か ん けい ん けい 


@ 上 - 下 の 関係 を 、 優 - 劣 の 関係 に 広げ た か ら 


休 ピー : 田中 さん と 比べ た ら 、 経験 も 能力 も 私 の ほう が * ず っ と 下 だ 。 
EE ・ 彼 の 成績 は 下 か ら 数 えた ほう が 早い 。 
; 下品 回 : 癌 格 が いや し いこ と ら 上 上 品 


下水 : 家 や 工場 が 排出 する 汚れ た 水 や 上 水 
[8al 地位 が 低い 方 


lower, subordinate / 久 市 旬 只 人 答 プ 地位 低 的 一 


か ん けい 


@ 衝 - 上 の 関係 の 中 で 、 特 に 地位 の 調 - 低 の 関係 に 詳 っ た か ら 


を カ た い う て き じょう 

m 。 彼 女 は 下 の 者 の 意見 も 開い て くれ る 理想 的 な 上 司 だ 。 
部 下 : ある 人 より 地位 が 低く 、 そ の 人 の 指示 で 行動 する 人 

低 


[85] や 管理 を 受け る 立場 


under (someone's guidance) / 包 豆 財 玉 可 言 性 記 当 人 / 姓 干 被 指 生 及 管 理 的 立 協 


9 伊関 係 の 中 で 、 特 に 管理 - 補 管理 の 関係 に 絞っ た か ら 
理 ロコ CN 
に ーー ・ あ の 人 の 下 で 働く の は 大 変 だ 。 


か れ わた し どう よう せん せい し た けん き 9 う 
* 彼 も 私 同様 、 そ の 先生 の 下 で 研究 し まし た 。 


CT 
相田 ある 行為 の 基礎 や 準備 
groundwork, preparation / 可 思 習 多 名 2| 科 僅 本 グ 注 某 行 力 打 的 基 研 及 作 的 准 各 
@ 行動 を 物 の 積み 上 げに 例え た と き 、 初 め に 来る 物事 を 表す 


し た あじ 


ド 調理 を する 前 に に 材料 に に つけ る 味 

下調べ 衣 9 事前 < 調査 し て お く ら 

* 要因 の 用 法 で は 、「 下 + 味 」 「 下 + 調 べ 」 の よう に 名 詞 の 前 に 
つ つか 

付け て 使う 。 
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じ だ い 


過去 の 一 まとまり の 


な ro ひと き か ん 
配置 過去 の 一 まとまり の 期間 
era, age / 聞 腹 引 四 填 人 社 ノ 辻 去 一 段 時 同 


s 明 b 代 か ら 生肉 vo 迷 る よ ュ < な 
tta ・ 時 遇 Ks、 < 人 oha うに な っ な 
ae 今朝 、 学 生 時 代 の 友人 と 駅 で ば ぱったり 今 っ た 。 
あたら > だ い な が N 
中 中 棒 大 性 。 苦 の 校 谷 が すっ か り 新 し く な っ た の を 見 て 、 時 代 の 流れ を 感 
ye 


は いけ し 


[ 戸 時 代 を 背景 に し た ドラ マ や 劇 


を 


時 代 劇 : 主として 、: 


[ml 貢 


the tmes グ 詩 可 ズ 現 代 | 
| @) 過去 と 隣り 合っ た 現代 も 、 一 まとまり の 期間 と 考え る か ら | 


則 代 。。。 ・ そ の 町 は 時 代 に 取り 残さ きれ た よう に 、 ひ っ そり と し て いた 。 
と うし ゃ か い は つ ぎ じ つ じ だ い せん た ん い 
T ゴ ーー キラ > ・ 当社 が 開発 し た これ ら の 技術 は 、 時 代 の 先端 を 行く も の で す 。 
ント 
2 


時 代 遅 れ : 今 の 時 代 の 傾向 や 流行 に 遅れ て いる こと 
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じ だ い 


ふる じ だ い か ん _ PE 
古い 時 代 を 感じ る 様子 
sense of antiquity / 多 相 展 唱 当 含 三 有 / 古 色 古 香 


け 


(@ 令 い 時 代 を 経た 結果 に 生じ た あり さま だ か ら 


Mi ・ 時 代 を 帯び た 太い 柱 が 、 歴 史 の 重み を 感じ し きせ る 。 
ニー ニー デーー い 


時 代 が か る 加計 : 古風 な 感じ が する 


ee じ か ん (p151)、 と き (p222)、 む か し (p312) 
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じ ぶ ん 


トコ 


要因 当 の その 人 自身 | 
1 


oneself / 下 豆 ユ 久 書 寺本 人 自己 


し けん じ ぶ ん ちか 5 し ん が ん ば 
e 試験 で は 、 自 分 の 力 を 信じ て 頑張 る し か な い 。 
ミツ を じ ぶん じ ぶん 
と ) 。 子供 で も 、 自 分 で で きる こと は 自分 で や る べき だ 。 


。 A : 楽 い で し ょ ? B : 自 分 こそ 寒い ん じゃ な い ? 


ょ う さん に ん し ょ う 


* 馬 の 用 法 で は 、 文脈 に よっ て 一 人 称 、 二 人 称 、 三 人 称 の い 


ずれ か の 意味 に な る 。 
わた し 
[al 私 
L, me プ サ プ 我 


し ん 


6) ロロ の 中 で 、 特 に 話し 手 自身 の 


。 自 分 は うそ が 嫌い で す 。 
ぶ ちょ う ぶ な い ほか ひ < な ぶ 
© 。 部長 は 部 内 の 他 の 人 に は 優し い の に 、 自 分 に だ け は 厳し いん 
で す 。 


し ょ う うえ た い も ち 


じい だ ん せい 。 め う 
* 自称 と し て は 男性 が 目 上 に 対し て 用 いる 
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じ ぶ ん 


医 還 自覚 ・ 自 意識 
one's self self-identity の 革 介 ・ 革 引 公 / 自 常 、 自 我 意 拓 


| に し 1 
| 9 その 人 自身 の 、 特 に 中 人 身 を 表 す 


じ ぶ 


・ 彼 は まだ 若い の に 、 自 分 を し っ か り 持っ て いる 。 
あい だ じ ぶん さ が た ぴ で お も 
・ し ば らく の 間 、 自 分 を 探す た め に 旅 に 出 よう と 思う 。 
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し ゅ じん 


り ょ か ん みせ 59 う し ん じん ぶつ 


旅館 や 店 の 中 心 人 物 


いえ 5 し ん ひと 
馬 時 家 の 中 心 と な る 人 
husband,head of household / 入 中 引 壮介 9] 本 記 條 届 プ 一 家 之 氏 


わた し し ゅ じん て ん きん も も な だ や 
e 私 は 主人 の 転勤 に 伴い 、 そ の 仕事 を 辞め る こと に し た 。 
ゅ じん つた 
。 ご 主人 に も よろ し く お 伝 え く だ さい 。 


* 玉 計 の 用 法 で は 、 自 分 や 他人 の 夫 を 指す と き に 使う 。 


か ん みせ ちゅ うし ん じん ぶつ 


風 旅館 や 店 の 中 心 人 物 


proprietor owner (of a shop) / 可 菩 9| 時 弄 引 圭 人 中 語 / 旅 借 老 板 及 商店 的 一 店 逐 代 
み ぜ いえ 。 あみ 59 う し ん が > 
2 店 を 家 と 見 な し た と き に 、 中 心 と な る 人 だ か ら 


り ょ こ う 59 う し や ど し ゅ じん 、 で ん わ い 
e 旅行 が 中 止 と な っ た の で 、 和 宿 の 主人 に お わび の 電話 を 入れ た 。 


誰 Dr FR か れ BA を し e じ ん 。。 みせ 。 か いけ い ま か 
* 彼 は 、 女 主人 か ら 店 の 会 計 を 任 さ れ て いる 。 
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し ゅ じん 


host/hostess of a tea ceremony etc. 呈 肝 居 ( 茶話 會 ) 号 引 手 到 オン 茶会 等 準 力 者 


@ イベ ント を 、 一 時 の 家 に 例え た と き に 中 心 と な る 人 だ か ら 


と し せん A ん のり きゅう し ゅ じん ちゃ か い も ょ お 
* その 年 に 、 千 利休 が 主人 と な っ て 茶会 が 催 き れ た 。 
た な か し e じ ん つと か い いち ど よ 
* 田中 さん が 主人 を 務め る 会 な ら 、 ぜ ひ 一 度 呼ば れ た いも の だ 。 
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し ゅ み 


個人 が 楽し み と し て いる 


こじ ん た の ごと 
本 計 個人 が 楽し み と し て いる 事 
hobby pastime / |S19] 土 22| 市 引 | 引 注 プ 人 人 営 得 有 朱 趣 的 事情 


ひと し ゅ み ちち が 
。 人 それ ぞ れ 、 趣 味 が 違う 。 
し ゅ み 
。 わ た し の 趣味 は 、 カ ラオ ケ で す 。 
すず し ゅ み ひろ 
。 鈴木 さん は 趣味 が 広い で すね 。 


趣味 友 : 趣味 を 同じ に する 友達 * 新 語 


あく し ゅ み ー ひん し ゅ み ひと 、 ふ や に 

悪 趣味 喘 : ① 品 の よく な い 趣 味 ② 人 が 嫌がる こと を わざ と 
た い ど 

する よう な 態度 


多 和 味 還 : 趣味 が 多い こと 


HL おもしろ 


人 あの 先生 は 多趣味 な 方 な の で 、 話 が 面白 い 。 


も の ご と この 
恒 還 物事 へ の 好み 
taste (in fashion,etc.) / 信 語 相本 土 2 を ・ 判 幹 プ 対 事物 的 喜 愛 


6 好み は 引 味 を 持つ た め の き っ か け に な る か ら 


。 この 中 の 価値 が 分 か る な ん て 、 い い 趣 味 で すね 。 
。 趣味 の いい 部 屋 で すね 。 

いろ ふく き ん し ゅ み も ん だ い 
。 どの 人 色 の 服 を 着る か は 、 個 人 の 趣味 の 問題 で す 。 
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と し わか だ ん し L ょ うじ ょ 
馬 頃 年 が 若い 男子 台 少女 
boy 912| 包 呈 オ オノ 年 総 的 男子 


お お いう ね ん あこ が や きゅう せん し ゅ 

・ イチ ロー は 、 多 く の 少 年 が 憧れ る 野球 選手 で す 。 
みせ こと < いう ね ん あぁ っ 

・ あの 店 に は 、 孤 独 な 少年 た ち が 集まっ て くる 。 


よう は うぅ ぶつ うし: うがっ こう ね ん せい ち 9 う が っ こう ね ん せい 
* の 用 法 で は 、 普 通 、 小 学校 1 年 生か ら 中 学校 3 年 生 ぐ ら 
か 
いま で の 男子 を 指す 。 


juveniles 912 ト 引 鍵 号 昌 年 綴 男 女 
だ ん し じょし ふく わか も の い み ひろ a 
@ 男子 だ け で な く 、 女 子 も 含む 若者 に 意味 を 広げ た か ら 


戦後 は 少年 の 犯罪 率 が 、 成 人 の それ より 高く な っ て いる 。 


きょう せい きょう な 


少年 院 : 家庭 裁判 所 か ら 送 られ た 少年 に 衝 正教 育 を 行 
人: : 少年 の 時 期 。 症 に 児童 期 の 後 導 


ょ う ね ん は ん ざし 


ころ 


う j 


[少年 犯罪 : 20 歳 未 漠 の 者 が 元 し た 犯人 
し ょ う ね ん ほう は ん ざ ! ょ ぶん る ほう りつ 
少年 法 : 犯罪 を 犯し た 少年 に つい て の 処分 を 定め た 法律 
せい し ょ う ね ん せい ね ん し ょ う ね ん わか ひと 
青少年 : 青年 と 少年 。 若い 人 た ち 


文化 ノー ト タ 現行 の 少年 法 で は 、 満 20 歳 に 満た な い 者 を 少年 と し て 扱 


時 お と こ (p66)、 お と な (p69)、 お ん な (p74)、 こ ども (p139) 
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汗 


ジュ ウ ( 果 汗 ) 


も の な か えき た い 
馬 順 物 の 中 に ある 液体 
juice / 同 利 告 可 騙 モ 包 刻 物体 中 的 液体 


し る し ぼ し 
e レモ ン の ? x 1 そう 。 
ン の 汁 を 絞り 出 そ う 


て くだ も の し る お お 2 
0 ・ この 果物 は 汁 が 多く て 手 が 汚れ る 。 
あお じ る り ょ ( よ う や さい し ぼ し る 
書 汁 緑 葉 野菜 を 絞っ た 汁 
は な じ る は な ね ん まく Rd えき たい 
鼻汁 : 鼻 の 粘膜 か ら 出 る 液体 時 [は な (上 鼻 )] 
か じ % う くだ も の し る 
果汁 : 果物 の 汁 
Ue3 に が し る つら けい けん く じ % う の 

苦汁 : ① 並 い 汁 ② 辛 い 経験 園 苦渋 を な め る ノ ズ 飲 む 


還 上 料理 に 使う 液体 


soup stock broth, sauce / 如 可 9 中 外す 引 王 名 秘 ズ 仔 菜 用 洛 料 
み も えき た い と くち ょ う に 
(@ うま 味 を 持つ 液体 と いう 特徴 が 似 て いる か ら 


Ni) 。 こ の 鍋 に 入っ て いる の は きっ き 作 っ た だ し 汁 だ 。 
さけ わ る gk 
・。 み りん と 酒 を 加え れ ば 、 か け 汁 の 出来 上 が り で す 。 
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し る 


[a 汗 物 ・ . 入 物 
| soup / 革 言 合 避 / 清 沈 、 羅 泊 


りょう り あら 5 わ 


上 
@ 特に 汁 を 味 わ う 料理 を 表す ー 


1 り > 汗 の 実 な ら 、 内 が いち ば ん お いし いと 刀 う 。 
> 。 ミ つま 汁 は 鹿児島 の 名 産 で す 。 


= ロ みそ : だ し 計 に 見 六 や 野菜 な ど を 入れ て 煮 た あと 、 み そ を 
溶かし 入れ た 汗 物 


た し ゃ じ ぶん 


匠 人 者 の 力 で 得 た 自分 の 利益 
profit from some elses effort 本 12| 習 足 謀 合 介入 引 引 ン 不 廊 面 狗 的 好 利 、 便 定 


《) 汁 の よう に こぼれ 出る 利益 を うま 味 ・ う まい 汁 に 例え て いる 


知 うま い 汗 を 吸う : 他 者 の 力 で 生ま れ た 利益 を 自分 の も の に する 
ii 例 ) いつ も あい つば か り が 、 う まい 汁 を 吸っ て いる 。 


よう は ほう か ん よう く あま し る 3 0 
* 國 時 の 用 法 で は 、 慣 用 名 の み 。「 甘 い 汁 を 吸う 」 と も 言う 。 
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し る し 


目立た せる た め に 残す 跡 


mark / 下 引 2 桂林 計 72 そ ン 泡 醒 目 面 留 下 的 印 足 


し Ke 


きょう か し ょ た いせ つ ぶ ぶん し る し 
教科 書 の 大 切な 部 分 に 印 を つけ る 。 
ひょう し る 2L ひと きょう さん か 
* この 表 に 印 が な い 人 は 、 今 日 の パー ティ ー に は 参加 し ませ ん 。 


こめ じ る し よ か た 
米 印 : 「※」 の 呼び 方 
め じ る し あと み わ ee の こ あと し 4 し 
目印 : 後 で 見 て 分 か る よう に 残し た 跡 ・ 印 
や じ る し よ か た 
矢印 : 「…」 の 呼び 方 
いん か ん ぶん し ょ お じ ぶん な まえ いん か ん お 
印鑑 : 文書 に 押す 自分 の 名 前 の スタ ンプ 印鑑 を 押す 
いん さ つ そ な き か い つか か み る も と す 
印刷 認 骨 : イン ク を 備え た 機械 を 使っ て 、 紙 に 文字 や 絵 を 刷 
EE 
いん し ょ う な に み き か ん 
印象 : 何 か を 見 た り 聞い た り し た と き に 持つ 感じ 
ょ うい ん じょう や く きょう て い むす 
調印 話 居 : 条約 や 協定 な ど を 結ぶ こと 
りょう こく し ゅ し ょ う へ べ へい わ じょう や く ちょ うい ん 
例 ) 両国 の 首相 は 、 平 和 条 約 に 調印 し た 。 
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し る し 


か ん じょう が いね ん あ 5 わ か た ち 
感情 や 概念 を 表す 形 
symbol, token / 社 9] 中 | 選 含 呈 軒 回 記 習 醒 グ 表 送 感情 及 概念 的 j 号 


が いね ん め 


(9 自 に 見 えな い 感 情 や 概念 を 、 目 に 見 える よう に し た も の だ か 


。 お 詫び の 印 に これ を 受け 取っ て くだ さい 。 


し 
は た か し ろ は と へ い わ し る し - 
の 如 s この 旗 に 描か れ て いる 自 い 鳩 は 、 平 和 の 印 だ 。 


よ ちょ う 


予兆 


portent / 季 ノ 孤 兆 
(9 自 に 見 えな い 未 来 の こと を 、 目 に 見 える 形 で 示す 現象 だ か ら 


* ッ パ メ が 低く 飛ぶ の は 、 雨 の 印 だ 。 
の * 大 雪 は 豊作 の 印 だ とい われ て いる 
oO AA ーー | EE で oO 
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末 


マツ (週末 )、 バ ツ ( 未 弟 ) 


end/edge (spatial location, position in a series) を 堂 引 人 | 崇 可 3 同 早 早 / 商 中 心 前 尽 基 之 姓 


配 計 中 央 か ら 離 れ た 終わ り の 所 


RRR ・ 彼女 は 新 太 社員 だ っ た の で の 席 に に 着い た 。 *「 来 の 席 」 は 、 


RL _] まれ な 用 法 で ある 。 
RRR は 
坦 


来 : 町 の 中 心から 外れ た 寂れ た 所 


まつ えい し そん 
子孫 
まっ せき さい か い しゃ じょう せき 
: 最 下位 者 が 座る 端 の 席 ら 上 席 
まっ た ん も の ご と は し そ し き いち ば ん し た 
: 物事 の 端 。 組 織 の 一 
まつ び も の ご と ぶん し 
森尾 : 物事 や や 文章 の 終わ り 
か ん まつ 
示 : 本 の 最後 ぐ 巻頭 
あや も の ご と は じ お けい い あと し ょ り 
| 始末 : 物事 の 始め と 終わ り 。 尾 旨 ② 四 四 後 の 処 理 を する 
し よう まっ せつ 


ロロ 槻 業 末 彼 : さほど 大 事 で は な い 部 分 
粗末 回 : 上 等 で な いこ と 。 物事 を いい か げん に する こ と 


端末 : (サー バー に 対し て ) 使用 者 が 入出 力 を 行う パソ コン な 
どの 情報 
文 未 : 文 の 終わ り の 部 分 


ほん まつ て ん と う 


本 未 転 倒 : 大 事 な こ と と 、 此 細 な こと を 取り 違え る こと 
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き か ん 


必 則 ある 期間 の 終わ り 


end (of a period)/ 相思 2] 社 引 理 / 茶 條 時期 和 


いっ て い き か ん 


(@ ある 一 定期 間 を 考え た と き に 、 端 に 当たる 


らい げ つ 。 すえ お お じん じ い どう 
* 来 月 の 未 に 大 き な 人 事 異動 が ある 。 
ぎ じゅ うし ゃ ぜん いん 


* 技術 者 全員 の 昔 / 心 の 未 、 6 この 新 製品 は 完成 7 


まっ き も の ご と お ころ し る びょう き ひと じ 
[」 末期 : ① 物 事 の 終わ り の 頃 ぐ 初期 ② 病 気 な ど で 人 の 死ぬ 
すん ぜん 
寸前 
まっ き て き し L ゅ うま つ す ん ぜん すく 
[ ] 未 期 的 詳 : 終末 寸前 の よう に 、 救 い が た い ほ ど ひ どい 
つじ つっ き か ん つき さい し 9 ぁ う ぴ 
末日 : ある 期間 ・ 月 の 最終 日 
まつ きこ げっ つま っ ね ん まつ せい き まつ 
口 ^ 来 : 期間 の 終わ り 例 ) 週末 、 月 8 、 世 紀 
の ② えい じょう き し ゅ 
口上 : 信 党 上 の 期間 の 終わ り の 期 
口 結末 : 最後 の 結果 
ば ぱく まつ き ころ 
| 幕末 : 江戸 墓 府 の 来期 の 頃 


いま よ な 


知世 も 未 : 今 の 世の中 が と て も 乱れ て いて 、 も う 終 わり だ と い 
DE 


hi 将来 | 
| 


= 
| 
| future / せ 可 グ 和 将来 


げん さい ちゅ うし ん み らい そうとう 


| 現在 を 時 の 中 心 と 考え た と き 、 特 に 端 は 未来 に 相当 する か ら _ | 


・ や れ や れ 今 か ら あ ん な 調子 じゃ 、 示 が 思い や られ る よ 。 
。 苦 な ら 未 は 博士 か 大 臣 か と 言わ れ た が 、 大 臣 の 地位 も 下がっ 
た も の だ 。 
コロ 杜 しい : 将来 どう な る か 没 ろ し い ほ ど だ 
し ょ うら い けい よう し 
コロ 末 長 く 目 遠い 将来 まで ずっ と * [ 来 長 い 」 と いう 多 容 詞 
は な い 。 


口 来 し 方 告 く 来 : 人 の 過去 と 未来 
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さい ご 3 と 
最後 に 生ま れ た 子 
youngest child in a family 村人 4 叶 中 本 記せ ol9| プ 最 后 出生 的 後 子 


っ) う じゅ ん 。 な ら は し < に 
@ 子供 を 生ま れ た 順に 並べ た と き に 、 端 に 来る 子 だ か ら 


R か れ すえ も すめ め な か い いた 
に TO 。 彼 は 未 の 娘 を 目 の 中 に 入れ て も 痛く な い ほ ど 、 か わい が っ て 
いた 。 
る @ の の < に 私 は 4. ん きょう だ し の 来 で す 。 
すえ さい 


文化 ノー ト 数 字 の 8 は 漢字 で 表記 する と 「 八 」 で あり 、 だ ん だ ん 広がっ て いく 形 で あ 
すえ ぇ ひ Z すう じ 
る た め 、「 未 広がり 」 と 呼ば れ て いい 数 字 と きれ て いる 。 
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ほそ な が ひと つづ 


細長 い 一 続き の 道 や 線 


は & し 。 な が 


話 の 流れ 


か ん けい 。 つよ 


関係 の 強い 所 


けっ か ん 


浮き 上 が っ た 血管 


ほそ な が ひと つづ 


本 名 細 長い 一 続き の 道 や 線 
line, road, stream グ 邊 登 刃 3 旬 dl る 39] 証 ノー 人 条 押 区 的 道路 及 佐 条 


わ 


AN ・ 川治 い の 筋 が 山 へ 行く 近道 で す 。 
6 < 秦 に 本 の 筋 が 走っ て いる の が 見 えま すか 1 
ク 。 彼女 は それ を 聞い て 、 一 筋 の 涙 を こぼし た 。 
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すじ 


口 筋金入り : 中 [か ね ] 還 
すじ そ みち い ど うす じ お ね か 
筋 : 一 に 沿っ た 道 例 ) 街道 筋 尾根 筋 、 川 


[ ] に さろ 
」 売れ筋 : よ く 売れ て いる 商品 
口 道 若 : 通り 首 


も の ご と i 
古物 事 の 


coherencw logic 代理 引 互 可 道理 、 条 理 
と う ぜ ん どう り ひと つづ みち た と に 
2 当然 の プロ セス や 道理 を 、 一 続き の 道 に 例え て いる 


〇 1 う 2 うぅ うす 議題 3 より 、 議題 2 を 先 に 放し 合う の が 筋 で し ょ う 。 
せい じ か 3) 
・ 政治 家 の 圧力 で 記事 に し な いな ん て 、 筋 の 通ら な い 話 だ 。 
ペペ | うう づ うう メ すじ ち が ん と うち が 


違い : 道理 に 外れ て いる こ と 。 見 当 信 い 
ほん すじ せい と う どう 


筋 : 正当 な 道理 。 そ も そ も の 話題 


dz し な が 
衣 居 話 の 流れ 
Plot (of a story) 919FZ] 3 詩 言 プ 情 帯 、 笑 題 展 井 


みち すじ た と 


(@ 時 間 の 流れ を 、 起 点 か こ 続く 道筋 に 例え て いる 


これ 以上 、 筋 を 開か され る と 犯人 が 誰 だ か 分 か っ て じ ま う 。 


ご る の の ) と うじ し ょ うじ ん ぶつ 
還 U | の の この 小説 は 登場 人 物 が 多 す ぎ て 、 時 々 、 筋 が 混乱 する 。 
お お すじ も の ご と が いよ う 
[ : 物事 の 
匠 時 関係 の 強い 所 


source of information, closely associated person/organization / 半 列 | 忍 多 天 / 有 半 方 面 、 血 舌 、「 第 
か ん けい ひと つつ る みち 。 た と 
2 つなが っ て いる 関係 を 、 一 続き の 道 に 例え て いる 


た し すじ じょう ほう 
e こ れ は 確か な 筋 か ら の 情報 で す 。 


関係 筋 : ある 事 に 関係 ある 人 々 や 機関 


し ょ うそ くす じ 


較 | 消息 筋 ある 事 の 事情 に つい て 、 表 く 知っ て いる 機関 や 人 
例 ) 消息 筋 に よ る と 、 あの 女優 は 先週 で 入院 し て いた らし い 。 


ち すじ ち けっ と う 
| 血筋 : 血 の つ な が り 。 血統 
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けっ か ん 


匠 時 浮き 上 が っ た 血管 


raised blood vessels 草 狼 肝 呈 計 選 半 突 出 的 血管 


けっ か ん 


@ 血管 は 、 皮 膚 の 上 か ら 一 続き の 道 の よ うに 見 える か ら 


ちち 0 ひたい すじ た お こ 
く * 父 は 額 に 筋 を 立て て 怒っ た 。 
ろう じん すじ う で で ぜん ぼう し め 
* その 老人 は 、 筋 の 浮き 出 た 手 で 前 方 を 示し た 。 


入内 


muscle 記号 筋肉 、 肌 陶 
きん に く ひ ふ うえ LA すじ み SS 
2 筋肉 は 皮膚 の 上 か ら 筋 の よう に 見 える か ら 


か 5 だ すじ の うん どう 
*・ ス トレ ッ チ は 体 の こわ ば っ た 筋 を 伸ばす 運動 で す 。 
れん し ゅ う 59 う 


・ 練 習 中 に 、 左 足 の 筋 を 痛め て 病院 へ 行っ た 。 


口 疾 : 間 の 後 


口 筋 肉 伸縮 性 を 持つ 動物 の 肉 の 部 分 


に Es 
固い 繊維 
| tough fiber, string (in beans) 尽 忌 斉 書生 の 員 不 効 的 針 伏 、( 植 物 ) 筋 


じん た し 


| 野 葉 を 人 体 に 例え た と き の 、 従い 散 肉 の よう な 部 分 だ か ら 


e サヤ エン ドウ の 筋 を 引い て か ら 、 水 に 5 分 ほど 漬け ます 。 
で 、 s セロ リ の 筋 は 固く て 食べ られ な い 。 
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くう か ん 


酸 計 空間 の 角 を 内 側 か ら 見 た 所 


corner (of room, etc.) ざ 社 引 豆 号 9| 言 徐 引 付 臣 天 / 内 側 看 得 児 的 空 同一 介 角 落 


・ 部 屋 の 陽 に ご み 箱 が 置い て ある 。 
。 彼 女 は 引き 出し の 隅 に 、 い つも 指輪 を 置い て お く 。 


こと ば 


隅っこ : 隅 に 親しみ や 軽 蔵 を 込め て いう 言葉 


すみ すみ は ん い 。 すべ 
旬 隅 か ら 隅 まで : 範囲 の 全て 


[0a] 空間 の 自立 た ぬ 所 


nook, small corner を 合 3 引 起 慰 屋 世 天空 同 内 不 醍 目 之 久 
ひと め と く 5 ょ う に 
@ 人 の 目 に つき に くい と いう 特徴 が 似 て いる か ら 


。 そ の 事件 は 新聞 の 隅 で 小さ く 報道 さ れ た 。 


ろう じ ょ 


。 デ 人 の 老女 は 町 の 隅 で ひっ そり と 暮らし て いた 。 


すみ ずみ 


2 月 立た な いと こ ろ 全 て 
多 大 掃除 の 時 は 、 家 の 隅 々 まで 磨く こと に し よう 。 
か た すみ 


拓 剛 : 中 心から 外れ た 目立た ぬ 所 。 
克 その 町 の 同 隅 に は 、 震 ほけ た 小さ な 教会 が あっ た 。 
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すみ 
さい の う けい けん 


殺 隅 に 置け な い : 意外 な 才能 ・ 経 験 ・ 知 識 な ど が あっ て 軽視 で き 
な い 
ここ る 
硬 罰 の 中 の わずか な 部 分 
"3 corner (of one's mind) / 相 全 信 9] | 人 千早 プ 心中 某 條 角 医 


て こう くう か ん か ん が 


(9 や を 人 前 と 考え た と き の 、 手 いか 科 か に ある 所 を 実 す 


お き な と き な つ お も Di 3 すみ の こ 

* 幼い 時 の 懐か し い 思 い 出 が 、 心 の 隅 に 残っ て いる 。 
か れ トイ すご うた が 

* 彼 の こと を 、 心 の 隅 で 少し だ け 疑 っ て し まっ た 。 


叶 か ど (p85) 


せ か い 


げ い じゅ っ か さく ふう 


芸術 家 が 作 っ た 作 
の 範囲 


ち きゅう ぜん こっ か ぜん ち いき 
配置 地球 の 全国 家 ・ 全 地域 
the world (earth) スズ 子 引 生 外 ・ 旬 天 引 プ 地球 上 的 全部 国家 、 整 介 地区 


< 世界 の 平和 を 祈る 。 
せ か いし じゅう ひと びと じ けん ちゅ う も く 
* 世界 中 の 人 々 が その 事件 に 注目 し た 。 


世界 一 : 全 世 界 で 一 番 ' 

日 世界 史 : 誠人 ke 日 本 で は 高校 の 科目 

世界 大 戦 : 世界 的 大戦 WW 2 は 第 二 次 世界 大 戦 の こと 
人 間 失 の 全て 。 世 提 四 


例 全 世界 の 平和 は 、 簡 単に 成し遂げ られ る も の で は な い 。 


ぜん た い 


吊 罰 ある テー マ の 下 の 全 体 
world (of animals/business/etc.) プ 引 本 台 剤 神 刊 特定 主題 下 的 整体 


@ ある テー マ に お ける 全て は 、 限 定 され た 世界 だ か ら 


お ん だ ん か どう ぶつ せ か い えい きょう 

本 * 温暖 化 は 動物 の 世界 に も 影響 が ある 。 
い し ゃ せ か い た が し % う にゅ う ぶ 

9 雪 ・ 医者 の 世界 で は 、 互 い の 収入 に つい て は 触れ な い の が ルー ル 
だ 8 


せ か い も う 
* ビジ ネス の 世界 は 、 た だ 儲 か れ ば いい と いう も の で も な い 。 
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『 げ い be っ か | 
[1a] 祭 術 家 が 作っ た 作 員 の 範囲 | 
ei artistic world/cosmos ノ 串 告 フフ ト 吾 王 9] 要 舎 菩 引 軸 多 ズ 世 木 家 的 合作 作 帳 落 還 | 

と く て い 。 げ い bw 1 
€ の 特 定 の 芸術 家 の テ ー マ に 焦点 を 当て て し \ る か ら _ | 


* 美術 館 で ビ ピカ ツ の 世界 を 満 央 し た 。 


s バル セロ ナ で ガウ ディ の 世界 を 体験 し た 。 


8 よ 。 な か し ゃ か い 
凡 世の中 ・ 社 会 
world, environment, society / 公 谷 ・ 條 選 プ 人 世 、 社 会 、 行 普 、 交 子 


ひと びと 


(@ 世界 の 人 々 が 作り 出し た も の だ か ら 


時 8 所 則 。 彼 女 と は 住む 世界 が 違う の で 、 結婚 で き な い だ ろ う 。 
み ち だ いい っ ぽ 
価 < 未知 と の 出会い は 、 新 し い 世 界 へ の 第 一 歩 で ある 。 
沈 
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seat / 刷 す 全 ン 池 娘 、 位 子 
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も た し せき みぎ れつ いち ば ん まえ 
e 私 の 席 は 、 右 の 列 の 一 番 前 で す 。 
は や せき つ 
。 早く 席 に 着き な さい 。 
で ん し ゃ な か を も よ せき ゆず 
< 電車 や バス の 中 で は 、 お 年 寄り に 席 を 譲り まし ょ う 。 


誠 え 2: 教室 な ど で 座る 席 を 符 え る こ と 

日 相席 攻 : 飯食 店 な ど で 別 の 客 と 同じ テー プル に 着く こと 
例 ) た だ いま 相席 に な り ま す が 、 よ ろ し いで し ょ うか 。 

昌和 : 骨 場 な どの 座席 


[| 空席 : 誰 も 座っ て いな い 、 冠 い て いる 席 

口座 蘭 : 乗り 物 や 劇場 な どの 座る 席 

指 諾 : 劇場 や 列車 な ど で 、 座 る 人 が 決め られ て いる 席 
自由 訂 : 劇場 や 列車 な ど で 、 誰 が 座っ て も よい 席 

依 諾 図 皿 : 席 を 離れ て 、 そ の 場 を 去る こと 

例 慎 っ た 大 使 は 退席 する と 、 二 度 と 戻ら な か っ た 。 
着席 攻 田 : 席 に 座る こと 

例 ) 私 た ち が 着 席 す る な り 、 場 内 は 真っ 剛 に な っ た 。 


せき 
げき じ 


口 満席 : 劇場 乗り 物 な どの 座席 が 全て ふさ が る こ と 


せき は ず は な 


師 席 を 外す : 一 時 、 席 を 離れ る 
も う せ は ず 
例 ) 申し 訳 あ り ま せん が 、 常 務 は た だ いま 席 を 外し て お り ま す 。 


か いじ ょ う 場 所 
必中 会 坦 
venue, meeting place / 司 せ ・ 入 を ノ 会 均 、 協 所 


せき 。 い 


《) 座る 席 を 一 部 と する 、 会 場 の 全体 に 意味 を 広げ た か ら 


た いせ つ いわ せき よ ば ぱら 

* 大 切な お 祝い の 席 な の に 、 酔 っ 払っ て し まっ た 。 
ちか は な あ せき も う よ て い 

e 近い うち に 話し 合い の 席 を 設け る 予定 だ 。 


せき じょう か ! い ご う 


口 護 上 : 会 合 な どの 場 


か ん げ い か い 。 せき CU ょ う せん む 。 か あい きつ 
例 ) 歓迎 会 の 席 上 で 専務 の 代わ り に 挨拶 を し た 。 
せき りょう 


ロ 詞 料 : 部 屋 や 場所 な ど を 借り る 料 人 

ロ 欠 麻 還 : 授業 ゃ 会 1 谷 に 出 な いこ と ら 昌和 

画 還 イス ル : 授業 や 会 合 谷 に 出る こと 次 識 

同 訂 較 力 : 同じ 会 場 に いる こと 人 


例 ) その パー ティ ー で は 、 ラ イ バ ル 会 社 の 社長 同士 が 同席 し た 。 


" せき ぁ ら 5 た いま お あら た べつ き か い ば し ょ 7 を 
大 席 を 改め る : 今 は 終わ り に し て 、 改 め て 別 の 機会 や 場所 を 用 
い けん せ あら 5 た は な あ 
意 する 例 ) その 件 で し た ら 、 席 を 改め て 話し 合い まし ょ う 。 


順位 い 


且 昌 地位 
Position,rank 伸 ・ 外 泊地 位 、 席 次 、 排 名 


ち し ょ うち ょ う て き 


その 席 に 着く 人 の 地位 を 象徴 的 に 示す か ら 


<60 歳 に な っ た ら 、 皿 子 に 社長 の 席 を 謀 ろ うと 也 
ば ん ぐみ し か い せき 


多く の タレ ント が その 人 気 番組 の 司会 の 席 を 独 


せい せき 


導 放 成績 や 順 カ ' 最 高 で ある こと 
便 ) 彼 は あの 名 門 大 学 を 首席 で 卒業 し た そう だ 。 
未 席 : [すえ る 」 硬 中 
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ひと どう し (ぶっ 
本 呈 人 や 動植物 の 面倒 を 見 る こと 
care (for a person/animal/plant) グ 針 講 9] 時 宮 名 昌信 時 汗 避 芯 錠 ノ 照 原 人 、 照 料 植物 


・ 族 沙 に 連れ て 行っ た り 、 体 を 洗っ た り 、 犬 の 世話 は 大 変 だ 。 
・ こ の 本 は 世 藻 を し て いな い の に 、 自然 に 大 き な 実 を つけ た 。 


ろう じん 


*。 この 老人 ホー ム に は 、 食事 や 掃除 の 世話 を する 人 が 足り な い 。 


世話人 ノ 役 : 世話 を する 人 。 特 に 団体 の 運営 に 中 心 的 に 携 わ 
ひと 
系 


知世 話 に な る : 個人 や 組織 の 保護 ・ 援 助 を 受け る 
りゅう が くち ゅ う げん ち せん せい が た た い へ ん せ わ ね 
例 ) 留学 中 は 、 現 地 の 先 生 方 に 大 変 お 世話 に な っ た 。 
せ わ や じ ぶん すす ひと えん じ ょ 
名 世話 を 焼く : 目 分 か ら 進ん で 人 を 援助 する 
いち に ち じ ゅ う 


例 ) 彼女 は 時 間 が あれ ば 皿 子 の 家 を 訪れ 、 一 日 中 世話 を 焼い て 
いる 。 
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pp ふ た ん . 舟 吉 
[Oa 負担 
| burden, trouble 早 呈 ・ 羽 言 包 妊 グ 鱗 担 、 麻 類 


めい わく し ょ う 


© 世話 を し た 結果 、 負担 や 館 惑 が 生 じ る こと が ある か ら 


8 。 まっ た く 、 世 話 が 焼け る 子供 だ 。 *「 世 話 が 焼け る 」 = 面 
〇 どう 
倒 な 
お や せ われ ひ で は じ 
らら ・ 親 に 世話 を か けた く な い の で 、 一 人 暮らし を 始め た 。 


じ ぶん 4 えん じ ょ 


和 大 き な お 世話 : 相手 が 自分 の た め に 保護 ・ 援 助 し た こと が 、 自 
ぶ めい わ 
分 に は 迷惑 な こと 
か れ し ん せつ し ん み あ すす も た し 
例 ) 彼 は 親切 心 で お 見 合い を 勧め て くれ た よう だ が 、 私 に と っ 
お せ わ 
て は 大 き な お 世話 だ 。 
名 世話 [が ] に あき れる ほど どう し じょう も な い 
例 ) 自分 が 掘っ た 穴 に 落ち た の で は 世話 が な い 。 


し ょ うか い 


攻 還 人 を 紹介 する こと 
| Pe introductions / 外 内 儲 便 村 言 可 ログ 介 短 


し ょ うか い 


@# 世話 の 中 で 、 特 に 紹介 や 伸介 に 関す る こと を 表す 


し せ わ か いし ゃ は た 5 
* 知り 合い に 世話 を し て いた だ き 、 その 会 社 で 働く こと に な っ 

735 

た びさ き 


。 旅先 で 病気 に な っ た が 、 い い 医 者 を 世話 し て も ら っ た の で 助 
か っ た 。 


文化 ノー トク これ か ら 誰 か に 世 攻 を か ける と き は 、 前 も っ て 「 お 世論 に な り ま す 」 と 
感謝 の 気持 ち を 表す 。 ま た 、 手 助け を 受け た 後 は 、「 お 世話 に な り ま し た | 
あい さ つ 


と 挨拶 する 。 


183 


せん せい 


た に ん 


他人 に 何 か を 教え る 人 


た に ん な に お し 。 の と 
本 呈 他人 に 何 か を 教え る 人 
instructor, teacher / 吐 琶 外 涯 相 刈 早 中 人 言 人 王 天 記 信司 教 別人 学会 


茶 事 的 人 


けい えい ひょう ろ ん か 


9 友和 詳 論 家 の 今村 先生 に お 話し いた だ きま す 。 
こち ら は 私 の 生け 花 の 先生 で す 。 


RRR 


が っ こう きょう いん 


ICE の の 教員 


school teacher, professor / 串 豆 引 冬 交 学校 的 教員 
だ いひ ょ う て き 


@ 教え る 人 の 中 で 、 学 校 の 教員 は 代表 的 な 存在 だ か ら 


・ 私 た ちの 英語 の 先生 は 、 夏休み に アメ リカ へ 行っ た 。 
た な か せん せい 


* 田中 先生 、 歴史 の テス ト は 来週 の 何 曜日 で すか 。 
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せん せい 


し どう て き 。 た ちば で ひと 
政男 指導 的 な 立場 に ある 人 
es mentor | 選 人 %| 引 盆 引 史記 外形 グ 引 手指 号 立 協 的 人 


し どう て き 。 た ちば 


の) 指導 的 な 立場 に ある 人 は 、 多く の 場合 教え る 立場 に ある か ら 


・ 神経 痛 に な っ た か ら 、 いつ も の 背 院 で 先生 に 診 少 て も ら お う 。 
。 あ の 弁護 土 の 先 生 は 、 年 収 1 億 円 だ そう だ 。 


用 法 ノ ー ト クノ 1 2 他人 に 知夫 な の で 、 自分 の を 言う 上 は [人 
師 ] を 用 いる 。 
x 私 は ピア ノ の 先生 で す = 〇 私 は ピア ノ の 教師 で す 。 
2 カタ カナ で 「 セ ン セ イ 」 と 表記 する と 、 か ら か っ た 印象 に な る 場合 が 
ある 。 
例 ) どう や ら そ の セン セイ 、 文 法 が まる で 分 か っ て いな か っ た らし い 。 
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よう き も 2 と ひく < に 3 
騙 叶 容器 や くぼみ の 最も 低い 所 
bottom (of a vessel/depression/etc.) ユ 芝 9] 中 音 昔 媒 天 引 オオ 喘 当 天 プ 容器 及 思 外 的 最低 部 分 


びん そこ まる 
* この 瓶 は 底 が 丸く な っ て いる 。 
か わ よ まき > み 
。 川 が 汚れ て いる の で 、 底 が 見 えな い 。 
か いて い うみ し た 
口 衝 旗 : 海 の い ちば ん 下 


し ゅ ゆう せ き ぶつ 。 すう ち 


[0al 集積 物 や 数 値 の 最も 下 


bottom (of a pile), lowest / 堂 主 妊 9| 財 本 列 引 人 オ 9 ト 引 プ 堆 税 物 的 最低 久 、 数 値 的 最 下限 
| さる そ を に だ 
@ 見 た 目 が くぼん で いて 、 底 と 似 て いる か ら 


|  。 季 稚 の 許 は アラ ジル か ら の コー ヒー で し た 。 
。 こ の 会 社 の 株 価 は 、 今 が 底値 で す 。 
后 底 を 突く : ある 物 が 全て な く な る 
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じ ぶ つ さい ご み に る 
事物 の 最後 の 見 えな い 所 
back of one's mind, hidden depths, profoundness 人 語 中 中 召 ら 足 呈 9|2| 癌 言 天 内 心 深 邊 、 深 
洲 ( 礁 以 看 見 的 部 分 ) 


6) 話 は 説き こん で も よく 見 えな いよ うに 、 事 物 の 最後 は な か な か 分 か ら な いか ら 


か れ ここ ろ 吉 さ う 5 な し あ 
° 彼 は 心 の 底 まで 占い 師 に 明か し た 。 
* あの 人 の 交渉 の 力量 は 底 が 知れ な い 。 


[ 鹿 抜 け : 極端 に 度 が は ずれ て いる こと 
み 本 ひと いち まん えん か ひと そこ ぬ 
例 ) 見 ず 知 ら ず の 人 に 一 万 円 も 貸す な ん て 、 あ の 人 も 底抜け の 
ひと 
まじ だ ね 。 
時 か 5 だ お く きび さむ 
底 冷え 図 詳 : 体 の 奥 ま で し みる よう な 厳し い 寒 さ 
ゆう そこ ' が ふ と ん いち まい ほ 
例 ) 夕べ は 底 浴 え が し て 、 布 団 が も う 一 枚 欲 し か っ た 。 
$ く そこ お く ふか 
国 奥底 ・ 奥 の 深い と ころ 
だ れ ここ みろ お くそ こ ひと 2 よく ぼう ひそ 
例 ) 誰 で も 心 の 奥底 に は 、 人 に は 言え な い 欲望 が 潜ん で いる と 


と とこ 


う 。 


ol 


旬 底 が 浅い : 内 容 に 深み が な い 
4 し し ょ うた い わ 
旬 底 が 知れ る : 正体 が た や すく 分 か っ て し まう 


本 mm キー は ーーー ニー ニー 
文化 ノー ト み 「 上 げ 底 |] と は 、 底 を 上 げ て 作っ た 容器 の こと 。 多 く の 場 合 、 上 げ 底 の 箱 
い し な も の う き ご う か な か きき は い 
に 入れ た 品物 は 、 容 器 こそ 豪華 だ が 中 身 は 少し し か 入っ て いな い 。 
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外 


ガイ (外国 )、 ゲ (外科 )、 ほ か ( 外 )、 は ず ( 外 す 、 外れ る) 


は ん い 。 。 で ぶる ん 
配置 ある 範囲 か ら 出 た 部 分 
outside / 可 還 一 羽 史 付 思 引 巳 呈 埋 ズ 超 出 某 蓄 園 的 部 分 


は くせ ん そ と 


白線 の 外 に 出 な いで く だ さい 。 
か れ - わ だ い か ん し ん そ と = 
彼 に と っ て その 話題 は 関心 の 外 の よう だ 。 


が い ぶ も の そ と が わ ひと そ し き な い ぶ 
[外部 : 物 の 外側 。 よ その 人 や 組織 < 内 部 

い が い と く て い は ん い そ と 
以外 : 特定 の 範囲 の 外 

い が い よ そう ち が 
口 意外 園 : 予想 し て いた こと と 違う 

い が い ひろ ば は い だ い 

例 ) 意外 な こと に 、 そ の 広場 に 入れ る の は 男性 だ け だ っ た 。 
ご うがい じゃう だい こと お りん じ は っ こう し ん ぶん 
号外 : 重大 な 事 が 起き た と き に 了 臨時 に 発行 する 新聞 
ジ ょ が い と く て い は ん い と の ぞ 
除外 図 中 : 特定 範囲 か ら 取 り 除く こと 
ろ ん が い ぎ ろ ん は ん い は い みん 科 キキ 
論外 園 : 議論 の 範囲 に 入ら な いこ と 。 論 ずる 価値 の な いこ と 


188 


トイ ー 


暫 敷 眉 の 外 : 内 情 が 分 か ら な い 所 に 置か れる こと 
か や か し ん に W う ふせ し ん し つ ご ) あみ 
*「 数 由 ] = 改 の 侵入 を 防ぐ た め に 疲 室 に 市 る す 綱 
例 ) その 計画 に つい て は 、 彼 は すっ か り 敷 帳 の 外 だ 。 


「 1 4 


external, out 性 天外 面 


ゅ うだ ん 。 は ん し 


(@ ある 集団 を 範囲 と し た 場合 の 、 そ の 外側 だ か ら 


ゆう は ん 


* タ 飯 は 外 で 食べ て く る こ と が 多い 。 
二 ほ 
・ 孔子 は 革 え ん 坊 だ が 外 で は し っ か り し て いる と 作 め られ る 
こと が 多い 。 
【 ょ うほ う そ と も 
s この 情報 は 外 に 漏らし て は いけ な い 。 
が いあ つ な いあ つ 


人 : 外部 や 外国 か ら の 括 E カ @ 内 圧 
見 : 外 か ら 見 た あり さま 
口外 交 : 外国 と の や り と り 


が いこ く に ほん くに だ こく 
口外 国 : 日 本 で は な い 国 。 他 国 
が いし ゃ 。 が いこ くせ い じ どう し ゃ 


[] 外車 : 外国 製 の 自動 車 

ロロ 外出 正四 : よそ へ 出かけ る こと 

外食 較 2 : 家 の 外 で 食事 を 取る こ 科す その 食事 
ロロ 外 回 : 秘密 を 外 に も ら す こと 


exterior / 芝 財 プ 表面 


そ と が わ 


| @ 表面 は ある 空間 の 外側 に 接し て いる か ら 


。 箱 の 外 は ビー ズ で 和 飾り 付け きれ て いた 。 
hy プ の 外 に 水滴 が 付い ゝ て いる 。 
口外 面 : 物 の 外 の 面 。 見 かけ ら 内 画 


げ か 


口外 科 : 手術 な ど で 直す 医学 の 分 野 
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3 


outdoors グ 生 避 (君主 9|] 叶 逢 引 時 ) 屋外 
(@ 自分 が いる 家屋 や 建物 の 外 は 、 個 人 に と っ て 外 の 中 で 際立っ た 存在 だ か ら 


* 外 は 雪が 隆 っ て いる 。 
と いこ そ と で ゆき oR 
e 小屋 か ら 外 に 出 た ら 雪 が 降っ て いた 。 
へ 系 と あ た いり ょ 〈 つ 
。 子供 の うち は 、 外 で た くさ ん 遊ん で 体力 を 付け た ほう が いい 。 


は じ 


殺 恥 も 外 聞 も な い : 恥じ る 気持 ち も な いし 、 世 間 体 も 気 に し な い 


時 うち (p.55) 
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た だ 


無料 


free of charge / 至 豆 / 不 要 銭 、 免 彰 


。 ジ ュー ス の 試供 品 が た だ で 配ら れ て いる 。 
。 こ の 遊園 地 は 入る だ け な ら た だ だ 。 


た だ 取り 図 中 : 無料 で 何 か を 得る こと 

の りょう きん は ら の も の の ふ せい こう い 
口 た だ 業 り 医 : 料金 を 払わ ず に 乗り 物 に 乗る 不正 行為 
た だ 働き 田 : 報酬 な し で 働く こと 


思 た だ ほど 高い も の は な い : た だ で 何 か を 貰う と 、 頼 まれ ご と な 
た か 
ど で か えっ て 高く つく と いう こと 


層間 題 が な いこ と 
without trouble / 至 利 鹿 合 / 滋 回 題 、 対 得 去 
(@ 間 題 が ある こと を お 金 が か か る こと に 例え て 、 そ れ が な いこ と だ か ら 


。 こ の こと が 世間 に 知れ た ら た だ で は 済ま な い 。 


ーー やう 
っ 4 あら も ん だ いみ ご AA る お 
只 WR 8 。 新 た に 聞 題 が 見 つか っ た ら 、 今 度 こ そ た だ で は 置か な い 。 


* 芽 軒 の 用 法 で は 、「 た だ で は 済ま な い ] 「 た だ で は 購 か な い 」 
ひ て い ご さ お う 
の よう に 人 可 定 語 と 呼応 する 。 
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た だ 


EE 


| MA ・ 翌 選 ノ 普 通 、 平 凡 | 
| な も ん だ い か ふみ ヵ か お お | 
2 取り 立て て 問題 が な いと 、 可 も な く 不 可 も な いこ と が 多い か ら | 


ご れ 


だ ば た お 。 す ひと 
誰 で も 二 十 歳 を 過ぎ ざれ ば た だ の 人 だ 。 
。 今日 は た だ の 寒 き で は な い 。 


口 た だ 事 : 普通 の こと * 杏 定 語 と 呼応 する 。 

Nt ぇ ぎ L ゅ 2 せ 

例 ) 人 自ら 営業 会 に 出席 と は 、 た だ 事 で は な い だ ろ う 。 
ふ つう ひと ひび てい マ 

[中 た だ 者 : 普通 の 人 * 耕 定 語 と 呼応 する 。 

あじ つ 


例 ) この 味付け の 秘密 を 見 抜く と は 、 彼 は た だ 者 で は な い ぞ 。 
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じ な 


手品 の 仕掛 け 


りょう り ぐ ざし 


理 の 具 材 


seed 公主 | 諸島 司 得 忌 泊 9] 林 記 ス ノ 丁 物 秋 芽 的 克 ル 


中 植物 が 芽 を 出す 元 


き ょ ね ん た ね め 9 
去年 まい た 種 か ら 芽 が 出 た 。 

た ね た 
ひま わり の 種 は 食べ られ ます 。 


種まき 回 : 田畑 に 種 を まく こと 

変わ り 種 : 普通 と は 違っ た 種類 の も の 

種子 : 種 の 専門 的 な 呼称 

種族 : 同質 の 部 類 に 属す る 動植物 や 集団 

種類 : 形 や 性 質 が 似 て いる も の を カテ ゴリ ー に し た も の 
ネー 種 、 多 種 、 雑 種 と いっ た 言い 方 も ある 。 
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た ね 


せい し 
精子 
sperm ガン 精子 、 衝 


どう ぶつ う 


(@ 種 を 植え る と 植物 が 生ま れる よう に 、 精 子 が 入る と 人 や 動物 が 生ま れる か ら 


ろう じん じ ぶん ご だ ね っ 
ヽ ! その 老人 は 自分 に は 子 種 が な か っ た と 告げ た 。 


た ね うま は ん し ょ 〈 か お す うま 
[] 種馬 : 繁殖 の た め に 飼 わ れる 雄 の 馬 
た ね つ ゆう りょう お す めす こう は い 
種付け 回 : 優良 な 雄 を 雌 に 交配 きせ る こと 


こ だ ね せい し 


子 種 : 精子 


ノ 
= a うま いん た い ご すう じっと う めす うま た ね 
ジン ・ あの 馬 は 引退 後 、 数 十 頭 の 雌 馬 に 種 を つけ た 。 


げん いん KN 
原因 ・ よ り ど ころ 


cause/ 涯 1 ・ ゼ オン 原因 、 起 因 


し ょ ぶつ げん 


(@ 種 か ら 植物 が で きる よう に 、 あ る 原因 か ら 物 事 が 生じ る か ら 


か の じ ょ な や た ね も すめ べ ん き ょ う 
* 彼女 の 悩み の 種 は 娘 が ちっ と も 勉強 し な いこ と だ 。 
ぉ と こ まち めし た ね 
e あの 男 は 町 の トラ ブル を 飯 の 種 に し て いる 。 


|[2al 手品 の 仕掛け 
| secret (to a magic trick) 中 査 引 涯 可変 臣 法 的 捧 容 
|@ 手品 の より どこ ろ は 、 特 に 仕掛 け に ある か ら 


。 メイ ソン 氏 の マジ ッ ク は 、 ま っ た く 種 が 分 か り ま せん 。 
た ね あ い 
s 種 を すぐ 明か し て は 、 プ ロ の マジ シャ ン と は 言え な い 。 
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た ね 


は な し だ いざ い 
葉 話 の 題材 ・ 話 是 
topic / 9]9Z| ] 秘 麟 ・ 飛 ズ 池 活 的 題材 、 活 題 


ぶつ せ し 


夫 種 が ある と 植物 が 生長 する よう に 、 題 材 は 話 を お も し ろく する か ら 


。 こ ん な と ころ を 人 に 見 られ た ら 噂 の 種 に な り ます 。 
し ん ぶん だ ね 
ゃ この エピ ソー ド は か っ こう の 新聞 種 だ ね 。 


りょう り 


[| 料理 の 貞和 


| ingredients / 全 可 引 玖 民 ノノ 高 週 的 材料 、 配 料 
| だ いざ い は を し 
馬 材 が 話 を お も し ろく する よう に 、 具 材 は 料理 を お いし くす る か ら 


。 サ バ は 生 の まま で は 寿司 の 種 に な ら な い 。 
た な か だ いこ ん いち ば ん す 
。 お で ん の 種 の 中 で は 、 大 根 が 一 番 好き で す 。 


文化 ノー ト グ 模 軒 [al は 俗語 で は 「 ネ タ 」 と も 言う 。 
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玉 、 球 、 弾 、 珠 


ギョ ク ( 玉 座 ) 


か た ち 。 ぶっ た い 


配置 丸い 形 の 物体 
ball, drop (of dew etc.) / 記 習 可 名 語 秘 ズ 賠 形 物体 
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制 の 章 こ は 玉 の 第 が 光っ て いる 。 
目 の 玉 が 飛び 出る 【 ま ど 和 驚き ZS 


き 


シャ ボン 玉 : せ せっ けん 水 を スト ロー の 先 に 付け 、 膨らませ た 
う 2〈 き ほう 
美しい 気泡 

だ ま こ ども あ 


だ Cg ち つか た ま 
ビー 玉 : 子供 の 遊び に 使う ガラ ス の 玉 


気球 : かき ど を 入れ で 」 上 冠 に 上 げ る 物 


ち きゅう 


地球 : 私 た ち が 住 む 惑 星 


[0a| 學 く まとまっ た 物 


| 形 が 琴 に 似 て いる か ら 


。 この 毛糸 の 玉 で マフ ラー を 作り ます 。 
ひ だ ま じ ぶん せま あく む み 
* 火の玉 が 自分 に 迫っ て くる 悪夢 を 見 た 。 


あめ だ ま た ま は まる あめ 
| 館 玉 : 玉 の よう に 丸め た 鯛 。 キ ャ ン デ ィ ー 


きょう ぎ 
恒 還 競技 の ボー ル 
ball (sports) 32| 9 交 9] 記 せ 比 凌 用 球 


と く 


| 丸い 形 の 物 の 中 で 、 特 に ボー ル を 表す 


お そ た ま か ん た ん と 

* 遅い 球 だ っ た の で 簡単 に 取れ た 。 
な お いし 場 い 

* 仕事 が 終わ っ た ら 玉 突き に 行こ う 。 ※*「 玉 突き ] = ビリ ヤー 
ド (billiards) 


うぅ ぎ っ か が を = 
球技 : ボー ル を 使っ て 行う スポ ー ツ 
きゅう じょう や きゅう 


: 野球 を 行う グラ ウン ド 


球団 : プロ 野球 の チー ム を 運営 する 団体 


っ きゅう ぎ し ゅ る い や きゅう た っ きゅう て いき まぁ 9 う 
< 球 : 球技 の 種類 例 ) 野球 、 卓 球 、 庭 球 
」 で ん きゅう 
電球 


Hight bulb 四条 泡 


あ 5 わ 


| 丸い 形 の 物 の 中 で 、 特 に 電球 を 表す 


MI/ た ま 。 き ER 可 
た ・ 球 が 切れ た か ら 取 り 替 えな けれ ば な ら な い 。 


N 


197 


た ま 


IE 


bullet / 寺 堂 / 栓 弾 、 得 弾 、 才 箱 
まる か た ち も の な か と く だ ん が ん あら わ 
(@ 丸い 形 の 物 の 中 で 、 特 に 弾丸 を 表す 


ロリ 。 残念 だ が 、 そ の ピス トル に は 弾 が 入っ て いな い 。 
a — けい じ は ん に ん う た ま に を お お け が 
a 1 へ ・ そ の 刑事 は 犯人 の 撃っ た 弾 に 当たり 、 大 怪我 を し た 。 


ー 


よう ほう つう じょう た ま ひょう き 
* 攻 習 の 用 法 で は 、 通 常 「 弾 | と 表記 する 。 
トコ だ ま も く 0 ょ う 、 だ ん が ん 


4 EX 


i グ 表 仏 ノ 玉石 、 宝 石 


ほう せき あぁ 5 ゎ 


@ 元 い 物 の 中 で 、 特 に 丸い 形 を し た 宝石 を 表す 


\ [7/ も か し 。 ひと に な た 2 た いせ つ 
* の )- ・ 昔 の 人 は この よう な 玉 を 磨い て 大 切 に し た の で す 。 
や す か ざ た ま ぶ ちょう か 
> て * こん な 安っぽ ぱい 人 和 飾り 玉 を 、 い っ た い 部 長 は いく ら で 買 っ た ん 


(0 だ ゃ 


た ま きず 、 か ん べき そん ざい ちい けっ て ん 
旬 玉 に 環 : それ が な けれ ば 完璧 な の に 、 存 在 す る 小さ な 欠点 


[aa 大 愉 な 


dearest love 本 侍 千 信司 の 宝 愉 


ほう せき 32< あぁ 5 わ 


@ 宇 が 美しく 大 切 4 な 物 で ある よう に 、 愛らしく 大 切な 人 を 表す 


旬 掌中 の 珠 : と て も 大 事 に し て いる も の 。 暫 識 っ 
例 ) どん な 子供 で も 、 親 に と っ て は 堂 中 の 珠 だ 。 


文化 ノー トノ 女性 が 生計 に よっ て 、 多額 の 財 送 い 地位 を 手 に 入れ る こと を [の 中 
に 乗る 」 と 言う 。 男 性 が その 立場 に な る 場合 は 、 俗 語 で 「 逆 玉 」 と 言う 。 
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ちか ら 


ぜん り ょ く 


)、 リ キ ( 


も の 3 う ご 8 た 5 
馬 計 物 を 動か す 働き 
physical strength/force 登記 言 舎人 9| 記 僅 を / 使 物体 移 効 的 作用 カ 


e“ 


〇 
ビー 


彼 は 腕 の 力 が 強い 。 
これ は 風 の 力 を 利用 し て 発電 する 仕組 み で す 。 


に く た い て 


持ち : 肉体 的 に 強い 力 を 持っ て いる 人 
カカ 学 : 用 休 に 働く 力 と 運動 の 関係 を 研究 する 学則 


ぶ 
か り ょ く ひ いき お 


9D は 強い 火力 を 使う と お いし く で きる 。 
: 筋肉 の 強 き 
む ひ ば ちか ち 
重力 : 地球 上 の 物体 を 中 』 1 < 向かっ て 引っ 上 張る 力 
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ちか ら 


> が く て き 


| [Ga 生化 党 前 な 作用 
| biochemical effect 選 和 慎司 放 91 千 語 の 生 化学 的 作用 


リ て き 


@ 物理 的 な 働き が 物 を 動か す よう に 、 生 化学 的 な 働き が 人 や 動物 を 治す か ら 


・ 楽 の 力 で 痛み を 抑え て いる が 、 も う 限 界 だ 。 
に ん げん な い ぞ う し っ か ん な お な いて き ちか ら そ な 
2 ー> ・ 人 間 に は 内 臓 の 疾患 を 治す 内 的 な 力 が 備わっ て いる 。 


けん り ょ く ざい り ょ く 


芽 社会 を 動か す 権力 ・ 財 カ 
power, influence, authority 人 ト 選 言 得 肝 引 記 召 避 ・ 贅 避 ズ 推 効 社会 的 松 力 和 財 力 


ぶつ り て き は た 5 けん り ょ く 。 ざい り ょ く し ゃ か い 


@' 物理 的 な 働き が 物 を 動か す よ うに 、 権 力 や 財力 は 社会 を 動か すか ら 


。 そ の 大 臣 は 政治 の 世界 で 大 き な 力 を 持っ て いる 。 
くに た た か か ょ うだ い ちか ら 起 い 
た 1 。 そ の 国 は 戦い に 勝ち 、 強 大 な 力 を 手 に 入れ た 。 


けん り ょ く 


権力 : 他人 を 支配 し 、 従わ せる カ 


こう り ょ く 


効力 : ある 物事 に 効果 を 与え る 力 
卿 この 契約 は 来年 の 四 月 一 日 か ら 効力 が ある 。 


ざい さん た に ん し た が ちか ら 
上 : 財 洋 に よっ て 他人 を 従わ せる 
ざい 0 ょ 〈 いっ ぽう うん ざい 
人 あの 会 社 は 豊富 な 財力 を 持つ 一 方 で 、 い い 人 材 は 少な い 。 


し ょ うき ょ う 
服 軸 人 や 状況 を 動か す 気 カ 
strength,energy 人 トト 叶 9| 中 分 語 含 舎人 | 記 2 引 / 改 変人 及 情 況 的 気力 


ぶつ り て き は た 5 し ん り て き は た ら じょう きょう 


@ 物理 的 な 働き が 物 を 動か す よ うに 、 気力 や 心理 的 働き は 、 人 や 状況 を 動 


か すか ら 


pC 純名 税 の 知ら せ を 聞い て 、 力 が 移 け た 。 
も くり ひょう 


・ 日 標 の 較 成 に 向け て 力 を 惜しん で は な ら な い 。 


か の じ ょ 


* 彼女 の 音楽 に は 、 人 を 感動 きせ る 力 が ある 。 


等 才 は た 


: 働き 、 生き る た め の カ 
の なく な 6 都市 か ら 活力 が 消え る 。 


き り ょ 〈 


気力 : 物事 を 達成 する た め に 必要 な 精神 的 な カカ 


協力 


日 1 話 衣 : ある 目的 の た め に 力 を 合わ せる こと 
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ちか ら 
略 力 を 入れ る : 重点 的 に 取り 組む 
人 新 内 閣 は 教育 と 福祉 に 力 を 入れ る そう だ 。 
柚 力 を 借り る : 協力 し て も ら う 
尊 力 を 尽く す : 一 生 懸 谷 に 頑張 る 
例 彼女 は 女性 の 地位 の 向上 に 力 を 尽く し て きた 。 


の うり ょ く 


芽 物 事 を 進め る 能力 


abiity, capacity ズ 計 早生 それ 生計 ノ 推 事物 光 展 的 能力 
© 物理 的 な 働き が 物 を 動か す よ うに 、 能 力 は 物事 を 前 に 進め る か ら 


Fv 


・ 彼 の プレ ゼン の 力 は 本 当 に すご い 。 

・ 一郎 は 英語 の 力 が 弱い の で 受験 が 心配 だ 。 「 

。 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 力 こそ 、 あ ら ゆ る 仕事 で 必要 と され る 
も の だ 。 

口 学力 : 教育 を 通 じ て 獲得 『 し た 能力 

口実 


と つり ょ く ほん と う も 


力 : 本 当 に 持っ て いる カ 
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ちち 


か た 


フ (父母 ) 。※「 お 父さん 」 は 慣例 的 な 読み 方 


ちち お 


人 の 血筋 の | まう i 方 
AM レッ 7 の お ば が 先日 急 に 訪ね て きた 。 
ちち お や は は お や 


: 父 首 と 
そ ば 
の 衝 ぉ い a ん の 祖母 


同時 偉人 ・ 創 始 者 
the father of (something) / 害 引 ・ 守 伸介 / 人 居 人 、 介 始 者 
@ ある 分 野 や 国 を 人 に 例え た と き の 父親 の 役割 を する 人 を 表す 


きた ざと し きん だ いい がく ちち 
・ 北 里 氏 は 、 近 代 医 学 の 父 で ある 。 
Ife ・ これが キュ ー パ 革命 の 父 、 カ スト ロ の 像 で す 。 


ちゃ いろ きっ さ て ん 
チャ (茶色 )、 サ (喫茶 店 ) 


(0) 
(飲料 と し て の ) 日 本 茶 


いん りり 3 
馬上 (飲料 と し て の ) 日 本 茶 
Japanese/green tea / ( 癌 豆 足 叶 人 | ) 芋 守 ( 谷 用 的 ) 日 本 茶 


・ 食事 の 後 は 、 必 ず お 茶 を 入れ る こと に し て いる 。 
の ・ 茶 は 急須 か ら 最 後 の 一 滴 ま で 注い で くだ さい 。 
殺 茶々 を 入れ る : 部 魔 する 。 妨害 する 


か い じん こう 計 


例 ) 部 長 は また 大 切な 話 に 茶々 を 入れ て 、 会 議 の 進行 を 妨げ た 。 


遍 ae 


tea leaf / 及 所 ノ 茶 叶 
に ほん ちゃ 。 げん りょう 


© 日 本 茶 の 原料 だ か ら 


* 茶 可 で は 人 々 が 茶 を 描 ん で いる 。 
* 花粉 症 に 効く と 言わ れる 茶 を 購入 し た 。 
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ちゃ 


EE 


tea drinking 東 合 中信 / 喝 茶 


6) 日 本 茶 を 飲む 行為 の こと を 家 す よう に な っ た 


。 お いし い 主 串 を いた だ いた の で 、 お 茶 に し まし ょ う 。 
て ん き ひ に わ ちゃ じ か ん た の 
e 天気 の いい 日 は 、 庭 で お 茶 の 時 間 を 楽し む 。 


ゃ し ゅ る い ちゃ 

口 ~ 茶 : さま ざま な 種類 の 茶 
り ょ 《 ち ゃ こう ちゃ ちゃ ちゃ 
例 ) 緑茶 、 紅 茶 、 ほ うじ 茶 、 ウ ー ロ ン 茶 


殺 お 条 の 子 さい さい : 簡単 に で きる こと 
例 この レベ ル の 漢字 な ら 、 ト トム さ ん に すれ ば お 茶 の 子 さい さき 
い だ 。 


いん りょう の 


[1a] 飲料 を 飲む 休憩 


tea/coffee break / 


| 宮守 中 利久 則 社 ノ 喝 條 料 休息 
| @ お 茶 だ け で な く 、 さ まさ ざま な 飲料 を 飲ん で 休憩 する よう に な っ た か ら 
。 そろそろ お 茶 に し な い ? 
こ ちゃ の 
。 細か いこ と は 、 向 か い の カ フェ で お 和 茶 で も 飲ん で 決め まし ょ 
う 。 


ーー テー テー 
[1b] 茶の湯 
| Japanese tea ceremony け エ プ 茶 会 、 茶 首 
|@ 日 本 茶 を 飲む とき の 作法 が 、 芸 術 に 高め られ た か ら 
ちゃ まえ ちゃ さ ほう まな - 
(て ・ 茶 を た て る 前 に 、 お 茶 の 作 法 を 学ば な けれ ば な り ま せん 。 
ゃ 。 まね は じ ちゃ し つ は い 
・ お茶 に 招 か れ て 、 初 め て 茶室 に 入っ た 。 
ちゃ に ご あい まい こ た 、 か げん ほう は う 
介 お 茶 を 濁す : 暖 味 な 答え や いい 加減 な 方 法 で ご ま か す 
へ ん と う 。 こま し っ も ん う こ た い ちゃ 
例 ) 返答 に 困る 質問 を 受け た た め 、 い ずれ 答え る と 言っ て お 茶 
を 濁し た 。 


brown / せ 名 ズ 茶色 
@ 茶 が 染み こん だ 布 の 色 を 、 色 の 名 前 に 用 いた か ら 


と 。 こ の コー ト は 茶 と いう より 赤 に 近い 色 だ 。 
ちゃ いろ そ わた し か み み ちち ふ き げん か お 
。 朱色 に 集め た 私 の 胃 を 見 た と た ん 、 父 は 相 機 潤 そ うに 顔 を そ 


So むけ た 。 


ーー 

文化 ノー ト グ 日 本 の 喫茶 店 で は 通常 、 日 本 茶 は メニ ュー に な い 。 逆 に 料理 店 な ど で は 食 

トコ に ほん ちゃ 。 ば あい きっ さ て ん さい し ょ で みず どう よう 

後に 日 本 茶 が 出る こと が ある が 、 そ の 場合 、 喫 茶店 で 最初 に 出る 水 と 同様 
りょう きん 

に 、 料 金 は か か ら な い 。 
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ゲ ツ (今月 )、 ガ ツ ( 五 月 ) 


騙 計 地球 の 衛星 


the moon グズ 〒 引 着地 球 的 芋 星 


・ 今夜 は きれ いな 月 が 出 て いる 。 
に ほん 


* 日 本 で は 、 月 の 2 は うさ ぎ に 例え られ て いる 。 


月 見 : 月 を 見 て 楽し むこ と 
づ ほそ な が ゆみ が た つき 
「」 三 白 月 : 細長 い 己 型 の 月 
まん げ つ ぜん め 


[満月 : 全面 が 汐 い て 丸く 見 える 月 


[Ga 月 


moonlight / 志 棚 ズ 月光 
つき き で ひかり に み 
月 か ら 出 る 光 だ か ら 
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・ 窓 か ら 月 が 差し 込ん で いる 。 
も ま つき 
。 有 雲間 か ら 月 が 浜辺 を 照ら す た び に 、 和 夜 の 波 が 金色 に 輝い た 。 


げっ こう つき 0 か D 


日 月 光 : 月 の 光 


和銅 月 が 満ち る : 満月 に な る 


つき 


ー カ 月 
month / 填 尽 グ 一 條 月 
(@ 月 の 満ち 欠け が ひと めぐ りす る 期間 が 、 普 の 一 カ月 だ か ら 


いっ か い お お さか し ゅ っ ちょ う 


Jarvary ・ 月 に ご 一 回 、 大 阪 へ 出張 する 。 
* 月 ご "と の 売り 上 げ を 見 せ て くだ さい 。 


[ 」 毎 : どの 月 も 

の お 4 
月末 : その 月 の 終わ り の 頃 
こん げ つ いま つき 
[ ] 今月 : 今 の 月 

ね ん さい し ょ つき が つ し ん ね ん いわ か 
| 正月 : ①1 年 の 最初 の 月 ②1 月 の うち 新年 を 祝う 期 上 
せん げ つ こん げ つ まえ つき 

月 : 今月 の 前 の 月 


= らい げ つ こん げ つ つぎ 


月 : 今月 の 次 の 月 


に 


条 月 を 越す : 翌月 に な る 
か い ぎ いっ し ゅ うか ん ご つき = 
例 ) 会 議 を 一 週間 後に し た ら 月 を 越し て し まう 。 
つき よく げ つ 
名 月 を また ぐ : 翌月 に わた る 


けっ きょく 


例 ) 先方 と の 交渉 は 結局 、 月 を また いで も 終わ ら な か っ た 。 


と し (p231)、 ひ (p263)、 ほ し (p289) 
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た 


た ( 手 向け ) 


は くし ゅ 


シュ (拍手 )、 


似 た 形 の 物 


に 


ー 


手 


か ん けい づく 


3 
枝 
中 
下 


1 
マ 
ゃ 


こう げき 


の 攻撃 の し か た 


と く て い 


デア 


と く て い 


| 特定 の 種 逢 ・ タ イプ 
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配置 手首 か ら 先 の 部 分 


hand (of a human) / 圭 号 引 吾 引 号 局 理 電 ノノ 人 手腕 到 指 失 的 部 分 


。 手 が 浴 た く な っ た 。 
で た み か た お うえ ん 
・ 手 を 叩い て 味方 を 応援 する 。 


イレ の 意味 。 
昌 手書き : 手 を 使っ て 鉛筆 や ペン で 書く こと 
口 手 作り : 自分 の 手 で 作る こと 
9 彼女 は 手作り の 青い マフ ラー を 贈っ て くれ た 。 
ロ 供 : 手 に は め る 袋 状 の 物 
ロ 手 術 加 5: 愚 部 を 切っ た り 、 摘出 し た りす る 沿 


品 壮 疾 : 耳 が 義 こ えな い 人 が 手 を 使っ て 話す 方 法 
口 折 手 菩 四 : 両手 を 打ち 合わ せ て 音 を 出す こと 


りょう 


固 手 が 伸 びる : 手 に 取っ て 食べ て し まう 

包 ダイ エッ ト 中 だ が 、 つい お 柴 子 に 手 が 伸び て し まう 。 
条 手 に 省 所 る : 見 聞き する こ と で 貞和 栄 張 す る 

例 ) オリ ン ピ ッ ク で は 、 手 に 汗 提 る 場面 が た く さん あっ た 。 
殺 手 を 上 げ る : 暴力 を 振る う 

例 自分 の 子供 に 手 を 上 げ る な ん て 、 信 じ ら れ な いこ と だ 。 
尊 手 を 貸す : 手助け する 。 手伝う by 


人 0 彼 は お 年 寄り に 手 を 貸し て 、 国 道 を 渡っ た 。 
血 手 を 差し 伸 べ る : 援助 を 与え る 


口 手 半 い : 手 を 洗う こと *「 お 」 を つけ た 「 お 手洗 い 」 は ト 


っ 3 めぐ ひと びと 。 て 。 き の 
例 ) ユニ セ フ を 通じ て 、 恵 まれ な い 人 々 に 手 を 差し 伸 べ よう 。 


主 ーー 
[0al 肩 か ら 指先 まで の 部 分 

| arm (of a human/animal; including the hand) 2 列 引 人 4] 外人 吾 外 2| 3 早 芝 人 肩 勝 到 指 失 的 部 分 
| 


き ぜ ん た い あぁ 5 わ 


© 手首 か ら 先 だ け で な く 、 肩 か ら 先 全体 を 表す 


きく 手 を 振っ て 行進 する 。 
7 
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て 
[Ob| 手 に 似 た 形 の 物 
| hand-shaped thing を 入 翌 還 フト 本 会 圭 ネン 形状 美 似 手 的 物品 
《 開い た 手 に 似 た 形 の も の を 指す 
ひ EE また た ま か れ の 
s 火 の 手 は 瞬く 間 に 彼 の アパ ー ト に まで 伸び て きた 。 
ひと て か た ち に うみ せい ぶつ 

口 ヒト デ : 人 の 手 の 形 に 似 た 海 の 生物 。starfish 

oe Xu か た ち に せ な か か 壮 C 
閣 の 手 : 手 の 形 に 似せ た 、 背 中 を 卑 く た め の 器 具 


よう き に の ー ぶ ぶん 
容器 か ら 延 び た 部 分 
handle プ 合 2 相 型 可 呈 を 時 是 プ (容器 上 延伸 出来 的 部 分 ) 把手 、 提 手 


(@ 胴体 か ら 伸び た 手 (0g] ) の 形 に 似 て いる か ら 


きゅう す 


で ・ 急須 の 手 を 持っ て 、 ゆ っ くり と お 茶 を 注ぎ ます 。 
2O: っ ・ 長く 使っ た の で 、 ひ し ゃ く の 手 は 汚れ て いた 。 
匠 行動 する 人 


performer of some action / 層 叶 王 外 浴 人手 


@ 手 は 行動 する 人 が 主として 用 いる 体 の 部 分 だ か ら 


・ 忙 し く て 手 が 足 りな い 。 


・ 彼 女 は 女 手 一 ー つ で 4 人 人 の 子 を 育て 上 げた 。 
。 話し 手 は 聞き 手 に 分 か りや すく 、 語 さき な けれ ば な ら な い 。 


口 湯 い 手 : 歌 を 歌う 仕事 の 人 。 歌手 
5 て せ た 5 ひと 
| 働 : 働く 人 


口 人 手 : 他 の 人 の 力 。 働く 人 
うん て ん し ゅ うん て ん 


日 通 維 手 : 運転 する 人 
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]abor effort プ 当 ・ 生 ユ エン 工 作 、 工夫 


6) 仕事 や 手間 は 、 手 を 用 いて 行う こと が 多い か ら 


。 こ の つぼ は 、 た い へ ん 手 が か か っ て いる 。 
て ん いん こん ぽう や す か れ は な し き い 
* 店 員 た ち は 梱 包 の 手 を 休め て 、 彼 の 話 に 聞き 入っ た 。 


て すう りょう 


手数 料 : 手続 き や 仲介 な ど に か か る 般 用 
口 手間 : ある 仕事 に 費やす 労力 や 時 間 


血 お 手数 を お か けし ます : 自分 に し て くれ る 手間 に 対す る 礼 
殺 手 が 込ん で いる : 手間 が か か っ て いる 
例 この 料理 は 実に 手 が 込ん で いる 。 
旬 手 が 離せ な い : 他 の こと を する 余裕 が な い 
例 今 ちょ っ と 手 が 離せ な い の で 、 あ と で こち ら か ら 電 話し ます 。 
殺 手 が 離 れる : 世話 が いら な く な る 
例 子供 が 小学 校 に 入っ て 手 が 離 れ た の で 、 ま た 仕事 を 始め る 
つも り だ 。 
殺 手 に 負え な い : 自分 の 力 で は で き な い 
0) 了 舌 8 区 の 世 莉 は と で も じゃ な い が 手 に 負え な い 。 
名 手 に つか な い : 他 の こ と が 気 に な っ て 集中 で き な い 
例 彼女 の こと が 心配 で 、 仕事 が 手 に つか な い 。 
哲 手 を 入れ る : 直し た り 、 整 えた りす る 
人 0 留学 生 の 作文 に 先生 が 手 を 入れ た 。 
匂 手 を 加え る : 細工 ・ 加 工 を する 
例 デパ ー ト で 買っ た お か ず に ちょ っ と 手 を 加え た 。 
血 手 を 抜く : いい か げん に 済ま す ct 手抜き 
例 ここ は 大 事 な と ころ だ か ら 、 手 を 抜い て は いけ な いよ 。 
知 手 を 回 す : 必要 な 準備 を 整え て お く 
例 事前 に 手 を 回 し て お いた か ら 、 交 渉 に 伴う 問題 は 何 も 起 き 
な い は ず だ 。 
匂 手 を 焼く : どう 扱っ て よい か 分 か ら ず 困る 
例 彼女 の わが まま に は 、 皆 が 手 を 焼い て いる 。 


0 
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か ん よ か ん けい づく 


相当 関与 ・ 関 係 作り 


SS relaton-building プ 蘭 引 ・ 菩 列 言 更 舎 グ 参 与 、 摘 甘 系 


か ん よ か ん けい づく お こ を な 


お お ば あ こ を 
@ 多く の 場合 、 関 与 や 関係 作り は 手 を 用 いて 行う か ら 


けい きつ 


* 察 の が 符 導 者 の 近 導 に 及 ん だ 。 
* A 社 と B 社 は 手 を 結ぶ こと に な っ た 。 


所 学 正中 : 挨拶 と し て 互い の 手 を 撮り 合う こと 


和 手 が 届く : 自分 の 力 で 処理 で きる 範囲 内 に ある 
例 ) あ と 少し 次 けれ ば 、 こ の 車 に 手 が 届 く の だ が ……。 
人 手 が 早い : 女性 と すぐ 関係 を 結ば うと する 
例 奴 は 手 が 早 いか ら 、 気 を つけ た 方 が いい 。 
名 手 を 切る : それ まで あっ た 関係 を 断っ 
名 あの 取引 先 は すぐ クレ ー ム を つけ る の で 、 も う 手 を 切っ た 。 
打 手 を 組む : 協力 し 合う 
9 若 と 手 を 組む に あたっ て 、 一 一 言 言っ て お きた いこ と が ある 。 
箇 手 を 出す : 積極 的 に 関わ っ て いく 
例 彼 は レス トラ ン 経 営 に も 手 を 出し た 。 
所 手 を 引く : や め る 
例 も う 年 な の で 、 不 動産 業 か ら 手 を 引く こと に し た 。 
釘 手 を 広げ る : 事業 規模 を 大 きく する 。 関 係 の 秀 時 を 広く する 
例 倒産 理由 と し て は 、 多 様 な 事業 に 手 を 広げ すぎ た こと が 療 
げ ら れ ま す 。 
条 手 を 携え る : 協力 し て 、 事 を 行う 
人 D これ まで : 人 は 手 を 携 えて 頑張 っ て きた 。 
箇 深 手 を 負う : 大 怪我 を させ られ る 
例 主人 公 は 脱走 の 途中 に 深 手 を 負っ た 。 
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し ょ ゆう 
が 
possession 全 芋 プ 弄 到 手 


い 


し ょ ゆう て な か た と 
2 所 有する こと を 、 手 の 中 に 入れ る こと に 例え た 


か いし ゃ え 


2 6 私 の 会 社 は 6 年 前 、 人 の 手 に 渡っ て し まっ た 。 
か ぶ き う せ > 3 は い 
。 新しい 歌 舞 伝 座 の 一 等 席 が 、 や っ と 手 に 入っ た 。 


口 入 学 回 : 自分 の も の に する こと 


区 手 に 入れ る : 自分 の も ちの に する 
例 3 年 間 貯金 を し て 、 つ い に こ の 車 を 手 に 入れ た 。 
知 手 に する : ① 自 分 の も の に する 
例 ) 宝 く じ に 当たっ て 1 億 円 を 手 に し た 夢 を 見 た 。 
② 手 に 持つ a 
例 ) 学校 の 先生 だ け あ っ て 、 マ イク を 手 に する と 堂々 と 話 が で 
きる 。 
名 手中 に 収め る : ある 物 を 所 有 や 支配 の 範囲 内 に 収め る 
多 その 王 は 紛争 を 制 し 、 隣 国 を 手中 に 収め つつ あっ た 。 


direction 世間 プ 方 向 
[ 桂 う ご みお も て つか し め た 
2 方 向 は 主 に 手 を 使っ て 示す か ら 


行く く 手 に 多く の 購 区 が 待ち 受 け て いた 。 
手 に 見 える の が 東京 スカ イツ リー で す 。 
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て 


ほう 6 し ゅ だ 
方 法 ・ 手 自 
method,means 性 四 ・ 全 中 方 法 、 手段 
お も て も ち お に な の か た あぁ 5 わ 
2 主 に 手 を 用 いて 行う と き の や り 方 を 表す 


。 ミ さま ぎ ざま な 手 を 使っ た も の の 、 金 庫 は 開か な か っ た 。 
た ん じゅ * 
。 こ ん な 単純 な 手 に ひっ か か っ て し まっ た 。 


か いけ つ 


。 いろいろ な 手 を 尽く し て 、 解決 へ の 道 を 探る こと だ 。 


口 手順 : 物事 を する 順番 

て つづ の じょう し ょ 
手続 き 回 : 事務 上 の 処置 
し ゅ だ ん も く て き 


池 蔽 : 目的 を 達成 する た め の 方 法 


第 手 を 打つ : 対処 ・ 対 応 策 を 考え て 実施 する 


けい えい じょう きょう 


例 経営 状況 か ら 言う と 、 一 刻 も 早く 何 か 手 を 打つ べき だ 。 


こう げき 


[7a| 特定 の 攻撃 の し か た 


Play/move (in game/sport/etc.) 生計 人 叶 当 グ 特 定 的 打 法 、 下 棋 法 
宅 も ち けっ か ぁ 5 そ か た ち 
@ 手 を 用 いた 結果 で ある 、 争 いや スポ ー ツ で の 形 だ か ら 


。 ポ ボー カー で いい 手 が で き て も 、 笑 っ て は いけ な い 。 
よど びな っ 4 て か 
。 横綱 は [突き 出し 」 と いう 手 で 勝っ た 。 


[7b] 特定 の 種類 ・ タ イプ 
| type / 呈 放電 寺 叶 ・ 全 翌 特 定 的 和美 、 形 状 


| @⑲ 年 に 手 を 使っ て 作っ た 生産 品 だ か ら 


を し ょ う ひ ん 2 
・ この 手 の 商品 は 、 も う 売 られ て いな い 。 


pooaoO ・ 請 手 の カ ー テ ン が 欲し い の で す が 。 


あし (p27)、 う で (p60) 
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っ 
本 細 小さ な し る し 
point, dot 舎人 下旬 小串 号 


\ 


か み えん ぴ つ て ん か 
*・ 紙 に 鉛筆 で 点 を 書き ます 。 
ま ち が か ん じ あか て ん う か な お 
* 間違っ た 漢字 に は 、 赤 で 点 を 打っ て お いた の で 書き 直し な さ 
い 。 
て ん か さい し ょ ちい ひ 
口 点火 : 最初 に 小さ く 火 を つけ る こと 
て ん せん て ん か せん 
| 点線 : 点 で 描い た 線 
て ん て ん て ん よう す 
| 点々 : 点 が あちこち に ある 様子 
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て ん 


わ だ い か し ょ 


| 話題 の 箇所 


oint (in question), focus / 叶 剤 | 林 記 早足 作 点 、 現 点 、 点 


6 の ご 
て ん め た も の ご と に 
2 点 の よう に 目立つ 物事 だ か ら 


も ん だ し 


この 計画 に は 、 二 つの 点 で 問題 が あり ます 。 


唱 点検 呈 3 ー つ ずっ 詳し く 調べ る こ 
けっ て ん わる と ころ 
日 欠点 : 悪い 所 
口 田 点 : 喘い 所 
Le うてん きい ご と う 5%< だろ き て ん 
点 : 電車 や バス な ど が 最後 に 到着 する 所 ぐ 起点 
じゅ うてん じゅ ぁ う よう し と ころ 
[ 重点 : 重要 視 する 所 
て ん ば し ょ 
地点 : ある 場所 
ち て ん みち こ 
例 ) この 地点 か ら 5km に わた っ て 道 が 混ん で いま す 。 
難 点 も か ころ も ん だ いて ん 
点 : 難し い 所 。 問題 点 


計ら いた の に なき 朗 し た の たら う 
か 。 

よう て ん も の ご と ちゅ うし ん た いせ つ と ころ 

要点 : 物事 の 中 心 で ある 大 切な 所 
ぜ い せ いか いか く ちゅ うし ん ほん せい さく よう て ん せつ めい 

例 税制 改革 を 中 心 に 、 本 政策 の 要点 を 説明 し ます 。 

り て ん で 

利点 : よい 所 


っ ぴん が (た ん い | 6 ょ すう し 

民 還 物品 を 数 える 単位 ・ 助 数 詞 
counter for the number of items 語音 全 剤 言 再 装 物品 的 汁 数 単位 、 量 河 

ひっ き ぐ て ん か "WW ゆび さき に 3 か ぞ 6 
(@ 筆記 具 で 点 を 書く よう に 、 指 先 で 指し て 数 える か ら 


し ゃ し ん て ん し ゅ っ ぴん 


La も yr ル 上 天才 は 自 科 の 3 基 を 中 放 に 測 品 し た 。 
1 


まん えん 
[ ] [ ] 日 こち ら の 品 は 、2 点 で 


か どく < 
万 円 と お 買い 得 に な っ て いま す 。 


て ん 


と 3 て ん 
読点 
punctuation mark 足 谷 引 者 堪 / 逗 号 


て ん な か し い み き め あぁ あらわ 
(⑥@ 点 の 中 で 、 特 に 意味 の 切れ 目 の し る し を 表す 


い み き て ん う 
< 意味 が 切れ る と ころ で 、 点 を 打ち まし ょ う 。 
雨 が 降 。 た 5 と“ ょ 


ひと ぶん な か x ん お お 
一 つの 文 の 中 に 点 が 多 す ぎ て 読み に くい 。 


て ん 


* 和 句点 (。) は 「 負 | と 言う 。 


1 と くん 
得点 
points (score, etc.), grading / 三才 ノノ 得 分 
て ん すう も 


| 点 を 数 値 の し る し と し た か ら 


て ん 『。 けっ きょく て ん て ん 3 か さき の 
* 100 点 と いう の は 結局 、 1 点 ま た 1 点 の 積み 重ね だ 。 
A せん せい て ん あま 
や る ・ あの 先生 は レポ ー ト の 点 が 甘い 。 
よう ほう ひと め れい ぶん ー じ ょ す う し 
* 攻 軒 の 用 法 で は 、 一 つ 目 の 例文 の よう に 助数詞 に も な る 。 
て ん すう と て ん 。 か ず 
点数 : 取っ た 点 の 数 
まん て ん さい こう て ん すう 
口 満点 : あや まち の な い 最 高 の 点 


て ん き 


き し ょ う 状況 
配 叶 気象 の 


weather 2 分 分 詩 / 気 象 情況 


山 の 大 気 は 変わ りや すい 。 


し ゅ うま つ 


か ら 天 気 は 回 復 に 向かう で Ro 


& 
謗 
So 


ほう と うじ っ よ そう 


天気 予報 : 当日 か それ 以降 の 気象 状況 を 予想 し て 報じ る こと 


fine weather 村人 号 列 晴天 


じょう きょう な か 


@ 気象 の 状況 の 中 で 、 特に 望ま し いも の に 意味 を 絞っ た か ら 


s や っ と お 天気 に な り ま し た ね 。 


て ん き ひ さん ぽ 人 
ササ * 天気 の 日 は 散歩 に 出かけ た く な る 。 
て ん き あめ は あめ ふ 
[天気 雨 : 晴れ て いる の に 雨 が 降っ て いる こと 
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て ん き 


せい かく き げん 


| 人 の 性 格 ・ 機 嬢 
personality, mood 人 ト 情 引 信用 ・2| 是 人 的 性 格 、 心 情 


@ 天気 の 変化 の よう に 、 性 格 や 機嫌 も よく な っ た り 悪 く な っ た りす る か ら 


- で - どう と コロ お 拓 気 屋 : 機嫌 や 気分 が 変わ りや すい 人 
か の じ ょ てん . き や ぶち ょ う まい に ち ふ まわ 
J 例 ) 彼女 は 、 お 天気 屋 の 部 長 に 毎日 、 振り回さ れ て いる 。 
の うてん も の ご と ふか か ん が い じょう き らく よう すす 
© ® 多気 還 : 物事 を 深く 考え ず 、 異 常に 気楽 で いる 様子 


し っ ぱい わら の うてん き お お な まま 
例 ) こん な 失敗 を し て も 笑っ て いら れる と は 、 能 天気 な 奴 だ な 。 


よう ほう ごう せい 、 
* 必 軒 の 用 法 は 合成 語 の 
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| 


と お り 


通り 


ツウ (通行 ) 、 ツ (通夜 )、 と お (通る 、 通 す )、 か よ ( 通 う ) 


まち な か 


馬 信 人 や 車 が 通る 町 中 の 道 
street, avenue / 人 ト 選 9| 時 條 を 革 ロ 記 久 可 名 有人 生来 往 的 城中 道路 


で 偶然 田中 き きん に 会 っ た 。 
な まえ り っ 
名 前 は 「 立 教 通 り 」 で す 。 


た て も の か げ お お ど 


の 陰 な ど に あり 、 大 通 きり か ら は 見 えな い 通 0 


に 2 じょう た し 
1 
as, in the same way / 宮司 骨 ・ る 原 欄 
びと (3 ま みち “ » じょう た い 
@ や 車 が 道 を た どる よう に 、 行動 は ある 方 法 や 状態 を た どる か ら 


説明 和書 の 通 9! に 組み 立て れ ば 簡単 で す 。 
祖母 に 習っ た 通 当り に 作っ た ら 、 NY ッ キ ー が 焼け た 。 
D 彼 は 約束 通り “10 時 半 に 駅 前 < 来 た 。 


と お り 


方 法 や 種類 を 数 える 単位 
| unit for counting methods/types 革 肖 | 衝 嘩 言 剤 記 豆 着 方 法 及 竹 美 的 寺 数 単位 | 
@ 目的 地 に 行く 道 を 数 える よう に 、 目標 を 血 成 する 方 法 を 数 える か ら | 


ーー * 4 人 人 いれ ば 4 通 の を え 方 が あり ます 。 
a * その 刑事 は 二 通 り の 推理 を 私 た ち に 語っ た 。 
ひと と お お も すべ 
一 通り : 主 な も の は だ いた い 全 て 


か じ 。 0 ひと と お お 人 
例 ) 家事 は 一 通り 終わ っ た か ら 、 少 し 休 も う 。 


本 計 人 や 車 が 行き 来 する こと 


traffc Al 吐 引 人 を 2| 登 引 音 / 人 来年 往 


くる ま 


(@ 通り は 、 人 や 車 が 行き 来 する 場所 で あり 、 そ の あり さま を 家 す 


(2 ま お お みち わた ちゅ う い 
> ここ は 車 の 通り が 多い の で 、 道 を 渡る と き は 注意 し て くだ き 


うてん が い 


W いま ひと と あ すく 
昔 こ の 商店 街 は 賑やか だ っ た が 、 今 は 人 の 通り も 少な い 。 


道 り が か り : ちょ うど そば を 通る こ と で 通り が か る 回 
例 ) 道 に 迷 まっ た の で 、 通り が か り の 人 に 聞い た 。 


[2a] 普 ・ 空 気持 の 使わ り 具 合 
fow/movement (of sound/air/heat/etc.) 全 可 ・ ざ | ・ 当 名 群 号 盆 角 声音 、 空 気 及 換 量 人 
度 


お と くう 


《 車 が 行き来 する よう に 、 昔 ・ 所 畑 が 使わ る か ら 


な ん 


< = が あっ で 風 の 通り が いい 。 
。 肉 に 穴 を 開け て か ら 焼 く と 、 火 の 通り が 早く な り ま す 。 
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と き 


あの に 、 み 5 い な が じ か ん 
本庄 過去 か ら 未 来 へ 流れ る 時 間 
time (temporal continuum) 症 用 引 人 | 可 可 豆 る 弓 豆 旬 オノ 信 辻 去 向 未来 推移 的 時 同 


・ 辛い こと で も 、 時 が た て ば 忘れ て し まう 。 
が つ と き な が は や 
* も う 12 月 と は 、 時 の 流れ は 早い も の だ 。 
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き か ん ね ん だ い 


必 過去 の 期間 ・ 年 代 
period/era in past 周 用 引 2| 社 ・ 鍵 加 グ 当時 、 当 年 


と き な か と く も き か ん し ょ うてん あ 
(3 時 の 中 で 、 特 に 過去 の 期間 に 焦点 を 当て て いる 


どく て い | ECZ VE 
蓄 叶 特定 の 時 点 ・ 状 況 
Point in time 号 圭 和 l 簡 ・ 盆 媒 / 特 定 的 時 点 、 状 況 


じてん あぁ 5 ゎ 


@ 流れ る 時 の 中 で 、 何 か が 起き る また は 起き た 時 点 を 表す 


(ES ・ 私 表 < 着い た 時 、 その 秋生 は 出発 直 』 直前 だ っ た 。 
し ん 

D 地震 の 時 は 、 あわ て な いで まず 火 を 消し な さい 。 
いま どき げん だ い さい きん 
今時 : 現代 。 最 近 

_ ひる どき も ょ うさ ちゅ うし ょ ( と じ か ん 
才 時 : 正午 の ころ 。 昼食 を 取る 時 介 
非常 時 : 国家 に お ける 重大 な 危機 の 時 


角 機 
[2a| 半 


favorable opportunity 等 2]1 司 / プ 机 会 、 時 机 


ゅ 5 わ 


O+ 特 の 時 点 の うち 、 特に チャ ンス の 場合 を 表す 


| 
| 
「 
b 


。 この 会 社 に 残る か 独立 する か 、 決 心 の 時 が きた よう だ 。 


いま 。 が まん と き いっ き じ っ こ う に 
・ 今 は 我慢 し て 、 時 を みて 一 気 に 実行 し よう 。 


ング 日 書き 入れ 時 : 商売 で 利益 が 多く な る 時 期 
日 疹 見 時 は な 


: 花見 を する の に ちょ うど いい 時 基 
| | 引き 時 8 役目 や 地位 か ら 離れ る べき 時 


と き 


か い よ ふ し ゅ し ょ う に ほん けい の 
・ 海 部 首相 の 時 に は 日本 の 信条 は よかっ た 。 
ち めい ど 1 0 ょ た た か 
。 知名度 が 上 が る に 従い 、 彼 は 時 の 権力 と 戦う よう に な っ た 。 


か いし ゃ 。 きど う の いま し ゃ ちょ 3 ひど き は ん だ ん 
例 ) 会 社 も 軌道 に 乗っ た し 、 今 が 社長 と し て の 引き 時 だ と 判断 


性 8 
と き ひと いま せ けん a 
名 時 の 人 : 今 、 世 間 で 語 題 に な っ て いる 人 


せん じょう 


例 ) その 戦場 カメ ラマ ン は 、 朋 く 間 に 時 の 人 と な っ た 。 
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じ て ん じょう きょう 


ー つ 一 つの 時 点 ・ 状 況 


that time,at times / 紋 圭 計 31 外 | 必 ・ 盆 鞭 // 毎 人 時点 、 一 介 一 條 情況 
UE うけ ん じ て ん あぁ 
(@ ある 条件 が 当て は まる 、 不 特定 の 時 点 を 表す 


» 4 ご ふく そう て きせ っ と き ば あい 
ゃ どん な 服装 が 適切 か は 、 時 と 場合 に よる 。 
だ れ と き っ ぱい 
> 。 誰 で も 時 に は 失敗 する こと が ある 。 
KK 


と き うん と き な 0 めぐ あ 
向 佑 の 准 : その 言 の 成 り 生 き 。 菩 り 信 わせ 
し 3 うぶ うん つぎ し あい が ん ば 
例 ) 勝負 は 時 の 運 だ か ら 、 ま た 次 の 試合 で 頑張 ろう 。 


中 じ か ん (p.151)、 つ き (p206)、 ひ (p267) 
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どく や く 


ドク (毒薬 ) 


か 5 だ 。 が い ぷっ し つ か 5 だ 。 が い た ご うど だ う 


体 に 害 を 与え る 体 に 害 を 与え る 行動 


2 


精神 に 害 と な る 事物 
や 言葉 


か 5 だ が い ぶっ し つ 


本 体 に 害 を 与え る 物質 
Poison,venom / 普 慢 言 包 秘 豆 語 科 対人 体 有 害 的 物質 


5・】 
HH この 魚 に は 毒 が ある 。 
中 、 あと を 取り すぎ る と 、 甘 に な る 。 


どく や く 


口 竹 > : 毒 が る が 含ま れる 物 例 ) 考 キ ノコ 、 考 ガス 、 答 
大 スル | : 坦 を 用 いて 殺す こと 


し ょ うど く 


消毒 較 3: 日 光 ゃ や 薬 な ど に よっ で 、 体 に 害 の ある 物質 を 取り 
の ぞ 
除く こと 


か 65 だ 。 が い こう どう 


攻 還 体 に 害 を 与え る 行動 
an act that js Pr harmful ズ 秋 9 相 副 言 外 刻 豆 羽生 ノノ 対人 体 有 電 的 行 訪 


か 5 だ が い か 5 た 


壮 が 体 に 害 を 与え る よう に 、 あ る 行動 は 体 に 害 を 与え る か ら 


。 た ば この 吸い すぎ は 体 に 毒 だ 。 
よ ふみ か 5 だ どく 
急 e 夜 更 か し は 体 に 毒 だ 。 
つか め 
RD e コン ピュ ー タ の 使い すぎ は 目 に 毒 だ 。 


* 芽 軒 用法 で は 、「 一 に 毒 だ (= 一 に よく な い )」 の 形 で 使う 。 
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どく 


せい し ん 


匠 精神 に 害 と な る 事物 や 言葉 | 
things/words that are emotionally harmful A] 一 2 本 記 人 富 9| 上 豊 / 対 精神 有害 的 事物 及 言 寺 


か 5 た が じ ぶつ 


(@ 毒 が 体 に 害 を 与え る よう に 、 ある 言葉 や 事物 は 精神 に 害 を 与え る か ら 


ぶ ちょ う どく こと ば か の じ ょ きず き 

0004 * 部 長 の 毒 の ある 言葉 に 、 彼 女 は 傷つい た みた い だ 。 
て ば ん ぐみ お と 0 ひか り 、 は で こども はぐ me 
論 Q この 区 は 普 と 光 が 派手 で 、 務 供 に は 興 だ 。 
CA せい し ょ う ね ど 『 い 


どく ぎっ し は ん ば 
NS e 表 少 少年 < 毒 と な る 雑誌 は 、 コ ン ビ ニ で 販売 すべ き で は な い 。 


坦 衝 : 厳し い 皮 具 や 批判 の 言 集計 毒舌 を ふる う 

娠 づ く 区 画 : 激しく 書 を 言う 

所 の 導 輌 : か わい そう な 様子 

例 ) 彼女 の 身の上 話 が 気 \ の 左 で 、 泣か ず に に は いら れ ま せん 。 


得 毒 に も 薬 に もち ならない: 覆 「 く すり ] 


[a 鎌 な 気持 ち ・ ス トレ ス 
malice, stress ズ 劉 名 久 ・ 王 醒 え ノ グ 応 類 的 心情 及 精神 圧力 


@ 精神 に 害 を 与え られ た 結果 、 嫌 な 気持 ちや スト レス が 生じ る か ら 


。 取 調べ の 席 で 彼 は 「 心 に 毒 が 溜まっ て いた 」 と 符 え た 。 
せい と ど { 
。 そ の 生徒 た ち は し ば し ば ブロ グ で 幸 を 吐い て いる 。 


呂 びょう き (p283) 
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げん て し 


事 の 限定 され た あ 
部 


ぶ 


限定 され た ある 場所 


いち きょく めん 


限定 され た 一 局面 


| げん て い ば し ょ 
本 順 限定 され た ある 場所 
| 
Place (spatial location) 盲人 昼 可 民 舎人 ネン 限定 的 某 條 協 所 


] 硫 し 。 いえ まち は ず し ず に 2 
*・ 私 の 家 は 、 町 外れ の 静か な 所 に あり ます 。 
さい ふ きっ ぷ う ば と ころ お 
この 財布 は 、 切 符 売り 場 の 所 に 落ち て いま し た 。 
に に よう じ ちち お ぉ や だ 2 か よ 
その 幼 ) は 父親 の 所 へ 陸 け 寄っ た 。 
か ぐ 
* 家具 を いた ら 、 机 を 購 く 所 が な く な っ た 。 
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と ころ 


も の ご と げん て い ぶ ぶん 


物事 の 限定 され た ある 部 


Part aspect 人生 中 入選 91 時 事物 限定 的 某 條 部 分 


か ん じょう ぶ ぶん 55 わ 


くう か ん ば し ょ と 1613 ほう 
) 空間 の ある 場所 の よう な 、 情 報 や 感情 の ある 部 分 を 表す 


お も し ろ 
s ここ が この レポ ー ト の 面白 いと ころ だ 。 
が し 。 し ら ぶち ょ う 。 せん げ つ < 
* 私 が 調べ た と ころ 、 そ の 部 長 は 先月 に も う 辞 め て いた 。 
か れ 。 た ん き ちち お や 
e 彼 の 短気 な と ころ は 父親 そっ くり だ 。 
わら が まん きい ご き 
e 笑い た いと ころ を 我慢 し て 最後 まで 聞い た 。 


* 四国 の 用 法 で は 、 通 常 は ひら が な で 表記 する 。 
[ 見どころ : ① 見 る 価値 の ある と ころ 
し ん きく えい が み 
例 ) この 新作 映画 の 見 どこ ろ は 、 ど ん な と ころ で すか ? 
ょ うら いせ い に ゅ め う し ゃ い み 
② 将 来 性 人 あの 新入 社員 、 な か な か 見 どこ ろ が ある な 。 
世 非 の 打 ち どこ ろ が な い : 欠点 が まっ た く な い 
ちょ ん れい ぎ ただ べ ん き ょ う う 
例 ) 分 さん は 礼儀 正しい し 、 勉 強 も で きる し 、 ま っ た く 非 の 打 
ち ど こ ろ が な い 。 
げん て い いち き ょ ( め ん 
限定 され た 一 局面 
scene, situation 慎 訪 時 1 構 分 媒 / 限 定 的 某 不 局面 


(@ 空間 の ある 場所 の よう な 、 時 間 の ある 部 分 を 表す 


彼 が 家 か ら 出 て くる と ころ を 見 た 。 

仕事 が 終わ っ た と ころ で 電話 し ます 。 

彼女 は つい に 入院 する と ころ と な っ た 。 

。 まあ 反省 も し て いる よう だ し 、 今 日 の と ころ は 許し て や ろう 。 


エーーーー ヶ 


> 


よう ほう つう じょう ひょう 
* 要因 の 用 法 で は 、 通 常 は ひら が な で 表記 する 。 
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し ょ そく ば し ょ い ば しょ 
本 居所 属 の 場所 や 居場所 
home, ones place / 本寺 守 全 叶え / 所 在 協 所 及 住 外 


Le うき ょ し ょ ば し ょ 


(@ 場所 の うち 、 特 に 組織 や 住居 な どの 所 属 や 居場所 を 表す 


きょう と も だ ち と 
〆 。 今日 は 友達 の と ころ に 泊まる つも り だ 。 
み d 
こき っ 。 若 の と ころ は いつ ボー ナス が 出る ん だ い ? 
ロ この 近く に コー ヒー の お いし い 所 が ある 2 


し ょ た い も か ぞ く き ば ん 


和 所 帯 を 持つ : 家族 を 持ち 、 生 活 の 基 擬 を 整え る 
爺 所 淀 を 持っ た 以上 、 保 険 の こと も 考え な く て は いけ な い 。 
殺 出る 所 へ 出る : 法廷 や 警察 沙 な ど 、 公 の 場 で 正しい 方 を 決め 
る 人 出る 所 へ 出 て 、 決 着 を つけ よう じゃ な いか 。 


= : 。 ば = し ょ ぞ く 。 ひと びと 
[3a| その 場 に 所 属す る 人 々 

People of a certain group / 思 到 相 本 呑 鹿 人 司 言 プ 当時 在 協 的 人 
し ょ そく ば ひと びと ぁ 5 も 


所 属す る 場所 と いう カテ ゴリ ー に 入る 人 々 を 表す 


・ 今度 の プロ ジェ クト は 社内 の 中 駿 ど ころ で 進め ます 。 
よ さん に りう げ い に ん あつ 
の < 予算 が な い の で 、 二 流 ど ころ の 芸人 し か 集め られ ませ ん 。 


ちゃ うけ ん 


* [8a| の 用 法 で は 、 通 常 は よら が な で 実 記す る 。 ま た 、[ 中 艶 ど 
に り 9 う けい し き つか 
ころ 」 二流 ど ころ 」 の よう に 、「 一 どこ ろ 」 と いう 形式 で 合 
われ る 。 
ち ほう ち いき 
匠 罰 地方 ・ 地 域 
region 2 時 ・24 紀 地方 、 地 区 


“ げん て い ば ち ほう ちい き ぁ 5 わ 


| 限定 され た 場所 の 中 で 、 特 に 地方 や 地域 を 表す 


きむ きび ょ こみ う も わた し ぁ っ に が て 
。  ・ 佐 き の 蔵 し い 記 で 生ま れ た 狼 は 、 署 い の が 落 手 で す 。 


QA し ょ うな い ち ほう も か し か いう ん きか き と ころ 
の ・ 素 肉 地 罰 は 、 符 は 海運 で 準 え た 淫 で し た 。 
の ら こめ こめ さん し ゅ っ ゆう めい ち いき 
。 ロロ 来 と ころ : 来 の 洲 出 で 有名 な 地域 


口 酒 どこ とろ : 日 本 酒 の 生産 で 有名 な 地域 
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**「 米 どこ ろ 」 「 酒 どこ ろ ]」 の よう に 、 [一 どこ ろ 」 と 使う 場合 は 
ひょう 
ひら が な で 表記 する 。 
と ころ 2 か し な か な 4 あ か し ゅ うか ん か = 
尊 所 変わ れ ば 品 変 わる : 土地 が 変わ れ ば 、 習 慣 も 変わ る と いう こ 
と 
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と し 


が つ つい た ち ュ に ち 
天 1 月 1 日 か ら の 365 日 
year 1 当 1 | 早 桂 中 侍 填 相 365 人 1 月 日 算 起 的 365 天 


。A : 今年 は どん な 年 で し た か 。 
ーー ニーー コ ーーー ーー た の と らい ね ん お も 
吾 B 才 だ て 来年 ちい い 年 に し た いで す 。 


け : 新しい 年 に な る こ と 
ふる お く あたら と し むか 
病 スル | : 12 月 31 日 の 夜 。 吉 い 年 を 送り 、 新しい 年 を 迎え 


ね ん まつ まい に ち 。 


口 年 の 瀬 : 年末 例 毎日 前 か く て 、 年 の 瀬 と いう 感じ が し な い 。 
ロラ 


うり ょ う せ ん き ょ 


例 ) うる う 年 に は 、 オリ シビ ッ ク と デメ リ カ 大 統領 選 準 が ある 。 
「] 年 始 : ① 年 の 初め る 年 末 ②③ 年 の 初め の 祝い 


ね ん し ゅ う ー 年 間 の 収入 
年 収 : 一 年 間 
ね ん じゅ w う 。 いち ね ん じ % う 


et * 「 年 が ら 年 中 」 と も 言う 
例 ) あの 店 は 年 中 「 開 店 セー ル 」 と いう の を や っ て いる 。 


ね ん だ し 


日 年 代 : 過ぎ た 年 月 。 時 代 a | 
例 ) 80 年 代 の 日 本 は 最 気 が よ か っ た 。 


年: 人 同じ 時 期 に 行わ れる 儀式 


ね ん ちゅ う 


例 ) 七五三 は 日 本 の 代表 的 な 年 中 行事 だ 。 


と し 


ね ん ね ん と し まい と し まい と し 
回 i te 毎 

へ いね ん KS じょう た い と し 

平年 : 通常 の 状態 に ある 


れい ね ん 


年 : いつ も の 年 
さむ きく 5 か い か れい ね ん お そ 
例 ) 寒かっ た せい で 、 桜 の 開花 が 例年 より 遅い 。 


を と し あめ 5 た た 5 と し 
商 年 が 明け る 年 が 改 ま る : 新しい 年 に な る 


れい 

年 齢 
age / 8 思 / 年 疫 

ん じ か ん ひと ね 4 れい くぎ 、 

⑥⑲ 1 年 の 時 間 を 人 の 年 齢 の 区 切り と し た か ら 


ば あい 


お と うと ふた と し は な ゎ た し さい 
s 弟 と は 二 つ 年 が 離れ て いま す 。 ま * ま 私 が 10 歳 で ある 場合 、 
お と うと さい 
第 は 8 歳 で ある と いう こと 。 
だ も な 
。 年 を 取っ て か ら 、 よ く 泣 く よ う に な っ た 。 


お な ど し ね ん れい お な ひと 
口 同い年 : 年 齢 が 同じ こと 。 ま た 、 そ の 人 
うこ お な い 
例 ) いと この 陽子 ちゃ ん と は 同い年 で す 。 
ね ん し ょ う ね ん れい せ た よう ち えん ほ いく えん に ゅ うえ ん ね ん ど 
口 年 少 : 年 齢 が 下 で ある こと 。 幼稚 園 ・ 保育 園 の 入 園 年 度 
ね ん ちょ う 
年 長 


ね ん だ い と く て い ね ん れい そう 
日 年代 特定 の 年 齢 層 "a 
く ろう お お 
例 ) 私 た ちの 年 代 は 、 着い と きか ら 音 労 が 多かっ た 。 


ね ん ちょ う ほ いく えん さい し ゅ う ね ん ど 
[ ] 年 長 : 年 齢 が 上 で ある こ So 幼稚 園 ・ 保育 園 の 最終 年 度 
トコ いま ね ん ちょ う らい ね ん し ょ うがっ こう 
例 ) あの 子 は 今 、 年 長 だ か ら 来 年 は 小学 校 で す 。 
せい ね ん 人 示 I い じょう 
成年 : お と な 。 日 本 で は 20 歳 以 上 


ちゅ う ね ん せい ね ん ろう ね ん あい だ ね ん れい そう 
[| 中 年 : 青年 と 老年 の 間 の 年 齢 層 

ば ん ね ん し ょ うがい お ちか セ :。 菅 
口 晩年 : 生涯 の 終わ り に 近い 時 期 
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れい せい じゅ < | 


[1a] 老齢 ・ 成 熟し た 年 齢 | 


aged, at that age プ エ 9 2 天井 衣 翌 老 設 、 邊 成熟 的 年 没 


せい 上 


| @ 等 人 の 中 で 、 年 を 取っ て 成 史 し た 年 齢 に 意味 を 絞っ た か ら | 


文化 ノー ト み 


。 ーー し まう な ん て 、 も う 年 だ 。 
ひと と お だ 
。 あ の 人 は いい 年 を し て 親 に 頼っ て いる 。 


と し よ 


年 寄り : 老人 
[年 配 : 中 年 以降 の 年 齢 
と し ょ か ん ね ん ぱい だ ん せい は な 
例 ) 図書 館 で 年 配 の 男性 に 話し か けら れ た 。 


名 年 時 も な い : 年 和 看 応 に 届か で あ に 
暫 年 が 年 : 相当 の 年 齢 で ある 
と し と む 
例 いや あ 、 年 が 年 で すか ら この 寒 き は こたえ ます 。 


ーー ゴー ニー シテ ーー デー ビーー デ ーー イー 
大 羅 日 の 夜 に は 「 細 く 長 く 生 きる 」 と の 思い を こめ て 、 細 く 長 い 「 年 越し 


そ ば 3 な そ ば た し ょ う が つ あたら ども し いわ ね ん 

麦 」 と いう 名 の 導 胡 を 食べ る 。 ま た 正月 に は 、 新 し い 年 を 抗 っ て 、「 生 
ひ te ん ぴ 

賀 状 ] と いう 専用 の は が き を 送り 合う が 、 ほ と ん どの 人 が その 準備 は 12 


が つ ち 9 う おこ な 


こっ 


月 中 に 行う 。 
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と り 


羽 と くち ば し の ある 動物 


bird グ 外 四半 時 本 條 名 富 曲 / 芯 有 羽毛 、 失 中 的 功 物 


と り と 
・ ダチ ョ ウ は 鳥 だ が 、 飛 ぶ こ と は で き な い 。 
こう えん 。 みず べ お お と り あぁ っ 
(Ry  ・ こ の 公園 の 水辺 に は 、 多 く の 鳥 が 集まっ て くる 。 


タリ 


還 和 6 


。 か ん こ どり 、 な みせ ひま きゃ ( 、 こ 
旬 閑古鳥 が 鳴く : 店 が 暇 で 客 が 来 な い 
お お が た みせ 
例 ) あそこ に 大 型 ス ー パ ー が で き て か ら と いう も の 、 う ちの 店 
か ん こ どり な 
は 閑 証 鳥 が 鳴い て いる 。 


葉 田 ニワ トリ 
chicken,rooster hen / 紳 / 過 


に ほん じん し せい か つ 


@ 鳥 の 中 で 、 日 本 人 の 食 生活 に 最も 関わ り が ある 存在 に 意味 を 絞っ た か ら 


。 う ち は トリ を 負っ て いる の で 第 新鮮 な 州 が 食べ られ る 。 
むす こ 
* 息子 ( ょ 振 朝 [コケ コッ コー 」 と いう トリ の 鳴き 声 で 目 を 覚ます 。 


| chicken (meat) / 是 エン 渦 肉 
9 ニワ トリ に つい て の 人 の 関心 は 、 普 通 は 内 の 部 分 に ある か ら 


に が て 


RR ue 


に く くし 


や と り に き や りょう り 
焼き 鳥 : 鶏肉 を 串 に 刺し て 焼い た 料理 


な か 


チュ ウ ( 中 心 )、 ジ ュ ウ (年 中 ) 


を GU のか ん 


本 特定 の 空間 の 内 部 
inside / 号 店 馬入 名 上 早 特定 空 周 的 内 部 


部 屋 の 中 へ 入っ て くだ さい 。 
も も の ぜん ぶ な か = 
持ち 物 を 全部 か ば ん の 中 に 詰め た 。 


中 身 中 味 : 中 に 入っ て いる も の 。 実質 的 な 内 容 


駅 中 ノ 駅 ナカ : 駅 の 構内 | こ あ る 商業 施設 * 新 語 


まち な か し ょ うてん 


街中 : 商店 や 住宅 が 集まっ て いる 所 
世 の 申 : 人 々 が 活動 する 社会 、 世間 


じゅ っ ちゅ % う は ま 


術中 に 談 る : 相手 の 計略 に 引っ か か る 
例 ) 相手 チー ム の 術中 に 賠 り 、 大 事 な 試 合 に 負け て し まっ た 。 
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な か 


ちゅ う し ん ちか ぶ ぶん 
中 心 に 近い 部 分 
middle / 寺 宮 引 旬 外 名 早 芝 接近 中 心 的 部 分 


@ 中 忌 は 、 内 部 の 典型 的 な 所 だ か ら 


ぐち ふ きん 


・ 混雑 し た 車内 で は 、 入 り 口 付近 の 客 が 中 へ 詰め る の が マナ ー 
7 も 
9 の な か だ いじ ょ うぶ 
。 こ の リン ゴ は 者 が 付い て いた が 、 中 の ほう は 大 丈夫 な よう だ 。 


口 真ん中 : ちょ うど 中 心 。 中 央 に 当たる 所 
ま ち 
時 真ん中 の 人 


回 


は ん い な い 


2 思考 の 範囲 内 


in ones mind/thoughts/etc. 人 1 エ 引 書 外 計 プ 思考 油 国 内 
ki く ず # N2yA かと ば あ 0 ACE 
@ 心 を 区 切り の ある 空間 に 例え た 場合 の 内 部 だ か ら 


た す で この な か な な 

。 助 け て くだ さい と 、 心 の 中 で 何 度 も 唱え た 。 
ゆめ な か そら じ ゆう と 

* 夢 の 中 な ら 空 を 自由 に 飛ぶ こと も で きる 。 


集団 内 


肛 選 ある 集団 


among, in a certain group / 軸 利 避 相 ズ 某 不 集 体 之 内 


し ゅ うだ ん 


(@ 集団 を 区 切り の ある 空間 に 例え た 場合 の 内 部 だ か ら 


員 の 中 に は 、 彼 の こと を よく 思わ な い 者 も いた 。 
臣 は 、 全 校生 徒 の 中 で 一 番 背 が 高 


家中 : うち の 中 。 そ の 人 た ち 


[】 


に NE 
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な か 


き か ん な い 

民 還 ある 期間 内 

| during, within a certain 0 ノ 引 四 人 / 某 條 期 団 内 
ば あい 


時 間 を 空間 に 例え て 区 切っ た 場合 の 内 部 だ か ら 


な か みっ か お 
HH 日 較 い て 返信 が 届い た 。 
ね ん か ん う せ いか つ な か 
Tt ・3 肖 の 高校 生活 の 中 で 、 思 いや り の 大 切 さ を 学ん だ 。 
よ なか よる な か 
夜 Nr 
_ ちゅ う げ ん な っ ひと し な も の 
ve 志 主 に な っ て いる 人 に 贈る 品物 
5 うこ つか も の 中 に ほん ふる ほん と 半 う 
中 : 使 われ て 大 く な っ た 品物 * 中 古 の 本 は | 古本 | と 言う 
し ん ぴん 
つ 新品 


EN HU 


中 世 こ だ い きん せい まち 


: 古代 と 近世 の 間 の 時 代 * 日 本 で は 主 に 鎌倉 室町 時 


[4a| その 状態 の 最 中 


amid, during a certain situation 相田 な 本 名 詩人 可 当 中 


の 管 の よう な 空間 に 例え た 時 間 の 申 に 、 人 が いる と 考え る か ら | 


・ 大雨 が 隆 る 中 、 走っ て 帰っ た 。 

。 お 忙し い 中 、 お 集まり 頂い て あり が と う ご ざ いま す 。 

[中 護 閲 邊 : 話 の 途中 に 席 を 離れ る こと 

申 止 還 : 終わ っ て いな いう ち に 止め る こと 。 計画 だ け で 止 


め る こと 
ゅ うた い が っ こう し 9 うり ょ う 

中 所 図 四 : 学校 を 修了 する 前 に 人 退学 する こと 

ゅ うだ と ち 9 う 

中 断 衣 : 途 で 止め た り 、 途切れ た りす る こ と 


ふ こう ちゅ うさ いも ふさ こう 


不幸 中 の 幸い : 不幸 な 出来 事 の 中 で 、 せ め て も の 救い と な る こ 
と 


例 ) 大 変 な 事故 だ っ た が 、 誰 も 怪我 を し な か っ た の が 、 不 幸 
ちゅ う さき いわ 


中 の 幸い だ 。 
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に コ 


セイ (生命 )、 シ ョ ウ ( 生 涯 )、 い (生き る 、 生 か す 、 生け る )、 う 
(生ま れる 、 生 む )、 お ( 生 う )、 は (生え る 、 生 や す )、 き ( 生 系 ) 


1 
その 場 で 見 聞き する その 場 か ら 放送 する 
こと 


か ね っ し ょ り 
騙 呈 加熱 処理 を し て いな いこ と 
raw, uncooked, draft (beer) | 習 到 本 合計 2 盆 癌 / 未 色 加 奴 外 理 


杖 し 。 な ま きか な た 


$ 。。 の ・ 私 は 生 の 魚 が 食べ られ な い 。 
~~ 2 や さい ほう た 
NYA 。 野 業 は 生 で 食べ る より 、 煮 た 方 が た くさ ん 食べ られ る 。 


年 貞 い 右 : 年 の 魚や 肉 の 媒 な 匂い が する 
年 ご み : 調理 で 生じ た 野菜 や 魚 な ど 材料 の ご み 
年 久 : 調理 し て いな V 卵 
生身: 生き で いて 明か い 血 の 通 っ た 人 の 体 
年 水 : 煮沸 し て いな い 水 

ICEE や の 


real, candid, firsthand / 神 守 自 然 、 真 笑 


| @ 県 で 変わ る 前 の 食べ 物 の よう に 、 変 えら れ て いな い 本 来 の こと を 表す 


へ 1 し みん な ま こえ と ど 
A ・ エジプト か ら 市 民 の 生 の 声 が 届い た 。 
な TTY 


か いこ る うど うし ゃ 。 な ま きけ 
。 こ れこ そ 、 解 雇 さ れ た 労働 者 の 生 の 叫び だ 。 


な まげ ん こう ひつ げん こう 


年 原生 : 活字 に な っ て いな い 、 肉筆 の 原稿 
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な ま 
な まな ま いま め まえ み 
[| 生々 し い 罰 : ① 今 で きた ば か り の よう な ⑫ 目 の 前 で 見 て い 
る か の よう な 


EE みみ 
その 場 で 見 聞き する こと 
Hive (performance) ユ 伸 可 引 人 ] 呈 言 舎 プ 泰 眼 所 見 、 奈 耳 所 団 


@ その 場 で 見 聞き する と 未 加工 だ が 、 時 間 が 経っ た 場合 は 加工 され た 物 を 見 開き する こ 
| と が 多い か ら 


な ま み は じ < ほん と う す ば 
を \ ・ コン サー ト を 年 で 見 た の は 初め て だ が 、 未 当 に 素晴らし い 。 
な ま えん そう いち ば ん 
ーーQ (1 ・ オ ー ケ スト ラ は や っ ぱり 生 の 演奏 が 一 番 だ ね 。 


awbu A" 


al: 1a| その 場 か ら 放送 する こと 
| 


live (broadcast) / 講 谷 引 人 ] 員 寺 言 / 当 協 頁 播 


@ その 場 か ら 放送 する と 未 加 工 だ が 、 その 場 で な いと 加工 され て 放送 され る こと が 多い | 
か ら | 
eo 


* この 試合 は 北京 か ら 生放送 で お 送り し て いま す 。 
・ 年 [の ] 番組 は 何 が 起こ る か 分 か ら な い 。 


ふ じゅ うぶ ん 


| 2 」 不 十分 な 


half(-finished), insufcient 時 圭 圭 プ 不 充分 、 不 成熟 、 幼 稚 


か ね つ し ょ り し U% う ぶん 


@ 7 生理 が 十分 で な いこ と か ら 、 相 二分 な こと 一 般 に 意味 を 灰 げ た か ら 


な まがわ き き も わる 
の 由 / 。 こ の エ シ ャ ッ は 生乾き な の で 、 着 る と 気持 ち が 悪い 。 
すま | な ま た 
中 中. 。・ そ っ ちの 肉 は 、 ま だ 生焼け だ か ら 食べ な いで 。 
0 


* 充 居 の 用 潜 で は 「 生 乾き 」「 生 焼け ] な ど 、 主 と し て 接 辞 と 
し て 用 いる 。 


な ま ち 9 う と は ん ば 
し 」 生 あく び : 中 途 半端 な あく び 
、 な まぁ た た すこ が た き も わる 
生暖かい 世 : 少し だ け 瞬 か く て 気持 ち 悪 い 
な まい き た い そん ざい で す よう す 
生意気 編 : 大 し た 存在 で は な い の に 出過ぎ た 様子 。 ま た 、 そ 
ひと 
の 人 
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ほう こ 


人 新入 社員 な の に 会 社 の 方 向 性 を 語 る と は 、 生意気 な 奴 だ 。 
生ぬるい 回: ① ぬ る く て 気持 ち が 電 い ② 厳 し き に 欠け る 


生半可 回 : 中 途 半 端 な 
げん へ ん じ 


年 返事 : いい 加減 な 返事 


ヽ 」 
で 
波 

は きゅう 


ハ ( 波 及 ) 


波 に 似 た 動き 


し ん どう へ ん か で ん た つ 


振動 や 変化 の 伝達 


介 芝 写 水面 起伏 波 区 


・ 押 し て は 引く 波 は 、 決 し て 止む 事 が な い 。 
お お な み は まさ か な ピ ) あ 
ン ヘ ヘー ヘー へ ーー ・ 天 き な 濾 が 引い た ら 、 渓 辺 に 魚 が 打 ち 上 げ ら れ て いた 。 


波打ち 際 : 波 が 打ち 寄せ て くる 所 

波音 : 波 が 寄せ て は 返す 音 * 大 波 は 「 ざ ぶん ト 小波 は 「 ち ゃ 
ぷち ゃ ぶな ど 。 

波乗り : サー フィ ン (surfing) 

波間 : 波 の うねり の 間 

革 波 : 荒れ 狂う 激しい 洲 

ささ 波 : 細か く 小さ な 波 

波止場 : 船 が 着く 場所 
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な み 


a で ん た つ 
振動 や 変化 の 伝達 
| wave (sound, electricity etc.) ノ 神 を 9] け 軸 相 引 神 富 プ 振 効 及 変 化 的 佐 描 
| お と で ん き つた か た な み つた か た [A = 
@ 音 や 電気 の 伝わり 方 は 、 波 の 伝わり 方 に 似 て いる か ら 


お と な み か た ち こう せん み 
音 の 波 の 形 を レー ザー 光線 で 見 て みよ う 。 


JJ 
SR [@] ・ 間 久夫 も 久 で ある 以下 、 共 給 が 半 能 だ 


えい 


口 渋 及 較 9: 影響 が 次 々 に 広がる 

日 波動 : 空間 の 変 化 が 次 々 に 伝わっ て いく 現 旬 

日 閉 波 : 物体 の 振動 が 空気 に 生じ る 現象 

回 短波 6 波長 が 短い 電波 。 HF (High Frequency) 

口 電波 : 一 般 的 な 電磁 波 。 ラ ジオ ォ 波 

昌 騰 波 : 脳 の 活動 に と も な っ て 起こ る 電流 の 変化 。 ま た 、 そ れ 
を 記録 し た も の 


波 に 似 た 動き 


wave-like motion / ズ 本 豆 針 本 会 圭 各 記 昼 / 美 似 波 渡 的 送 効 


(@ 波 の 様子 と 動き が 似 て いる か ら 


・ 開 店 と 同時 に 人 の 波 が 提 し 寄せ て き た 。 


。 稲穂 の 波 が 揺れ て いる 様子 は 、 い か に も 秋 ら し い 。 


お お ぜ い ひと びと 


口 人 濾 : 流 の よう に 動く 大 勢 の 人 々 


し ゃ か い 


本 社会 の 大 き な 変 化 
wave (major social trend) グズ 和 久司 名 計 早計 プ 社会 大 潮流 


ちか 5 


6 流 の よう に 個人 の 力 で は 制御 で き な い か ら 


高 内 者 の 多く は 1 重合 5 の 波 に つい て いけ な い 。 
5 な せ ぜ 日 本 は グロ ー バ ル 化 の 波 に 乗り 遅れ ん た の だ ろう か 。 
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こう て い 


高低 の 差 ・ む ら 


fluctuation // 笠 咲 9| 引 店 ・ 台 豆 2] 所 音 / 高 低 之 差 、 不 均 勾 
| @ 波 の よう に 高低 差 が ある 現象 や 様相 だ か ら 
よぶ ちょう な み 


・ あの チー ム は 、 計 調 と 不調 の 波 が 潤し い 。 
くん けっ て 


Dox yg ・ 成 貫 に 波 が ある と ころ が 有 田 若 の 欠 拓 だ ね 。 


じ り 9 う 【 ょ う 


を み 。 の 3 し 
向 波 に 乗る : 調子 が いい 。 時流 に 乗じ る 
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に も つ 


は こ 3 お く る もの 
馬 貫 運ん だ り 送 っ た りす る 物 
luggage, package / 茜 | 時 和え 昌久 / 搬 返 的 物品 


。 そ この 人 荷物 を 1 階 の ロビ ー に 運ん で くだ さい 。 
に も つ て が と ど 
。 ア メリ カ か ら 、 和 荷物 と 共に 手紙 が 届い た 。 


手 人物 : 手 で 運ぶ 荷物 。 特 に 旅客 が 自分 で 持ち 運ぶ 荷物 


ふ た ん も の 


重く 負担 と な る 物 


burden / 早 神立 早 慎 9| 本 半 信人 負担 入 重 的 灰 西 


は こ た い へ ん が 本 に も る つ と くち ょ う 人 ズ 
(@ 運ぶ の に 大 変 だ と いう 、 荷 物 の 特徴 に 似 て いる か ら 


に も つ お 
ゃ コー ト は 荷物 に な る か ら 置 いて いこ う 。 


vyy 
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に も つ 


ーーーーーーーーーーーーーーー」 
[1a| 皆 の 負担 と な る 人 
| a drag (on someone) 豆 〒 引 | 早 号 9| 本 記 旬 ズ 旬 被 、 泉 交 


衣 物 が ある と 仙 押 に な る よう に 、 そ の 人 人 が いる と 負 括 に な る か ら | 


* 私 は ポー ム の お 荷物 に TRE Re 話 め る よ 。 
DA は 弱い か ら 、 リー グ 全体 の お 荷物 扱い だ 。 


* [a の 用 決 で は 、 普 通 、 軽 蔵 を 示す 「 お 」 を 付け 、「 お 荷物 ] 
も ち 
と し て 用 いる 。 


a weight (on one's shoulders) 平和 エ 時 呈 9| 司 王 條 詩人 負担 重 的 事項 


| 5] 重く 仙 舞 と な る 事項 


@ 和 季 が ある と 下 押 に な る よう に 、 その 事 が ある と 角 組 に な る の ら | 


・ 両親 の 離婚 に よっ て 、 彼 は 重い 荷 物 を 背負 っ て し まっ た 。 
ゃ ちょ う に も つ か か 


長 に は な っ た も の の 、 負債 の 返済 と いう 荷物 を 抱え 込む 
邊 が うだ た 。 
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お ん ど 


温度 を 上 げ る 
エネ ルギー 


が DUIUB2 
本 咽 皮膚 で 感じ る 高温 
heat (physical sensation) 親和 早足 こ 外 を 豆 倫 / 度 須 感 党 公 的 高温 


NE / 


SS 


fT 


nn 00 
っ < つて つつ 


た い ょ よう” ね っ に 0 、 と 
太陽 の 熱 で 水 を 溶 か す 。 


パソ コン や テレ ビ の 内 部 に 熱 が こも る と 、 故 隊 の 原因 に な る 。 
まる い 

フラ イ バ パン の 料 を 少し 商 ま し て か ら 、 卵 を 入れ まし ょ う 。 

ね っ た い せき どう ふ きん 

上: 道人 近 の 地 和 


ね っ と う 

熱湯 : 沸騰 し た 熱い お 湯 
か ね つ ね つ くわ 

加熱 : 熱 を 加え る 
i ひじ ょ う 


高熱 : 非常 に 高い 温度 の 和 回 
地熱 : 地球 の 内 部 か ら 伝 わる 替 


ね つ 


こう ふん 


excitement, passion ブ 音 是 熱情 、 吉 中 


じょう ね. 


( 情熱 的 な 思い を 抱く と 、 体 が 熱 を 持っ た よう に 感じ る か ら 


の 。 サ ウッ カー の 前 谷 と な る と 、 つ い 親 が 上 が っ て し まう 。 

GO) ・ 彼 女 は 今 、 あの 男性 アイ ドル に お 熱 だ 。 

SM ・ 5 年 前 に シド ニー に 行っ て か ら と いう も の 、 病 親 の 海外 旅 和 
熱 は 冷め な い 。 


ね つい も の ご と た い い よく じょう ね つ 
| 熱意 : 物事 に 対す る 意欲 や 情熱 
は つめ い た い か れ ね つ い た い 
例 ) 発明 に 対す る 彼 の 熱意 は 大 し た も の だ 。 
っ し ん よく じょう ね つ も まろ を 
口 熱心 園 : 意欲 や 情熱 を 持っ て いる 様子 
ちん まい に ち ね っ し ん ぶん ぼう べ ん き ょ う 
例 ) 陳 き ん は 毎日 熱心 に 文法 の 勉強 を し て いる 。 
abn et し 0 うち ゅ う む ちゅ ぁ う 
昌 熱中 図 帆 : 心 を 集中 し 、 夢 中 に な る こと 
ね っ ちゅ う じ か ん わす 
例 テレ ビ ゲ ー ム に 熱中 し て 時 間 を 忘れ て し まっ た 。 


旬 県 が 人 谷 め る : 好き な 気持 ちや 意欲 が な く な る 
いま ね っ き 
例 ) 一 時 、 あれ ( ま ど テ ニス が 好き だ っ た の に 、 今 で は 熱 が 冷め 
CR oy he 
_。 ね つ は い い よく た か 
旬 熱 が 入る : 意欲 が 高まる 
た いか い L ぁ うか ん ご せま れん し 5 う ね つ は い 
例 ) 大 会 が 1 週間 後に 迫り 、 練 習 に 熱 が 入る 。 
っ む ち 9 う 
困 熱 を 上 げ る : 夢中 に な っ て いる 
か れ いま か ん こく じ ょ せ い ね つ あ 
例 ) 彼 は 今 、 韓 国 の 女性 アイ ドル グル ー プ に 熱 を 上 げ て いる 。 


お ん ど あ 
| 及 財 温度 を 上 げ る エネ ルギー 
| Heat(energy) の を 足 登 合 可 引 ロン 弁 温 的 能 量 


は っ せ し 


《 エネ ルギー は 、 府 発 生 の 原因 と な る か ら 


| い どう 
vv ・ 誰 は 高温 の も の か ら 低 注 の も の に 移動 する 。 
た いよ う す で ふつ う お な 
Z1 ヽ さい 0 の の 熱 を 電気 に 変え る こと は 、 既 に 普通 に 行わ れ て いる 。 
っ < つて ロ 箇 時 : 熱 エ ネル ギー の 大 き さ を 示す 量 (光世 六 太志 0B 


な ど ) 
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た か 。 た い お ん 


高い 体温 


fever ノ 笠 を 剤 を プ 体温 高 、 妥 焼 
びょう き ば あい か ら 5 た た か ね つ か ん し ん し ぼ 
@ 病気 の 場合 、 体 の 高熱 に 関心 が 絞ら れる か ら 


。 風邪 を 引い た らし く 、 今 朝 か ら 熱 が あり ます 。 
ね つ き ($9 の ね 
es 熱 を 下げ る た め に 、 薬 を 飲ん で 寝 た 。 


ひ 【 


こう ね つ じょう た か たい お ん 
品 高熱 : 非常 に 高 体温 区 O | 

へ いね つ 。 けん こう た い お ん 
口 平熱 : 健康 な と き の 体温 


る の が いい と され て いる 。 
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お ち お ろ 
本 無知 で 思 か な こと 
foolishness 時 | 村 エ 相 可 公言 愚 染 元 知 


・ 雨 の 日 に 花 に 水 を や る な ん て 馬鹿 だ 。 

< 馬鹿 を 言う な 。 

・ 馬鹿 な 計画 を や め さ せ る 。 

条 馬鹿 に する : 人 や 事柄 を 価値 の な いも の と 見 な し て 韓 視 する 
例 ) 方 言 を 使う 人 を 馬鹿 に する と は 差別 と いう も の だ 。 

師 馬鹿 に な ら な い : 軽視 で き な い 
例 ) 最近 は 安く な っ た と は いえ 、 毎 日 か ける と 電話 代 が 馬鹿 に 

な ら な い 。 

条 馬鹿 を 見 る : 時 か な こと を し て 損 を する 

例 あん な 人 た ち に だ まさ れる な ん て 、 馬 鹿 を 見 た な あ 。 


249 


ば か 


ーー 
[0a| 無知 で 愚か な 人 
| fool ン 早 2| 計 エ 9] 本 対人 を 信 圭 愚 筆 元 知 的 人 


| 上 EE の よう な 特性 を 持っ て いる 人 の こと を 表す 
あめ ひ 。 は な みず ぱか 

・ 南 の 日 に 花 に 水 を や る な ん て 、 あ いつ は 馬鹿 だ 。 
じ ぶん あぶ と ころ い あ に き ば か 

・ 自 分 か ら あ ん な 危な い 所 へ 行く な ん て 、 兄 貢 も 馬鹿 だ ね 。 
ば か ンー けい けん ほっ きょく り ょ こ う 

・ 馬鹿 な 奴 だ 、 経 験 も な し に 北 板 旅 行 を し よう な ん て 。 


ー ば か ひと お ぼ き お ば な ひと な ん ど と くい EE 

条 馬鹿 の 一 つ 覚 え : 聞き 覚え た 一 つの こと を 、 何 度 も 得意 そう に 
も 
持ち だ すこ と 


0 す 
度 が 過ぎ て いる こと 
extreme / 正 2| 計 逢 / 昇 常 、 直 基 


きょく た ん Mi て ん 内 に | 
2 極端 さと いう 点 が 似 て いる か ら 


。 あ いつ 、 馬 鹿 に が ある な 。 *「 馬 鹿 に 」 = 析 i 
ば ん め 


今年 の 冬 は 本 当 に 馬鹿 陽気 で 、 史 トニ 潤い 


ば か 5 る 
馬鹿 力 : 普 通 で は 考え られ な い ほ どの 強い カ 
ば か し ょ うじ き 


馬鹿 正直 還 あま り 【 に 正直 すぎ て 、 上 通 が 利 か な い 
9 就職 面接 で は 、 あま り 馬 鹿 正 直 ( に 竹 え な い ほ うがい い 。 
ば か ふ 


馬 放 回 : 丁寧 すぎ る た め に 不 自然 な 
あい きつ ふ か い 
例 馬鹿 丁寧 な 挨拶 は 不快 だ 。 


ちょ う し 
調子 が お か し いこ と 

malfunctioning / 分 晶 2 ト 9| 合 旭 / 失 喝 ( 不 好 使 、 不 中 用 ) 
6) 無能 さと いう 点 が 似 て いる か ら 


の po ぜん ぜん は ん の う 

6 の 。 セン サー が 馬鹿 に な っ た らし く 、 全然 反応 し な い 。 
Y と 
Tb ° ね じ が 馬鹿 ! に な っ た か ら 取 り 換え な くち ゃ 。 


9 の か 
あっ) * 要 四 の 用 法 で は 、 物 ・ 機 械 な ど に 用 いる 。 
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ば か 


民 還 極端 に 夢中 に な る こと 


nut (about sports/etc.) / 写 忌 人 9 豆 凡才 詩 / 辻 渡 鍵 冥 、 人 拍 


人 を 省 み な いと いう 点 が 似 て いる か ら 


い 。 スポ ー ツ 馬鹿 だ っ た 兄 は 、 毎 日 サッ カー や ら 野 球 や ら に 明け 
暮れ て いた 。 


や くし ゃ 


。 私 は 役者 馬鹿 で 、 芝 居 の こと 以外 は 何 も 愛 えて いま せん 。 


名 親ばか 親 が げに 対す る 朋 情 に こ = 滑れ て 出 か な 行動 を する こ と 
まい に ち と 


例 ) 主人 は 子供 の 写真 を 笛 晶 撮る る ほど 親 ば か で す 。 
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は な 


ぶ ぶん 


ey の 生 将 に 関わ る 部 


flower / 信 語 引 念仏 半 圭 詩 塵 司 曲 / 有 甘 植 物 的 生殖 部 分 


| y } 
| ・ 昨日 買っ た ば か り の 花 が も う 枯 れ て し まっ た 。 
< この 花 は よい い 奉 り が する 。 
た ん じょう ぴ 
< 誕生 日 に も ら っ た 花 を 花 薫 < 挿し た 。 


ーー ニーーーーーー 

[oa 桜 

| cherry blossoms / 思 英 グ 櫻 f 
は な 。 な か 


@ oi て. 特に 日 本 人 が 大 切 に する 桜 に 意味 を 絞っ た か ら 


Cs ・ 今 年 は いつ 、 花 見 に 行き ます か 。 
ゆめ 


っ gp 
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は な 


じ ょ せ い 
略 証 笑 し い 女 性 
beautiful woman 引 呈 串間 引 付 の 美 了 リ 的 女性 


じ ょ せ い 


(@ 甘 し い 女 性 を 、 美 し い 花 に 例え た 


か の じ ょ も と みな し ん せつ し ょ て ば は な 
* 彼女 は 仕事 が で きる し 、 皆 に 親切 な の で 戦場 の 花 だ 。 


に に か の Gs は な に 
| * 彼女 は いつ も パー ティ ー の 花 だ 。 
沿 
玉 りょう て は な 


両手 に 花 美しい 女性 に = 開 まれ て いる こ と 
例 ) 美人 の 姉妹 が 左右 に 座っ て く れ た の で 両手 に 花 だ っ た 。 


さい せい 


械 民 最 忠 期 ・ 華 や か さ 
best days, splendor / 神 紋 2| ・ 対 村井 最盛 期 、 族 爆 品 菊 


924 あら わ 


し 2 花 が 美しく 開い た と き の よ うに 、 あ る 期間 で 最も 華やか な 時 期 の こと を 表す 


今 が 人 生 の 和 花 か も し れ な い 。 
せん し ゅ 
彼 に と っ て は 2001 年 か ら の 5 年 間 が 、 サッ カー 選手 と し て の 


は な 


花 だ っ a 


a 


花形 : その 時 代 | に 人 気 が あ り 、 人 々 に 賞 槍 さ れる も の 
は な が た せん し ゅ 


0 績 0 


だ い は な が た 


Dp 次 世代 の 花形 産業 は ロボ ッ ト 産業 で A 


みい こう 


旬 花 を 持た せる : 相手 に 3 に 名 准 や 栄光 を 議 る 

例 閉会 の 挨拶 を 部 下 に や ら せ 、 花 を 持た せ た 。 
名 花 を 添え る : よい こと を 加え る 

例 横綱 は 全勝 し て 、 優 勝 に 花 を 添え た 。 


| い ば な 

旋 選 生け花 

| Japanese flower arrangement / 三 英 引 / 搬 花 
そ さい 


@ 花 を 素材 や 対象 に し て いる 行動 だ か ら 


ゆう じん お お く ぼ ね ゎ た し は な せん せい 
* 友人 の 大 久保 8 きん が 、 私 の お 花 の 先生 で す 。 
れ た し ちい ころ ちゃ は な な ら 
s 私 は 小さ い 頃 か ら 、 お 茶 や お 花 を 習わ さき れ て いた 。 
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は な 


1 
に お き か ん は な みず は を じ る 
匂い を か ぐ た め の 器官 鼻水 ・ 鼻 汁 


に お お き か ん 
弁 軒 匂い を か ぐ た め の 器官 
nose グ 選 介 言 嘩 2| 蛋 填 2| 税 喫 岡 味道 的 器官 


sik は 5 
。 銀 の 算 に は いろ いろ な 働き が ある 
せん じ つ 


( ) 。 発 日 、 仁 に 洪 を ぶつ け て と て も 痛かっ た 。 


は な こえ は な と こえ 
鼻 声 : 算 に か か っ た 声 
は な ぢ は な ね ん まく し L ぁ っ けつ 


鼻血 : 鼻 の 粘膜 の 出血 
工 語 まり : 鼻 の 穴 の 通り が 悪い 状態 


は な いき あら 


名 貞和 が 荒い : 強気 だ 
9 あの 会 社 は 中 国 市 場 の シェ ア を 広げ よう と 昔 邊 が 荒い 。 
名 鼻 が 高い : 自慢 だ . 
例 ) 息子 が スポ ー ツ 大 会 で 優勝 し た の で 、 私 は 鼻 が 高い 
人 見 に か ける : 億 れ て いる こ と を 見 せつ ける 
多 あの 人 は 一 流 大 学 を 出 た こと を すぐ 鼻 に か ける 。 
向 邊 に つく : うっ と うし い 。 嫌 だ 


か の じ ょ せつ めい は な 
例 ) 彼女 の 説明 の し か た は どう も 上 鼻 に つく 。 
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は な 


画 半 ・ 療 


| mucus, snivel プ 穫 理 鼻 水 、 鼻 沸 
9 貞 の 中 に あり 、 鼻 か ら 出る も の を 指す 


か ぜ ぎみ 内 は な で と. 
。 風邪 気味 で どう も 貞 が 出 て 困る 。 
は な 
( ) 。 そこ に ティ ッシュ が ある か ら 、 濃 を か みな きい 。 


a , 


* 軒 還 の 用 法 で は 、「 鼻 水 」「 鼻 汁 」 と 言わ ず 、「 算 ] と ほか し て 
ひょう げん 


表現 し て いる 。 ま た 、 漢 字 は 「 演 ] と も 書く 。 
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は な し 


記 計 話す 行為 


speaking / 起 引 下 弄 判 プ 税 笑 行 妨 
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(BD 


< 


あの 人 は 話 が 上 手 だ 。 


て うま すう さ ぎょ うち ゅ う は な し 
・ こ の 工場 で は 作業 中 、 話 を し て は いけ な い 。 


話し 合い 設 崩 : 互い に 話す こと 
は いて は な し あい て 
話し 相手 : 話 を する 相手 


は な こと ば 


こと ば 


話し 言葉 : 会 話 を する 時 に 使う 言葉 ら 書き 言葉 


立ち 話 較 呈 : 立っ た まま 話す こと 

た ば な し つか な か 
多 立ち 話 で は 疲れ ます か ら 、 ど う ぞ 中 に 
わ じ % つ は な か た ぎじゅつ 
話術 : 話し 方 の 技術 


は い 


人 っ て くだ さい 。 


な いよ う 


略 還 口 に し た 内 容 


は な し 


talk,topic 財 引 山 。 趣 的 内 容 


6) 話す と いう 行為 の 中 身 を 表す 


2 3 


は な な いよ う 


ふた り (る まな し 
* SN つめ 証 の 艇 ば かがり し て いる 。 
LU ち 93 う 


* 食事 中 に 病気 の 語 は や め ま RS 
。 ま っ た く ひ どい 話 で すね 。 
お も し ろ は な し き こん ど お し 
。 面白 い 話 を 聞い た か ら 、 今 度 教 ん て あげ る ね 。 


うら は な し 


「」 軸 ある 話題 に つい て 、 一 部 の 人 だ けが 知っ て いる 話 
例 ) 以上 が あの 事件 の 肖 話 で す 。 


ば な し 


口 作り 話 : 空想 で 作っ た 、 事実 で は な い 沿 
例 ) そん な 作り 話 な ん か 誰 も 信じ ませ ん よ 。 


うえ ば な し 


口 身の上 話 : 自分 の 今 まで の 人 生 に つい て の 疾 
例 ) その 老人 は 突然 長い 身の上 話 を 証 きり 始め た 。 


こう ちゅう 


[] みや げ け 話 : 旅行 中 の 体験 に つい て の 放 
例 ) ハワイ 旅行 の みや げ 話 を 楽 し み に し て いま す 。 


鞭 話 : 昔 を 思い 出し て する 話 
日 美久 : 思わ ず 笑 いた く な る よう な 楽し い 話 


か い わ ふた り いし ょ う に ん げん た が は な な い 
会 話 図 和 店: 二 人 以上 の 人 間 が 互い に 話す こと 。 ま た 、 そ の 内 
よう 


容 
じ つ っ わ 


回 実 話 : 本 当 に あっ た 語 
例 ) この 映画 は 実話 に 基づい て 制作 きれ た と の こと だ 。 


E: consultation, negotiation 付表 ・ 乳 角 グ 商 淡 、 交 渉 


⑥ 人 が 話す 内 容 の 中 で 、 特に 相談 や 交渉 事 に 意味 を 絞っ た か ら 


の の 
い い は な し べつ は な べつ 
。 あな た が 行か な いと 言う の な ら 話 は 別 だ *「 話 は 別 だ 」 = 
べつ けつ ろ ん 
別 の 結論 だ 。 
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は な し 


i ps 
[1b] 人 の うわ さ 
| gossip, rumor / 二名 全 是 佐 剛 、 消 息 


は な な いよ う 


| © 人 が 話す 内 容 の 中 で 、 特に うわ さ 語 に 意味 を 続 っ た か ら 


EDAD)  ・ 町 中 が 人 の 話 で も ち き り だ 。 
・ 松 本 さん は 次 の 選挙 に 出る と いう 話 だ 。 


© は な し は ん ぶん は な し 
口 話 半分 : 話 の 中 で 事実 は 半分 くら い だ と いう こと 


は ん ぷん 


9D あの 人 は 茶 で も 大 負 疲 に 言う か ら 、 語 半分 に 聞い て お いた 
方 が * い 。 
ge し u 。 せ け ん い HL 
[|] うわ さ 話 : 世間 で 言わ れ て いる 話 
る の が がり 
story tale /9]1o ト 2] ズ 故事 
は な な いよ う も の が た り 


1@ みす 和 の 叶 て 、 特に 物語 に 絞ら れ た 


。 お 父さん 、 ま た 桃太郎 の 話 を 開か せ て よ 。 
の ・ こ れ は この 土地 に 伝わる 話 な ん で す が ……。 

A の が た 

口 お と き 話 : 革 の 言い 伝え や 物 衣 


日 芋 話 : 子供 の た め に 作ら れ た 物語 


硫化 ノー ト グ 侍 辻 還 の 「 著 バ ナ 」 と は 、 も の 基 療 に 科す る 革 の こと 。 [ 誌 の 党 」 


[恋愛 の 話 ]」 な ど を 省略 し て 「 恋 バナ 」 と な っ た 。 
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は は 


か ん れい て き よ 


ボ (祖母 ) ※「 お 母さん 」 は 慣例 的 な 読み 方 


1 
何 か を 生み 出す も の 


お ん な 。 お や 
弁 叶 女 の 親 
mother 時 品 寺 村人 守 女 性 家長 
は は じ っ か ほっ か い ど う 
* 母 の 実家 は 北海 道 で す 。 
か あ いま わす 
* お 母さん あっ て の 今 の あな た だ 、 と いう こと を 忘れ な いよ う 
だ ね 。 


は は か た は は お や ち すじ ほう ちち か た 
日 母方 : 母親 の 血筋 の 方 G 父 方 
は は か た か いう ん が いし ゃ つと 
例 ) 母方 の お じ は 海運 会 社 に 勤め て いる 。 
まま は は こ ども ち k は は お や 
| ] 継母 : 子供 と 面 の つなが り の な い 母 親 
ゎ た し た いせ つ そ だ まま は は お ん わす 
例 ) 私 を 大 切 に 育て て くれ た 継母 へ の 思 は 忘れ られ な い 。 
ほど じ ぶん さい し ょ み 1 ご と: ば 
| 母語 : 自分 が 最初 に 身 に 付け た 言 
ぽ ぼ し か て い は は お や ご どる に か て い 
| | 母子 家庭 : 母親 と 子供 だ け の 家庭 
\ じ ょ せ い = る は は せい し つ ふ せい 
口 母性 : 女性 が 持つ 母 と し て の 性 質 父性 
た い は は お や か 5 だ 


ぽ 
口 母体 : 母親 の 体 叶 
そ 、 ぼ お は は お や 
祖母 : 親 の 母親 。 お ば あさ ん 
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は は 


な に う だ 
何 か を 生み 出す も の 
the mother of (something) 早計 2 ト 言 叶 言 9 同 記 妥 / 倒 造 源泉 


そん ざい あぁ 5 わ 


@ 子 を 生む 母 の よう な 、 何 か を 生み 出す 存在 を 表す 


は つめ し 


< 必要 は 発明 の 全 と 言 言わ れ て いる 。 
。 こ の 作物 は 、 母 な る 大 地 の 恵 み だ 。 
[母校 : その 人 が 卒業 し た 学校 


ぼ た い は っ て ん は せい 


| 母体 : 発展 ・ 派生 し た 物 の 、 元 の 形 に 0 | 
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は ん た い 


EL 
ー _ 


0 


も の 。 いっ ぱ う 


間 ES 


きゃ く PeA じ ょ 


逆 の 位置 ・ 順 序 ・ 意 味 


「o | 逆 の 位置 ・ 順 序 し wA じ ょ Ri 味 


opposite, bs 〆 中 可 羽 怪 天 ・ 在 放 ・ 引 可 グ 相反 的 位置 、 順 序 、 意 思 


ども る 。 ころ 


* 子 : の 弓 、 石 と いう 普 字 を と きど き 友 対 に 書い て いた 。 
だ < 漢字 の 書き 順 が 反対 だ 。 


日 反対 語 : 反 寺 の 意味 の 言 例 「 原 因 の 反対 語 は 結果 ] で す 。 


せい は ん た い 


[ 口 正 友 対 : 全く 反対 で ある こと 
例 あの 二 人 、 仲 は いい くせ に 、 性 格 と きた ら 、 ま る で 正反対 だ 。 
いっ ぽう 


必 還 対 に な る 物 の 一 方 
the other 中 合 引 早 を 包 包 井 著 プ 成 対物 品 中 的 男 一 條 


か た ち 


6 対 に な っ た も の は 、 形 が 逆 で ある こと が 多い か ら 


は だ で だ 
< 反対 の 手 を 出し て くだ さい 。 
くう き ぬ は ん た い 
。 い いえ 、 容 気 が 抜 けた の は こち ら で は な く 、 反 対 の タイ ヤ で す 。 
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は ん た い 


ふ ど うい さん せい 
不同 意 賛成 
opposition, objection / 号 社 包 ズ 反対 
ふ どう い あい て いけ ん きゃ < 回 
2 不同 意 は 相手 の 意見 の 逆 だ か ら 


で やま だ い けん は ん た い 
(る 。 山田 きん の 意見 に は 反対 だ 。 
きみ な い あん は ん た い ひと すく 
。 沙 の ケル ー プ 内 に も 、 こ の 柴 に 反対 する 人 は 少な く な い 。 


* 肛 居 の 用 法 で は 、「 反 対す る 」 回 還 と し て も 用 いら れる 。 


史 。 ぎゃく (p102) 
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炎 、 灯 
カカ (火事 )、 ほ (火影 


か ん じょう 


物 が 燃え る と き の 現象 富 ぶ っ た 感 
= 


げん し ょ う 


本 咽 物 が 燃え る と き の 現象 
fre, flame / 募 刻 外 牌 可 名 天 盆 物品 燃焼 時 的 現象 


ひ そ と が わ あつ 
e 火 は 外側 が いち ば ん 熱い と いう 。 
。 ガ ス の 火 を 弱く し て くだ さい 。 


口 炎 衣 び 図 中 : ① 火 を も て あそぶ こと ② そ の 場 限り の 情事 
ゴ 火消 し : ① 火 を 消す こと 。 ま た 、 そ の 人 ② 問 題 の 解決 や 揉 
け ひと 
み 消し を する 人 
そう どう げん いん 


中 火種 : ① 火 を お こす 元 の 炎 ② 職 動 の 原因 
けい ざい 
火の車 : 維 済 状 態 が 団 狼 し て いる こ と 


ひ ば な 


ot 物 が ぶつ か っ て 上 前 < 出る 火 
下 火 : 火 や 勢い が 座 え る こ 上 下 火 に 
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た き 火 図 峰 : 屋外 で 木 や 落ち 葉 な ど を 燃やす こと 


で ん 5X 外 9 き いっ し ゅ 
大 火 : 調理 器具 の 一 種 。 オ ー ee 


は な ぴ 


花火 ・ 火 楽 を 混ぜ た も の で 、 火 を 付け 、 光 や 音 を 楽し む 
火炎 : 大 きく 燃え て いる と き の 火 
か ざん 


ふ ト ま 

火山 : マグ マ が 噴火 し て で きた 山 
か せ た いよ うけ い ば ん め わく せい 
コロ 火星 : 太陽 系 の 4 番目 の 就 星 


火葬 回 : 遺体 を 焼い て 送る こと * 日 本 で は 最も 一 般 的 な 
ほう ほう 
方 法 


し ょ う げ き 


1 人 で 親近 する 牧 折 


a 
は っ か ひ は っ 

発火 閲 身 : 火 を 発する こと 
火 の 手 : 燃え て いる 火 の 勢 い 


ふん か 


噴火 図 中 : 火山 か ら 溶 娠 や ガス が 吹き 出る こと 


名 火 が ン 火 の 付い た よう : あわ た だ し い g 罰 四 
いき お 
知 火 に 油 を 注ぐ : 盛ん な 物事 に いっ そう の 勢い を 加え る 
き Po: よ 

万 火 の な い 所 に 煙 は 立た な い : 噂 が 立つ に は 根拠 が ある と いう こ 

と 

ひ ぶた き た た か は じ 
生 火蓋 を 切る : 戦い が 始ま る 


ange 
[0al 炊事 用 の 火 
| cooking flame/heat / 書 旬 相 名 正 昔 グ 炊事 用 火 
| ひ な か ひと 。 せい か つ みち か に 
| の 火 の 中 で 、 人 の 生活 に 身近 な も の だ か ら 
ひ すう ふん ま 
* や か ん を 火 に か け て 数 分 待っ た 。 


きか な ひ 


。 日 が 経っ て いる の で 、 こ の 魚 は 火 を 通し て 食べ て くだ さい 。 


ひ 


ロ 火 : が スコ ン ロ な ど に 火 を 付け る た め の 火 
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= 
と 
~ 


9 炎 の 中 で 、 人 が 最も 燥 れる も の だ か ら 


ひ よう じん 


* 火 の 用 心 ! 
ふる いえ ひ で け 王 還 2 
* あの 占い 家 か ら 火 が 出 た も の の 、 す ぐに 消し 止め られ た 。 


の 充 : 火事 の 碑 財 に な る よう な 火 を 便 う 場所 

ゴ 炎 : 火事 に よる 災害 

| 出 火 の : 火事 が 起こ る こ と 

大 火 : 大 き な 火 事 

放火 図 : 火事 を 起こ す た め に 数 意 に 火 を 付け る こと 


國 軒 高ぶっ た 感情 
burning (With anger/jealousy/ete.) プ エ 到 講 社 / 高 昭 的 感情 、※ 硝 
(@ 感情 が 高ぶる と 、 炎 が 付い た よう に 体温 が 上 が る か ら 
か れ いか ひ み る 
・ 彼 は 怒り の 火 に 身 を 仁 が し た 。 
(©) 。 擬 女 は 天 の 不倫 相手 の 女 に 、 妖 如 の 火 を 燃やし た 。 
人 条 火 が / 火 の 付い た よう : 赤ちゃん な どの 泣き 声 が 激しい 
2 


条 火 が ノ 火 の 出る よう : 妖 り や 恥ず か し さき で 顔 が 赤く な る 様子 


明か り 


light ズ 昔 斉 ノ 好 大 、 灯光 
むか し ひ あ つか 2 
(@ 昔 は 火 を 明か り と し て 使っ た か ら 


ゆう が た 


・ 夕方 、 団 地 の 家 を に 静か に 和 灯 が と も る 。 
。 三 人 は 黙っ て 町 の 灯 を 見 下ろ し て いた 。 


* 本 環 の 用 法 で は 、 通常 「 灯 」 と 表記 する 。 


ひ 


[2a] 希望 
| ray (of hope, etc.), torch (of tradition, etc.) / 相 計 希 望 
| @ 火 が 場 を 明る く 照 ら す よう に 、 希望 は 心 を 明る くす る か ら 
こ ども き ぼう ひ す FE きょう 0 ょ ( ね が 
* 子供 た ちの 希望 の 灯 を 消 き な いよ う 、 ご 協力 お 願い いた し ま 
9 お 
せん せい わた し きる み ひ 
。 先生 の こと ば は 私 た ちの 心 に 灯 を と も し た 。 


よう ほう つう じょう ひ ひょう 


* [2a] の 用 法 で は 、 通 常 「 灯 | と 表記 する 。 


だ ん き 
暖気 
warmth / 菩 | グ 芳 気 


ば し ょ が た た は た ら 59 う も く 


@ 火 が 持っ て いる 、 人 や 場所 を 瞬 め る 働き に 特に 注目 し て いる 


。 そ こ は 火 の 気 が な い 小 部 屋 だ っ た 。 
ぬ ひ あ 
。 すっかり 濡れ て し まっ た か ら 、 ま ず は 火 に 当 た ろ う 。 
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ふつ か 
日 ) 


きゅう じ つ 


)、 ジ ツ ( 休 日 )、 か ( 


[a 
も 
1 
9 


が 


へ I 
SBS RE 
"mm Ss 1 
や 
ひ 8 
っ J 3 葵 る 半 
.9 J つり 人 る 次 hG 
J = a より GQ a 
MW NR rR 0 sm 中 
rR は 
+ 当 5 < 本 条 名 8 
で Ks 本 SH で 
っ HE SE る KS i 帳 
回 る 
MS 
NNN る 
ゃ 失 っ っ に だ al oe 内 
で や ぐ SG@sms 
と 圭三 smsS 密 < 
@ © | 
y_ ! 。 
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ひ 


[ea 利光 

| sunlight プ 民 水 日 光 、 阻 光 

© 太陽 か ら 出 る 光 

8 。 嵐 は 去り 、 雲 の 間 か ら 日 が 差し て きた 。 
ーー = み 2 Ra 
0 < 海 に 行っ て 、 日 に 焼け た 。 
Ny 
が まい を 表 た いよ う 0 が 0 
日 当たり : 太陽 の 光 が 当たる こ と 
例 ) この 部 屋 は 日 当たり が いい 。 
自 際 : 物 が BL て 2 の * あ た ら な い 場所 る 日 な た 
ひ た いよ う 
日 差し : 太陽 の が 差す こ と 。 また 、 その 光 
そ と ひ を 
例 ) 外 は 日 差し が 喚 い か ら 、 帽子 を か ぶっ て 行き な さい 。 
ひ いよ う ひ 
目 な た \ 大 が た っ て いる 場所 る @ 日 陰 
ひ は だ あか くろ 
日 焼け 図 皿 : 大 陽 の 光 で 肌 が 赤く な っ た り 黒 く な っ た りす る 
の ひき あ ソン ひ や 
例 ) 久しぶり に 会 っ た ら 、 孫 さん は ひど く 日 焼け し て いた 。 
day (24-hour period) / 引 竹 ゲー 大 


ひと まわ 


(@ 太陽 が 一 回 りす る 時 間 の こと を 表す 


SL 
昼 - 〇 に  ・ 彼 は 日 に 10 回 も メー ル を 送っ て くる 。 
。 今日 は どん な 日 で し た か 。 


邊 帰り 図 帳 : 出かけ て 、 そ の 日 の うち に 帰る こと 
ひ が ぇ あ た み り ま こう い 
0 日 帰 ) で 熱海 へ 旅行 に 行く 2 も り みた 
日 記 : 毎日 の 出来 事 な ど を 書い た 記録 
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が 3 Re 


al 日 数 
9] 


| (remaining/since/etc.) プ 入 キ / 天 数 
| 一 日 が 積み 重なっ た 結果 だ か ら 


| 
| 
| 


し けん 、 ひ 
。 試験 まで も う 日 が な い 。 
に ほん き 
。 日 本 に 来 て か ら 、 だ いぶ 日 が た っ た 。 


と く て い の - 日 
画 特定 
| day (of some cvent) 攻守 生 プ 特定 的 一 天 


| いろ いろ な 一 日 の 中 で 、 特 に 関心 ある 日 の 場合 


J a る | ; 
・ あの 試験 の 前 の 日 、 ど ん な に 緊張 し て 眠れ な か っ た こと か 。 
て Upk 。 まち が ひ た い へ ん 
* 手順 を 間違え た 日 に は 、 大 変 た こと に な る 。 
が AE ち ちら 。 ひ な に 。 お く も の と 
・ 明日 は 父 の 日 だ か ら 何 か 贈り 物 を し よう 。 


0 に ち 


| ] 命日 : 人 が 亡 く な っ た 日 
休日 を 改め る : また 別 の 日 に する 
いそ を が ひ 5 た うか が 
例 お 忙し いよ うな の で 、 日 を 改め て 伺い ます 。 


[ie] 日 中 


daytime グ 鞭 グ 自 内 、 自 昼 


いち に ち 


| @ 一 日 の うち ち 、 太陽 が が 見 えて いる 時 間 に 意味 を 級 っ た か ら 


上 
| 
| 
| 
| 
上 
上 


牙 が 9 近づい て 、 日 が 長く な っ た 。 
冬 が 近づい て 、 日 が 短く な っ た 。 


ーー に っ 592 たいよう で じ か ん ひる ま 
日 日 中 : 太陽 が 出 て いる 時 間 。 昼 間 


に っ ちゅ う 


き お ん と あぁ 
日 中 の 気温 は 20 度 ま で 上 が り ま し た 。 


269 


ひか り 


光 


明る さ を 感じ させ る 物 


あか か ん る の 
要項 明る さ を 感じ させ る 物 
light, ilumination 時 台 含 下 2| 村 モ ノ 計 人 覚 得 明 亮 的 物品 


ン 人 テン を 開け る と 、 太陽 の まぶし い 光 が 差 し 込ん で きた 。 


時 ・ 光 の 速度 は 、 毎 秒 約 30 万 キロ メー トル だ 。 
| 


光り 輝く 回: きら きら と 光る 
こう が く 0 ひかり けん きゅう 


光学 : 光 を 研究 する 学則 
光線 : 療 し て くる 光 


光熱 費 : 電気 や ガス の 用 


に っ こう 


日 光 : 大 陽 か ら 出る 光 


こう 。 あ せ け ん 59 も く ま と 
旬 脚光 を 浴び る : 世間 の 注目 の 的 と な る 


270 


ひか り 
うた が れ いっき 62 こう あ 、、 
例 ) oO ッ OM 彼 は 一 気 ( に 脚光 を 浴び た 。 


ひか り 


旬 光 を 当て る : 今 まで 目立た A た も の を 表立っ て 取り 上 げ る 
例 ) この 映画 | は 、 外国 人 労働 者 の 日 党 間 に 光 を 当て た 作品 だ 。 


1 上 


hope / 引 呈 プ 希望 、 光 明 
ひか り あか に ほ きき ぼう に よろ あか まえ む 
⑲@ 光 が あ る と 明る く な る よう に 、 希 望 が ある と 心 が 明る く 前 向き に な る か ら 


い 。。 ご c 上 ひと すじ 0 か 0 み 

* 行き 詰まっ て いた プロ ジェ クト に よう や く 一 筋 の 光 が 見 えた 。 
Oo あ あい だ じん せい ひか り うし な 

9 ン 9. ・ 事 故に 遭っ て か らし ば らく の 間 は 、 人 生 の 光 を 失っ た よう だ っ 

| 

74 8 


き ぼう dh いっ し ょ き ぼう 0 かり に まつ か 
* | 希望 ] と 「 光 ] を 一 緒 に し て 、「 希 望 の 光 ] の よう に 使う こ 
と が で きる 。 


えい こう めい 


販 還 ※ 光 ・ 名 堂 


glory honor 層 半 ・ 装 引 の 薬 光 、 名 誉 


(@ 光 が か 当たる と 輝く よう に 、 栄 光 や 名 誉 は 輝い て 見 える か ら 


。 多く の 手 の 光 と を 見 て きた 半生 は 重み が ある 。 
。 光 の 当たら な い 場 所 に いて も 、 常 に ベス ト を 尽く すべ きだ 。 
光栄 園 : 了 名 准 に 思う こ 
ゆう し ゅ うし ょ う い へ ん こう えい 
例 優秀 賞 と いう 灯 か し い 賞 を 頂き 、 大 変 光 栄 で す 。 
えい こ お お めい よ 
上: き な 


えい こう 


例 ) 優勝 し た チーム! に は 、 栄光 の 印 に メダ ル が 与え られ た 。 


5 PY 
肛 習 笑 し い 輝き 
radiance, sparkle 引合 叶 多 昔 剤 光洋 


0 か り は ん し ゃ 


@ 光 が 反 射 し て 輝く と 、 そ れ 自体 が 光っ て いる よう に 見 える か ら 


' + E し ん び ぴ び てき ひかり は な 32《 
よ ん * 神秘 な 光 を 放っ 美しい 重石 が 並ん で いた 。 
] は SF * 金 問 守 は いつ 見 て も まぶし いく らい の 光 を 放っ て いる 。 


十 
オナ 。。 そ の 語 を 開い た 隣 間 、 彼 の 目 に 光 が さ し た 。 


イナ 
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ひか り 


光沢 : つや 
か ぴん せい き だ いま い こう た く 
例 ) この 花瓶 は 19 世紀 の も の だ が 、 今 で も すばらし い 光 沢 を 
を 
保っ て いる 。 


殺 後 光 が 差す 神秘 的 な 光 を 発し て いる で 


が 差し て 見 


か の じ ょ あか げん き 。 や き が し 
例 ) 彼女 は いつ も 明る く 元 気 で 優し く 、 私 に は 後 
える 。 


ちか 5 


| 4 見 る カ 


eyesight / 品 富 引 / 江 察 力 
(@ 自 が 見 える こと は 、 光 を 感じ られ る こと だ か ら 


ひか り 


見 えな か っ た 少女 が 、 手 術 に よっ て 初め て 光 


ま は 昨年 事故 で 両目 の 光 を 失っ て し まっ た 。 
目 の 


2 
部 、、 


光 旧 日 に 映る 景色 、 あ る 場面 具体 的 な 状態 
名 あの 大 地震 直後 の 光 は 、 一 時 た り と も 忘れ た こと が な 
観光 : いろ いろ な 風景 や 風物 を 楽し むために 見 に 行く こと 


ひび (p267) 
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ひだ り 


きた が わ 


要因 人 が 東 を 向い た 時 の 北側 
left (side) / 針 圭 9] 意 稀 飼 生 村 離合 叫 引 号 答 面 朝 示 時 的 北側 


ほん や 。 OUD ゆう びん sk< 
* 本 屋 の 左 に 郵便 局 が あり ます 。 
OO 。 ま ま うこ う ど 
* 堪 に 曲 が れ る も の な ら 曲 が り た い が 、 あ い に く 通行 止め だ 。 


9 あし 0 ひだ 0 が わ 


大足 : 左 億 の 中 ら 有 吉 
] 友利 き : 左手 の 方 が 右手 より F 自由 に 使え る 人 ぐ 右 利 き 
左手 : 9 る 右手 

ミー ルド に 曲がる こ と 右折 


」 大 較 : り 低い 地位 に 移す こと ew [みぎ] 


1 本 か く 新 : 派 


reformist, progressive / 引 41 半 革新 派 
6 が し ぎかい が くし ん は OAM すわ 
の 議会 で は 、 革 新派 が 左 に 座っ た か ら 


。 そ の 作家 は か な り 左 寄り の 意見 を 表明 し た 。 


左派 : 政治 に お ける 草 新 的 な 考え の グル ー プ る 右派 
よく せい じ か くし ん て き か ん が と ひと か ん が 四 
左翼 : 政治 に お ける 革新 的 な 考え の 人 。 ま た 、 そ の 考え 


う よく 


ら 胡 

さん し ょ う 9) ゆ 

ノー ト グ 和服 の 方 の ご つ に 「 胡 ] が あり (イラ スト 参照 A 
死ん だ 人 に 着物 を 着せ る と き に 合う 。 生 


みぎ (p298) 
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に ほん じん 


ジン (日 本 人 ) 、 ニ ン ( 人 間 ) 


ん げん ぜん た い 


生物 種 と し て の 人 間 全 体 


ん げん ぜん た い 
要項 生物 種 と し て の 人 間 全 体 
humans, humankind / 介 呈 引 者 ら 足 付 引 包 社 旭 誠 生物 衝 美 中 的 整 介 人 美 
に そく ほ > う し ゅ し め ば あい 0 ょ 5 き 
* ヒト は 二 足 歩行 を する 。 ※ 種 を 示す 場合 は カタ カナ で 表記 


する 。 
ひと ち きゅう 内 か ん きょう て き お う と ど 0 ょ く 
人 は 地球 の さまざま な 環境 に 適応 で きる よう 、 努 力 し て きた 。 


ひと は だ 。 に ん げん は だ 


人 骨 : 人 間 の 肌 。 人 間 の 肌 く らい の 温か さ 

便 ) 牛乳 を 人 肌 程 度 に 温め て くだ さい 。 

人 〒 : 人 の 力 で 作る こと る 天 伏 

仰 た いて い の コ ロー ヒ ー シ ョ ッ プ に は 、 人 工 の 甘味 料 が 置い 
て ある 。 

人 口 : [くち ] 還 
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ひと 


人 和 : 人 類 を 外見 な どの 特徴 に よ っ て 区 別 し た 種類 
し ゃ 会 前 よう いん けい せい せい ど が 
例 学者 の 中 に は 、 人 種 は 社会 的 要因 で 形成 され た 制度 と 考え 
る 人 も 多い 。 


じん せい に ん げん 


人 人生: 人 間 が 生き て いる 期間 人 普 は 人 生 は 350 年 と 言わ れ た 。 
人 体 : 人 の 体 

人脈 : 人 と 人 の 社会 的 な つなが り 

時 生生 に べき 
人 命 : 人 間 の 命 

人類 : 人 間 を 他 の 生物 と 区 別して 言う 用 語 

多 人 類 は 言語 を 持つ と いう 点 で 、 他 の 動物 と 異な る 。 

人情 : 人 間 が 玉掛 っ で いる 人 間 ら し い 感 情 思い やり 


例 ) この あたり は 、 人 情 あふ れる 下町 で す 。 


せい かく 
性 格 
personality 対外 性 格 、 人 品 、 章 原 


@ 人 の 中 身 に 焦点 を 当て て いる 


e 田中 き 大 秋 人 が いい 。 
才 ひと 2 
。 いきなり 後ろ か ら お どか す な ん て 、 人 が 悪い な 。 


せい し つ 


人 柄 : 人 の 性 質 や 性 格 

例 ) 彼女 は 人 柄 が いい か ら 、 ぜ ひび 採用 すべ き で す 。 

人 絡 : その 人 の 人 間 人 性 。 特 に それ が 優れ て いる こと 
例 ) 立派 な 人 格 は 、 経 験 と 反省 に よっ て 形成 され る 。 


202 DA 
蓄 呈 ある 条件 の 個 
person / 可 四 各 君 引 省 中 / 某 條 条件 下 的 條 人 


ひと な か じょう けん こ じん あぁ 5 わ 


@ 人 の 中 で 、 特 に ある 条件 の 個人 を 表す 


。 田 中 きん と いう 人 が 来 まし た 。 

お ぉ とこ ひと で ) や お ん な ひと と な り MK い どう 
"用 の 人 は この 部 屋 に 、 女 の 人 は 上 隣 の 部 屋 に 移動 し て くだ さい 。 
D あそこ で 本 を 読ん で いる 人 は 誰 で すか 。 


275 


ひと 
ひと ち が ひと た に ん ま ち が 
人 違い 回 衣 : ある 人 と 他人 を 間違え る こと 
例 ) A : すみ ませ ん 、 平 野 さ ん で すか 。 
ち が 
B : いい え 、 人 違い で す 。 


お ん じん た す ひと た な か わた し 。 いのち 。 お ん じん 


[| ] 恩人 : 助け て くれ た 人 例 ) 田中 さん は 私 の 命 の 思 人 で す 。 
こじ ん な ひと 
故人 : 亡くな っ た 人 
主人 :w [し ゅ じん ] 


人 : 新しく 仲間 に な っ た 人 
か わ だ と うし ゃ えい ぎょ う ぶ し ん じん 
例 ) こち ら の 河田 は 、 当 社 営業 部 の 新人 で す 。 
せい じん に い い 上 ょ う だ を 
成人 日 本 で は 2 歳 以上 の 浮 婦 
口先 人 : 普 の 人 多 先 人 の 教え を 條 っ て は な ら な い 。 


た つじ ん けい けん 


[] 達人: 経験 と うに よっ て ある 分 野 を 極め た 人 
例 ) あの 老人 は 小柄 だ が 、 号 の 達人 と の こと だ 。 


条 意 中 の 人 : 好意 を 抱い て いる 人 
い 5 ち 9 う x 
例 ) 意 中 の 人 に 告白 し た が 、 だ め だ っ た 。 
ひ > ぶ お っ と 
師 うち の 人 : 自分 の 夫 。 例 うち の 人 は すぐ 飲み に 行っ て し まう 。 


workers, help /! 列 人 オオ 
ろう どう り 


@ 人 の 労働 と し て の 側面 に 焦点 を 当て て いる 


ュ 我 が 守 で は 、 現場 で も 事務 で も 人 が 足り な い 。 
* いい 人 が いた ら 、 今 すぐ に で も 経理 に 採用 し た い の だ が 。 


ひと で る うど うり ょ く と うし ゃ いそ を が ひと で た 
「」 人 手 : 労働 力 当社 は いつ も 忙し く て 、 人 手 が 足 りな い 。 
人 材 ゆう の う た じん ぶつ 


: 有 能 な 、 役に立つ 人 物 
し ゃ は っ て ん き た い 
例 ) uc は 、 我 が 福 の 発 民 は 期待 で き な い 。 


件 人 の 労働 に 対し て 払う 給費 

求人 : 会 社 な ど が 働く 人 を 探す こと ' 

例 新卒 の 求人 が 少な いと いう が 、 中 小 企業 で は 実は 求人 が 増 
えて いる 。 


| 人 人 後 いか が 葉 い : 履 た 人 を ひど く 、 無 理 に 働か せる 
例 ) あの 会 社 は 人 使 v が 今 v ‘の で た いて し ヽ の 人 は す ぐ 疾 め て 必 ま う 4 
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ひと 


3 We 


others ae 


IN = 付け 込ん で お 全 を 儲け て いる 。 
父 は 人 に 言え な い 普 し み を 負っ て 生き た 。 
ひと あ いし 


人 当たり : 他人 と 接する と き の 態 度 


件) 西山 さん は 人 当たり が よく 、 営 業 に は ぴっ た り だ 。 
ひと か! す が た 
人 影 : 人 の 姿 
と お みせ も ひと か げ 訪 
例 ) この 通り は 店 が すべ て 閉まり 、 人 影 が 絶え て し まっ た 。 
ひと ぎら た だ か か いや せい か 
人 嫌い : 他人 と 関わ る の を 嫌がる こと 。 そ の 人 性格 
いえ ぎら うめ い 
人 多 あの 家 の お じい さん は 人 嫌い で 有名 だ 。 
人 人 気 : 人 が いる 様子 
ひと け よ みち ひと り か え ここ ろ 2 ぼ ぽ そ か ぎ 
包 人 気 の な い 夜道 を 一 人 で 帰る な ん て 、 組 い 限り だ 。 
コス 柏 他人 区 人様 の 前 で を ん な こと を 言 生 う も の で は な い 。 
中公 g: 他人 の 真人 
じっけん ほう ほう 
人 人 真人 で は な く 、 久 的 な 容 方 潜 を 考え て みよ う 。 
人 見 知り 図 中 : 初め て 会 う 人 に 対し て 打ち 解け な い 
いう と Z は げ ey 3 
例 うち の 子 は 人 見 知り が 激しい の で 困る 。 


LE 。 こ の 悲し み は 、 人 に は 決し て 分 か ら な い だ ろ 3。 


CE 


ひと 


筒 人 ご と で は な い : 自分 に は 無関係 だ だ と し て いら れ な い 
ッッ 

ひと め ぬ た に ん み ンー 
動 人 目 を 盗む : 他人 に 見 つか ら な いよ うに 、 こ っ そり 行動 する 


ふた り ひと め ぬ す ま よ な か WW 
例 ) 二 人 は 人 目 を 盗ん で 真夜 中 に アパ ー ト を 出 た 。 


和 人 自 を 憧 る : 他人 に 見 られ な いよ うに 配慮 する 
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ひと 


EL] 
| someone / 刑 信介 第 三 者 


な か 


@ 人 の 第 で 、 詩 し 手 ・ 聞 き 手 以外 の 大 に 焦点 を 当て て いる _ 


* 人 が 来 て いま す の で 、 ちょ っ と 席 を は ず し ます 。 
いう 


* YW * 人 を 介し て 新しい ビジ ネス の 話 が 来 た 。 
Li [Zi 11 
EE 


| others, ‘People グ 剤 社 / 人 同 、 社 会 
| @ 他人 の 集まり が 世間 を 構成 する か ら 


四谷 ・ 2 *「 世 間 の 噂 は 、 い ずれ 消え て し まう 
QR Q も の だ ]」 と いう 意味 の こと わ ぎ 。 
人 0 雷 事 は 必ず 人 に 知ら れ て し まう も の だ 。 


ひと いち ば い 


ふっ つう ひと い じょう 

 」 人 ー 借 : : 普通 の 人 以上 に 
し ほう し けん ご うか く ひと いち ば い ど り ょ 〈 

例 ) 彼 は 語法 試験 に 合格 する だ た め 、 人 一 倍 替 力 し た 。 

ひと ぎ た に ん ひょう ば ん 
| 人 聞き : 他人 の 評判 
た か ね も う < ひと ぎ わる a 
例 ) ビジ ネス を [人 金儲け 」 だ な ん て 、 人 聞き の 悪い こと を 言う な 。 


ロ ズ と み : 人 で 沿 維 し て いる こ を か その 場所 
0) 賑やか な 人 ご み の 中 に いる と 、 有 反対 に 寂し く て し ょ う が な 
い 。 
ひと さわ お お り ゆう せ けん ひと お どろ さわ 
人 騒が せ 詞 : 大 き な 理由 も な く 世 間 の 人 を 穫 か せ た り 騒 が せ 
ya i eo td 


例 まっ た く あ いつ は 人 騒が せな 奴 だ 。 

人 並み 訪 : 人 と 同じ くら い の 程 度 

例 ) 正月 ぐら い は 、 人 並み に 休み た いも の だ 。 

ロス 気 : ある 人 に 対す る 世間 か ら の 評判 

例 ) あの 歌手 は 若い 人 か ら 老 人 まで 、 幅広 < く 人 気 が ある 。 


ば ん に ん お お 


万 方 人 : 多 く の 人 例 ) 彼 の 経営 の 実力 は 、 芳和 が 名 め る と ころ だ 。 


ひと な は ず せ けん お お ひと rt お お は ず 
向 人 並み 外れ た : 世間 の 多く の 人 の 程度 か ら 大 きく 和 外れ て いる 
な は ず た いか ぬ 
例 ) あの プロ レス ラー は 人 並み 外れ た 体格 の 持ち 主 だ 。 
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な など 


民 時 ゎ た し 


Lme ノ サ ノ 


@ 分 RSE 


R § 1 4 ・ 人 を ば か に する な 。 
は きい 


0 。 入 の 気 も 知ら な いで 、 勝 手 た こと を 言う も の だ 。 
Aa 3 


2 が 9 


ひと り 


一 人 、 独 り 


ひと り 


⑤ 


one person ブ 証 作 己 一 條 人 


BP ご 個 の 人 


ゎ た し むす こ 、 ひ と り 

私 に は 息子 が 一 人 いま す 。 

か いじ ょ う い 分 生 ゆ ちり いあ まい 、 くば 

会 場 の 人 り 品 で 一 人 一 枚 ず つ マ スク が 配ら れ た 。 


|。 3 
人 : 江 


一 人 二 人 人 も を 
ひと り ひ と り さい だ い げ ん ど り ょ く 

例 ) 一 人 一 人 が 最大 限 努 力 す る こと な し に 、 こ の プロ ジェ クト 
は 成功 し な い 。 


こ ひ と り 


えっ チー : 誰 一 人 * 後 ろ に は 打ち 消し の 語 が 続く 
か か ち と 
例 ) 金曜 日 の 夜 に も 関わ ら ず 、 街 に は 人 っ 子 一 人 いな か っ た 。 


あい な か 
医 計 相手 や 仲間 が いな いこ と 

alone / 付 可 財 時 圭介 劉 全 だ 没 有 対 手 、 同伴 
⑰ 一 人 と いう こと は 、 相手 や 仲間 が いな いと いう こと だ か ら 


6 ・ あ の 子 は よく 一 人 で 遊ん で いる 。 
© 。 普 し いと き は 一 人 で 悩ま な いで 、 必 ず 誰 か に 相談 し て くだ き 
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ひと り 
ひと りあ る こと が ら さい し ょ い と む か ん けい うさ 
一 人 歩き 隊 呈 : 事柄 が 最初 の 意図 と 無関係 に 動い て いく こと 
) の じ ょ う ある 
例 ) 彼女 に つい て は 、 噂 だ けが 一 人 歩き し て いる 。 
ー 人 勝ち 図 詳 : 他 の 人 は 皆 負 け て 、 一 人 ・ 一 社 だ け 勝つ こと 
例 ) コン ピュ ー タ ー で は 今 、 あ の 会 社 が 一 人 勝ち だ 。 
ー 人 ノ 独 り 暮 らし : 一 人 で 暮らす こと 
ひと り ご と ひと り も の NAO っ 
ー 人 言 : 一 人 で 物 を 言う こと 
ひと り じ じ ぶん 
一 人 占め 詳 杉 : 自分 だ け の も の に する こと 
か の じ ょ め う し ゅ 3 て が ら ひと り じ 
例 ) 彼女 は 優秀 だ が 、 す ぐに 手柄 を 一 人 占め する 。 
ひと り た び じ ぶ ん ひと り た び 
一 人 旅 : 自分 一 人 で 旅 を する こと 
ひと 2 きょう だ 
ー 人 っ : 旧 姉妹 の いな い 、 た だ 一 人 人 の 
SE CC I EO 
rp -( ひ さび 
子供 の 時 は いつ も 一 人 ば ぱっち で 寂し か っ た 。 
ひと り 


ー 人 ノ 独 り よがり 右 : 自分 だ けが よい と 思い こも こ と 
多 そう いう 独り よがり な 考え で は 、 誰 も つい て きま せん よ ょ 。 


ひと り ず も う 


」 一 人 相撲 : 周り の こと や 結果 を 考え ず に 、 一 人 だ け で 必死 に 


な る こと 。 ま た 、 そ の 結果 も 軒 く 終 わる こと 
きん ちょ う く か え か ん ぜん ひと り ず も う ま 
例 渦 張 か ら ミ ス を 繰り 返し 、 完全 な 一 人 相撲 で また 負け た 。 


unmarried / 芋 ブ 独 身 、 単 身 


計 人 生 で 一 人 で いる と いう こと 


日 


よ 、 独 身 の 場合 が 多い か ら 
むす こ ひと り 

・ 息子 は 40 に な っ て も まだ 一 人 で す 。 

ひと りょう り が で あま 

* 独り な の で 、 た ま に 料 理 を 作っ て も 余っ て し まう 。 


ひと 


い : 独り きり で 住ん で いる こと 


ご 
rr 
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ひと り 


2 EE の 


on ones own / 芋 紀 ( を 條 引 怪 ) / 介 人 的 力量 、 単 干 


ば あい た に ん 5 か 5 


2】 一 人 で いる と 多く の 場合 、 他 人 の 力 を 借り られ な く な る か ら 


| 


用 法 ノ ー ト [a う 


し wbs2 ご いつ か め ひと り ある に 
e 手術 後 、 五 日 目 か ら 一 人 で 歩け る よう に な っ た 。 
な ん ひと り 
* これ か ら は 何で も 一 人 で や っ て いか な く て は な ら な い 。 


ー 人 立ち 図 皿 : 他人 の 力 を 借り ず 自分 の カカ だ け で や っ て いく 
な 


し ん に ゅ うし ゃ いん きょう 


例 ) 新人 社員 た ち は 今 日 日 で 研修 を 終え 、 明日 か ら 一 人 立ち し ま 
す 。 


な どの よう に 、 一 人 で ある 結果 の 「 組 し さ 」 | 独立 ] な どの 意味 を 含む 
ば あい ひと ひょう き も ち 
場合 に は 、「 独 り 」 の 表記 も 用 いら れる 。 


叶 あい て (p25)、 
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みな (p307) 


か 5 だ い U ょ 9 うたい 
本 咽 価 に 異常 が ある 状態 
iness 〆 昔 史 外人 年 相 麗人 倫明 身体 出現 昇 党 


げん だ い い が < く 


・ 層 人 医学 で は 、 こ の 病 包 を 治す 楽 は 存在 し な い 。 
* 医者 は 彼 の 病気 を ガン と 診断 0055 

か れ びょう) き ド っ こう - 
。 彼 は 病気 が ち で 、 学 校 を 休ん で ば か り い る 。 


bad habit イ 財 豊 斉 芝 プ 毛 病 、 人 魚 点 、 癖 好 
か 5 だ よう たい 85 わ 


9) 体 に 異常 が ある の に 似 て 、 心 に 異常 が ある 状態 を 表す 


a ・ 彼 の 河 好 き と 来 た ら 、 ほ と ん と 病気 で す 。 
ひん た いき 会 つか 
8 の 8& ) ・ ま た 彼女 の 悪い 病気 が 始ま っ て 、 プ ラン ド 品 に 大 金 を 使っ て 


いる そう だ 。 


嘱 からだ (p91)、 き (p95)、 ぐ あい (p104)、 く すり ( ゎ 106)、 こ ころ (p127)、 ね つ (p246) 
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べつ 


別 


ベツ (区別 ) 、 わ か (別れ る ) 


1 
お な わ 
it rd ある も の と 異な る 


こと 


お な わ 
騙 罰 同じ で な いも の を 分 ける こと 
distinction 社 2 盆 舎 四宮 け 斉 区 別 、 分 井 
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・ 記 資格 は 男女 の 別 を 問い ませ ん 。 
・ 5 年 間 、 人 夜 の 別 な く 働い て お 金 を を 貯め た 。 
に ほん ち が 
デー タ を 国 別に 見 れ ば 、 最 も 数 値 が 高い の は 日 本 に 違い な い 。 


区 別 謝 : 違い を 見 て 分 ける こと 

人 卿 あの 兄弟 、 そ っ くり で 区 別 が で き な い 。 _ 

工 別 正四: ある 人 々 を 劣っ て いる と し て 、 不 当 に 扱う こと 
便 そう いっ た 差別 は 放さ れ な いと 、 老 人 は 涙 な が ら に 訴え た 。 
性 別 : 男性 と 女性 の 別 

分 別 スル | : 種類 に こよ っ て 分 ける こ と 

例 ) ご み を 分 別して 出す よう に に し て くだ さい 。 


3 
置 還 ある も の と 異な る 
different, apart from / 可 本 思 辻 本 語 / 不 同 、 男 外 、 特 別 


(@ 区 別 し た も の は 、 結 果 と し て 互い に 異な っ て いる か ら 


アン ・ こ の 道 は 混ん で いる か ら 、 別 の 道 を 行き まし ょ 3。 
SS ・ 入 会 金 と 別に 、 月 会 費 が 5000 円 要り ます 。 
べ 口 別 : 進 叶 な どの た め に 建て られ た 、 自 宅 と は 別 の 家 


別々 喘 : それ ぞ れ 異な る こと 
ゅ う べつ べつ は ら 
例 ) 注文 し た も の は 、 別 々 に 払い まし ょ う 。 


条 別に : これ と いっ て 特に * 後 ろ に は 打ち 消し の 語 が 来る 。 
例 ) 達 休 は 、 別 に 面 自 いこ と は あり ませ ん で し た 。 
べつ ほか だ い か ん が 
缶 ご は 別 と する : ー を 他 の 問題 と し て 考え る 


0 購入 する 物品 に は 10% の 税金 が 掛か る が 、 食料 品 は 別 と す 
る 。 
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方 


か た (話し 方 ) 


ふた = ひと 
ニニ つの うち の 一 つ 


騙 計 向き 方向 


direction/ 計 思 ・ 届 琴 / 朝 向 、 方 向 


0 が し 。 ほう 


* 果 の 方 を 見 て く だ さい 。 
* 駅 は あ ち ら の 方 で す 。 


ほう こう 
必 還 方 向 が 示す 場所 
in/toward (some area) / 革 幹 9| 旬 可 刀 人 せ ネ 方 向 所 示 協 所 


ほう こう 


6) 本 の 方 向 が 示し て いる 場所 だ か ら 


3 に の wo 
山 の 方 で は 、 も う 寺 が 降っ て いる だ ろう 。 
いっ ぱん て き 


一 般 的 に 、 関東 の 方 で は 濃い 味 の 料 理 が 多い 。 


地方 : 国 の 一 - 部 の 地域 
よ さん む だ づか 
例 ) 地方 税 で あれ 国税 で あれ 、 予 の 無駄 遣い 
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+ 許 され な い 。 


分 野 
field 時 9E ン 部 域 、 方 面 


が くも ん て い りょう いき くう か ん み 


| 学問 な どの 分 野 は 一 - 定 の 域 や 空間 と 見 な され る か ら _ | 


し ょ うら ちい 。 けん ちく ほう すす 


*・ 将来 は 建築 の 方 に 進 思っ て いま す 。 


も う 
と ・ 音 NR ら た 。 
較 


part, side 人 主事 情 


あら 5 わ 


@ ある 場所 で 、 そこ に 存在 する 物事 を 表す 


を = の ょ つま ら な か っ た 。 
ほん し 


1 ・ 最 近 、 本 社 の 方 は どう で すか 。 


e ミル クティ ー の 方 、 も う 少 々 お 待ち くだ さい 。 


| つの うみ お め ぬ め = る 


| one (of two things) 香 そ 引け グ 両 者 ター | 
@ と ちら か を 選ん だ と き 、 選ん だ 方 向 を 指 し 完 す と と が 多い か ら | 


〇 


。 り ん ご より メロ ン の 方 が 、 休息 が 高い 。 
せき に ん 
。 いい え 、 責 任 が ある の は 私 の 方 で す 。 申 し 訳 こ "ざい ませ ん で 
08766 


。 せ っ か く の 四 し 出 だ か ら 、 受 けた 方 が いい 。 


か た ほう 。 ふ 


口 拓 : ー つ ある うち の 一 ー つ 
例 ) この 靴下 、 ま た 片方 どこ か へ 行っ て し まっ た 。 
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ほか 


他 、 外 
タ ( 他 人 ) 


は ん し い る の ご 


話題 の 範囲 以外 の 物事 


予測 の 範囲 を 超え る 


わ だい は ん い い が い も の ご と 
要項 話題 の 範囲 以外 の 物事 
other another, in addition / 慎 利 滑 釣 中 引 針生 / 笑 題 洪 団 以外 的 事 


0 
Oo o 


WOT 


。A さん の 他 10 名 が 参加 し ます 。 
へ ゃ ほか さき が 
e この 部 屋 に は な いか ら 、 他 を 探 そ う 。 


他 な ら な い : まき に * 「 他 な ら ぬ + 名 詞 」 の 使い 方 が 多い 
いま れ た h 
例 今 の 私 が ある の は 、 他 な ら ぬ 母 の お か げ だ 。 
他界 回 : 死ぬ こと 
た "に ん た し ゃ ほか ひと 
| | 他人 / 他 者 : 他 の 人 
い が い う も う け ぎ く 
」 より ほか [は ] : その こと 以外 は な い * 後 に は 打ち 消し の 語 が 来る 。 
例 ) 何 度 や っ て も だ めだか ら 、 あ きら め る より ほか は な い 。 


じょう た い 


正本 予測 の 範囲 を 超え る 状態 
beyond expectation / 純 符 理 紳 唱 汰 名 中 盆 明 / 赴 出 預 測光 園 的 状 恋 
た と 


《) 話題 の 範囲 を 予測 の 範囲 に 例え た と き 、 そ の 外 に ある か ら 


人 まん えん お も 

$ ・ 1 万 円 くら いで 売れ る だ ろう と 考え て いた が 、 思い の ほか 、 
た か ね 
高値 で 売れ た 。 
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ほし 


星 


セイ (星座 ) 、 シ ョ ウ ( 明 皇 ) 


1 


ほし が た し る し 


星 型 の 印 (次 ) 


らい 


馬 計 夜空 に 光る 天体 
star / 中 計 井 引 時 中 9] を 視 刊 夜空 中 節 光 的 天体 


そら む すう ほし か が や 
* 空 に は 無数 の 星 が 輝 いて いる 。 

ゆう が た n さき み C ほし きん せい 
s 夕方 、 い ちば ん 先 に 見 える 星 は 金星 だ 。 


星空 : 晴れ て 昌 星 が き ら め い て いる 宅 

星座 : 星 を さま ざま な 形 に = 見 立て て 区 分 し た も の 

衛 峡 : 地球 に お ける 月 の よう に 、 惑 星 の 周 聞 を 公転 する 天体 
惑 量 : 太陽 の よう な 昼 量 の 周 間 を 公転 する 天体 。 太陽 の 左 
星 の 名 前 は 、 水星 ・ 金 星 ・ 地 球 ・ 火 早 ・ 木 星 ・ 土 早 ・ 天 王 星 ・ 


か いおう せい 


海 土星 
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ほし 


ほし が た し る し 


男 | 星 型 の 印 ( 婦 ) 


star (mark), asterisk / 届 豆 叶 引 | る / 星 号 


《) 旦 に 形 を 似せ た 印 の こと を 表す 


* 衣 海 十 は 上 の ラン ク に に な る (【 ほど と 月 崩 章 の 星 が 多く な る 。 
ほし 
D あの ホテ ル は 星 が 五 つ だ か ら 最 高 の ラ ンク だ 。 


| win/loss, mark indicating win/loss / ぞ 記名 至 外 プ 腫 敗 的 十分 
| か が や し ろ ほし ま や くろ ほし #5 
| 9 勝ち を 輝く 白い 星 、 員 け を 灯 か な い 黒い 星 で 表 し た 


すぎ な み 


%%% 多 。・FC 杉並 は 今 地 、 勝 ち 星 は まだ 一 つ だ 。 
Es ° ・ 彼 は 昨年 の チャ ン ピ オ ン を 破っ て 大 き な 是 を 挙げ た 。 


ほし と ひょう し ょ う は い し ろく ろ ほし 


星 取 り 表 : 勝敗 を 白黒 の 量 で 示し た 表 
白星 : 勝ち 。 ま た 、 勝 ち を 示す 
負け 。 ま た 、 負 け を 示す 印 


竹 星 を 落と す : 試合 に 負け る 
知 星 を 稼ぐ : 勝っ て 成績 を 上 げ る 


肛 四 スタ ー 


star (in a profession, etc.) / 交 生 / 明 星 


て ん くう が 


の 天空 て 輝く 星 の よ うに 、 人 々 が 見 上 げ る 所 で 畑 い て 見 える 人 だ か ら 


か の じ ょ か い き ぽう ほし 
| 人 彼女 こそ を 、 ポ ッ プ ス 界 の 希望 の 星 だ 。 
』 や き 9 う せ ん し ゅ 。 こう こう じ だ い き 9 0 は い の 
一覧 林 ・ あの 野球 選手 は 高校 時 代 に は 、 甲 子 園 の 星 と 言わ れ た も の だ 


し ん せい あら は っ けん ほし 9 う 。 ぁ 9 う も く あぁ あつ ひと 
新星 : ① 新 た に 発見 され た 星 ② 急 に 注目 を 集め た 人 
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ほし 


め ば し 


詳 習 自 当て ・ 自 星 


what one wants / 芝 人 千 ・ 号 芝 / 目 的 、 指 酸 、 目 本 


ほし め だ 人 し か い て =2 な か め だ も の " 
(@ 星 が 目 立つ よう に 、 視 界 や 心 の 中 で 目立っ て いる 物 だ か ら 


e パー ゲン の 前 に に 欲し い 品物 に 目 星 を つけ て お こう 。 
NN ・ 用 事 た ち は 、 地道 な 暑 き 込み 提 條 で 量 を 拳 げた 。 * | 星 を 
挙げ た 」 = 容 疾 者 を 逮捕 し た 


よう ほう ご こうせい ご 。 ぞ < ご 


* 葉 置 の 用 法 は 、 合 成語 、 谷 語 で 使わ れる 。 


図 量 : ① 目 当て の 所 ② 指 摘 が まさ に その 通り で ある こと 


ほし まわ きつ きょう 


藍 罰 蜂 回 り 吉凶 


the stars (fortune) / 荘 昌 ・ 斉 / 星 返 、 青 凶 


ひと びと うん めい 


(@ 星 は 人 々 の 運命 を 示す と され て きた か ら 


自分 は 幸運 の 星 の 下 に 4 まれ た の だ と 思 \ い ます 。 
。 こん な 素敵 な 彼女 に 出会え を た な ん て 、 昨 の 巡り 合わ せ に 
な い 。 


せん せい じゅ つ 


い : 星 の 位置 や 動き で 進 命 命 を 占う こと 。 占 呈 条 
星 回 り : 運命 を 決め る と され る 星 の あ り よ う 


ほし う 5 な 
星 
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くう か ん 


顔 が 向い て いる 側 の 


本 湖 顔 が 向い て いる 仙 の 空間 


front / 涯 堂 9| 装 引 刃 吹 等 引 すき 社 / 面 向 一 側 的 室 周 


まえ みう ん て ん あぶ 
* 前 を し っ か り 見 て 運転 し な いと 危な いよ 。 


後ろ 前 : 後ろ と 前 が 逆 に な る こと 
万 その セー ター、 後 ろ 前 じゃ な い ? 
ICEPtii 

| in front of (others/an audience) / 司 引 言 / 面 前 


の の 旗 が 南 いて いる 坊 向 に 、 見 られ て いる 自分 が いる か ら 


お お ぜ い 


大 勢 の 前 に 入ら て 話 を する の は 緊張 する 。 


EE が た 
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な お っ と 。 しゃ し ん まえ お か の じ ょ し ず 
・ 亡くな っ た 夫 の 写真 を 前 に 置く と 、 彼 女 は 静か に 


目 を 閉じ た 。 


ー 人 は 子供 の 前 で は 苑 始 の こと は 言わ あな いこ と に 決め た 。 
お ご え が 
。 先 生 方 の 前 と あっ て 、 き さす が に 大 声 で は 怒れ な か っ た 。 


む あ 3 あい て は いり ょ し め ぶん み ゃ 〈 も ち 
* [0a| は 、 向 か い 合 う 相 手 へ の 配慮 を 示す 文脈 で 用 いる 。 


身体 で 鱗 が ある 側 


front (of the body) 人 天 引 付 当 言 9] を 答 / 身 体面 向 的 一 側 


ぜん ぽう 


@ 前 方 に 面 し て いる 体 の 部 分 だ か ら 


。 服 の 前 が は だ け て いる よ 。 
せん と う まえ か く ある いん ぶ が ひょう げん 
* 銭湯 で 前 を 隠し て 歩く 。 *「 前 | = 陰部 。 ぼ か し た 表現 。 


"きか い し ょ うめ ん 


| [ al 建物 や 機 織 の 正 澤 
| front (of a building/machine/etc.) 妊 理 引 呈 | 刑 引 る 相 ノ 建 筑 及 机 器 的 正面 


に ん げん し ん た い 


© 物 を 人 間 の 身体 に 例え た と き の 前 方 だ か ら 


だ い が く こ 


・ 大 学 講 堂 の 前 で 記念 全 真 を 撮っ た 。 
D その 駅 の 前 に は 特に 何 も な い 。 
き か い へ ん お と まえ bs お 
* 機械 か ら 変 な 音 が し た ら 、 前 に 付い て いる ボタ ン を 押し て く 


だ さい 。 
じ ぶん か 5 だ 
口 手 前 : 自分 の 体 に 


て 


Ce 


[5] 人 % 証 発 の 却 


front (part), earlier 鐘 〒・ 年 答 の 前 共 、 前 方 
た 


則 
@ 物体 ヤー 定 の 空間 を 動物 や 人 間 の 身体! に 例え た と き 、 先 の 方 に 相当 する 所 だ か ら 
ot に 乗り ます 。 


いち ば ん まえ 


ー 番 前 に 座っ て 授業 を 聞く 。 
まえ も ど よ か え 
* 前 の ペー ジ に 戻っ て 読み 返 そ う 。 


ぜん は ん ひと つづ ぜん ご わ まえ ほう 

前 半 : 一 続き に な っ た も の を 前 後に 分 けた と き の 前 の 方 
こう は ん 

@ 後半 
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まえ 


| 行く < 手 


ahead ぐせ 札 / 去 路 、 前 途 
@ 未来 は 出来 事 の 進行 に お ける 前 方 だ か ら 


か れ まえ た な ん じん せい ま 4 
* 使 ら の 前 に は 、 多 難 な 人 生 が 待っ て いる だ ろう 。 
か べ た 
。 本 プロ ジェ クト の 前 に 、 政 府 の 規制 と いう 璧 が 立ち ふさ が っ 
て いる 。 


a * PO 
先 に 起き る ・ 起 きた 時 間 

rm beforehand / 選 9] 中 人 負 相 呈 ・ 泊 可 せ 介 社 / 格 要 秋 生 、 巳 勾 反 生 的 時 同 
9 人 に 訪れ る 、 ま た は 訪れ た 時 間 の 前 方 を 表す 


前 倒し : 予定 の 時 期 を 線 り 上 げ て 実施 する こ と 


ロロ 


前 ぶれ : 何 か が 起こ る 予兆 

前 も っ て 較 : 何 か に 先立っ て 。 事 前 に 
ぜん や まえ る 

前 夜 : ある こ と の 前 の 叙 


例 ) 大 戦前 夜 、 町 中 は し ん と 静 ま り 返 っ て いた 。 


すん ぜん な に さき だ 


寸前 : 何 か ( < 先 立 つ ほ ん の 少し 前 
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まわ り 


回 り 、 周 り 
カイ (回 転 ) 、 エ (回 向 ) 、 


か いて ん 
0 回転 


rotation, moving in a circle / 鹿 客 / 旋 特 


て つぼ ぽう まえ まわ 
と * 鉄 俸 で 前 回 り を し た 。 
ころ で て ls さん し 9 う は し 


・ 大 回 り で 校庭 を 三 周 も 走っ た 。 


よう ほう まわ か た ち も ち 
* 司 置 の 用 法 で は 、[ 一 回 り 」 の 形 で 用 いる 。 
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まわ り 


ひと まわ 


IE 回 3D 
| one lap/revolution/cycle / 詩 相羽 特 一 圏 、 一 総 、 一 周 
@ 回 転 ミ し た 通 動 を 一 つと 数 えた か ら 
E 
* 時 計 の 短針 は 12 時 間 で 一 回 り do 
きい 
3 ・ 彼 女 は 私 より 一 回 り 下 だ 。 *「 一 回 り 」= 12 歳 。 
6 
[| 順に 進む 動き 
| progression, spread / (泊る 澤 側 言 ) 入 革 人 ら 足 音 2 記 当 プ 接 順 序 返 邊 、 拓 作 、 工 延 
@ が を 表す 
きのう かじ 。 ひ まわ は や 
・ 昨日 の 火事 は 火 の 回 り が 速かっ た 。 
さ は や 
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| 


1 ロ 


あ あぁ た ま まわ わる 
朝 早 いか ら 頭 の 回 り が 悪い 。 
周り 回 : 目的 地 に 遠く な る 道 を 行く こ 2 


し よ ぎ 


例 ) 動物 園 に 行く 道 が 混ん で いた の で 、 回 り 道 を 余儀 な くさ れ 
0 
L ゅ うに ゅ 3 う じょう た 


金 回 り : 収入 の 状態 
0 あの 店 の 主人 は 最近 、: 金 同 り が いい らし い 。 
空回り 図 中 論理 や 行動 が うま く 進 葵 まな いこ と 


0) いつ 人 り し て 、 み ん な と 仕事 が うま く 進 め ら れ 


な い 。 
2 yt えい ぎょ う た ん と う こき f( と ころ Lok ん い 
得意 先回り : 営業 を 担当 する 顧客 の 所 へ 順 he 避 


ME 


回 り g : 違い 方 の 道 を 通っ て 行く こ と 


口 永 回り : 台所 、 洗 面 所 な ど 水 を 使う 家 の 部 分 


し L% う い 


風 還 ある 空間 の 周 半 


around, circumference /9] 型 それ 名 務 凡 某 人 空 賠 周 


ば し ょ ちゅ うし 


あら ね わ 


(@ ある 場所 を 中 心 に し て 、 目 で 一 回 り 追っ た 結果 を 表す 


[Ia 周 団 と その 巡 巡 


いけ まわ さん ぽ 

池 の 周 り を 散歩 し た 。 

ひ ぎ まわ な ん いた 
膝 の 周り が 何と な く 痛 い 。 


胴回り : 則 の 周り 。 ウエ スト 


し ゅ う き 


#03 じてん Le3 き じ か ん 

爺 地球 の 自転 周期 は 24 時 間 だ 。 
いっ し 》 う L ゅ 2 い いち ど めぐ 

コー 周 較 9: 周 開 を 一 度 、 災 る こと 


えん し 9 う えん けい ER 


円 周 : 円 を 形成 する 線 。「 ァ 」 は 円 


surroundings / 巴 状 結 ユ 早 ン 周 国 以 及 其 附近 
@ 何 か の 周囲 は 、 その 近辺 も 含め て そう 見 な され る か ら 


・ 鐘 人 W り ca と 痢 みな か る 」 
まわ めい わく 


。 周 り の 人 に 迷惑 を か け て は いけ な い 。 


身の回り : 日 常 生活 に 必要 な も の ご と 


せい り せい 


も と 。 も ど き か ん 
周期 : 何 か が 一 回 り し て 元 に 戻る まで の 期間 


まわ り 


例 ) 身の回り の 整理 整 編 な くし て 、 き ちん と し た 仕事 は で き な 


い 。 
3 ち せ け ん 0 ひろ し 
周知 論 蘭 : 世間 ! に で 知ら 人 せ 


口 財 ある も の の 周り と その 近く 


便 ) 刑事 た ち は 直 ち に 周辺 の 民家 に 聞き 込み を 行っ た 。 
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右 
ウ ( 右 折 )、 ユ ウ ( 左 右 ) 


ひと DL な と き ぁ &2 が わ 
人 が 東 を 向い た 時 の 南側 


ひと 、 ひ が し む と き みな み が わ 
駆 軒 人 が 東 を 向い た 時 の 南側 
right (side) / 人 サ 恒 9| を 符合 生計 消 含 叫 当 号 答 面 向 未 時 的 南側 


ゆう びん き k( 。 みぎ 


郵便 局 の 右 に 本 屋 が あり ます 。 
みち い みぎ ま 
この 道 を まっ すぐ 行っ て 、 有 に 曲がっ て くだ さい 。 


みぎ あし みぎ が わ 


名 : 右側 の 足 @ 左足 

独 講 上 が り : 景気 や 売り 上 げ が だ ん だ ん よく な る こと 

品 若 利き : 右手 の ほう が 左手 より 自由 に 使え る 人 ぐ 左利き 
口 若手 : 有 側 の 手 @ 左手 

ロ 名 回 : 有 に 曲がる こと 左折 


みぎ 0 ひだり も の か お し ょ うめ ん こ ゆう き じゅ ん ば あい 
* 右 ・ 左 は 、 物 に 顔 や 正面 な ど 固 有 の 基準 が ある 場合 に は それ 
Ue ん A 


き ば あい は な て み か た き Le ん 
を 基準 と し 、 な い 場 合 は 話し 手 か ら の 見 え 方 を 基準 に する 。 
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みぎ 


が も が 


民国 縦 書き 文 で 前 に 書い た こと 


aforementioned (something stated earlier in vertical text) ノ 僚 分 2| 土 言 引 坪 早 是 プ 靖 写 時 的 上 文 、 
前 文 


@ 従 書き で 先 に 書い た 内 容 は 右側 に 位置 する か ら 


も の ほん こう し ゅ うり ょ う 


・ 有 の 者 、 本 校 の 全て の 課程 を 修了 し た こと を 認め る 。 
キイ ラス ト の 申 で は 、「 有 の 者 」 は 「 山 田 太郎 」 を 指す 。 
・ 石 の 通り 、 間 違い あり ませ ん 。 


ほ し ゅ は 
肛 枯 保守 派 
conservative / 呈 征 填 保 守 派 
ほ し ゅ は 


@) 昔 の 議会 で 保守 派 が 右 に 座っ た か ら 


。 彼 は 右 に 寄っ た 考え を 持っ て いる 。 


口碑: 政治 に お ける 保守 的 な 考え の グル ー eA ら た 泊 
右 四 9 政治 に お ける 保守 的 な 考え の 人 。 た その 考え 


person of superior skill, right-hand man / 羽 引 中 人 ト 崇 信秀 人 オ 


6 か し 。 50 う ご 


《) 昔 の 中 国 で 優位 者 が 右 に 座っ た か ら 


みぎ う で も っ と 


大 腕 : 最も 代理 で きる 部 下 
例 山田 氏 は 長い こと 、 社 長 の 石 腕 と し て 活躍 し て きた 。 


殺 右 に 出る 者 : その 人 よ り 僕 れ て いる 人 
例 ) ゴル フ に か け て は 高 5 田部 長 の 右 に 出る 者 は いな い 。 


か ん よう く 


よう ほう ご う せ っ か 
* 言 の 用 法 は 、 合 成語 、 慣 用 名 で 使わ れる 。 


嘱 ひだ り (p273) 
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水 


スイ (水道) 


む し ょ く と うめ い 


本 無色 透明 の 液体 。 H2O 
water / 早 信号 判 引 紅 刊 ノ 元 色 遂 明 的 液体 。HaO 


。 その 水 は 浴 た く て お いし か っ た 。 
みず た る ま ち いき お お 
ンー 、 ・ 水 が 足り な く て 限っ て いる 地域 が 多い 。 


みず し ょ うば い set 


a 水 商 売 : : 答 の 人 気 に よっ て 収入 が 左右 され る 仕事 

口 水増し 図 中 : 見 か け だ け を 増やし 、 実 質 以 上 に 見 せる こと 
件 ) 利益 を 水増し し て 発表 する と は 不正 の 極み だ 。 

氷 滑れ 衰 : 水道 の 水 が パ イプ か ら 外 に 出 て し まう こ 


ぁ ぶ 5 せい は ん た い せい か く 


尊 水 と 油 : 正反対 の 性 格 
例 あの 二 人 は 水 と 油 で まっ た く 含 わな い 。 
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みず 
みず 。 うぅ ひと し ず ょ うす 
伺 水 を 打っ た よう に : た くさ ん の 人 が 静か に な る 様子 
そう り だ いじ ん は な し は じ か いう みず う まま 
例 ) 総理 大 臣 が 話 を 始め る と 、 会 場 は 水 を 打っ た よう に 静 ま り 
か え 


返っ 7 の 


えき じょう も の 
還 還 液状 の 物 
jiquid ノ 絹 祭 引 言 久 ノ 液体 物品 、 浴 液 
みず に な が 0 ぶっ し つ あら わ 
@ 水 に 似 た 、 流 れる よう な 物質 を 表す 


。 ひ ぎ に 水 が た まっ て 痛い 。 
ゆび ず 
や けど を し て 指 に 水ぶくれ が で きた 。 


みず あめ 。 と うめ い 。 えき じょう あめ 
水 館 : 透明 で 液状 の 館 
みず か ん て ん 。 あん さと う っ < な っ む わ が し 
水 よう か ん : 寒天 ・ 館 ・ 砂 糖 で 作っ た 夏 向 け の 和菓子 


か ん けい さま た 


し ん こう た も の 
進行 や 関係 を 妨げ る 物 
hindrance / 客 憧 9| 財 普 言 叶 恒 計 モ 刀 ノ 妨 三 逃 展 及 甘 系 的 物品 


@ 料理 に 奈 分 な 水 を 加え る と まず く な る よう に 、 進 行 や 関係 を 卵 魔 し て それ を 駄目 に す 
る も の を 表す 


『 ン 押 水入らず : 近親 者 だ け で 他人 を まじ えな いこ と 
さく や お や こみ ずい は な し 
ぐ ⑤ 多 昨夜 は ひさ びき に 親子 水入らず で ゆっ くり 話 を し た 。 
み い の ご と じゃ ま 
クン 人 半 お : うま く 行っ て いる 物事 の 牙 席 を する 


こん か い 。 けん 9 ょ 3 こう 9 ょ 3 こく か ん けい 。 みず き 
例 ) 今回 の 件 は 、 良 好 だ っ た 両国 の 関係 に 水 を 差 き な いで は お 
か な い 。 


か ん よう く 


よう ほう 
* 蘭 罰 の 用 法 で は 、 慣 用 句 の み 。 


つめ みず 
冷た い 水 
cold water / 視 旦 冷水 


みず て ん けい て き 


@ 水 の 典 型 的 な あり よう で ある 冷た い 水 に 意味 を 絞っ た か ら 


2 ず 。 ひ た 
・ すい か を 水 で 冷や し て 食べ た 。 


は い みず ぶ ろ き も 
* 夏 に 入る 水 風 呂 は 気持 ちがい い 。 
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みず 


こう ずい 
洪水 
Hood プ を キノ 洪水 、 大 水 
@ 人 間 に と っ て 狼 ろ し く 、 特 別 な 存在 で ある 漢 水 に 意味 を 絞っ た か ら 


あ た と ち 0< みず 。 で 
・ この 辺り は 土地 が 低く 、 し ば し ば 水 が 出 ます 。 


ーーー A せん じ つ た いふ う も ゎ た し (る ま みず 
ーー 一 で ・ 先 日 の 台風 で 、 私 の 車 は 水 に 漬かっ て し まっ た 。 
ED ーー すい が い こう ずい みず う ひ が い 

2 日 水害 : 洪水 な ど 水 に よっ て 受け る 被害 


文化 ノー ト グ 神社 の 参拝 時 に 水 で 手 を 清め る よう に 、 日 本 で は 水 は 塩 と 並ん で 、 罪 や 心 
けが も ち 
の 生れ を きれ い に す る 「 汗 め 」 に 用 いら れる 。 
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道 


し ん と う 


ドウ (道路 )、 ト ウ ( 神 道 ) 


ほう ほう 


正しい 方 法 ・ あ り 方 


くるま お うら い 


ひと 
本 計 人 や 車 の 往来 に 使う 空間 
street, (foot)path, way / 人 情 9] 呈 條 を 好 引 等 朴 | 針生 引 信人 来生 往 的 空 同 


みち せま 
ゃ この 道 は すこ し 狭い 。 
みち ひだ り F コ し や くし ょ 
・ あの 道 を 左 へ 曲がる と 、 市 ? 役所 が 見 えま す 。 
_ みち も く て き ち き ょ り 
道のり : 目的 地 ま で の 距離 
っ うま だ い が み 
例 ) その 公園 か ら 大 学 まで の 道のり は どれ くら いで すか 。 


みち ば た みち 


道 道 の 端 の あたり 
名 弟 と きた ら 、 道 史 の 一 四 玉 を 捨 お うと し て 転ぶ 始 示 だ 。 
[] 穫 道 : 本 道 で は な い 道 pe 較 
上 : 抜 に な っ て いる 首 
も く て き ち は や つ みち っ ば や し ゅ だ ん 
近道 : ① 目 的 地 に 早く 着く 道 ② 手 っ 取り 早い 手段 


みち 
道 
か みち 
近道 : 
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みち 


ぬ みち め だ ちか みち 
口 抜け道 : 日立 た な い 近 道 叶 画 | 
_ わき みち 
脇道 補 「 わ き 」 軒 還 
どう ろ ひと (る ま と お 2 ほ そう みち 
[| 道路 : 人 や 車 が 通れ る よう に 舗装 され た 道 
か い ど う ふる じゃう よう みち 
口 街道 : 古く か ら あ る 重要 な 道 
こく どう し ちょ うそ ん ぜん こく て き せい び どう ろ 
| | 国道 : 市 町 村 を つなぐ 全国 的 に 整備 され た 道路 
さん どう て ら じん じゃ さん ぽい て みち 
[] 参道 : 寺 や 神社 に 参拝 する た め に 作ら れ た 道 
し ゃ どう (4 ま みち 
| ] 車道 : 車 の た め の 道 
ーー すい どう みず か て い か いし ゃ きょう き 9 う せつ ぴ 
| ] 水道 : 水 を 家庭 や 会 社 に 供給 する 設備 
_ 。 之 う どう で ん し ゃ き し ゃ ゆめ そう 
鉄道 : 電車 や 汽車 に よる 輸送 の シス テム 
ほ どう ほ こう し ゃ みち 
歩道 : 歩行 者 の た め の 道 


1 法 


method / 上 紀 翌 方 法 


も く て き ち も く で て き た っ せい 


@) 潤 を 準 ん で 目的 地 に 着く よう に 、 あ る 方 法 を 選ん で 目的 を 達成 する か ら 


・ あ の 子供 た ち を 何と か 救う 道 は な いも の か 。 
・ この メモ 帳 は 小さ すぎ て 使い 道 が な い 。 


媒 道 : 正当 で は な い 生 き 方 や 方 法 本 中 
地 人 加 手堅く 真面目 物事 を する こと 。 ま た 、 そ の きま 
較 生活 の 道 3 安定 し た 生活 を 送る た め の 方 法 
口 どっ ち み ち 較 : どう いう 方 決 を 取っ て も 、 結 局 
人 多 これ か ら 頑 張っ て も 、 ど っ ち み ち 結 果 は 知れ て いる 。 
逃げ 道 : 危険 や 責任 を 避け る た め の 方 法 


ぬ 。 みち ほう の が て だ 
抜け 道 : 法 を 逃れ る 手立て 呈 軒 


どう も く て きた 


道具 : 目的 達成 の た め に 用 いら れる 器具 
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みち 


|I1a] 正しい 方 法 ・ あ り 方 
| proper conduct, the right thing / 信 中 琶 叶 当 ・ 介 剤 道理 、 道 叉 、 道 徳 


ほう ほう 


@ 803€. 特に 年 し い 孝 装 を 取る こと や 年 し い 和 道 を 行く と と に 意味 を 絞っ た か ら | 


Ke だ まし て je 絆 a ん て 、 ocna。 


。 彼 は 人 妻 と 道 な ら ぬ 恋 に 落ち て し まっ た 。 
道徳 : 人 が 正しく 生き る た め の 規 和 


[道理 物事 が そう ある べき 筋道 


も く で きち けい ろ 
凡 罰 目的 地 ま で の 経路 
route, Way (to a destination) 昔 信 介 外 人 引 お 足 / 去 目的 地 的 路上 


あぁ 5 わ 


(9 道 の 中 で 、 話 し 手 に と っ て 最も 関心 が ある 道 を 表す 


えき か え みち た な か あ 

* 駅 か ら の 帰り 道 、 田 中 さん に 会 っ た 。 
みち ま ち が 二 こう ば ん き 

s 道 を 間違え た の で 交番 で 聞い た 。 


道草 回 : 目前 地 へ 行く 信 途中 で 、 他 の こと を する こと 
みち くさ 
一 道草 を 食う ン す る 
みち くさ じ か ん き た く 
例 ) コン ビニ - で 道草 を (x っ Os 1 時 間 か け て 帰宅 し た 。 
みち じゅ ん be ん ば ん 
| ] 道順 : ある 場所 へ 行く まで の 道 の 順 番 


いっ ぽう 


口角 半 : 行き ・ 帰 り の うち 一 か 
守り 道 : 前 地 へ 行く 3 途中 で 、 他 の 所 へ 立ち 寄る こ と 


どう ちゅ 3 


口 道中 : 旅行 の 途中 例 道中 、 ど うか 気 を 付け て 。 
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みち 


[2a| 目標 まで の 過程 
| path tN 斗 有 ン 完 成 目 板 的 中 途 


も く ひ ょ う 。 も く て きち 


@ 目標 を 目的 地 に 例え た と き に 、 そこ に 行き 着く まで の 過程 を 表す 


* 勝利 へ の 道 は 険しい 。 
。 弁護 士 に な る まで の 道 は 長かっ た 。 


the way of the art of 詩 講 外 ス | 引 斗 ン 完成 之 前 前 辻 程 


げ ぃ か ん せ | 


の 芸事 や 幸 門 の 発 成 を 目的 地 に 合え た と き 、 そ こ へ 行き 着く まで の 過程 を 表す | 


彼 は 70 歳 で 陶芸 の 道 を 極め た 。 
ちゃ 。 みち か ん が お く ぶ か 
* 茶 の 道 と は 、 あ な た が 考え て いる より 奥深 いも の な の で す 。 


どう らく ほん ぎょ う い が し 


コ 道楽 : 本 業 以外 の 楽し みや 趣味 

道 : 草花 や 木 の 枝 な ど を 美しく 生け る 技術 ・ 作 法 

系 潤 : 抄 の 湯 に よっ て 入 儀 作法 を 学ぶ 稚 

| ] 書道 : ed し さ を 表現 する 芸術 

証 : 日 本 古来 の 神 の 観念 に も と づく 宗教 。、 ま た 、 そ の 態度 
武道 : 武士 と し て 身 に 付け る べき 稚 ゃ や 拡 

ー 道 鐵 技 や 芸事 を より よい 人 間 に な る た め の 修練 と 見 な し 


じゅ う 


た も の 例 ) 合気道 、 弓 道 、 剣 道 、 柔 道 な ど 


306 


みな 
皆 


カイ ( 秋 勤 ) 


④ 


じょう けん か 


ある 条件 下 の 全て の 人 あな た た ち 


everyone, all 相思 各社 計 引 豆 忌 衝 届 ノ 一 定 条件 下 的 所 有人 


馬 罰 ある 条件 下 の 全 て の 人 | 


・ こ の 結論 は 赤 で * 話 し 合っ て 決め た も の で す 。 
・ 家族 の 皆さん に よろ し く お 伝 え く だ さい 。 


じょう けん か 


Ea ある 条件 下 の 全て の 物 
| everything, all / 引 思 子宮 引当 豆 証 スン 一 定 条件 下 的 所 有 物 品 
| 全て の 人 か ら 全 て の 物 に 意味 を 広げ た か ら 
みな に ほん せい < 
ここ に ある も の は 和 皆 、 日 本 製 だ 。 
・ どれ も 皆 、 食 用 に 適さ な い キ ノコ ば か り だ 。 


よう ほう ふく し も ち 
* [0a] の 用 法 で は 、 副 詞 と し て 用 いる 。 


きん し ょ う し ょ う 


皆勤 芝 : 全て の 授業 に 出席 し た 者 に 生え られ る 質 


0 り 9 う が くせ 


例 ) あの 留学 生 は 皆勤 賞 を も ら っ た ば か りか 、 成績 も 一 - 番 だ っ 
SG 
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還 還 あな た た ち 
all of you / 


。 こ の 件 に つい て 、 み ん な は どう 思い ます か 。 
た ん 
。 み ん な 、 灯 を 借 じ て つ いて き て ほし い 。 


用 法 ノ ー ト グ 人 会話 の 時 は 「 み ん な 」 と な る の が 一 般 的 。 た だ し 、「 一 さん 」 を 付け る と き は 、 
「 み ん な さき ん] と は 言わ ず 「 み な さん ] と 言う 。 
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お と 


音 を 聞く た め の 器 官 


本 音 を 聞く た め の 器 官 


ear (of a human/animal) 全 可 登 証 2| 章 穫 外 斗 プ 章 列 声音 的 問 官 


さむ ひ を と みみ つめ 
・ 楽 い 日 に 外 に いた ら 耳 が 冷た く な っ た 。 
み な が 
・ ウ サギ は 耳 が 長い 。 


賞 か き : 耳 の 中 を 掃除 する 道具 

じ ぴ が みみ は な か ん い が く ぶ ん りょう びょう 
耳鼻 科 : 耳 ・ 鼻 に 関す る 医学 分 野 。 ま た 、 そ の 治療 を する 病 
院 


みみ い は な 9 だ 
名 耳 に 入れ る : 話す 。 伝え る 
じょう ほう いち お う ぶ ちょ う 。 みみ い 2 
例 ) この 情報 は 、 一 応 、 部 長 の 耳 に も 入れ て お こう 。 
みみ こえ お と みみ と き 
名 耳 に つく : 声 や 音 が 耳 に 留まっ て 気 に な る 
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みみ 
と けい お と みみ お っ 
例 ) 時 計 の 音 が 耳 に つい て 、 ど う も 落ち 着 か な い 。 
みみ は い き 
有 耳 に 入る : 聞こ える 
か いし ゃ へ ん うれ さ みみ は い 
例 ) あの 会 社 に つい て 、 変 な 噂 が 耳 に 入っ て きた 。 
みみ か は な し き 
所 世 を 貨 す : 話 を 聞こ うと する 
ぽく か の じ ょ き だ れ みみ か 
例 ) 僕 の 彼女 は こう と 決め た ら 、 誰 に も 耳 を 貸さ な い 。 
み い し き し ゅ うち ゅ う き 
握 耳 を 澄 ま す : 意識 を 集中 し て 開く 
あき ま みみ す むし な きた き 
例 ) 秋 の 夜 は 、 耳 を 澄まし て 虫 の 鳴き 声 を 聞こ う 。 
みみ ちゅ う い 
若 績 を そば だ て る : 注意 し て 聞き と ろう と する 
お と こ みみ と な り せき は な し き 
例 その 男 は 耳 を そば だ て て 、 隣 の 席 の 話 を 聞い て いた 。 


RE 
物 の 取っ 手 
handles, grips / 言 名 を 符 ol ノ 器物 的 把手 、 把 人 ル 


か お 9 ょ う が わ りょう が わ ぶ 4 


の 錠 の 両側 に ある 耳 の よう に 、 物 の 両側 に ある 部 分 だ か ら 


な べ 。 みみ あつ も 
e 鋼 数 o 
ーー 剃 の 耳 が 熱く な 科 で ませ ぜん 
が s 王 a KK、 ・ この 花瓶 は ずい ぶん 耳 が 大 きい 。 


は し ふち 


端 や 縁 の 部 分 


edge, crust (of bread) / 如 9| 外 オ 外 司 早 芝 辺 上 和 巡 欠 部 分 


か お 。 は し 


みみ も の は し あ ぶ ぶん に 
@) 耳 が 顔 の 端 に ある よう に 、 物 の 端 に 当たる 部 分 だ か ら 


みみ か た 
e この パン は 耳 が 固い 。 
か み みみ そろ : き 6 やこ 
e 紙 の 耳 を 揃え て か ら 切 っ て 下さ い 。 


向 世 を 揃え て 返す : 借り た も の を 一 括 で 返す 
例 あの 時 借り た お 金 な ら 、 耳 を 揃え て 返し まし た 。 
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匠 聞く 能力 


hearing 言詞 忌 / 叫 力 
(@ 聞く こと は 也 が 持つ 働き だ か ら 


n n 。 キ ム さ ん は と て も 耳 が いい 。 
そ あみ みみ 、 と お お お ご え は な 3 
* 祖父 は 耳 が 遠い の で 、 い つも 大 声 で 話し か け な け れ ば いけ な 
い 。 
そら みみ ot 9 お も 


固 空耳 声 や 音 が し て いな い の に : 聞 こえ たよ うに 思う 


そら みみ 
例 


誰 $ も いない 部 屋 か ら ピ アノ の 音 が する な ん て 、 発 息 に 過ぎ 
な いよ 。 


に 


較 革 が 早い : 情報 を 早く 手 に 入れ る 
例 ) 彼女 は 社内 一 、 耳 が 早い か ら 人 事 の こと な ら 開 いて みれ ば 。 
名 第 を 疑う : 聞き 間違い で は な いか と 臣 く 
例 毎日 使う バス 路線 が 廃止 と の ニュ ー ス に 、 自 分 の 耳 を 疑っ 
A 
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お か し 


上 - ゴ 
三 | 


けい けん 


過去 の 10 年 


が 経験 し た 遠い 


本 計 ずっ と 以前 


a long tme ago / 憧 旬 | 社 入 久 以 前 


げん ざい に ほん じん へ いき ん じゅ みょう も か し くら ずい ぷん の 

現在 の 日 本 人 の 平均 寿命 は 、 昔 に 比べ る と 随分 伸び て いる 。 
も か し うま の きょう と い 

昔 で は ある まい し 、 馬 に 乗っ て 京都 へ 行く な ん て どう いう つ 
も り だ 。 


むか し ば な し も か し で ば な し も か し 


昔話 : 青 の 思 い 出 語 や 音 か ら 口伝 えさ れ て きた 
昔ながら 回 : 音 の まま で 変わ っ て いな い 様子 
例 ) 京都 の この あたり は 、 音 な が ら の 町 並み が まだ 残っ て いる 。 


お お も か し 


[| 大 昔 : た い へ ん 詞 い 装 


|[0al 自分 が 経験 し た 遠い 過去 


ones younger days / 外 9] 習 填 加 装 オ 自己 色 訪 辻 的 入 久 的 辻 去 
か 


は な 


@ すっ と 以前 の 時 間 の うち 、 特に 語 しま と 関わ りあ る 上 を す 


⑱" 
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人 みん に いて よかっ た な 


が が >。 や 1 か し か ん が 
* 休み ! < 気軽 こ 海外 に 行く な ん て 、 昔 じゃ 考え られ な か っ た よ 。 


た し 


口 と っ く の 並 : ずっ と 以前 * 事 態 が すでに 完了 し て いる こと 


むか し 
むう 5 ょ う 


強調 
すず きく ん きみ ま も か し か え 
例 ) 鈴木 君 な ら 君 を 待ち か ね て 、 と っ く の 昔 に 帰っ た よ 。 


過去 の 10 年 
ten years ago, the past ten years / 千 10 選 プ 辻 去 的 10 年 
ね ん た も の こと お お か も か し _ 0 
9 10 年 経つ と 、 物 事 が 大 きく 変わ っ て 昔 の よう に な っ て し まう か ら 


ひと 0 か し まえ 
s それ は 一 昔 前 に は や っ た ゲー ム で す 。 


まえ は な し 


i 。 炎 が ポー ラン ド に 行っ た の は 、 も う 二 普 も 前 の 話 で す 。 
苦 昔 
前 前 在 よう は ほう ね ん ひと も か し ぁ う か 
* 画 の 用 法 で は 、10 年 を 「 一 昔 | と し て 扱う 。 
叶 いま (p45) 
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お し 
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9 も の 。 と り 
* 


し ょ うど うぶ ぷっ つ 
小動物 


で ュ の 
人 の 心 に 取り 付く 
も の 


け も の 


ぎょ か い い が い 


むし 


し ょ うど うぶ つ 


獣 ・ 鳥 ・ 魚 介 以 外 の 小動物 
bug / 入 人 ・ 介 ・ 語 フ | 9 引 引 本 時 / 普 美 、 自 美 、 魚 人 以外 的 小 線 物 


た いて い の 女 性 は 貝 が 音 手 だ 。 
。 所 他 映 画 に は し ば し ば 大 量 の 虫 が 出 て くる 。 


むし ひみ くだ まこ 
虫 けら : 東 や 人 を 見 下 し て 言う 語 


じゅ う ぎ ょ う 


多 あの 会 会 社 は 従 玉 員 を 貝 け ら の よう に 扱う そう だ 。 


骨 の 上 : 今にも 死に そう な 呼 
病院 に 族 け つけ た と き 、 彼 は も う 虫 の 息 だ っ た 。 
虫歯 : 細 菌 に よっ て 角 ま れ た 歯 


むし めがね か くだ いき 


: 拡大 鏡 。 mc 


いち ゅ う 


日 寺 生 ① 他 の 生物 の 体 の 内 外 に 寄生 する 旧 ② 他 人 に 依存 


| 


し て 暮らす 人 
さっ ちゅ うざい 


殺虫 剤 : 昌 を 殺す 薬剤 


と ひ い な つっ むし 。 4 か 。 すす さい な ん は い 

名 飛ん で 火 に 入る 夏 の 虫 : 自ら 進ん で 災難 に 和信 る こと 
お だ 

若 虫 も 殺さ な い : お と な し そう な 。 竹 や か な 


こん ちゅう 


画 昆虫 
insect / 芯 利 グ 昆虫 
(3 則 の 第 で すぐ 思い 浮か ぶ 代表 的 、 典 型 的 な 存在 だ か ら 


。 子供 が 好き な 虫 と 言え ば 、 ま ず カ ブ ト ムシ で す 。 
お な ちょ う が いん し ょ う ち が 
。 同 じ 虫 で あり な が ら 、 上 農 と 峨 で は ずい ぶん 印象 が 違う 。 


口 当 か と : 馬 当 を 靖 ま えて 入れ て お く か ご 


えき ちゅ う いち ゅ う 


則 閉 昌 : ミッ バチ な ど 人 に 利益 を も た ら す 昆虫 害 昌 


315 


お し 


現 級 に 鳴 < 本 
insects that chirp in the fall ブフ 含 引 千 記 澤 可 秋天 鳴 叫 前 虫 子 


こん ちゅ う な か 


@ 時 of 特に 日 本 人 に な じみ が ある スズ ムシ 、 マ ツ ム シ な ど を 表す | 


。 前 の 原っぱ か ら リ ン リ ン と 事 の 声 が 義 こ える 。 


た むし ね に ほん あき ふう ぶつ し 
Wy n s 虫 の 音 は 、 日 本 の 秋 の 風物 詩 だ 。 
ha (人 


ね っ ちゅ う 
匠 計 何 か に 熱中 する 人 
maniac (about something), devotee 時 12 フト e| 当 寺 中 モ 人 ト 同 示 束 皇 某 事物 的 人 、 着 迷 


ね っ ちゅ う 


@: 虫 が 限ら れ た 動作 だ け を する よう に 、 何 か に 熱中 する 人 は それ し か で き な い か ら 


こ ども じ だ し どく し ょ だ いす ほん むし 
・ 子 供 時 代 か ら 読 書 が 大 好き で 、 本 の 虫 で し た 。 

ち こと も 

父 は 子供 た ち に [勉強 の 虫 に な る ん じゃ な い ] と 論 し ま だ 。 


NN 


と ク 


ひと 
ば か に され る 人 
object of ridicule / 早 旬 写 計 記 人 Al 選 プ 被 看 不 起 的 人 


(@ は か に され る 人 は 弱く て 力 が な く 、 そ の 点 が 虫 に 似 て いる か ら 


& * ちょ っ と 言 われ た だ け で 扇 で わな ん て 、 注 き 昌 だ ね 。 

ドッ 4 小さ い 頃 は 、 い じ め っ 子 に や られ て は 泣い て 家 に 帰る 前 虫 だ っ 
¢ ト 】 
¢ ト 】 


eo 


* 葉 軒 の 用 法 で は 、[ 泣 き 虫 | 毅 昌 ] な ど 、 合 成語 と し て 使わ れる 。 
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が い 592 きせ い 593 
臣 還 害虫 ・ 寄 生 虫 
harmfnl insect, parasite / 列 圭 ・2| 人 を 害虫 、 寄 生 昌 


に ん げん 


(@ 虫 の 中 で 特に 、 人 間 と 関わ り が ある 存在 を 表す 


た いせ つ むし く 
e 大 切 に し て いた セー ター が 虫 に 食わ れ た 。 


食い : 害虫 が 布 を 館 む こと 。 また 、 そ の 統 
く 


だ 


Ei 
昌 下 し : 回 虫 な ど を 体外 へ 出す 薬 
晶 よ け : 衣服 な ど に 虫 が 付か な いよ うに する 薬品 類 


| 4a| 人 に 取り 付く 悪人 
| person who is a bad influence 人 ト 員 引 誕 告 可 世 時 邊 色 絆 人 的 吉 人 


@ 相手 に 取り 付く 人 を 、 寺 征 虫 に 合え た 


ひ 


と り t は 9 わる も し 
(oA ・ 大 切な 一 人 娘 に 悪い 虫 が 付い た 。 


の 


し 
[4b] 人 の 心 に 取り 付く も の 
mood グ 針 叶 引 中信 中 号 村 芝 モ 


到 プ 迷惑 住人 心 的 某 衝 事 物 
音 は 虫 が 人 の 心 に 取り 付く と 年 られ た か ら 


* あの 社長 は 最近 、 ふき ぎ の 理 に と ゆっ つっ か れれ た だ まう 3 
* う ちの 主人 に ま た 浮気 の 虫 が 起き た らし い 。 


の < 
(③】 げん いん か くう むし 
ー 和 靖 中 幼児 を 不機嫌 に きせ る 原因 と され た 架空 の 由 


何 腹 の 虫 が お さま ら な い : 怒り が 解け ず 平 静 に な れ な い 
合 虫 が いい : 自分 の 利益 ば か り 考 えて 図 々 し い 

条 虫 嘩 が 走る : と て も 不快 な 気持 ち に な る 

所 虫 の 知ら せ : 湯 い こと が 起こ り そ う な 予感 


きみ むし <+9 を と 。 だ 
*・ 君 は お な か に 虫 が いる か ら 、 薬 で 外 に 出さ な けれ ば な ら な い 。 


むね 


キョ ウ ( 度 胸 )、 む な (胸板 ) 


は ら あい だ ぶ ぶん 


首 と 腹 の 間 の 部 分 


く < び 。 は 5 あま ぶ ぶ ん 
要請 首 と 腹 の 間 の 部 
chest (of the body) 呈 植 明 全 9 引 早 是 プ 膝 子 和 腹 部 之 同 的 部 分 


・ サッ カー ボー ル を 胸 で 受け た ら と て も 痛かっ た 。 
むね は どう どう ある 
。 胸 を 張っ て 堂々 と 歩き な さい 。 


『 ね は ま け 
: 胸 に 生え て いる 毛 
う い むね ま すん ぽう 


ロ 
品 胸囲 : 胸 の 回 り の 寸法 
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むね お お 。 ぬ の じ 
画 国 胸 を 覆う 布地 


front/chest (of clothing) / 外 全島 詞 妃 ノ 被 布 料 遮 療 的 胸部 
い ふく ひと むね あ ぶ ぶん a 
9 衣服 で 人 の 胸 に 当たる 部 分 だ か ら 


むね お も し ろ 
。 その セー ター、 胸 の デザ イン が 面白 いで すね 。 
か れ むね 
。 彼 は いつ も 胸 の ポケ ッ ト に ペン を 指し て いる 。 


ここ ろ 
2 が 
heart, mind / 相 含 グ 心 、 心 及 
むね な か こころ か ん が i 3 
@ 胸 の 中 に は 心 が あ る と 考え られ て いる か ら 


に ) 。 耶 供 た ち は 胸 を と きめ か せ て 、 そ の 物語 に 聞き 入っ た 。 
た だ ん か の じ ょ むね 
3 。 他 人 に は 彼女 の 胸 の うち な ど 分 か る まい 。 
む な ざ ん よう く こ な な か そん と く けい きん 
[ 胸 算 用 : 心 の 中 で 損得 の 計算 を する こと 


どき ょ う も の ご と どう よー ミカ 
[| 度胸 : 物事 に 動じ な い 強 い 心 
むね いた ここ ろ くる 
但 胸 が 痛む : 心 が 苦しい デ ド 
知 胸 が いっ ぱい に な る : ある 感情 で 心 が 満た され る 
条 胸 が 躍る : わく わく する 
に さわ し ん ば ぱい む な さ わ む な さ わ 
暫 胸 が 能 ぐ : 心配 に な る cf 胸 賠 ぎ 同 胸 農 ぎ が する 
が そう ぞう 
尊 胸 に 描く : 想像 する 
むね き ざ お ぼ 
得 胸 に 刻む : し っ か り と 覚え て お く 
むね せま か ん どう 
旬 胸 に 迫る : 感動 する 
> ふ き た い ヵ こ ここ ろ 
何 胸 を 膨らます : 期待 や 喜び で 心 が い っ ぱい に な る 
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お ね 


な い ぞ う 
内 騰 
chest lungs, stomach 人 / 内 肝 
な いそ ぞう むね うち が わ 


(@ 内 臓 は 胸 の 内 側 に ある か ら 


さい きん むね や 
* 最近 、 な ん だ か いつ も 胸焼け が する 。 
さっ か わか むね に 9 うい ん 
・ その 作家 は 若く し て 胸 を や られ て 入院 し た 。 


breasts 年 党 乳房 
(@ 乳房 は 胸 に ある か ら 


も か し むね だ いし ょ う ち の う か か WM 

音 は 胸 の 大 小 が 知能 に 関わ り が ある と 言わ れ た 。 
むね ゆ た ひと ふと か ぎ 

* 胸 の 豊か な 人 が 太っ て いる と は 限ら な い 。 


むね ち ぶさ ひょう げん 
*「 胸 」 = 乳房 。 ぼ か し た 表現 。 
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あ 


ま 


めん ぼく 


ユ 
ROD 
と lll 
G 
下 
6 
息 
回 
ON 
も 


J 


も う も く 


モク ( 盲 


き か ん 


み 


物 を 見 る た め の 器 官 


も の 
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6 の > き か ん 
騙 是 物 を 見 る た め の 器 官 
eye (of a human/animal) 芋 刑 斉 早 2] 居 圭 | 半 プ 現 看 事 物 的 史 官 


9 
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。 あ の 人 は 目 が 大 きい 。 
話す と き は 、 相 手 の 目 を 見 な さい 。 


口 自 医 者 : 眼科 の 医 前 
め ちか 5 も と ちか ら 

ロ 自 才 : 自発 が 力強い こと 。 ま た 、 そ の た め の メ ー キ ャ ッ プ 
* 新 語 


め ちか ら 


包 この マス カラ で 日 力 を 強調 し まし ょ う 。 
自前 : ① そ の 人 の 前 
多 その 事故 は 二 人 の 目 の 前 で 起こ っ た 。 
② 近 い 将 来 
区 全て の 車 が 電気 で 走る 時 代 が 、 も う 目 の 前 まで 来 て いる 。 
自 まい : 見 える も の が ゆら ゆら し て 、 倒 れ そ うに な る こと 
例 ) 仕事 を 終え て 立ち 上 が っ た と た ん に 、 目 まい が し た 。 


つか め め つか み し ょ うた い 
疲れ 目 : 目 が 疲れ て 、 か すん で 見 える 状態 


- 婦 な みた め な み だ 
Be 次 目 所 ん だ 目 
い か の じ ょ な み だ め 
例 冗談 の つも り で 言っ た の だ が 、 彼 女 は 涙 有 に な っ て し まっ 
7 さる 


口 骸 科 : 目 に 関す る 医学 分 野 、 ま た は その 病院 


めで が みあ ぁ 
名 目 が 合う : 互い に 見 合う 
め は ちゅ う い ひつ よう 
困 自 が 離せ な い : いつ も 注意 する 必要 が ある 
4 お つ め は な 
例 ) うち の 子 は 落ち 着き が な く て 、 ほ ん の わずか で る も 目 が 離せ 
な い 。 
め も ん だ い ふ せい じっさい み み 
軸 目 を つぶ る : 問題 や 不正 を 実際 に 見 た の に 、 見 な いふ り を する 
例 ) この よう な お 人 金 の や り と り に 、 目 を つぶ る わけ に は いか な 
い 。 


dot, eye (of a storm) ププ 小 岡 点 、 眼 


て ん め どう よう ちい まる 
(@ 点 も 目 と 同様 に 小さ い 丸 だ か ら 


た いか うめ 
・ あれ が 台風 の 目 で す 。 


。 さい ころ の 目 は 6 を 示し て いる 。 


けい けん 


口 いい 自 : ① 待 ち 望 ん で いた さい ころ の 目 ② 望 まし い 経 内 
ら ひ どい 目 男 いい 目 を 見 る 


[Ta 線 が 負 み 、 交 わる 所 


| mesh, openings, intersection (of lines) 名 9] 香 可 外 還 豆 守 計 モ 天 プ 銭 条 役 銀 、 交 叉 的 岡 眼 
上 せん か こ まじ くう か ん て ん み ー 
| 株 が 囲ん だり 交わ っ た り し た 空間 は 、 点 に 見 える か ら 


。 こ の 網目 は 細か いで すね 。 
め ら ト 4 な が 
。 目 の 粗い ざる で 米 を 洗っ た ら 、 み ん な 流れ て し まっ た 。 


合わ せ 自 : 物 を つなぎ 合わ せ た と き の 、 そ の つない だ 部 分 

お ゆめ か み 。 ふく た た すじ うき 

折り 自 : ① 紙 や 服 を 畳ん だ と き に で きる 筋 ② け じ め や 行儀 
こん や くし ゃ りょう し ん まえ か れ お め た だ あい さ つ 

例 ) 婚約 者 の 両親 の 前 で 、 彼 は 折り 目 正 し く 挨 拶 し た 。 


口 


[1b] 物事 の 区 切り 


juncture, graduation (of a scale), ordinal number ブ 針 合 引 芝 グ 区 分 、 循 換 外 


| @ 物 や 時 間 の 線 に 点 を 付け る と 区 切り を 表す か ら 


・ 夫 節 の 変わ り 目 に か ぜ を 引い て し まっ た 。 
め 
。 は か り の 目 を よく 見 な さい 。 
すず き ば ん め れつ すわ 
* 鈴木 さん は 2 番目 の 列 に 座っ て いる 。 


に まい め だ ん せい 
二 枚 目 : ハン サム な 男性 
さん まい め 


日 三 枚 目 : コミ カル な キャ ラク ター の 男性 
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め 


HG 物事 の 度合 い ・ 傾 向 


degree, tendency 人 ト 司 中 選 ・ ガ 和幸 程度 、 傾 向 、 


6 度合 い を 株 に 例え て 、 点 を 打っ た 辺り を 表す 


。 あ の 歌手 は 最近 、 た 
は や め き 
。 明日 は いつ も より 少し 早 目 に 来 て くだ さい ね 。 


衣 朋 まぶた 


eyelid 直列 和音 / 眼 皮 
(@ 自 を 閉じ た り 、 つ ぶっ た り し た と き に 自立 つ 部 分 だ か ら 


MA ・ 自 を 閉じ な さい 。 
GS た いよ う お も め 
* 太陽 が まぶし く て 、 思 わ ず 目 を つぶ っ た 。 
本 見 る カ 


eyesight せ を 可視 力 
《 見 る 力 は 邊 が 持つ 働き だ か ら 


。 私 は 目 が 悪い の で 、 コ ンタ クト レン ズ を 付け て いる 。 
。 こ の マッ サー ジ を し て か ら と いう も の 、 ど ん どん 目 が よく な っ 
て いる 。 


[3a| 物事 を 見 抜く 力 


discernment グ A ト 


社 半 中 記 を 眼力 、 眼 光 、 刀 列 力 


ちか 5 


@ 自 に 見 える 物 を 見 る カカ か ら 、 目 に 見 えな い 本 損 を 知る 力 に 意味 を 広げ た か ら 


重たい の な 條 を 生 邊 を 代 いな さい 
。 2 回 も だ まさ れ た な ん て 、 人 を 見 る 目 が な い 。 


か ん し ょ う が ん 。 げ 


鑑賞 眼 : 芸術 な どの 価値 を 明らか に で きる 能力 
ひと め み せい さく ね ん だ い み ぬ し ば た せん せい か ん し ょ う 
例 ) 一 目 見 て 製作 年 代 を 見 抜く と は 、 柴 田 先 生 な ら で は の 鑑賞 
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が ん 
眼 で す 。 
あぁ た か も の は ん だ ん 30:0 めき 
町 目 が 高い : いい 物 を 判断 する 能力 が ある 。 目 が 利く 
八 その 絵 が 気 に な る と は 、 目 が 高い で すね 。 
= appearance / 分 / 欄 子 、 看 上 去 


けっ 


6 上 た 結果 、 自 に 映っ て いる こと だ か ら 
・ こ の ケー キ は 、 見 た 目 は 悪い が 味 は いい です 。 
る ey > 紀 は た め と うに ん い が い 
ロ 科 : 当 人 以外 の 人 が 見 た 様 手 


お き 


例 彼女 の 落ち 込ん だ 様子 は 、 傍 目 に も 気の毒 な ほど だ っ た 。 


look (in ones eyes) 人 塞 ・ 下 思 プ 礼 銭 、 眼 神 、 目 区 


roy め つか ら よう す ちゅ う も く 
(@ 特に 目 を 使う と き の 様 子 に 注目 し て いる 


・ 何 も 言わ な い が 、 目 が 怒っ て いる 。 
いち ど し っ ぱい お こ 、 が た め 。 み ム ペ 
NN の ・ 一度 く らい の 失敗 で 怒ら ず 、 温 か い 目 で 見 て あげ て くだ さい 。 
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物 
ブツ (好物 ) 、 モ ツ ( 食 物 ) 


み さわ ぶっ た い 
騙 叶 見 た り 触 っ たり で きる 物体 
thing (tangible) 上 品 包 財 叶 入 全 史記 合 剤 / 看 得 見 携 得 到 的 物体 


へ や いろ いろ も の お 
s この 部 屋 に は 色々 な 物 が 置い て ある 。 


け @ み 男 ・ あの 志 い 物 は 何で すか 。 


も の お き ふだん つか も の い ぃ ば しょ 
物置 : 普段 合わ な い 物 な ど を 入れ て お く 場 所 
に せ も の ほん も の 


物 : 本 物 で は な い 物 。 本 物 に 似せ て 作っ た 物 ぐら 本 物 


本 物 : 本 当 の 物 ら 偽物 
物理 [ 学 ] : 物 の 動き を 研究 完 する 学則 


海産物 : 区 で と れる 久 外海 


し ょ く ぶ つ 


植物 : 章 本 、 化 な どの 総称 動物 


い が い い も の し ょ く 


動物 : 大 、 猫 、 馬 、 生 な ど 和 主として 人 間 以 外 の 生き 物 @ 植 


に 
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も の 


ぶつ 


の うさ ん ぶつ の うき ぎ きょう し ゅ うか く も の 
[] 農産 物 ・ 農業 に よみ る 選 林 世 る 人 用 


に も つっ 


口 物 : 進ん だ り 送っ た りす る 物 


| belongings / 全 生理 所 有 物 
| 99 自分 の 持ち 物 は 、 物 の 中 で 特に 関心 が ある 大 切な も の だ か ら 


・ 他人 の 物 を 次 な む の は いけ な いこ と だ 。 
・ 自 分 の 物 に は 名 前 を 書き まし ょ う 。 


よう ほう も の 、 が がち も ち 
* [0a| の 用 法 で は 、「 一 の 物 ]」 と いう 形 で 用 いる 。 


て き も の 


| 私 物 : その 人 の 個人 的 な 持ち 


る の ご と すじ みち どう 
政 本 物事 の 筋道 ・ 道 理 
things (intangible) 和久 時 名 名 避 ・ 正 可 / 事 情 的 条 理 、 道 理 


ゅ ん ば ん すじ みち 


7 出来 事 を 物 に 例え た と き の 本 質 で ある 順番 や 筋道 を 指す 


も の LeA ば ん 
・ 物 ( に は 順番 が ある 。 
* あの 人 は 物 の 分 か か っ た 人 だ 。 


23 ぃ な ue5 
肥 居 行為 の 対象 
thing/something (object of an action) / 習 絢 名 名 信行 妨 的 対象 


(9 物 の 中 で 、 特 に 行為 の 対象 と いう 意味 に 絞っ た か ら 


トマ コ さむ あぁ た た き 0 
* 外 は 寒い か ら 、 暖 か いも の を 着 て 行き な さい 。 


っ D * | も の 」 = 衣類 
くち い 
e ゃ も の を 口 に 入れ た まま し ゃ べ っ て は いけ な い 。 


*「 も の ] = 食べ 物 
か の じ ょ お こ い 
e 彼女 は 怒っ て いて も の も 言わ な い 。 *「 も の | = こと ば 


ぶん し ょ う 


。 彼 は も の を 書く の が 仕事 だ 。 *「 も の ] = 文章 
よう ほう ひょう き お お 
* の 用 法 で は 、 ひ ら が な で 表記 する こと が 多い 。 
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も の 


は な し 


物語 : ある まとまっ た 内 容 の こと を 話す こと 。 ま た 、 そ の 話 
の し も の の も の 涼 も の 
中 へ 物 : (~ す る + 物 ) 食べ 物 、 飲 み 物 、 読 み 物 
も の お も の か も の あ も の に も の 
: (~ し た + 物 ) 落と し 物 、 借 り 物 、 揚 げ 物 、 煮 物 
も よ お も の 


: (- て いる + 物 ) 持ち 物 、 催 し 物 
: (その 様子 ・ 状 態 の 物 ) 安物 


も の も の ご と か ん せい いち に ん まえ じん ぶつ 
名 物 に な る : ① 物 事 が 完成 する ② 一 人 前 の 人 物 に な る 
まい に ち れ ん し ゅ う ね ん も の 
例 ) 毎日 練習 すれ ば 1 年 ほど で 物 に な る 。 


concept / 外 区 包 名人 思考 的 対象 
し こう た いし ょ う か た ち も の 。 た と 
(@ 思考 の 対象 を 、 形 の ある 物 に 例え た か ら 


誰 。 幸 せ と い う も の は 日 々 の 生活 の 中 に ある 。 
oo に) せい こう っ ぱい ぶ か じょう 
〇 。 仕事 が 成功 し て も 失敗 し て も 部 下 を ね ぎら う の が 、 上 司 の あ 


る べき 次 と いう も の だ 。 
よう ほう 043 き お お 
* 林 居 の 用 法 で は 、 ひ ら が な で 表記 する こと が 多い 。 


条 も の と も せ ず : 問題 に し な いで 
SS -1 あ 
例 ) 子供 た ち は 雨 な ども の と も せ ず 遊ん で いる 。 
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も の 


ゆう れい ま も の 
革 幽 寺 麻 物 
ghost evil spirit 年 翌 ・ 村 語 / 幽 旭 、 魔 昌 


きょう み ひ 


も の 。 な か と く ふ し ぎ そん ざい い み せ ば a 
@ 物 の 中 で 、 特 に 興味 を 引く 不思議 な 存在 に 意味 が 狭まっ た か ら 


か の じ ょ 2 さけ 
LC 0 >} 馬 > ろ リー NE 3 > 
! "エーーー- さ 彼女 は も の に 還 か れ た よう に 叫び だ し た 。 
1/! 2 ト ば 。 も の 。 いよ ょ う すす が た 妖 5 ば あら 
て 口 化物 : 異様 な 姿 ・ 形 に 化け て 現れ た も の 


例 ) その 映画 に 出 て きた 化け 物 は と て も 気持 ち 悪かっ た 。 


用 法 ノ ー ト グ その 他 の 用 法 を 拳 げ る 。 
めい し つ は い さく ひん ぶっ ぴん しめ 
・ 名 詞 に 付い て 、 そ の カテ ゴリ ー に 入る 作品 や 物品 を 示す 。 
きっ か も の と くい 
例 ) あの 作家 は S F 物 が 得意 だ 。 
めい し つの が いと う め 
・ 名 詞 に 付い て 、 そ れ に 該当 する こと で ある こと を 示す 。 
お も だ た いけ ん ひ せ 
例 ) 思い 出し て も あの 体験 は 冷や 汗 も の だ っ た 。 
と う ぜ ん し め と も 。 ま し ん せつ % 
当然 を 示す 。 例 ) 年 寄り に は 親切 に する も の だ 。 
か い こ し め わか る みみ や ま の ぼ 
・ 同 訳 を 示す 。 例 ) 若い 頃 は よく 山登り を し た も の だ 。 
よう た い し め 
・ い か に も その よう だ と いう 様態 を 示す 。 
か の じ ょ も の し ず 
例 ) 彼女 は いつ で も 物静か な た た ず ま い だ 。 


員 こと (p132)、 と ころ ( ゎ 227) 
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た て も の そ と が わ 
騙 計 家 や 建物 の 外側 に 設け た 出入 り 品 
gate / 入 9| 叶 君主 引 叶 符 得 引 包 到 慎 香 引 エ ノ 疫 置 在 屋 子 及 建 筑 物 外側 的 出入 口 


っ 家 の 門 を 開け た り 、 閉め た りす る 。 
裏 の 門 か ら 入 る べから ず 。 


EE 有限 : 夜 、 門 を 閉め る 時 間 、 つ まり 帰宅 し な けれ ば な ら な い 


じ か ん 


時 間 
か の じ ょ 。 いえ きび も ん げん 4 
例 ) 彼女 の 家 は 厳し く 、 門 限 は 10 時 だ 。 
も ん ぜん ば ら じ ぶん あ き ひと あ な に か え 
門前 払い : 自分 に 会 い に 来 た 人 に 会 わ ず 、 何 も し な いで 帰ら 
せる こと 
せん せい し L ゅ っ ぱん し ゃ ひと も ん ぜん ば ら 
例 ) 先生 は せっ か く や っ て きた 出版 社 の 人 を 門前 払い に し た 。 
か ど で あたら せい か つ む し ぁ っ ぱつ 
ロ : 新しい 生活 に 向け て 出発 する こと 
いさ つも る う 


例 ) 皆さん の 門出 に 際 し て 、 (の ce と ご 挫 拶 申し 上 げ ま す 。 
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も ん 


そし き だ ん た い さん か 
組織 や 団体 へ の 参加 
door/gateway (to an opportunity etc.) / 友人] 刺 科 相 符 外 引 スン 参加 外 須 和 団 体 


だ ん た い 。 いっ けん 。 いえ 


の ) 組織 や 団体 を 一 斬 の 家 と 考え て 、 そ こ へ 入る こと を 表し た 


この 日 本 語 コー ス は 、 誰 に で も 門 が 開か れ て いま す 。 
さい きん けい き 
只 ・ s 最近 ( ょ 景気 が 悪く 、 就職 の 門 が だ ん だ ん 狭く な っ て いま す 。 
だ れ は い まき 


名 門戸 を 開く : : 誰 で も 入れ る よう に する 
Fe いっ ぱん ひと a ひ 
例 ) この 日 本 語 コ ー ス は 、 一 般 の 人 に も 門戸 を 開い て いま す 。 


文化 ノー ト グ 比 SHi の ろ に 「 敵 松 」 と いう 松 で 作 
っ た 飾り (イラ スト 参照 ) を 箇 < 習慣 が あっ た が 、 


いま 


今 で は あま り 見 られ な く な っ た 。 
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も ん だ い 


か いけ つ も の ご 


解決 する べき 物事 解答 する べき 間 い 


せ けん か ん し ん じ 


世間 の 関心 事 


か いけ つ 、、 る の こと 
革 解決 する べき 物事 
problem, issue / 副 用 訓 9F 結 モ 久 / 策 要 解 決 的 事項 


あたら は ん ば いけ いか く か ョ お お も ん だ い 
。 新 し い 販 売 計画 に は 、 コ スト が 掛か る と いう 大 き な 前 題 が あ 
=: こつ | 


る 。 
PMS お 
* あの 国 で は 今 、 深刻 な 食 問題 が 起こ っ て いる 。 
ひま う も ん だ い 


* 必要 な お 金 は 私 が 出す か ら 、 費用 の 問題 は 気 に し な く て いい 。 


せっ きょく 


前 題 意 識 : ある 間 題 に 積極 的 に 関わ ろう と する 心 の 持ち 方 
例 ) う ちの 会 社 は 何 に も ま し て 環境 = 対す る 間 題 意識 が 高い 。 
日 科 共 外 : 議論 ・ 検 討 す る 価値 が な い 
例 ) 連絡 も せ ず 会 社 に 2 時間 も 遅刻 する な ん て 、 間 題 外 だ 。 
前 題 視 回 : 改善 する べき と 所 える 
例 ) 顧客 の 文句 を 間 題 視 す る べき で は な く 、 そ の 中 身 を 問題 視 
まる べき だ 。 


て ん か いけ つ 


前 題 点 ・ 解決 ・ 改 善 す る べき こと 
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も ん だ い 
も ん だ いて ん か ん みっ た いさ く て いじ 
例 ) この 問題 点 に 関し て 、 三 つの 対策 が 提示 され て いま す 。 


が かい とう 。 も 
解答 する べき 問い 
problem/question (in a test, etc.) / ズ 蛋 再 恒 o 引 到 昌信 ズ 舌 要 解 答 的 同 題 、 古 目 


(@ 前 い に 符 える こと は 、 間 題 を 解決 する こと に 似 て いる か ら 


問 1 ・ 算数 の 問題 を 解く 。 
2 
5 十 す X2 ニ 


も く 


角 集 : 科目 ・ レ ベル 別 な ど に 問題 を 集め て 本 に し た も の 


trouble / 選 社寺 邊 プン 準 悪 、 礁 事 、 名 分 


(@ 章 題 も 困り ご と も 、 大 変 で 厄介 だ と 感じ られ る か ら 


の を 工 を 者 っ た な ん て 、 これ は きみ た 
ょ ( ば ょ う し な ぐ も ん だ い お か れ か いし ゃ や 
・ 職場 で 上 司 を 殴る と いう 間 題 を 起こ し て 、 彼 は 会 社 を 辞め た 。 
か いし ゃ か ね お うり ょ う た い ほ だ いも ん だ い 
Gb や 。 会社 の 金 を 横領 し て 逮捕 され る な ん て 大 問題 だ 。 


も ん だ いじ が っ こう ぞい ご うく わる と くべ つ た いし ょ ひつ よう こと ども 
「 ] 問題 児 : 学校 な ど で 素行 が 悪く 、 特 別 な 対処 が 必要 な 子供 
も ん だ い じ が っ こう こ い 
例 ) 問題 児 だ か ら と いっ て 、 学 校 へ 来 き せな いわ け に は 行か な 
い だ ろ う 。 


せ けん か ん し ん じ 


世間 の 関心 事 


thing in question, subject of controversy / 人 人 引 圭 旬 グ 公 次 甘 心 的 同 題 
ち % う も く あつ 


も ん だ い か ん し ん じ に ひと びと ™ 
@ 問題 と 関心 事 の どちら に も 人 々 の 注目 が 集まる か ら 


さい し ょ う ね ん し ん り え が も ん だ いさ く ぶん が くし ょ う _ あ た 寺 
の 所 ・ 10 歳 の 少年 の 心理 を 描い た 問題 作 に 文学 賞 が 与え られ た 。 
に wo と は ね だ くう こう も ん だ い じ ょ せ い 、 お だ 
3.: SB に ぬ ・ た だ いま 羽田 空港 に 、 問 題 の 女性 が 降り 立ち まし た 。 
2 “/ ょ いい 
GN 02 9 の Me い YS 
文化 ノー ト グ 現代 の 代表 的 な 社会 問題 に は 、 人 口 問題 (人 口 過多 、 高 齢 化 、 少 子 化 )、 
か ん きょう も ん だ い ち きゅう お ん だ ん か こう が い さ ば く か Lk て りょう も ん だ い か く さ も ん だ い きょう いく も ん だ い 
環境 問題 (地球 温暖 化 、 公 害 、 砂 漠 化 )、 食 糧 問 題 、 格 差 問題 、 教 育 問題 
な ど が ある 。 
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や すみ 


休み 


キュ ウ ( 休 日 )、 や す ( 休 む 、 休 まる 、 休 め る ) 


か つど う 。 いち ど ち 9 う し 


要望 活動 を 一 度 中 止 す る こと 
Pause, break (in action) / 習 を 含 社外 届 香 活 効 一 度 中 止 


ee 文 と 区 の 間 に 休み を 革 いて で 朗読 し て くだ さい 。 
Es ra, 心臓 は 休み な く 動 いて 、 常 に 体 中 に 血液 を 送り 続け て いる 


休み 休み 較 : 続 けず 定期 的 に 還 時 間 を お いて 
こん ど 


例 ) きっ き 来 た 山 」 道 を 、 今度 は 休み 休み 戻っ た 。 
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や すみ 


きゅう けい きゅう か 
休憩 ・ 休 暇 
break, recess,rest 吉信 ・ 昔 オノ 休 息 休 候 


べ ん き ょ う うだ ん あぁ 5 ゎ 


9 休み の 中 で 、 特 に 仕事 ・ 勉 強 の 一 時 的 な 中 断 を 表す 


・ 勉強 は ちょ っ と 休み に し て 、 コ ー ヒ ー で も 飲も う 。 
mm = が っ 。 や す と が は だ 役 。 で ー 
・ 9 月 に 休み を 取っ て 、 旅 行 に 出かけ る つも り だ 。 
きゅう けい じ か 


日 昼休み : 昼食 を 取る た め の 休憩 時 間 


けっ せき けっ きん 
欠席 ・ 欠 勤 
absence / 妊 仏 ・ 妊 ノ 鉄 席 鉄 勤 、 不 上 班 
や す な か と く Lk〈 ば が っ こう き ば あい あぁ 5 ゎ 
2 休み の 中 で 、 特 に 職場 や 学校 に 来 て いな い 場 合 を 表す 


だ いじ まう 


河田 さ ん は お と と い 早 退 し た きり ずっ と 休み だ が 、 大 丈夫 だ 
m= mm ら う か 


た い し か ん い 


° 李 さ ん は 大 使 館 に 行 く 用 事 が ある の で 、 休み で す 。 


。 や す せい と う り め う か いし ゃ 。 が っ こう やす 
旬 する 休み : 正当 な 理由 が な く 、 会 社 や 学校 を 休 な こと 


上 休業 


temporary closure (businesses, etc.) / 吾 計 停 普 、 甘 [] 


@ 人 の 休み に よっ て 、 そ の 人 が 関係 する 会 社 や 店 は や ら な く な る か ら 


人 ・ 今日 は 祝日 で すか ら 、 図書 館 は 休み で す 。 
回 ぽん 


5 ・ お 和 盆 の 時 期 は 、 商 店 が ほとん ど 休み に な る 。 


きゅう じ つ し Lw〈 じ つ 
匠 軒 休日 ・ 祝 日 
holiday day o 任 の 難 久 ・ 革 ガ 当 休息 天 、 帯 日 


が くぎ きょう 


(@ 多く の 人 が 仕事 や 学業 を 休む こと が 決ま っ て いる 日 の こと を 表す 


・ 念 | 1 は 休み だ か ら 、 遊間 地 は 混む だ ろう な 。 
う び 
・ 月 曜日 の 代休 を 入れ る と 、 明日 か ら 三 日 間 も 休み だ 。 


呼 じ か ん (p151) 
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周囲 より は る か に 高い 
土地 


あぁ か た ち 
り 上 が っ た 形 


し 9 う 3 い た か 0 
騙 針 周明 より は る か に 高い 土地 
mountain / 凌 軸 豆 革 弄 人 阜 難 品名 早 時 プ 高 出 周 国 入 多 的 土地 


た か や まみ と 
あの 高い 山 を 見 て くだ さい 。 

や ま さん か い の ぼ し 
その 山 な ら 、 三 回 登っ た こと が あり ます 。 


山歩き 較 自 : 山 を 歩い て 楽し むこ と 

山小屋 : ea 施設 
山間 部 : 山 に 挟ま れ た 地 葵 

人 egoslol 
山脈 : 高い 山 が 連なっ て 伸び て いる 地 淀 
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や ま 


た が も ろ ぁ が がち 
還 呈 高く 盛り 上 が っ た 形 
pile, mound 闘っ ] 突 9F 言 豆 違 / 高 高 隆 起 的 堆 状 物 


や ま か た ち に も の こ 
2 山 の 形 に 似 て いる 物 だ か ら 


ひと レ ) を 4 う メ ほん や ま 
s あの 人 の 机 の 上 は 本 の 山 だ 。 
め は い 
。 み か ん は 一 山 、500 円 で す 。 


は ん た か 


盛り : 山 の よ うに 物 や ご 飯 を 高く 盛る こと 


や ま 


。 さい じゅ ゆう よう ぶ 


[ 1a] 出来 事 の 最 重要 部 
| climax, high point / 憶 分 引 人 オ す 圭 全 告 早 申 事情 的 紫 要 区 共 、 内 容 的 重要 部 分 
@ 出来 事 に お ける 重 本 度 を 高 さ に 例え た と き の 、 と て も 高い 部 分 だ か ら 
。 デ 人 が つい に 再会 する と ころ が この 映画 の 山 だ 。 
ば 
* 分 度 の 数 学 の 試験 は この ペー ジ が 山 に 違い な い 。 * こ の 場 
あい し ゅ うだ い か の う せ い た か を る い み 
谷 は 、「 山 」 は 「 出 題 され る 可能 性 が 高い 所 」 を 意味 する 。 
山 勘 : 勘 で 推測 する こ と 。 あ て ずっ ぱ う 
山場 : 劇 や 映画 で 最も 盛り 上 が る 場面 
合 山 を 張る ノ 山 を か ける : 試験 な ど で 出 題 範 囲 を 予想 し て 、 そ こ 
Le ん ぴ び 
だ け を 準備 する 。 
[1D] 数 量 の 多 天 な 物 


large amount モ 愉 9| ヨガ 幼 包 スプ 数 量 概 多 的 赤西 
@ 乗り 越え る べき 山 の よう に 感じ られ る も の だ か ら 


・ 科 キ ャ ンプ ァ で 人 の il 作っ て し まっ た 
こん し ゅ うち ゅ 

EE 。 今週 中 に この 仕事 の 山 に 手 を つけ よう 。 
山 ほ ど 男 : と て も た くさ ん 


例 ) 部 長 私 た ち 下 の 者 が 計 RS 出 ほ ど あ る ん で す 。 
山 山 較 : 心から 望ん で いる が 不可 能 な * ひら が な 表記 が 多 


や ま 
い 。 


例 欲し い の は や まや まだ が 、 と て も 買え な い 。 


や ま の ぼ ぽ 


凡 因 山登り 
mountain climbing を 人 視 / 妥 山 、 登 山 
@ 山 と いう 目標 を 目指 し て の 行動 だ か ら 


し ゅ み や ま 
* 趣味 は 山 で す 。 
い が い や ま くだ た い へ ん 
* 意外 な こと に 、 山 は 下り が 大 変 で す 。 


こう ざん 
鉱山 
mine / す 社 / 研 山 


@ 山 の 申 で 、 特 に 人 に 利益 を も た ら す 鉱山 に 意味 を 絞っ た か ら 


ぉ と こ く ろう すえ や ま ほ あ 
* 男 た ち は 苦 労 の 未 、 山 を 掘り 当て た 。 
せん ぜん や ま に ん こう ふ は た ら 内 
* 戦前 、 こ の 山 に は 1500 人 も の 鉱夫 が 働い て いた も の だ 。 


箇 山 を 当て る : ① 山 の 鉱物 を 掘り 当て る ② 相 場 な ど で 大 儲け す 
る 
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光 が な く て よく 見 えな い 
状態 


世間 の 目 に 触れ な い 


じょう た い 


~ 
じょう た い 


思慮 分 別 が な い 状 能 


り ひ き 。 ち つ じ ょ 


取引 や 秩序 が 不正 な 


じょう た い 


9 が り あみ は うたい 
配 固 光 が な く て よく 見 えな い 状 態 
darkness (absence of light) / 思 9| 羽入 豆 | モ 盆 相 没 吉 光 看 不 清 


泥 権 は 間 に ま ぎれ て 郎 宅 に 妨 び 込ん だ 。 
ひ し ず み の うみ る 
や が て 日 が 沈む と 、 あ た り は 閣 に 包ま れ た 。 


や み う や み 、 ひと お も 
闇討 ち 鋭 4 : 聞 に まぎれ て 人 を 競う 

み ぜん ご み きか い も の ご と お こ な 
章枝: 前 後 の 見境 な く 物事 を 行う こと 


や み よ 
闇夜 : 購 い 人 
くら や み まろ 


暗闇 : 暗い こ あら 上 膳 い 所 
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や み 


きき み と お 中 うたい 
還 罰 先 の 見 通し が な い 状 態 
dismal prospects / 社 呈 9| 鹿 記 分 明 前 途 不 知 所 措 


健 な 0 が 0 た と 


(@ 希望 を 光 に 例え た と き に 、 そ れ が な い 状 態 だ か ら 


な か いっ すん さき や み い 


間 。。 ・ 世 の 中 、 一 十 先 は 閣 と 言わ れる が 本当 で すね 。 
--->» か いし ゃ 、 と うき ん うえ いえ ぜん と や み 
QO 風 。 人 科料 が 倒産 し た 上 、 家 の ロー ン も ある の で 前 途 は 閣 だ 。 
M 』 


め ふ ょ うた い 
匠 罰 世間 の 目 に 触れ な い 状 態 
unknown to the world ノ 借 社 引 エ 9] 屋久 洪 豆 分 可 ズ 不 洒 世 人 所 知 
@ 物事 を 見 る た め の 光 が な いと 、 人 は それ を 見 る こと が で き な い か ら 


し ん そう し 


。 そ の 事件 は 痢 に 送ら れ て 、 真 相 を 知る 人 は いな い 。 
だ いじ ん じ さ つ っ ほん と う り ゆう や み な か 
・ 大 臣 が 自殺 し た 本 当 の 理由 は 、 い まだ に 凍 の 中 で ある 。 


し り ょ ふ ん べつ し じょうたい 
諾 衣 思慮 分 別 が な い 状 態 
darkness (in ones mind) 人 [本 吉 習 9] 昼 記 信 本 / 鉄 思考 閣 別 , 換 不 着丈 脳 


りか り 。 た と 


@ 理性 を 光 に 例え た と き に 、 そ れ が な い 状 態 だ か ら 


は ん ざい し ゃ 。 ここ 2 や み は か 、 し 
* その 犯罪 者 の 心 の 聞 は 計り 知れ な い 。 
か の じ ょ 。 な や や み 。 う やぶ 
* こう し て 彼女 は 悩み の 闇 を 打ち 破っ た の で す 。 


と り ひ き 。 ち 


つじ ょ ふ せい じょうたい 
芽 時 取引 や 秩序 が 不正 な 状態 
shady (business), black (market) / ガ 選 寸 知 財 2| 早計 本 人 ズ 不 正規 的 交易 及 秩 序 
た だ か り た を じょう た い 
@ 正 し さ を 光 に 例え た と き に 、 そ れ が な い 状 態 だ か ら 


し ゅ う せ ん ご ひと や みい ち も の か 
。 終 戦後 、 ほ と ん どの 人 は 闇市 で 物 を 買っ た 。 
と お な か 
。 こ ん な うそ が まかり 通る な ん て 、 こ の 世の中 は 闇 だ 。 
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ね と きい 3 
寝 て いる 時 に 生じ る 


げん か く 


じ っ げ ん ね が 
実現 し た い 願 い 


2 
つげ ん 


実現 の 可能 性 が な い 


和博 
空 】 


げん か く 


本 還 寝 て いる 時 に 生じ る 幻覚 


dream (images seen when sleeping) / 谷 介 記 を SH 当 引 呈 言 娠 介 / 睡 常時 誕生 的 包 党 


あし た 


明日 の 試合 の 夢 を 見 た 。 

頂い 夢 を 見 な いよ うに する に は 、 体 を 締め つけ な い 服 を 着る 
ほう が よい 。 

いろ いろ な こと が 起き て 、 長 い 夢 の ご と き 生 涯 だ っ た な あ 。 


ゆめ ご こ ち ゆめ な か < き も 
夢 心 地 : 夢 の 中 に いる よう な うっ と り し た 気持 ち 


は つゆ め と し さい し ょ み ゆめ 
初夢 : その 年 最初 に 見 る 夢 
まさ ゆめ 


遂 : 歩 で 見 た こと が 実際 に 起こ っ た 、 そ の 輝 
中 : 物事 に - と て も 熱中 する こと 属 夢 中 に な る 


あく む 


わる 
悪夢 : 悪い 夢 


ゆめ 中 ぜん ぜん ON 2 
所 夢 に も こない : 少し も 。 全然 * 打 ち 消し の 語 が 続く 


だ れ が た と も ある も か し ゆめ 
例 ) 誰 も が 小型 コン ピュ ー タ ー を 持ち 歩く な ん て 、 音 は 夢 に も 
思わ な か っ た 。 
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ゆめ 


じ う げん ね が 
実現 し た い 願 い 
dream, hope 当選 邊 坪 包 委 全 す す / 想 笑 現 的 民 罰 
て ん 。 。 ゆめ 


(@ 現実 で な いこ と を 頭 の 中 で 見 る 点 が 、 夢 と 似 て いる か ら 


。 A : 将来 の 慕 は な ん で すか 。 
ゆめ や き ぁ う せ ん し ゅ 
B : 夢 は ブロ 野球 選手 に な る こと で す 。 
。 つ い に 彼 は 宇宙 飛行 圭 に な る と いう 夢 を 叶え た 。 


じ つ げ ん 
肥 居 実現 の 可能 性 が な い 空 想 
just a dream, vain hope / 省 羽 媒 2| を 9| 毛 記 ざ 倍 不可 能 笑 現 的 空想 
と くち ょ う 


《) 実現 し な いと いう 特徴 が 、 夢 と 似 て いる か ら 


彼女 は 映画 スタ ー と デー ト す る な ん て 、 夢 の よ 
えて いる 。 


う ちゅ 9 うり ょ こう 
* 宇宙 旅行 ( は も は や 送 で は な く 4 
た 


い 
か ら 
* この 宝くじ ! - 当 た れ ば 、 大 金持ち も 夢 じ ゃ な い ぞ 。 


ミ 
KS 


文化 ノー トク 7 < 見 る と 給 起 の いい も の は | 信二 ニ 鹿 三 = な す び 」 と 言 われ て お り 、 
いち ば ん 
一 番 い い の は [富士 山 、 次 に いい の は [ 鷹 、 そ の 次 ! こい い の は 「 な す び (な 


す )」 の 夢 と され る 。 
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本 筋 か ら ずれ た 場所 


3 9 LE 
本 誠 脱 の 付け 根 の 下 
underarm,ones side グ 展 百名 号 慎 時 呈 / 手 警 的 根部 下 側 


体温 計 は きち ん と 脇 に 挟ん で くだ さい 。 
。 脇 の 年 が ひど い の で す が 、 ど うし た らい いで し ょ うか 。 


/ \ わき げ わき は け 


| 脇 毛 : 脇 に 生え る 


[Ga 体 と 肘 の 間 
| ammpik 合 時 韻 屋 引 人 身体 和 肘 同 
| みわ れき し た も わき りん せつ っ RS 
| 細 脇の下 は 、 脇 に 隣接 する 場所 だ か ら 
か の じ ょ わき ご ほん か か 
* 彼女 は 脇 に ドイ ツ 語 の 本 を 抱え て いた 。 


りょう ほう 


。 両 方 の 脇 を 締め て バッ ト を 振り 抜き な さい 。 


大 脇 が 甘い : 油断 を し て いて 防備 が 翌 い 
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わき 


ちか ば し ょ 
屋 罰 すぐ 近く の 場所 
next to, to the side 足せ 利 引 舎人 ネ グ 序 辺 


と ころ ふ きん か ん けい どう た い わき か ん けい し = = 
@ ぁ る 所 と その 付近 と の 関係 は 、 胴 体 と 脇 の 関係 に 似 て いる か ら 


わき じ て ん し ゃ と 
* ガレ ー ジ の 脇 に 自転 車 を 止め た 。 
き 


じ どう し ゃ みち わき よ 
* みん な 、 自 動車 が 来 た か ら 道 の 脇 に 寄っ て ! 


わき ば ら は ら そく めん 


腹 : 腹 の 側面 
わき み ほん どう わか ほそ みち 
道 : 本 道 か ら 別 れ た 細い 道 p[1al 


Ds ば し ょ 
| [1a | 本 筋 か ら ずれ た 場所 
| digression, sideline / 志 本 所 召 引 人 | 汰 中 十 オノ 偽 患 、 傘 邊 


ほん すじ と ころ 


@ 本筋 と そこ か ら ず れ た 所 と の 関係 は 、 胴 体 と 脇 の 関係 に 似 て いる か ら 


は な し わき 


。 話 が 脇 に それ た の で 、 元 に 戻し まし ょ う 。 
が ちょ う わき よ けい くち ーー 
貞 あ 0 e 部 長 が また 脇 か ら 余計 な 口 を 出し て きた 。 


勝見 : 本 筋 で な いと ころ に 気 を 取ら れる こと 

ほん すじ ほう こう 
脇 半 : 本 筋 か ら ず れ た 方 向 史生 

し ゅ じん こう ひ た や てく ほ き ひと 
脇役 : ① 主 人 公 を 引き 立て る 役 ② 補 佐 を する 人 


が く 。 わき 。 ぶ ぶん 
服 の 脇 の 部 分 
side (of clothing) 和英 引 2d 王 守 | 早 芝 (衣服 的 ) 禄 


69 服 を 着 た と き に 、 脇 に 接する 所 だ か ら 


。 ワ イシ ャ ッ の 脇 が ほこ ろ び て し まっ た 。 
。 コ ー ト が だ ぶ だ ぶな の で 、 脇 を 詰め て も ら お う 。 


| 
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